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「どこだぁ、ここ……？」

　気付いたときには一面の白世界。

　雪景色だとか、雲の上だとか、そんな生なま温ぬるいものではなく、ただただ永遠に白が続いていた。

　眼前だけではない、横を見ても後ろを見ても、上も下も全すべてが白いのだ。温度も湿しつ度ども風も感じない。かといって部屋の中にいるような閉へい塞そく感も無い。奇き妙みようなものである。

　画面越ごしに世界を見み渡わたしているような妙な気分だ。しばらく右や左に視線を投げてみたが、そもそもが白いだけの世界なので早々に飽あきた。

　白い世界に立っている男……山やま本もと和かず也やは、一通り周囲を確かめると、頭をかいてその場に座り込こんだ。

　立つ、座すわる、という動作をする感覚はあるのだが、白い景色のせいでいまいちしっくりとこない。地平線のような何か……基準になるようなものがあれば違ちがうのだろうが、何せ見てども見てども白いばかりだ。

　座れるということは、この真っ白で奇妙な世界にも一応重力とか上下とかがあるんだろうか。ふと、そんな疑問が頭をよぎると、なんとその疑問に答えが返ってきた。

「そんなものはありませんよ」

　突とつ然ぜん、和也の前にモノクルを掛かけた英国紳しん士し風の男が現れた。優ゆう雅がな仕草で男が一礼する。

　年の頃ころは三十歳さい位だろうか。年ねん齢れいの別がつきにくい顔立ちで、もっと若くも、老ふけても見える。物もの腰ごしも優雅で立ち居振ふる舞まいも（多少演技臭くさく大おお袈げ裟さだが）様になっていた。オールバックにした長いアッシュグレーの髪かみを後ろで一ひと括くくりにした洒しや落れ者ものである。

「初めまして、神です」

「は？」

　和也は、自らを神と宣のたまった相手を穴が開くほど見み詰つめたが、その熱ねつ烈れつな視線はスルーして自じ称しよう・神は話を続けた。

「あなたは何な故ぜ、ここにいるのだと思いますか？」

「さすがに過労で意識がぶっ飛んで……不思議体験してるから？」

　そうとしか考えられなかった。

　今年でアニメーター歴五年目の和也の記き憶おくは、五徹てつで原画を仕上げた後で途と切ぎれているから、床ゆかで気絶でもしたのだろう。

　今回の無茶でいよいよ脳がトリップしたのだと思えば、先程からの夢心ごこ地ちや奇妙な世界もそれで説明がつく。

　そう考えれば天使や神や悪あく魔まなんかが出てきても不思議ではない。だから和也は気負いなく目の前の自称・神と向き合っていた。本当に神ならば、三さん途ずの川を渡わたる前になんとか現世に帰してはもらえないものだろうか。

「途と中ちゆうまでは合っています。ただ、あなたは床で気絶したのではなく、過労死しました」

　そんな和也の淡あわい期待も空むなしく、自称・神ははっきりと死の宣告をした。

「死んだ?!　早くね?!」

「無理もない生活してたでしょう」

　そういえば面めん倒どうで、栄養補給はブドウ糖タブレット。無い時には白砂糖。そして水だけだった。

　いつしかやたら柔やわらかい皮ひ膚ふに骨が浮うく化け物のような見た目になっていたが、もはや外に出ることも少なかったので、多少浮うき世よ離ばなれした外見でも問題ないと和也は考えていた。気にも留めて無かったというべきだろうか。

　とにかく、和也は絵が描かければよかったのだ。

「そう言われれば、まぁ、そう、かも？」

　和也は気まずそうに目を泳がせる。己おのれの生活態度には全くもって自信がない。ブドウ糖タブレット以外の固形物を口にした記憶が思い出せない辺りでお察しである。

　それでも一応は食い下がってみた。

「いやだって俺おれまだ二三歳だよ？　いくらなんでも早過ぎるだろ」

　齢よわい二三歳、人生の幕を降ろすには早過ぎるが、痛ましそうな視線が返ってくるだけだった。

「あなたね、もう少し自らを省かえりみなさい」

　和也のそんな訴うつたえも空しく、自称・神は苦言を呈ていした。

　言われて沈ちん黙もくし自分の短過ぎる人生を振り返った和也は、大きく息を吐はいた。どう考えても自称・神の言い分に利がある。

「仕事楽しいんだもん。……いや、楽しかったんだもん、か」

　小さな頃から絵ばかり描いていて、親元を離れてからは無茶な生活をしていた。

　それこそ、仕事に慣れた頃には前述のような食生活が常態化し、徹夜も多くなり、陽ひに当たることも無くなった。

　過労死と言われても、そうか、という感想がしっくりくる。

　自分の死をあっさりと受け入れてしまったので、目の前の自称・神も本物の神なんだろうなと意識を改めた。その本物の神が、一体こんな人間をやめていたような自分に何の用だろうかとも思ったが。

「そこで提案なのですが、あなたが望むのなら別の世界で第二の人生を送りませんか？」

　そんなことをあっさり提案しないでほしい。しかし、和也は少しの間考えた。

「……これ、今流は行やりの異世界転生ってやつ？」

「所謂いわゆる異世界ものの導入ですね。分かりやすいでしょう？」

　打てば響ひびくように返ってくる。神が人間界の流行りをチェックでもしているのか。

「はぁー……っつーことは、俺、まだ絵が描けるんだな」

　和也にとっては『まだ絵が描ける』ということが大事なのであって、自分の生死すらその前では些さ事じに過ぎない。描けるのなら前世も異世界も関係ない。

　むしろ、異世界でどんな絵が描けるのか楽しみだ。

「条件は二つ。転生したことは誰だれにも言わないこと、最低限文化的な生活を送ること」

　何故だか今、憲法のようなことを言われた気がしたが……。

「あなた、言わなきゃまた寝しん食しよくを放ほうっておくでしょうが」

「ハイ」

　さっきから心を読まれている。と、今いま更さら気付いたが、相手は神だと思えばこれも納なつ得とくだ。

「取り敢あえず転生先についてと、転生してからのことについて話し合いましょうか」

　神が指を鳴らすと、アフタヌーンティーセットがテーブルと椅い子すごと現れた。

　小こ洒じや落れてるなぁ、と思いながら和也は勧すすめられるままに椅子に腰こし掛かける。

「では、まず、転生先についてからご説明します」

　向かいに腰掛けた神が笑え顔がおで話し始めた。

　長い話になりそうだったので、和也は軽食を摘つまみながら耳を傾かたむける。

「まず、転生先の世界は魔ま法ほうのある世界です。文明レベルは地球で言うと……ざっくりと中世、というところでしょうか。四季がありますが日本程ほどの気温差はありませんね。魔法のお陰かげで和也さんでも苦労すること無く生活できるはずですよ」

　不ふ真ま面じ目めな態度への意い趣しゆ返がえしだろうか。和也さんでも、というところがやたらと強調されていた気がするので、和也はあえて突つっ込んで尋たずねてみた。ちゃんと聞いてますよアピールである。

「例えば……そうだな、蛇じや口ぐちを捻ひねったら水が出るとか？」

「生活用水も飲料水も魔法で出せますよ。上下水道もしっかりと整っています」

「蛇口の代わりに呪じゆ文もんって感じなのな」

　こんな調子で神はざっくりと、だが質問には的確に答えながら、転生先のことを説明した。

　その説明と質疑応答にどれ程の時間がかかったのかは……時間の感覚が無いので分からない。

　和也が食べても無くならない軽食とお菓か子しと紅茶に満足し、神の方でもできうる限りの話が終わったころ、そろそろ転生しましょうか、という話の運びになった。

「では、お達者で。……もう質問はありませんか？」

「あぁ、いろいろ教えてくれてありがとう。まぁ俺は絵が描ければなんでもいいや」

　山ほど質問はしたが、和也からの要求は一つだけ。

　何不自由無く絵が描けること。それだけだった。

　チートとかスキルとか魔法にも正直そんなに興味は無い。無む双そうしたいとも思わない。死んでなお、ただ絵が描きたい、それだけを考えているのが和也の特異な点だろう。

「欲の無い方というか、貪どん欲よくな方というべきか……」

　神が苦く笑しようしているが、和也はせっかくの二度目の人生のチャンスを前に遠えん慮りよはしなかった。

　欲しいものは言ったし、それが叶かなえばどうなってもいいと思っている。心から。

　ただ、余あまりにも都合がいいことばかりで、正直、まだ夢なんじゃないかと疑ってはいるのだが。

「夢じゃないですよ」

「ヘイ」

　もはや心を読まれるのも何度めか分からないので、和也の返事も適当になってきた。

　苦笑した神が腕うで組ぐみして何かを考え込む。

「……やっぱり、私の気が済まないので、ボーナスを積んでおきます」

「えぇー……」

　まさかそんな理由で転生ボーナスとやらが実装されるとは思わなかった。

　描ければいい、ので、それが違わないのならいくら積んでくれてもいいのだが。

　先程の説明も話半分にしか聞いていなかった和也にとっては、最も早はやお任せコースだ。

「あなた、私が何の神かわかってます？」

「いいえ。……てか、そうだよ、なんで俺転生できるの？」

　そういえば肝かん心じん要かなめのそこを聞いていなかった。

　転生とはもっと、善行をした奴やつとかが選ばれるものじゃないのだろうか、普ふ通つうは。

「自覚は無いんでしょうね。──あなたのお陰で私は誰かを転生させられる位に神格が上がりました。これはそのお礼です」

「身に覚えが無さ過ぎる……」

　神は委細気にしない様子である。きっとこの話は質問しても無む駄だだろう。

「私と話したかったら、寝ねる前に私の名前……セケル、を三回唱えてください。夢で逢あえます」

「困ったことがあったらそうするよ。助かる」

　和也は一度そこで言葉を切ると頭をかいた。

「色々と、その、ありがとうございます」

　精せい一いつ杯ぱいの丁てい寧ねいさで頭を下げると、神は満足そうに笑った。

「では、転生先へ落としますよ。今度こそお達者で」

　頭を上げると神が笑顔で手を振っている。

　ん？　落とされる？　と、思った時にはもう遅おそい。

「え？　あっ、あぁぁぁぁぁ！」

　足元がパカっと開いて、和也は暗い穴の底へ落ちて行った。

「……転生先では、長生きしてくださいね」

　神……セケルは、和也に聞こえない程度の声こわ音ねでそう呟つぶやいた。




　和也は気が付くと森の中にいた。すぐ隣となりには小川が流れている、ひらけた場所だ。

「はぁ、これが異世界……」

　言われてみれば空気が違う。なんというか、濃のう厚こうだった。

　木々のにおい、草のにおい、川のにおい……、嫌いやなにおいは無いが、どれだけ今まで雑然とした空気の中で生活していたかが分かる。

「新しい名前はたしか……、メネウ、だったな。夢にしてはよく出来てる……」

　まだ夢だと疑っている和也改めメネウの手元には、一通の手紙と短たん剣けん、革かわ袋ぶくろに入った硬こう貨からしきもの、何故か絵筆が一本とスケッチブックが一冊置かれていた。

　絵筆の柄えには虹にじ色のインクが満タンに入っており、尻しりの部分に大きな丸を七つの小さな丸が囲うような装そう飾しよくが付いている。不思議な形状だが、穂ほ先さきはどう見ても絵筆のそれである。穂先が絵筆ならきっと絵筆に違いない。

　手紙を手に取ろうとして、はたと気付く。

「ん……？」

　手紙を持つ手が思った以上に健康的だ。骨が浮いていた元の身体からだと違う。肌はだ色いろも生白くない。

　慌あわてて川を覗のぞき込むと、緩ゆるやかなせせらぎにメネウの姿が映った。

「なんっ……なんだ、これ……」

　ぺた、と頰に触ふれてみる。川の中のメネウも真ま似ねをした。どうやら勘かん違ちがいじゃないらしい。

　自分の顔に張りがある。

　年の頃は死んだ時と同じく二十代前半だろう。

　茶色がかった黒い瞳ひとみも、短い黒くろ髪かみも一いつ緒しよだが、肌はだがくすんでいない。頰ほおもこけていない。適度に筋肉がついていて、身体が軽い。

「なかなかのイケメンじゃねぇ？」

　立ち上がると、前よりも視線が高いところにある。服装は生き成なりのシャツに黒いローブ、ズボン、ブーツか、と確かめた。

　そこまで確かめて、メネウはようやくしゃがんで手紙を開いた。

　案の定セケルからの手紙である。

『メネウさんへ

　夢じゃありませんよ。セケルです。まずは、転生成功おめでとうございます』

　失敗もあり得たのかよ。

『あなたの姿は、あなたが健康的かつ文化的に生活していた場合、の姿で作っています。年齢は前世と一緒です』

　これだけ変化が顕けん著ちよだと、どれだけ不健康な生活をしてたんだ？　と自分に対して少し呆あきれる。

『次の紙に取り決めたことについて記してあります。基き礎そ的な社会通念や常識はそちらで学んでください。遠い国から旅をしてきたが、途中崖がけから落ちて記憶喪そう失しつになった、と言えば大体は解決しますよ』

　乱暴。解決方法が乱暴。

『あなたの転生ボーナスも次の紙に記してあります。そうそう、ステータスという形が分かりやすいと思ったので、ステータスが見られる世界にしておきました』

　何それ何の気き遣づかいですか、ありがとうございます。後で開いてみよう。

『異世界での新しい人生を楽しんでください。あなたはもう、メネウなのですから』

　そう手紙は締しめくくられている。二枚目以降は本当に書類といった形で、取り決めなんかを分かりやすくまとめてあった。

　読むのはとりあえず後でいいだろう。ここで読んで夜になったらシャレにならない。キャンプなんて小学校以来だし。道具もないし。

「とりあえず町に出ないとだよな……、泊とまるところ探さないと」

　手紙には現在地にばつ印のついた近きん隣りんの地図も添てん付ぷされている。このまま川に沿って歩けば最寄りの町に辿たどり着けそうだ。

　腰こしに大きめのポーチが付いていたので、一ひと先まず置いてあったものをポーチに詰つめ込んで、メネウは町へ向かって歩き始めた。

　魔法のある世界だと聞いていたが、道中、魔物に襲おそわれることも、誰かとすれ違うこともなかった。三十分程歩いたころ、森を抜ぬけ小高い丘おかの上に出た。視線の先に高い壁かべに囲まれた町が見える。

　この健康体は、前世と違ってこの程度の徒歩では疲つかれないらしい。

　右手には森、左手にはどこまでも広がる草原と遠くには海が見える。そこに溶とけ込むような石の壁の町。実に絵になる光景である。

「おお……すごい。ファンタジーだなぁ、これ描きたいなぁ……！」

　しかし、ここで絵を描いていたら結局町に辿り着く前に日暮れを迎むかえてしまいそうである。一先ず欲求は我が慢まんして、メネウは歩を進めた。

　時折空を飛んでいく鳥の鳴き声に耳を傾け見上げながら歩いていると、あっという間に町に着いた。

　煉れん瓦が造りの瀟しよう洒しやな町並みが広がっている。高い建物が無いので見晴らしも悪くない。

「こんな感じかぁ」

　関所の門から町を見渡しての感想である。

　町へ入る関所に門番もいたが、特に怪あやしまれたり手形のようなものを必要としたりはしないようだ。旅の男が一人ふらりと現れてもそこまで警けい戒かいしない。治安が良いのだろう。

　とりあえず何をするかなと考え、確か異世界モノのアニメを手がけた時には、最初は冒ぼう険けん者しやギルドへ行っていたはず、と思い当たった。

　目指すは冒険者ギルドと思いながら、もう一つ、異世界モノの定番で嫌な予感に思い当たる。

（なんかこういう異世界モノって言ったら……）

　ドシィン……、と大地を揺ゆらす足音と共に悲鳴が聞こえた。

「だれかぁぁあ！　助けてくれぇ、ギガントロールだぁぁあ！」

「ですよね！」

　異世界転生モノの最初は、強敵が出てくるのがお約束。

　ついでにそれを転生者が簡単に倒たおすところまでワンセットだ。

（結局、ステータスの見方が分からなくて見れてないんだよなぁ）

　町の入り口に立っていたメネウに向かって、商人らしき恰かつ幅ぷくの良い男と、それを追う巨きよ大だいなトロールが棍こん棒ぼうを構えて走ってくる。

　トロールの方が足が遅いが、商人とは歩ほ幅はばが違う。まだ距きよ離りはあるが、パースから見て三階建てのビル程度の上うわ背ぜいがありそうだ。

　商人は今にも追い付かれそうだ。恰幅の良い身体を精いっぱい揺らしながら走っているのを見るに、身体のわりには早いがギガントロールから逃にげるには少々遅い。

「どれ、腕うで試だめしといきますか」

　転生ボーナスを積んだって言葉、信じてるからな、セケル。

　これで死んだら恨うらむからな、セケル。

　据すわった目でメネウは心の中でセケルに文句を付けた。

（だって、俺、まだこの世界で何も描いてないし）

　メネウがそう思った時、ポーチから絵筆とスケッチブックが飛び出して手の中に収まった。

「……は？」

　意味がわからない。展開に頭が追い付かない。

　でも、アニメに携たずさわっていたから分かることもある。

「これを使えってことなんだな?!」

　誰にともなく叫さけんだメネウは、ギガントロールに向かって駆かけ出した。

　門番が、おい、と止めて来たが振り払はらってギガントロールに向かって走る。

　近付くにつれて酷ひどい悪あく臭しゆうが漂ただよってきた。緑色の肌も、垂れた粘ねん着ちやく質しつなヨダレも気持ち悪い。

　スケッチブックにギガントロールを倒す為の魔法を絵筆で描く。これを使う、ということはきっとこういう使い方で合っているんだろう。他に紙と筆の使い方も知らないし。

　この絵筆、不思議なことに思った色が勝手に出る。硬かたさも鉛えん筆ぴつからエアブラシまで自動選せん択たくされる。消したいと思ってなぞれば余計な線が消える。ナニコレ便利。

　オーバーテクノロジーのペンタブかよ、と思いながらも描き上げたのは雷いかずちの槍やり。

「これでただのすげぇお絵描きセットだったら許さねぇからなぁ、セケルー！」

　ギガントロールのこん棒が足を縺もつれさせ倒れた商人に振り下ろされる、という瞬しゆん間かんの出来事だった。

　叫んだメネウがスケッチブックをギガントロールに向けると、スケッチブックから今描かれたばかりの『巨大な雷の槍』が飛び出し、ギガントロールの胸を貫つらぬく。バチバチと激しい音をたてて、ギガントロールの胸を雷の槍は貫き焼いた。

「なっ……」

　大地を揺るがす一ひと際きわ大きな音と共に、メネウと商人の目の前でギガントロールは倒れた。

（……ボーナス強力過ぎない？）

　轟ごう音おんを前に茫ぼう然ぜんとしているメネウの背後で歓かん声せいがあがった。後で聞いた話だが、ギガントロールが町で暴れていたらとんでもない被ひ害がいが出ていたそうだ。実際に幾いくつかの町がそれで酷い状じよう況きようになったこともあるとかないとか。
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　背中に歓声を受けるメネウの足元に、ころころと何かが転がってきて足にぶつかった。

　拳こぶし大の水すい晶しようのようなもので、透とう明めいなのに光の加減で虹色に見える。絵筆を持ったままの手でそれを拾い上げると、絵筆の装飾部分にその水晶が吸い込まれていった。柄の部分のインクがいつの間にか減っていて、水晶が吸い込まれるとそのインクが補ほ充じゆうされたようだった。

「ありがとうございます、ありがとうございます……！」

　ギガントロールの死体を検分し、処理する為に向かう兵士たちとすれ違いながら町に戻もどると、二人の兵士に支えられたさっきの商人が滂ぼう沱だの涙なみだを流しながら頭を下げて来た。

　おじさん、鼻水出てる出てる。

「いえ、そんな……、俺は何も」

　したな。と心の中で付け加える。最初に謙けん遜そんが出るのは腐くさっても日本人だからだろうか。

「いいえ！　とんでもない！　あなたは命の、ひいては町の恩人です！」

（そりゃ、あんたが町に逃げて来たからじゃないのか）

　とは黙だまっていたメネウだったが、傍そばで支えている兵士はそのことについてはさして突っ込まないようだ。

「私はこの町の商人ギルドを運営しているハーネスと申します。あなたは……」

　やっと涙を拭ふいて洟はなをかんだ恰幅の良い商人は改めて名乗ってくれた。なるほど、商人ギルドか。町の経済を担になっている男だから、あんな物ぶつ騒そうなものを引き連れて町に逃げて来たとしても誰も何にも言わないんだな。

　特に嫌きらわれている人物でもなさそうだし、仲良くしておいて損はないだろう。

「メネウだよ。えーと……旅人で、崖から落ちて記憶を失っていて、あとはよく分からない」

　下手な説明だが最初はこんなものだろう。たどたどしさがいっそリアリティを高めているかもしれない。細かいことを訊きかれても俺には分かりません。

　今夜、セケルには絶対説明を聞かなければならない。

　特にあの、なんだ、あの何か出たやつ。本当によく分からない。

「とりあえず、ステータスを見たいとか、そういうところから忘れてるんだけど……」

　メネウのコミュニケーション不全が本当に功を奏したのか、ハーネスは疑うこともせずにお任せくださいと胸を叩たたいた。

「そんな大変なご事情の中、私を助けてくださったのですね。メネウ様がこの町にいる間は私が責任を持ってお世話させていただきます。一先ず私の屋や敷しきにご滞たい在ざいされてはいかがでしょう？」

　それは助かる。とはいえ、こんなどこの馬の骨とも知らない男を簡単に招いていいのだろうか？　心配になってきた。

「助かります。途と方ほうにくれてたんで……」

　一応お言葉に甘あまえてみると、ハーネスは笑みを深くして力強く請うけ合ってくれた。

「私は生あい憎にく仕事がありますので、娘むすめをつけましょう。屋敷で一度落ち着かれたら町を見るのもよろしいかと」

「ありがとう。本当に助かります」

「お任せください！　命の恩人ですからな！」

　この出来事すらボーナスの一種なんじゃないかとメネウは疑い始めた。とんとん拍びよう子しに話が進み過ぎである。

　ハーネスを迎えに来た従者に馬車に乗せられ、メネウはハーネスの屋敷へと向かった。

　町の入り口から町を縦断し建物がまばらな区画までやってくる。ひとつひとつの建物の庭が大きい高級住宅街らしく、整えられた庭の向こうに大きな屋敷が見えては通り過ぎていく。

　商人ギルドを運営しているというハーネスの屋敷も、それはもうやたらとでかかった。

　豪ごう邸ていは美少女系アニメやファンタジー物には付き物だったが、ここはファンタジー作品の豪邸そのものだ。

　資料でしか知らない某ぼう国こくの庭園が広過ぎる豪邸も、きっとリアルで見たらこんな感じなのだろう。

　ハーネスの屋敷は門を潜くぐってから、しばらく左右に緑の生いけ垣がきが絶えなかった。直進する道の前には噴ふん水すいがあり、それを囲む円形の道がある。その円に沿って進んだ馬車は屋敷の前で静かに止まった。

　ハーネスの従者さんに馬車の扉とびらを開けてもらって降りたと同時に、屋敷のドアが開いた。

「おかえりなさいパ、パッ……、じゃ、ない」

（ごめんなさいね）

　心の中で一応謝あやまっておく。彼かの女じよが娘さんだろうか？

　十七歳位の少女で、薄うす緑みどりのシンプルなワンピースを着ている。出るところが出ていて……ってのは置いておくとして。

　金きん髪ぱつの髪を綺き麗れいに頭の後ろでまとめて、手には杖つえ……って、それ武器じゃないんですか？

（なんで俺は杖の先せん端たんを向けられているんですかね?!）

　両手を上げて降参の意思を伝える。万ばん国こく……じゃない、万世界共通であれこのジェスチャー。

「パパをどうしたの?!」

「どうもしてナイデス」

　思わず棒読みになったのも仕方がないだろう。

　名乗るとか説明とかの前に武器を向けられる恐きよう怖ふ。いや、あんまり怖こわくないのだけれども。

（ステータス値とやらのおかげかね……？　この娘に何をされても怪け我がする気もしない）

「バレットお嬢じよう様さま……！　そちらはお父上の命の恩人ですよ！」

　従者さんが慌てて間に入ってくれた。

　少女の顔が赤くなって、青くなって……杖が退いた。

「ごめんなさい！」

「いいえ、気にしないでください」

　ガバッと頭を下げられた。すこし早とちりだけど、父親思いのいい子だな。

「はじめまして。暫しばらくこちらでご厄やつ介かいになりますメネウです。記憶喪失中で他の自己紹しよう介かいができないんだけど、よろしく」

「まぁ、まぁまぁ……あの、はい、はじめまして。ハーネスの娘、バレットです。さっきは本当にごめんなさい……」

　すっかり萎い縮しゆくさせてしまった。

　従者さんがそんなお嬢様に事情を説明している間に、スケッチブックを取り出してサラサラと鳥を模したデフォルメキャラを描いていく。絵筆のインクが、描く度たびに少しずつ減っていくのが分かった。

　さっきの魔法を描いたページは綺麗に真っ白になっていた。ものは試し、と描いた青い鳥のデフォルメキャラに、来い、と念じたら、見事に立体物になった。

　というか動く。ちまちまとスケッチブックの上を動いていたかと思うと、メネウの意思を察してバレットの肩かたへ飛んでいって止まった。

「やだ、可愛かわいい！」

　お気に召めしたようで何より。

　メネウがスケッチブックを見ると、やっぱりスケッチブックは真っ白だ。

（ちょっとわかってきたぞ……）

　とは言え、今夜しっかりと説明を聞かなければいけない。

　機き嫌げんが直って事情を理解したバレットがこちらを向く。

「メネウ様、ご記憶があらせられないのですね。ステータスの見方からということでしたので、このバレットが責任をもってご案内させていただきます」

「あ、はい。よろしく」

「まず客間はこちらですわ！」

　手を引かれて屋敷の中に連れて行かれる。その引く力が強い。え、強くない？

　ちょ、従者さん、笑ってないで助けて！




「疲れた……」

　メネウは与あたえられた部屋のベッドの上で大の字になった。

　肉体疲ひ労ろうは感じない。これは精神疲労だ。

（……前の人生じゃ女子とこんなに喋しやべるとか無かったし、まさかこんなお喋りな生き物だとは知らなかった……）

　あの青い鳥はバレットによってチータと名付けられた。チッチッと鳴くかららしい。

　最初の雷の槍と違ってあの鳥は消えなかった。屋敷の中を案内される間ずっとバレットの肩に止まっていた。

　チータはバレットを励はげます為に描いた……生まれた存在だ。バレットが居るから存在しているし、バレットが居なければ存在しなくなる。

　あんなに懐なついてしまっては（どっちがどっちにかは言わないが）消えた時に余計落ち込むのではないだろうか。

　自分が、消えろ、と思わなければたぶん消えないような気はする。だから、メネウは消えろとは絶対に念じないでおこうとこっそり誓ちかった。恨まれたらと思うととてもじゃないができない。

　閑かん話わ休きゆう題だい。いや案内が凄すごかった。疲れた。

　まずは客間に始まり、客間の中のバスルームやらクローゼットやら、クローゼットが空だから用意させなきゃだの、お腹なかが空すいたらこちらへと台所に広間にサロンに広い屋敷を連れまわされた。こちとら元引きこもりだぞ。

　バレットは大体の目安で服のサイズを見て取って注文してくれて、今はその服について従者さんと話しているから、メネウは最初の客間で一休みしていた。疲れた。

（というか今一番興味があるステータスについてまだ何にも分かってないんですけど）

　と、ぼんやり考えていたら部屋のドアをノックされた。身体を起こして「どうぞ」と応こたえる。

「服の手配が終わりましたわ！　さぁ、教会に参りましょう！」

　案の定バレットだった。チータも一緒だ。すっかり仲良くなったらしい。

　最初からそうだが、バレットは嵐あらしのような人である。

「教会？」

「はい。ステータスを見るには教会で洗礼を受ける必要があるんです。洗礼のご記憶はおありですか？」

「ないな」

　だってしてないから。

「では、やはり洗礼を受け直していただくのが良いでしょう」

「教会は近いの？」

「はい。歩いて行けますよ」

「なら行こうかな。道中色々教えてくれる？」

「もちろんです！」

　教会への道すがら、メネウはバレットから基本的なことを教わった。主にお金と時間について。

「お金は一いつ般ぱん的に使われるのは、銀貨と銅貨、ベルツ硬貨です。銀貨が一枚で千ベルツ。銅貨は百ベルツ。以下は錫すずで出来た一ベルツ硬貨を使います」

「ふぅん……」

　聞きながらポーチから革袋を取り出して開いてみる。が、銀貨も銅貨も見当たらない。

　白金色の硬貨が十枚、金貨が二十枚。

「…………メネウ様。そちらは……」

「あ──、所持金？　気を失っている間に盗とられてなくてよかったよ」

「今すぐお仕し舞まいください！」

　バレットが慌てて革袋をメネウのポーチへ突っ込む。

　あまりの剣けん幕まくに門の近くで立ち止まってしまった。まだ屋や敷しきの敷地から出られていません。

「あ、あ、あぶ、あぶなかった……」

「そんなにまずかった？」

「……庶しよ民みんが一月……三十日ですね、暮らすのに必要なのは、銀貨一枚です。ひと家族で」

「マ？」

　思わずクセが出てしまった。マジで？　の意味だ。

「ま？　……はい。そして、メネウ様がお持ちの金貨は一枚一万ベルツ。白金貨はその百倍です。高額取引に使われるので、我が家のような商家や貴族なら持っているのですが……」

　あの神さまセケル様は何してくれてんだ。

　ボーナス盛り過ぎでしょう。記憶喪失では済まないでしょう。ねぇ。

　千二十万ベルツ……一家族約一万日分の生活費って。

　財さい布ふに入れる額じゃないでしょう。神よ。

「商人ギルドでお預けになった方がよろしいですわ。利息も入りますし、両りよう替がえできます。現在の利率は二割位だったかと……」

「え、マ？」

　ダメだ、驚おどろくとすぐクセが出る。

　日本の銀行は利息何それ美お味いしいの？　という具合だったから金を入出金するだけの機関だったけど、元手があって増えるなら預けない手は無い。

「ま？　えぇ、全国の商人ギルドで下ろして頂けますし、ご利用ください。経済も回りますし」

「さすがギルド長の娘だね」

「いいえ、この位は何てことございません。足を止めてすみません、行きましょうか」

「ハイ」

　うっかり立ち止まっていた足を進める。

　門から出ると元来た方へ曲がった。いつのまにか教会を通り過ぎていたらしい。

「お金は充じゆう分ぶんにお持ちですね。あとは……日付と時間、でしたか？」

「うん。基礎的な生活はできるけど、かなり忘れてることも多くて」

「一日は二十四時間で、七日で一週間です。三十日で一月と数えます。一年は十二ヶ月ですね」

「……なるほど」

　話を聞いていて思ったが、メネウに分かるように翻ほん訳やくされている気がする。もしくは限りなく価値観の近い世界に転生させてもらったかのどちらかだ。貨か幣へい価値は最大限翻訳してアレだったんだろう。どちらでも良いが、メネウにとってはますます都合の良いことである。

　やっとハーネス邸ていの塀へいを通り過ぎると、そこでバレットは足を止めた。

「着きました」

「隣かよ」

　そこは四角い白はく亜あの建物で、教会というと結びつけてしまいがちな十じゆう字じ架かは無かった。

　代わりに綺麗なステンドグラスが扉の両りよう脇わきに嵌はまっている。

「屋根を設けない……平らにしている建物は教会なんです。神に対して壁を作らないという意味らしいですよ。さぁ、入りましょう」

　教会の特とく徴ちようを教えてもらって、いざステータス、という気持ちでメネウは教会の扉を開けた。

「ようこそいらっしゃいました」

「こんにちは、シスター。こちらメネウ様です。彼かれに洗礼をお願いします」

　たれ目気味の柔にゆう和わそうな顔をした若いシスターに迎えられる。

　顔と手以外の部分は頭髪も紺こん色いろの布で隠かくされ、胸むな元もとから足元まで刺し繡しゆうされた白い布が垂れている。こちらも中々発育が……いかんいかん。

　男子として健全な思考だが、それを失礼なことだと思う程度にはメネウは理性的でもあった。

「洗礼ですね。かしこまりました、お掛けになってお待ちください」

　教会の中は礼拝堂のイメージそのものだった。

　並んだ長椅子に、奥おくに祭さい壇だんと懺ざん悔げ室がある。祭壇には鳥の像が祀まつってあった。

　ステンドグラスから伸のびる色とりどりの影かげが綺麗だ。

（絵になるなぁ……）

　つい描きたくなってしまうが、一先ずこの絵筆とスケッチブックは危険だ。礼拝堂を描いて、さっきみたいに現実になったら大だい惨さん事じだ。描きたい欲求を堪こらえてやり過ごす。

　隣にいるバレットはチータと仲よさげに戯じやれていた。

　然さ程ほど待つこともなくシスターは戻ってきた。

「メネウさん、此方こちらへどうぞ」

「あ、ハイ。じゃあバレット、行ってくるね」

「はい。お待ちしてますわ」

　一言断りを入れて席を離れ、シスターの後ろをついていく。

　礼拝堂の隣の小部屋に入るとシスターは鍵かぎをかけた。

「これから貴方あなたの個人情報を登録・開示します。他の方に見られない為ための措そ置ちです」

　なるほど、間違っても誰かに見られたりしない為の措置か。

　シスターは小さなテーブルの上に宝石の嵌まった石板を置いた。

「こちらの石に手を置いてください」

「ハイ」

　メネウが石の上に右手を置くと石が発光した。

　細かに入っていた溝みぞに光が走る。全面に幾き何か学がく模様が浮かび上がり、その上に『ステータスウインドウ』が表示された。

　ん？　シスターが怖い顔で固まってる。

　とりあえず自分のステータスをまじまじと眺ながめた。




　メネウ

　男　23歳　蛇へびの月25日

　職業：？？？




　ＬＶ・54

　ＨＰ ５６０００００ / ８００００００

　ＭＰ ９８０００００ / ９９９９９９９




　攻こう撃げき力りよく　９８５

　防ぼう御ぎよ力りよく　５９８

　魔法攻撃力　９９９

　魔法防御力　９９９

　素す早ばやさ　５７５

　運　？？？




　保有スキル

　魔法七属性　身体異常耐たい性せい　万物具現化　神絵師　時空間操作　？？？




（アッレおっかしいなー、ゲームだとこれレベルカンストしてる数値だろオイ?!）

　盛り過ぎだセケル！　と脳内で思い切り文句をつける。

　しかも運とスキルの？？？ってなんだよ。あと微び妙みようにＨＰと防御力と素早さが「頑がん張ばって盛ってもこの位でした」感があってイラッとくるな。

　シスターが俯うつむいてプルプルと震ふるえている。

「あー……、シスター？」

「なんっと素す晴ばらしいお方がいらしたのでしょう……!!」

　泣きながら此方を向いた。ビビった。

　シスター、鼻水出てる出てる。

「いいですか、ＭＰはこの数値で計測カンストなのです。他の９９９もこれ以上計測できません。これ以上の数値をお持ちの可能性がございます！　あとスキル！　なんですかこの数とラインナップ！生まれた時と、レベルが一定に達した時に付ふ与よされる物なのですが、当たりスキルと言われる上位スキルのオンパレード！　万物具現化ってもうなんなんですか、初めて見ました！　上位スキルというのは複合スキルのことで……！」

　シスター、顔ぐっちゃぐちゃです。

　神絵師ってネットの流行り言葉じゃないのか。スキルなのか。

　そして一番の謎なぞだった絵が本物になる現象は万物具現化というスキルのせいだったらしい。その本質については謎のままだが。

　シスターの早口過ぎるステータス説明を黙って聞いていたが、洟をすすった彼女が表情を改めた。

「メネウさん。ステータスはレベルまでを表示する一部公開が出来ます。それ以下のステータスは開示されないことをおすすめします。というか、お願いします。いらぬ妬と心しんを煽あおることになるでしょうから。というかこの若さでこのステータスは異常ですから」

　今さらっと酷いこと言ったな。

「ハイ、質問ですシスター」

「なんですか？　私の方が質問したいのですが？」

「それは勘かん弁べんしてください。……そもそも、ステータスって他人に見せるものなの？」

　信じられない、って顔でこちらを見るのやめてくれます？

「実は崖から落ちて記憶喪失でして……」

「なるほど……。そういうことでしたのね。ステータスは身分証なのです。十歳にもなれば教会でステータスを見て、向いている職業に登録するのですが……貴方は何にでもなれそうですね」

　シスターは一枚の紙を取り出した。

　知らない言語だが、読める。

　騎き士しから魔法使い、商人、魔法剣士、召しよう喚かん術じゆつ師しにシスターや神父、吟ぎん遊ゆう詩し人じん、ありとあらゆる職業が記き載さいされている。

　メネウは、画家、という項こう目もくを見つけて「おっ」と思ったのだが、シスターが付け加えた。

「選ぶ職業に属さないことをすると奇き異いの目で見られます。法の行き届かない場所では私し刑けいもあり得ます」

「おっとぉ……」

　うっかり画家を選ぶと、さっきのように描いた物が実体化したり、魔法を使ったりした時に変な目で見られるかもしれないということか。

　神絵師以外のスキル要いらないな、と改めてステータスウインドウを見て思ったのだが、さっきの説明ではスキルは減るものではないらしい。増えたりくっついたりするものだとか。

　となると、絵を描いて、それが万が一現れてもいい職業を選ばなければならない。

（俺は画家がよかったなぁ……絵を描いていられればなんでも良かったのになぁ……）

　改めてスキルと職業一覧を見比べてぼそりと呟いた。

「……万物具現化が邪じや魔まだなぁ」

「さすがに怒おこりますよ」

「ゴメンナサイ」

　なぜ怒られているのか分からないが、シスターの剣幕に負けて謝る。

「じゃあ、コレにしようかな……、色々誤ご魔ま化かせそうだし」

　そうしてメネウは一つの職業を選んだ。




「お疲れ様でした、メネウ様。ステータスは表示できるようになりましたか？」

　バレットが迎えてくれた時には、すっかり夕暮れ時だった。

「あぁ、これでどう？」

　メネウが右側に意識をやると、背景が透すけている青い画面が表示された。

　名前、性別、年齢、レベル、そして職業が書いてあるステータスウインドウだ。

　職業の欄らんには【召喚術師】と書いてある。

「まぁ、召喚術師になられたのですね」

「あぁ。そのチータも召喚したようなものだし」

　戻すところはないから出しっ放しだけど。

「では、やっと私のステータスも見て頂けますね。双そう方ほうが表示できないと相手のステータスも見えないんですの」

　バレットがそう言って自らのステータスを表示する。

　年齢は十八歳で職業は魔法商人、レベルは37か。

「魔法商人と商人はどう違うの？」

「魔法商人は商売に魔法を使えるんですよ。主に輸送や品質保持にですけれど。ただし、心理操作系などの魔法はご法はつ度とですから、必要があれば使える魔法も開示します」

「魔法、見れるのか。どうやるの？　自分のが見たいんだけど」

「自分のステータスウインドウに触れながら、魔法を思い浮かべて横にスライドさせる感じでしょうか……？」

　やってみようと右手を伸ばしたところ、いきなりその腕に何かが飛びついてきた。

「ダメ！　です！」

　正体はシスターである。懸けん命めいに腕に抱だきついてくれているが、あの、当たってますから。柔らかいものが。

　じゃなくて、分かりましたから。手を離しても大だい丈じよう夫ぶですから。

　目元と鼻が赤いのはさっきまで泣いていたからですね。感動のあまり。

　こんなぶっちぎりのステータスはまぁいないそうで、記録をとりたいというのを何とか宥なだめすかして出て来たのだ。

「メネウさんは一度お一人でステータスを確かく認にんされてからの方が良いかと思います！」

　確かに。今日は目の前で二人の人間に泣かれている。これ以上泣かれるのはごめん被こうむりたい。

「それもそうだな。ごめんバレット、教えてくれたのに」

「いいえ、個人情報ですから」

　バレットは笑って許してくれた。チータがそのバレットの頰にすり寄っている。

　もしかして、延えん々えんとご機嫌を取り続ける機能でも付いているのだろうか。万物具現化、すご過ぎる。

「シスター、そろそろ俺ら帰ります」

「あっ、はい！　失礼しました」

　ようやくメネウの腕を放した彼女が、居住まいを正して門の外まで送ってくれた。

　彼女に別れを告げてバレットとすぐ隣の（とは言え暫く歩くのだが）ハーネス邸へと向かう、その道すがらであった。

「待ってたぜぇ、ハーネスの娘っ子ぉ！」

　ゴロツキらしいむさ苦しい男が十人は居るだろうか。

　髭ひげ面づらに武器を構えている姿はいつお巡まわりさんに捕つかまってもおかしくないと思うのだが。お巡りさんどこ。いや、この世界の様子だと兵士さんか。

「あなたたちは……？」

　バレット嬢が果か敢かんにも尋ねるが、その背中は震えていた。

　今はステータスを知ったお陰か全く怖く無ないんだが、もし前世でこんな奴らに囲まれたら秒で土下座していただろうな。

「バレット、下がってて。ちょうど腕試ししたかったんだ」

　彼女を左腕で制して進み出る。

　自分の化け物みたいなステータスでどこまでできるのか、ここで少しは知ることができるかもしれない。

「はじめまして。彼女の知人です、何の用ですか？」

　一先ずは対話を試みるが、相手は武器を構えている。

　対してこちらは丸腰二人だ。バレットも隣に行くだけだからと杖を置いてきたのだろう。ここで彼女に任せてしまうのは、さすがに男としての沽こ券けんに関わる。

「うるせぇ！　そいつの親おや父じさんにいっぱい食わされたんだよ！　娘の一人でも陵りよう辱じよくしなきゃ気がすまねぇ！」

　高級住宅街で人気が少ないとは言え、こんな町中で襲ってくるなんて、ハーネスは何か大きな問題を抱かかえているんだろうか。

　とは言え、このままバレットをおとなしく引き渡す気もなければ、遠慮する必要も無い相手であることは間違いない。

「なるほど、やる気満々なんだな。わかった」

　どうぞ、と手の甲こうを見せて来い来いと挑ちよう発はつしたところ、効果は覿てき面めんだったようだ。

　顔を真っ赤にした髭面の男が、片手剣を振り上げて襲いかかってきた。

　その動きが鮮せん明めいに、やけにゆっくりに見える。どれだけでたらめなステータスなのかと考える余よ裕ゆうまである。避よけるのは容た易やすい、問題は反撃だ。

（殺したくはないから慎しん重ちようにいかないとな……）

　斬きりかかってきた剣の腹を片手でつまむと、うっかり剣がひび割れた。

　メネウは慌てて力を緩め、適度に摑つかんで男の手から剣を奪うばった。

　その剣をバレットの後ろの方へと放り投げる。

　男が呆ぼう然ぜんとした顔でこちらを見たが、その間に残りの男が束になって襲いかかってきた。

「ほっ」

　動きが見切れる。身を屈かがめて一いつ斉せいに襲いかかってきた男たちの視界から外れ、後ろに回って二人の男の頭を摑んで思い切りぶつけさせた。

　めしゃ、という鈍にぶい音がして気絶した男二人を放っておいて、残りの空から振ぶりした男たちをアクションアニメでよく見る、見よう見み真ま似ねの手刀で落としていく。

　といっても、メネウが手刀だと思っている攻撃は骨が折れない程度の重さで思い切り脳を揺らす打撃が入っているにすぎない。

　本来の手刀はテクニックだが、これは単純な力ちから技わざだ。

「メネウ様！　矢が！」

「あぶねっ！」

　横から矢が飛んで来たので咄とつ嗟さに左手で握にぎったが、握るタイミングを間違えて鏃やじりを握ってしまった。

　左手から血がしたたり落ちる。じんじんとした熱のような痛みがあるが、矢を射ったと思われる男がガッツポーズをしている。

　この程度の痛み、おたふく風か邪ぜで頭が殴なぐられ続けるような頭痛の中特番アニメの原画をやっていた時に比べれば、ぬるいものだ。

「やったぞ！　それで動けねぇだろ、神経毒だ！」

「それが、動けるんだなぁ」

　身体異常耐性ありがとう。無くてもいいなとか思ってごめんなさい。

　後で回復魔法も試してみよう。あぁ、利きき手じゃなくてよかった。

　メネウは摑んでいた矢を投げ捨てると、遠距離にいた三人へ飛ぶようにして距離を詰めた。三人それぞれの脚あしを順番に引っ掛けて転がし、素早く鳩尾みぞおちを蹴けって気絶させる。

　本人は軽く蹴ったつもりなのだが、その一撃が重い。

「……日常生活では力加減に気を付けないといけないな」

　こうして十人からなるごろつきを地面に沈しずめてみると、最初に襲いかかって来た男だけが残った。

「で、彼らと同じように意識を失ってから捕まる？　それとも、意識のあるまま捕まる？」

「こっ、このままでお願いします！」

　逃げられるとは考えなかったらしい。

　圧あつ倒とう的な実力差の前に腰を抜かしている。

　実際、とんでもない能力である。セケルを問い詰める項目がもう一つ増えてしまった。

　バレットに指示を出して、屋敷に走らせ護衛兵を呼んでもらう。自分は見張りに残り、男たちを道の端はしにひとまとめにしていた。

（転生初日ってこんなに忙いそがしいんだなぁ……あぁ、いい夕焼け）

　絵が描きたい、と思いながら出血している左手を押さえ、空を仰あおいだメネウである。

「あ。短剣。使うの忘れてた」




「実は今、困ったことが起きていまして……」

　何も裏があるとまでは言わないけれど、ハーネスは何かやっかい事を抱えていたらしい。

　あの後、娘が襲われたと連れん絡らくを受けて飛んで帰ってきたハーネスがまた顔中をぐしゃぐしゃにして感謝してきた。頼たのむから鼻水拭いて。

　無傷の男以外は適切に治ち療りようされ、離れの一つで護衛兵に監かん視しされて軟なん禁きん状態らしい。

　メネウも、自分で回復魔法を使う前に兵士さんが回復してくれた。

　そして軽く腹はら拵ごしらえを済ませ（転生して初めての食事はサンドイッチとスープだった）、居間でハーネスとバレットと向かい合っている状態だ。

「ギガントロールに襲われたのもそうなのですが……呪のろいの品を摑まされてしまったのです」

「はぁ、呪い」

　いまいち信じがたいが、ここはファンタジーの世界だ。そういうこともあるのだろう。

「私はスキルの【鑑かん定てい】を持っていますので、私が直接取引をすれば問題無かったのです。しかし、後進を育てる意味でも大きな取引を任せたところ……初めての取引相手というのも悪かったのでしょう。何かしら敵を引き寄せる呪いのかかったアイテムが混ざっていました」

　詳くわしく話を『聞く』と、呪われたアイテムを好んで集める好こう事ず家かもいるらしいのでそちらに売り払おうとしたが、その品を手放そうとすると何かしらの不備が起こるらしい。

　相手の家が燃えたり、相手の店が倒とう産さんしたりしたとか。

　相手がそんなに呪われたアイテムを持っているから当然なんじゃ、とは思ったが、どうやら【結界師】という職業の人が結界で覆おおってしまえば問題ないということ。

　一いつ旦たん手放すのは諦あきらめて結界師に頼もうとした矢先に、別の取引で予想外のトラブルが起きた。

　その取引相手の関係者が先程の男たちだったらしい。

　茶葉の輸送を頼んだのだが、大おお時し化けで茶葉の保存状態が悪化して風味が随ずい分ぶんと落ちてしまい、規定の料金ではとてもじゃないが取引できなかったそうな。

　ギガントロールに襲われたのは【結界師】に会いに行く為に隣となり町まちに移動しようとした直後だったとか。

「たしかに、めちゃくちゃついてませんね」

　ついてない、で片付けていいものか分からないが、これからお世話になる拠きよ点てんがこの状態ではおちおち絵も描いていられない。

「それでもう、困り果てて……はい……商人ギルドの運営にも支障をきたすことになってしまっては大変ですので、早急に手を打たなければならないのですが……」

　憔しよう悴すいしきった顔でハーネスが俯く。手が震えていた。

　想像以上の重圧なんだろうな。自分のせいで人気アニメ一話落とすかも、と考えたら確かに胃がすくみ上がる。きっとそれ以上だ。

　このでたらめなステータスで、自分にも何かできることはあるだろうか。自分でも何ができるかよく分かっていないが、何かしらはできるんじゃないか、と少し期待してしまう。

「うーん……、期待しないで少し待っててください」

　今後お金を預けて利息を健全に回収する為、拠点を提供してもらって気ままに絵を描いて暮らす為。何かできることはないものだろうか、とメネウは考えて席を立った。

　何かちょうどいい魔法があるかもしれない。なんか、魔法七属性って書いてあったし。

　一言断りを入れて部屋の外に出ると、先程教わった通りに魔法の一覧を出してみた。

　実に長いスクロールバーのついた魔法一覧が出てきたので、メネウはため息を吐ついて一度ウインドウを閉じた。

（だめだ、魔法の知識が無いから名前を並べられてもさっぱり分からん。分からんのに、この一覧が異常に盛られていることだけは分かる。考えろ俺、どうにかしろ俺。呪い……結界……）

　扉の前でうんうん唸うなっていたが、はっとポーチの中のスケッチブックと絵筆に思い当たった。

「何の呪いも通さない入れ物……を、具現化すればいいんじゃないか？」

　万物具現化ってことは要するに『何でも作れる』ってことだよな？

　絵筆とスケッチブックを手に部屋に戻り、ハーネスの前に腰かけた。

「何とかできる、かも、しれないデス」

　自信は無いので敬語である。

「ほ、本当ですか?!」

　藁わらにもすがる思いであろうハーネスが飛び上がる。

「現物の大きさ次し第だいですが……」

　あんまり大きな入れ物を作ってもその後使い道も無い。できれば小さくあれ、と思ったのだ。

　ハーネスが懐ふところから取り出したのは女性用の腕うで輪わだった。

　宝石がいっぱいついた煌きらびやかな金の腕輪である。

　一見普通に見えるのだが、これが呪われたアイテムらしい。つーか持ってたんかーい。

「こちらなんですが……」

「あ、はい。大丈夫だと思います」

　メネウはさっそくこの金の腕輪を仕舞うのに相応ふさわしい宝石箱を描き始めていた。

　筆を滑すべらせる度に、柄の中のインクが減っていくのが分かる。少しずつではあるが、この万物具現化も無限に何でも生み出せる訳ではないのだろう。チータを描いたこともあって、描き終わるころにはインクの残りは三分の二程度になった。描いた物の大きさより、描いた物に何を願うかでインクの減りが違うような気がする。

　前の人生ではパソコン作業でショートカットキーに山程お世話になっていたが、この絵筆なら脳から直結だ。めっちゃ早く描ける。

　あっという間に呪いを封ふうじる宝石箱を描いてしまうと、それに対して「具現化しろ」と念じるだけでスケッチブックの上に宝石箱が起き上がった。

　背面デザインも描いた二面図だったが、なかなかどうして優ゆう秀しゆうである。ちゃんと一つの箱が現れた。

　中は豪ごう奢しやな天鵞絨びろーど張りだ。

「これに入れて【鑑定】してみてください」

「は、はぁ……メネウ様これは、一体……？」

「どうやら俺は召喚術が向いていたんで。これは異世界から召喚した呪いを通さないアイテム」

　自分の頭という異世界からだけどな。

　召喚術師とは果たしてそういった職業だったろうか、と疑問をいっぱいに浮かべたハーネスに、バレットが助け舟ぶねを出してくれた。

「確かに、洗礼を受ける前からメネウ様は私にチータをくださいました」

「何?!　しょ、召喚したものをそのまま現界させておけるのですか?!」

「えっ、あっ、ハイ。たぶん」

　なんせまだ一日も経たっていないから検証不足だが、具現化ということは、具現化したものは消え物じゃない限りそのままってことだよな？　きっと、たぶん、メイビー？

　魔法は魔法として描いたらその役目が終わったら消えるのだろうけど、結局、何を思って描いているか、のイメージ次第なんだろうと思う。

　細かい条件設定はそこで決まる。……はずだ。今のところ推測の域を出ないので、今夜問いただしてから確定にしよう。

　恐おそる恐るという風にハーネスは箱の中へ腕輪を収めた。ちょうど腕輪が一つ綺麗に収まるサイズで、その蓋ふたを閉じてハーネスが【鑑定】のスキルを使う。

「うわああ！」

　バレットが驚いて叫んだ父親の顔色を窺うかがう。

「の、呪いが……無い！」

「えぇ?!」

「いえ、メネウ様を疑っていた訳ではないのです、ないのですが……」

　まぁ、信じられないよな。自分でやっていても便利過ぎて信じられないし。

「お気になさらず。俺も成功して安心しました」

　何とか呪いを封じることに成功したようだ。

「本当にありがとうございます……！　このご恩をどう返していいのか……！」

「厚かましいと思うんだけど、無期限でここに置いてくれないだろうか。仕事を見つけたらちゃんとお金を入れるから」

「お金は結構です！　いつまでもいてください！」

　ハーネスが胸を叩いて請け合ってくれた。




　その後、様々な対応に追われる二人を邪魔しないように与えられた客間でステータスや魔法をチェックしていたが、そろそろ眠ねむくなってきた。

　いよいよこの時がきた。待ちに待った就しゆう寝しんの時である。

　ふかふかの布ふ団とんに寝ね巻まきでイン、枕まくらに頭をしっかりと預けてポジションを確認。

　問題ない。オールグリーン。

「えぇと、三回名前を言えばいいんだったな……セケル、セケル、セケル」

　そうして目を閉じると、すぐさま意識は落ちて……ない、何かに引っ張られて上じよう昇しようしていく！

　慌てて目を開けたら、あの真っ白な空間で優雅に抹まつ茶ちやを嗜たしなむ（ただしブリティッシュスーツである）紳士が手を振っていた。

「呼び出しが早かったですね。何か問題でもありましたか？」

「大ありだよ！」

「まぁまぁおかけになって。あぐらで構いませんよ」

　緋ひ毛もう氈せんの空いた場所を勧められたのでそこにあぐらをかく。

　優雅に抹茶を点たててセケルがメネウの前に茶ちや碗わんを置いた。

　いつのまにか現れた干ひ菓が子しと共に戴いただいた……ところで、メネウが切れた。

「いや、なんでだよ?!」

「お気に召しませんでしたか？　日本のおもてなしを行ってみたんですが……」

「日本人の俺より完かん璧ぺきなおもてなしだよ！　俺はマナーとかわかんねぇし！　いや、そうじゃなく……っ！」

　メネウが頭をがしがしとかく。

「俺、お願いしましたよね」

「何をでしょう？」

「最初の取り決めのとき！　何不自由無く絵が描ける生活がしたい、って！」

　まだ雷とかチータとか宝石箱しか描けてないし、下手に何か描こうものなら具現化しそうだし！

「できませんでしたか？　生活拠点も申し分ない方と縁えんを繫つないでおきましたし」

「……まぁたしかに」

「お金も、家にも画材にも一生困らない位にはあるかと思いますし」

「それは、まぁ」

「何かに襲しゆう撃げきされたり魔王が出たりお金がなくなっても働き口に困らない位ステータスもスキルも盛りましたし」

「そ・れ・だ・よ！」

　というかさらっと酷いこと言いませんでした？　それ、フラグって言いません？

「盛り過ぎ！　あと何、あのスキル！　描いた絵が現実になるってなんの魔法?!　絵に描いた餅もちは食べられないから絵に描いた餅なんでスヨ?!」

　一息に言ったが、セケルは苦笑するばかりだ。

「いやね、メネウさんは描いたものに命を宿すので」

「そんなことしたことアリマセン」

「ありますよ。ほら、一年ちょっと前に設定と原画を手掛けたアニメが流行ったでしょう？」

　かなりたくさんの作品を受けていたので記憶が怪しいところもあるが、その作品は覚えている。

　はじめて設定から携わり、キャラデザを行い、原画と作画監かん督とくを任されたアニメだ。

　エジプト神話を基もとにした、現代型やれやれ主人公のもとに神格を落とされたホルス神の化け身しんホルスたんが落ちてきて、神話然としたトラブルに巻き込まれていく現代ファンタジー。

　完全アニメ原作の作品で、コミカライズもされた『そらとぶ！　ホルスたん』だ。主題歌が話題になったんだよな。

「覚えてませんか？　私の名前」

「名前？　セケ……セケル?!　セッチャン?!」

「覚えていてくれましたか」

　セケル……セッチャンは、敵であるセト神の兄弟であるオシリスを匿かくまっていた冥めい界かいの神である。オシリスに会ったホルスたんが、セト神のことを深く知ることで物語が深くなったんだよな。

　そのキーパーソンがセケル、セッチャンだ。ずっと一人で冥界を守っていたから、はじめて人の温かさに触れて主人公に淡い恋こい心ごころを抱くも、あえて脇わき役やくに徹てつする健けな気げな姿がやたら視し聴ちよう者しやに受けて、ファン人気が高くてフィギュアもバカ売れしたとか……。

「もし、もしかして……、神格が上がったって……」

「はい。あなたが手掛けたアニメで私の知名度と信しん仰こうは大いに高まりました。こうして宗派が違った人を一人、転生させることも可能な位には」

「だからって、何、なん……セッチャン?!」

「あなたの絵は凄いんですよ。他の作品も観みましたが、まるでそこに生きているかのように描きますね。あんな不自由な道具でよくやるものだと思いました」

　最先端の機材を使ってましたが？　まぁあの絵筆に比べれば不自由か。

「私は冥界と芸術の神。貴方によって神格が上がったのです。どうです、相あい性しようバッチリでしょう？」

「いや、それはそうだけど……」

　問題は、セッチャンは女の子で目の前のセケルは男で、正直目の前の人を二次元女によ体たい萌もえキャラ化したのがいたたまれなくなってきていることなのだが。ですが。

「だ、だからってあんな魔法とかスキルとか山ほど盛らなくても……」

「その問題のスキルは実は、ホルス神からの贈おくり物なのです」

　セケルが苦笑して告げる。

　え、待って待って。なんでホルスたん？

「主人公で一番人気キャラでしたしね。逸いつ話わを知ってかなり本物の信者も増やしましたから、彼。この力があったら何があっても大丈夫だろ、足りないものは出せばいいんだから、と笑っていましたよ」

（ホルスたん～～！）

「主神の一柱ですからね、私も何も言えません。ただ、あまり便利過ぎるのも何かと思いましたので……付属でつけた絵筆と、その中身のインクが無ければ万物具現化は起こりません。したがって、普通の画材で普通に絵を描く分には何も困ったことにはなりませんよ。インクの補充は、様々な方法がありますが……それは試してみてください。絵筆も成長しますので、それもお楽しみに」

　成長する絵筆とか、インクとか、まだまだ聞きたいことはいっぱいあるが頭が追い付かない。

「ぐぅ……受け入れるしかないのか……」

「あなたに会いたがってましたから、会った時にでも言ってみては？」

「え、会えるの？」

「ですが、意見できるかどうかはまた別ですけど……」

　小さな声でセケルが付け足した言葉はメネウには聞こえなかった。

　とりあえずこれは、今は解決しない問題らしい。

「……わかった。とりあえず今のところ、具体的に困ったということも無いし……、もういいよ。ありがとう」

「どういたしまして。……よかった、盛れるだけ盛ったので足りないという苦情なら困りましたから」

「いや、スキルはともかく魔法は多過ぎるでしょう。ステータスも」

「あの位無いとセト神並みの強敵が現れた時に大変だと思いまして。ホルスたんで学びました」

「あの作品はフィクションであり実在の神仏とは関係無いですから?!」

　なんだろう、寝てからの方が疲れている気がする。

「とりあえずは、今現状貰ったものには不満は……無いデス……」

　多過ぎること以外は。

「よかった。神絵師というのも良いですよね、あなたは本当に神の絵師なのですから」

「あぁ。そういえばスキルって具体的に……」

　というところでぱかっと足元が開いた。

　真っ暗な虚こ空くうに急激に落下する。

「朝が来たようですねー、またー」

　セケルは間延びした声で告げると落下するメネウに向かって手を振った。
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「ひどい夢だった……」

　メネウは眉み間けんを押おさえて独り言をつぶやいた。

　周りは人が往来している賑にぎやかな町中だ。

　ハーネスが商人ギルドへ向かう馬車へ相乗りさせてもらい、バレットと一いつ緒しよに商人ギルドから冒ぼう険けん者しやギルドへ向かう途と中ちゆうであった。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　お顔の色が優すぐれませんが……」

　バレットとチータが顔を揃そろえて此方こちらを覗のぞき込こんできたので、心配させないように笑う。

「いや、大丈夫。……ところで、ギルドって商人ギルドと冒険者ギルドの他には何かあるの？」

　ギルドの種類は知っておきたいことなので、話を逸そらすついでに尋たずねてみた。

「そうですね、この町には四つのギルドがあります。一つは商人ギルド、こちらは父が支部長を務めるギルドですね。商人が登録します。そして今向かっているのが……」

「冒険者ギルド」

「はい。メネウ様のように戦せん闘とうや探たん索さくに向いた方が登録し、お仕事の斡あつ旋せんを受けます。危険作業ですので諸もろ々もろの研修やパーティの組み方講習なども行われていますよ」

　商人ギルドが商工会議所兼けん銀行で、冒険者ギルドは職安みたいなものか、と頷うなずく。

「他は医い療りようギルド。傷病者の治ち療りようを専門に行う【治ち癒ゆ師し】や、解かい呪じゆを行う【解呪師】、【結界師】などが登録しており、他の職業の人はそこでお金を払はらって治療や解呪をしてもらいます。冒険者ギルドのパーティへの治癒師の派は遣けんなどもやっていますね」

　病院兼医者の派遣会社みたいな感じか。

　ギガントロールに襲われた件でも聞いていた隣となり町まちの結界師を頼たよってということは、ここには結界師が居ないのだろう。

「最後は騎き士しギルド。これは国家運営のギルドですね。様々な集落への騎士、兵士の派遣、その土地の治安維い持じ、新兵の雇こ用ようを行っています。商人ギルドに次いで数が多いです」

　これは分かりやすく警察や治安部隊だな。

　あのトロールなんかと戦うのだろうから仕事は多そうだ。

「ありがとう、じゃあやっぱり俺おれは冒険者ギルドだな」

「そうですね。冒険者ギルドと言っても紹しよう介かいされる仕事は様々ですし、何か記き憶おくを取り戻もどすきっかけになるような仕事があるかもしれません。楽しみですね」

　その時、バレットと話しながらよそ見をして歩いていたせいで一人の男にぶつかってしまった。

「あ、すみませ、……ん」

　ぎろ、とこちらを睨にらむ眼光が鋭するどい。

　ぶつかった感かん触しよくが硬かたかったのは相手が全身鎧よろいを着ていたせいだろう。上うわ背ぜいも高いし胸も厚い。白金色の髪かみを長く伸のばした若い騎士は、興味なさげにこちらを一いち瞥べつして去っていった。

「大丈夫ですか？　今のはこの国の騎士ギルドの総まとめをなさっているラルフ卿きようですね」

「あの若さで総まとめ？　すごいね。怒おこらせてないといいんだけど」

「たぶん大丈夫です……。いつもあぁなのですが、何かあれば助けてくださる方なので」

　バレットが遠い目をして彼かれの背中を視線で追いかけている。

　メネウにはピンときた。これは恋こいする乙おと女めの顔だ。何度も描えがいたが生で見るのは初めてだ。

（絵になるなぁ……）

　可愛かわいいとかヒロイン枠わくじゃないのかよとかよりも、やはり描きたいが先に来る。

　先程商人ギルドでお金を預けたついでに買った写生用のスケッチブックと木炭を取り出すと、素早くバレットの横顔を紙に写し取る。あぁ、好きな時に絵が描かけるっていいなぁ！

　それにしたって描きあがるのが早過ぎるのは、神絵師、のスキルのせいだろうか。

　バレットはメネウが何をしたかは気付かなかったようだ。騎士の背中が見えなくなると、はっとしてメネウの案内を再開した。

「さぁ、メネウ様。つきましたよ」

「おぉ、ここが……」

　一見すると煉れん瓦が造りの普ふ通つうの二階建ての民家に見えるが、たしかに看板が下がっている。

　少しだけ緊きん張ちようしながら中に入ると、左手の壁かべがカウンターになっており、右手は軽い飲食を囲みながらワイワイと過ごす冒険者でいっぱいだった。

　丸い机が各所に置いてあり、立ち飲み屋といった雰ふん囲い気きだ。

「いらっしゃいませ。斡旋ですか？　ご登録ですか？」

　カウンターの一番手前の眼鏡の少女が尋ねてきた。

　栗くり色いろの髪を肩かたの前でおさげにしていて、その上童顔だ。十五歳さい位に見える。

「あ、登録デス」

「ではこちらへどうぞ～～。案内を務めるミアです」

　彼かの女じよの前へ移動すると、教会で見たものと似たような石のついた石板を出された。

「ステータス開示をするの？」

「一部開示の情報を登録するだけですよ～～。レベルや年ねん齢れいをリンクさせておくので自動更こう新しんされます～～」

　ハイテクな石板だな。

「とりあえず見せてもらえます？」

　彼女はそう言って自分のステータスウインドウを表示した。

　ミアという名前、年齢はこの見た目で二一歳？　うわぁ童顔。職業は【軽かる業わざ師し】。今はここで案内をしているが、それとは別に冒険者でもあるのだろう。

　バレットも表示し返したので、メネウも続けて表示させた。

「なるほど、召しよう喚かん術じゆつ師しですか。低ランクのお仕事が色々ありますよ～～、何が召喚できます？」

「あ～～……、それが、実は旅の途中で崖がけから落ちて記憶喪そう失しつで……」

「アレマ。では召喚術はお使いになれないんですか？」

「いいえ。メネウ様はこのチータを召喚してくださいましたよ、昨日」

　バレットが笑って肩のチータの胸むな元もとを撫なでる。チッチッとチータも嬉うれしそうに答えた。

　視線をミアに戻すと……ミアが固まっている。

　いやまてこのパターンは嫌いやな予感がする。

「ミ……」

「メネウさんさては凄すご腕うでですね?!　召喚は使っている間ＭＰを消費し続ける普通の召喚と、魔ま物ものや魔ま獣じゆうと複雑な契けい約やくをして従じゆう僕ぼくさせ、大量のＭＰと引き換かえに召喚し続ける『永続召喚』があるのですが！　永続召喚なんてそうっそうお目にかかれませんよ！」

　ア、と言う間もなくまくしたてられた。

（あ──あ、ギャラリーが集まってきた……泣かれなかっただけマシだけど……あぁなんか、空気がむさ苦しい……酔よいそう……）

　ギルドの中にいた冒険者たちに囲まれて、その目の前で登録することになってしまった。

　その上、なぜかギルドにいたレベル60の剣けん士しが手合わせしたいと言いだし、あれよあれよという間にギルド裏の演習場で試合をすることになり……賭かけ事ごとにまで発展しては、拒きよ否ひ権けんなんてメネウには無かった。

「召喚術師なんてそうそういねぇが、凄腕となったらますますお目にかかれねぇ！」

「あぁ、こいつぁ見ごたえがありそうだぞ！」

　と、周囲の冒険者さんたちは大盛り上がりで。

　そもそも召喚術師ってそんなに珍めずらしい職業だったのか？　とメネウはちょっとした疑問を抱いだきながら裏の演習場へ向かった。

「別に試合はいいんだけど、さて何を出したものか……」

　考えながら試合場に立つ。バレットは観客席でメネウの勝利に疑問も持たずににこにこしている。目が合うと手を振ふってきたので振り返した。

（なんでこんなことになったんだっけ……あぁ、セケルが……ホルスたんが……俺のステータスもスキルも盛ったから……）

　白目を剝むきながら敬けい虔けんな信者に聞かれたら非難の嵐あらしに曝さらされそうな物ぶつ騒そうな考えが過よぎる。

　相手の騎士は三十代半ば、ちょうどベテランに差し掛かかる頃ころだろう。構えるは両手剣。重そうな剣を軽々と振っている。

　対するメネウは右手に絵筆、左手にスケッチブックだ。

「試合、始め！」

「なら、責任とってもらいましょうか！」

　メネウは猛もう然ぜんと描き始めた。

　メネウは剣士が繰くり出す斬ざん撃げきを後ろに飛んで回かい避ひした。上半身はぶらさず、視線も上げずに一息にギルドの屋根まで膂りよ力りよくだけで飛び上がる。描きながらだ。

　メネウが居た場所は靴くつの形に凹くぼみ、そこに大剣がザンッと刺ささった。

「術師の体術じゃねぇだろ……」

　屋根の上までの跳ちよう躍やくに、空振った大剣を構え直しながら剣士がぼやいた。

　それもそのはずで、メネウの攻こう撃げき力りよくも防ぼう御ぎよ力りよくも本来人が生しよう涯がいかけてレベルを上げカンストさせた『その先』の数値に達している。

　一いつ般ぱん人じんのステータスは基本二桁けた、相手の剣士も精せい々ぜい三桁に乗った程度だということを、幸か不幸かメネウは知らなかった。

　雨あま樋どいの上に器用に爪つま先さきでしゃがみ、一心不乱に筆を滑すべらすこと三十秒。

「できた！」

　嬉しそうに叫さけんだメネウが頭から傾かたむくようにして雨樋から飛び降りると同時、スケッチブックを地面に向ける。

「召喚！」

　すると、地面すれすれで巨きよ大だいな隼はやぶさが現界してメネウを背に乗せた。

　黄金と茶色の羽根を大きく広げ、胸元の白い羽う毛もうを反らして羽ばたくと、たちまち周囲の建物を見下ろす程ほどの高さまで上じよう昇しようする。

　メネウは隼を駆かって再び地上すれすれまで滑かつ空くうすると、剣士に風圧だけが当たるように、身体からだが当たらない『体当たり』を命じた。

「うわぁあ！」

「……っ！」

「飛んじまう！」

　ギャラリーからも悲鳴が上がる程の風圧の体当たりは、剣士を文字通り吹ふき飛ばした。

　視界の端はしでバレットが隣となりの男にしがみついているのが見える。野や郎ろうちょっとにやけてんじゃねーぞ。

「うっ……！」

　井い戸どに当たって剣士が気絶したのを見て、メネウは屋根の上に隼をそっと着地させた。
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　首を撫でながら下に居並ぶ冒険者を見下ろすと、審しん判ぱんを買って出た男がメネウの方に腕うでを上げた。

「しょ、勝者、召喚術師メネウ！」

　賭けで負けた者が大半なのだろう。

　何人か歓かん声せいをあげたが、大方は青色吐と息いきだ。

　それとは別に、ギャラリーの何人かが剣士に駆け寄っている。

　メネウは隼を屋根に残したまま、屋根の上から飛び降りて剣士に駆け寄った。

「大丈夫？」

　問いかけてはみたものの、呼吸はあるようだが動かすのも危険な様子だった。

「声を掛けても意識が戻らない。どこか打ったのかもしれないな」

「医療ギルドに人をやろう」

「待って」

　メネウがそれを止める。

「俺との練習試合でこうなったんだし俺が見るよ。冒険者ギルドに治癒師がいないってことは結構忙いそがしいんだろ、医療ギルドって」

「あ、あぁ、だが……」

「たぶん、大丈夫」

　昨日、魔法一覧を見たときに目に入った『サーチ』という魔法があった。

　あれが変へん換かんされた言葉だとしたら、メネウの思った通りの魔法であるはずだ。

「初めてやるから自信は無いけどな……」

　誰だれにも聞こえないように呟つぶやいて、メネウは剣士の身体に両手を向けた。

「サーチ」

　黒い魔法陣じんが展開して、剣士の身体を通り過ぎる。脳内に文字列で『脳のう震しん盪とう』『打だ撲ぼく』『腰よう痛つう』『ヒールによる回復が必要』という文が浮うかんだ。

（脳震盪と打撲か……、腰痛はこれ持病だろ。たぶん基本的な魔法なら使えるよな。俺に分かるように変換してる、ってことなら……）

「ヒール！」

　此方は一覧で確かく認にん出来ていないのでお試ためしである。目を瞑つぶって、えぇいままよと唱えた。

　ヒールを唱えると、今度は白い魔法陣が展開した。魔法陣の光が剣士の身体を包んで消えると、剣士は意識を取り戻す。

「あてて……痛く、ない？　あれ？」

「よかった。……やり過ぎた。ゴメン」

　頭を押さえて起き上がったが、何の痛みもないことに不思議そうにしている剣士に、メネウは手を差し出した。

　その手を取って立ち上がりながら剣士は苦く笑しようする。

「召喚術師だからって甘あまく見ていたこっちが悪い。回復してくれてありがとう、メネウ」

「いえいえ。えーと名前は……」

　流されるままに試合になったから名前を覚えていなかった。

　剣士は声を上げて笑うとしっかりと握あく手しゆを握にぎり直す。

「俺はダン、だ。よろしくな！」

「はぁ、はい。ダンさん」

　よろしくするかは分からないけど、と思いながら握手を返した。なんだか暑苦しい人だな。

　正直なところ、メネウは一応登録しただけで、さらさら働く気は無かった。

　少なくとも有り金全すべてを使い切るまでは。ただもう絵だけを描く気満々だったのだ。

　一応いつでも仕事ができるように、そして怪あやしまれないように、登録だけ済ませておくつもりだったのだが、思わぬ展開になった上に周りは期待の眼まな差ざしで此方を見ている。

　今にもパーティに勧かん誘ゆうされそうな視線の嵐にメネウは踵きびすを返すと、ハラハラしながらこちらを窺うかがっていたバレットの手を取り、ギルドの建物に向かって駆け出した。

「きゃっ……！」

「おい、メネウ！」

　バレットの小さな悲鳴も冒険者たちの呼び止めも気にせず、隼に、来い、と頭の中で命ずる。

　地上スレスレに落下してきた隼にバレットを抱かかえて飛び乗ると、空高くに上昇した。

「メ、メネウ様～～?!」

　ごうごうと風を切る音から、並行飛行に移行したところで、バレットの悲鳴が止やんだ。

「凄いですね、まさか飛行獣に乗れるなんて……」

「珍めずらしいの？」

　メネウの問い掛けにバレットがこくこくと頷いた。

　物珍しそうに何度も下を眺ながめている。

「飛行獣は、人や荷物を乗せられる空飛ぶ獣を指します。……空飛ぶ魔物は多いのですが、何かを乗せられる程の力を持つのは高位の魔物や、神の使い……神獣なのです」

　バレットは羽毛を気持ちよさそうに撫でている。

　チータが少し嫉しつ妬として自分の身体を押し付けているが、今のバレットは空の旅と巨大隼に夢中なようだ。

「なるほどな～～……、まぁコイツも、一応は神獣ってことになるのかな」

　後半は独り言だ。

　隼が聞こえていたかのように甲かん高だかく鳴いた。その通りだと言わんばかりに。

　ホルスもセケルも本来は隼の頭を持つ神である。ホルスに至っては隼の神でもある。何な故ぜかセケルは人間の姿をしていたけれど。

　試合にまでなった腹いせに巨大隼で「薙なぎ払え！」をしたら痛快だろうという不純な動機で召喚したが、しっかりモチーフは反映されているようだ。

（思った設定がしっかり反映されちゃうのね。……じゃあ消すのももったいないしなぁ）

　先程からメネウは町の上をぐるぐると旋せん回かいしていたが、バレットが恥はずかしそうに袖そでを引いてきた。

　だいぶ人目についてしまったらしい。下から騒ざわめきが聞こえる。

「ごめんごめん、帰ろう」

「はい、すみませんお考え事中のところ……」

「いや、俺も目立ちたかった訳じゃないから……止めてくれてありがとう」

　ハーネス邸ていへ針路を決めると、隼はそちらに向かって羽ばたいた。

　上から見たハーネス邸は見事な迷路を庭に有していた。低木の植え込みで出来た緑の迷路だ。

　幸いハーネス邸の庭は広い。館やかたのとなりに空き地を見つけたので、メネウはそこに隼を着地させた。

　先に飛び降りて、バレットに手を貸してやる。

「空の旅なんて貴重な体験でしたわ。ありがとうございました」

　バレットは心底嬉しそうに笑って頭を下げると、館の中へ先に帰って行った。

　拗すねたチータのご機き嫌げんを取っている。いつもとは逆だ。

　メネウは隣でおとなしく羽を閉じた巨大隼を見上げて考えた。

「……小さくなる道具でも作るか」

　隼が甲高く鳴く。それは名案だ、と言わんばかりだった。

　メネウはその場に座すわり込むとスケッチブックを開いて道具をデザインした。大きくしたり小さくしたりが自在の道具をイメージする。

　鳥の足首に着ける金の足あし環わを具現化してさっそく隼の足に嵌はめてみた。

　隼が光ったと思うと、足環ごとチータのようなデフォルメされた鳥になる。

「ピロ？」

「お前の鳴き声はそれなのね」

　さっそく肩に乗ってきた雀すずめ大に縮んだ隼の胸のあたりを指で撫でてやる。

「名前なぁ、名前……、バレットに見つかったらピロリにされるだろうからなぁ……」

　菌きんっぽいので勘かん弁べんしてほしいところだ。

「ホルスたんのイメージだから……スタン。スタンでどう？」

「ピ！」

　嬉しそうに鳴いたスタンがメネウの頭の周りをぐるりと回って肩に戻ってきた。

（あぁ、これ、逆もできないもんかね？）

　バレットはずいぶん空の旅を気に入っていたようだった。

　メネウはいそいそとスケッチブックを取り出すと、スタンにつけた足環の銀バージョンを描き始めた。




　バレットに渡わたすチータ用の銀の足環を作製したものの、その前に確認しておかなければならないことがあった。

　そう、自分がこの世界でどういう立ち位置にいるのか、である。

　先程のギルドの様子で、違い和わ感を覚えた。

　もしかして、【召喚術師】とはここまでの能力を有する存在ではないのではないだろうか。

　自分は「ちょっと強い冒険者」の立ち位置ではないのではないか。

　自分のレベル表記はあてにならないのではないか。

　疑問が尽つきなかった。違和感バリバリである。違和感というか、浮いている。世間から。

　バレットは箱入り娘むすめのようで、知識はあるが外の常識を肌はだで感じていない為にメネウの異常さを正しく認識していない可能性がある。

（俺は学ばなければいけない……正しい知識を基もとに、異常さを隠いん蔽ぺいして生きていく為に……）

　メネウの生きる目標は、絵を描きたい、である。

　描いてどうなりたい、という訳ではない。今でも描くだけならできるといえばできる。

　ただ、絵を描くこと一つにしても、具現化以外にも万が一何かヤバイ位の補正が働いていたとしたら。それを見た人が騒さわぐほどの何かがあったとしたら。

　……これはいけない。今の自分に必要なのは、一いつ般ぱん常識である。

　そう思って教会に足を向けた。

　ステータスを見られているし、あの反応の具合から見てステータスについて詳くわしいことは間ま違ちがいない。シスターという性質上、町の人とも適度に交流がある。一般常識も兼かね備えているはずだ。

　となれば、シスターに訊きくのが一番手っ取り早い。

「たのもう！」

「いらっしゃいませ、メネウさん。どうされました？」

「あ、ハイ」

　勢いこんで扉とびらを開けたものの、シスターは先日と変わらない柔にゆう和わな笑えみで迎むかえてくれた。

「記憶喪失なもので、一般常識を学びたいなと思いまして……」

「勤勉なのは素す晴ばらしいことですね。では、個室でお勉強しましょうか」

「あ、ハイ」

　あっさり承しよう諾だくされて個室に案内された。

　……これが罠わなだったとは。

　かちゃん、と以前と同じく鍵かぎがかけられる。今日は別にステータスがどうこうという話ではない。個人情報保護の配はい慮りよはいらないはずだ、と不思議に思って振り向くと……。

「ふ、ふふふ……うふふふ……」

　シスターの笑みは、どこか黒いものに変わっていた。

　メネウの肩で、不ふ穏おんな気配を感じたスタンがピッと鳴いて頭の後ろに隠かくれる。

「待っていました、あなたのステータスを思う存分見ることができるこの時を……！」

「ま、まさか……?!」

「そうです！　この時の為に私はあえて詳しく説明しなかったのです！」

（それは最も早はや姦かん計けいと言うんじゃないでしょうかね?!）

　さぁ見せろ、すぐ見せろ、というプレッシャーで迫せまりくるシスターに、一いち抹まつどころではない不安を覚えながら、メネウは壁を作るように片手を差し出した。

「み、見せますが、条件があります」

「なんでしょう？」

「ちゃんと、噓うそ偽いつわりなく、俺に知識を与あたえること」

「もちろんです」

　神に誓ちかって、とシスターは宣せん誓せいした。それ、信じてますからね？

　向かいに座ったシスターは、では、と自分のステータスを表示して見せてくれた。

　一部表示ではない、全部だ。




　アリス

　女　27歳　牛の月３日

　職業：シスター




　ＬＶ・68

　ＨＰ　６５００ / ６５００

　ＭＰ　８５０ / ８５０




　攻撃力　24

　防御力　１２０

　魔法攻撃力　１４５

　魔法防御力　２５０

　素早さ　72

　運　１４５




　保有スキル

　回復魔法特化　神のお告げ　防御の加護




「いかがですか？」

　シスターが笑いながら訊いてくる。

「何というかこう……」

　弱い？　というか、普通？　見慣れた数字というか。

　ゲームとかでも大たい抵てい序じよ盤ばんから中盤のキャラってこんな感じだよな。というか。

「弱いでしょう？　でも、私はこれでもかなりステータスが高い方です。元冒険者ですし、三桁の能力がありますから」

「へ？」

「それでも通常の枠を出ません。だから、大体これが一般的な冒険者の通常値、と思ってください」

「……はぁ～～?!」

　メネウのお勉強は盛大せいだいなブーイングから始まった。

　一般常識を学ぶ為に来たはいいものの、いきなり数字でその差をまざまざと見せられたのだ。当然の反応と言えば当然の反応かもしれない。

「冗じよう談だんでしょう……？」

「冗談でステータスの改変ができる程世の中甘くないですよ」

　確かに、そんなことができるならば犯罪行こう為いが横行しそうなものである。この町を見て（まだ二日だが）治安が悪い、とは全く思わない。昨日のごろつきは例外である。

　それにしたって、悪い冗談としか思えない。一般常識を学びたいのに、己おのれの存在からして一般常識から乖かい離りしているというのは……どうなのだろうか。

　一人考え込んでしまっていたが、シスターが咳せき払ばらいをしてメネウを現実に引き戻した。

「では、メネウさんのステータスを拝見させてください」

（……分かっててやられた気がする。不意打ちが好きなタイプか？）

　疑念を抱いだきながらもステータスを全部表示する。




　メネウ

　男　23歳　蛇へびの月25日

　職業：召喚術師・描びよう画が術師




　ＬＶ・54

　ＨＰ　８００００００ / ８００００００

　ＭＰ　９６０００００ / ９９９９９９９




　攻撃力　９８５

　防御力　５９８

　魔法攻撃力　９９９

　魔法防御力　９９９

　素早さ　５７５

　運　？？？




　保有スキル

　魔法七属性　身体異常耐たい性せい　万ばん物ぶつ具現化　神絵師　時空間操作　神獣創造　？？？




　うん??

　スキル、増えてない？　職業のところ、二つない？

　シスターは自分に分かるところから解説を始めてくれた。

「なるほど、レベルに変動はありませんね。なのにスキルが増えている。ということは、メネウさんは今のところレベルアップはほぼ不可能です」

「そうなの？」

「はい」

　レベルアップというのは、自分の能力値を超こえる経験をした時に起こるらしい。

　たとえば剣士が自分よりも強いレベルの魔物を倒たおしたらレベルアップにつながる程の経験値を得られるが、自分よりも弱いレベルの魔物を倒した場合は余程の数を倒さなければレベルは上がらないという。

　スキルはレベルアップ時や、生まれ持った才能を指すらしいが、この？？？という記述のせいで「まだ解明されていないだけで未知のスキルを所持している」可能性があるとか。

「このことから、メネウさんは自分の才能を発揮しきっていない為、レベルアップに繫つながる経験が起こる可能性が低いです」

　たしかに、今のところ戦闘面で困ったことは起きていない。

「あと、描画術師という職業なのですが……困ったことに、教会に登録されていない、全く新しい職業のようです」

「はい?!」

　メネウが目を剝く。

「すみませんが、これについては私には分かりかねます。ただ、数あま多たある職業を一般の方が把は握あくしているとは思えませんので、何かを描いて術を出す……という行為は受け入れられるとは思いますよ」

　術と言えば、あの長ったらしいウインドウについても訊いておかなければならない。

「そういえばこの魔法って……」

　と、言いながらメネウが魔法のウインドウを開くと、シスターが微び妙みような顔をした。

　悔くやしさと憎にくしみと羨せん望ぼうと憧どう憬けいの入り混じった顔だ。

「な、なんですか……」

「いえ、伝説の賢けん者じやに教えを請こわれている気がして自分でも表情をどう持っていけばいいか分からなくなりました」

　なんかすみません。

　シスターが魔法ウインドウをスクロールさせていく。

「私は回復魔法特化のスキルがあるので回復魔法はほぼおさめていますが、なるほど、魔法七属性とは、七属性全ての魔法を自在に操あやつれるということなんですね」

　メネウの魔法ウインドウをスクロールさせながらシスターがぶつぶつと呟く。

　そして一番下までスクロールさせた時に、野太い悲鳴をあげた。

「なっ?!」

「何ですか、もう大たい概がい驚おどろきませんけど」

「魔法創造魔法と、魔法改造魔法があります……」

「へっ?!」

　舌の根の乾かわかぬうちに驚く羽目になった。

　この魔法ウインドウ、長過ぎて見るの嫌だったんだけど、改めて見ると「属性別・五十音順」表示になっていて、漢字は一番下に纏まとめられていた。

（俺に一体何しろってんだよ……）

　ぶっちゃけた話をしよう。

　メネウ……いや、山やま本もと和かず也やはアニメーターとして才能があった。そう自覚している。

　出来高の世界でそこそこの月収があった。枚数とクオリティを落とさなかったからだ。

　他人の絵を真ま似ねて動かすことが出来た。実は写生も得意だった。見たものをそのまま、そのまま以上に描くことは難しくなかった。小学校では絵画コンクールで金賞総なめであった。

　徹てつ夜やも平気、集中力も切れない。はっきり言ってアニメーターとしてはチートだろうと思う。

　だけど、その分勉強はできなかったし、運動も苦手だった。見た目も美形という訳じゃない。不細工の部類だった。今はそこそこ見れる顔をしているが、特別美形な訳でもない。

　だが、それでよかった、天職を見つけてそれに就つけたのだから。

　和也が思うに、人間が最初に持っている「数字」は皆みな均等で、何に振るか、何に使って増やすかが重要なのだと思う。

　そう自分を納なつ得とくさせていた。アニメーターとして嫉妬を買った時も、不細工として見下された時も。どんなイジメにあっても、理り不ふ尽じんにあっても、自分の描きたいという気持ちと、才能を伸ばす快感に勝まさるものは無かった。

　和也はたまたま運良く数字を増やし、一心不乱に絵に数字を振り続けた。だから、何が起こっても幸運だったと思う。

　しかし、メネウはどうだろうか。

（最初から持ってる数字が違う……、何を持って他の人と同じに生きようと思えばいいか分からない……！）

　しかも、真実神からの贈おくり物である。

　シスターは考え込んでしまったメネウの手にそっと手を重ねた。

「過ぎる才能を持っていることに、戸と惑まどわれているのですね？」

「……はい」

　心からの、はい、である。

「私たちの身体は、元素から出ています。元素はこの世界に満ち満ちる七つの属性のことを差します。水を出したり、火を付けたりという簡単な魔法は誰でも扱あつかえます。自分の身体にある元素を元に、周囲の元素を借りて力を使うのです。……元素の保有量には個人差があり、それが多い人は魔法に関する職に就くことが多いです。メネウさんの保有量は素晴らしいものです。まるで、元素から生まれたような、元素の方が貴方あなたを愛しているような……、いえ、これではあまり慰なぐさめになりませんね」

　シスターは励はげますように笑うと、少しお待ちを、と言って退席した。

　数分後、分厚い本を持って戻ってくる。

「これは、教会本部にある英雄目録の写しです。きっとあなたの慰みと、道みち標しるべになるでしょう」

　十センチはあるだろうか？　置かれた本の厚みは相当なものだ。

「ここには、英雄と呼ばれた方々の記録が残っています。ステータスからスキル、そしてスキルの詳しよう細さいまで。本来特別な場合を除いて閲えつ覧らん禁止、持ち出し禁止の図書ですが、あなたになら良いでしょう」

　持って帰っていい、ということらしい。

「だけど、バレたらシスターは……」

「免めん職しよくでしょうね。そしたら冒険者に戻りましょう」

　儚はかなく笑う。そこまでして、信徒でもない人間に救いの手を差し伸べなくてもいいだろうに。

　メネウは下した唇くちびるを嚙かんで俯うつむき、決心の元で顔を上げた。ここなら騒ぐ人は居ない、とシスターを信じることにした。

「……ちょっとだけ不思議なことをします。そう、描画術師として」

「すごく不思議なことをしてくださっても構いませんよ。私が冒険者になったのは未知を知る為、シスターになったのも神という未知を知る為ですから」

　つまりは、好こう奇き心しんでいっぱいの人だということらしい。

　メネウはくすっと笑うと、スケッチブックと絵筆を取り出した。

　真っ白なページに筆を走らせる。

（内容も全部写しとれ……！）

　念じながら、目の前の開いたこともない本を写生する。

　先の戦闘もそうだが『神絵師』のスキルで相当早く描き上がった。ものの１分程だろう。

　具現化すると、シスターの目の前に同じ本が二冊になる。

「まぁ……」

「内容を確認してくれ」

　シスターが新しく現れた本を捲めくる。ざっと全てのページを見て、本を閉じる。

「全く、同じ内容ですわ」

「じゃあ、これは持ち出さなくてもいいな」

「そう、なりますね」

「シスターも俺も、こっちの閲覧禁止の図書は開いていない、よな？」

「はい……」

「じゃ、問題無しだ。教えてくれてありがとう、シスター」

　メネウはニヤリと笑って創つくった方の本をポーチにしまった。

「……ん？」

　自然にやってしまったが、これ、この本、ポーチに入る大きさじゃないぞ。

「……もしかしてお気付きではなかったかもしれませんが、時空間操作のスキルが働いているようですね」

　シスターが苦笑して付け加える。苦笑というか、もう、顔が引きつっている。

「……シスター、また道に迷うと思う。というか、今絶賛迷まい子ご中なんだけど……、その時は、また来てもいいかな？」

「もちろんですわ。いつでもお待ちしています」

　シスターが柔和に笑う。

　好奇心の人だが、シスターとして人を導くのは心に根付いているらしい。

「シスターは、シスターが天職だと思うよ」

　ありがとう、と笑って告げて、メネウは教会を後にした。

　ハーネス邸に帰ると、ちょうど夕食の時間だった。

　だだ広いダイニングに呼ばれて、ハーネスとバレットと共に給きゆう仕じされながら食べる羽目になる。昨日は軽食だったから気にならなかったが、カトラリーがずらっと並んだ正式な晩ばん餐さんのマナーなんてメネウは知らない。

　マナーが分からず硬こう直ちよくするメネウに、バレットが懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてくれた。

（ありがたいやら恥ずかしいやら）

　知らないよりは知った方がマシだろう。

　素す直なおに聞き入れて、簡単なマナーを教わりながら夕食を終えた。

　自室に戻り、ベッドに飛び込むと、驚いたスタンが飛び立って少し離はなれた場所に着地した。

「あぁ、ゴメン。なんか、疲つかれて……」

「ピロ」

　スタンが鳴いて、ちょんちょんと飛び跳はねてメネウのポーチに近付く。つんつんと小さな嘴くちばしでポーチをつついた。

「あぁ、英雄目録か。見てみるかな」

　ベッドの上であぐらをかいて、英雄目録を取り出した。ページを捲ると、絵姿とステータス値が書かれている。

　右上に記録した年代が記されていて、最後のページから数えると、ざっと四百年分の記録が残っていた。

　一番最初のページから改めて読んでいく。

　そこには、まさに『英雄』と呼ばれるに相応ふさわしいステータスとスキル、そして功績が残っていた。

（自分よりも上の数字を見るって、なんか安心する……）

　乾いた音をたてながら、ゆっくりとページを捲っていく。

　何百人という英雄の記録。自分と同じかそれ以上のステータス値。たくさんのスキル。

　スキルの詳細も書かれていたので、自分と同じスキルは写生用のスケッチブックにメモをした。

　夢中になって読み進めていく。

　本を閉じる頃には、すっかり朝になっていた。

　一先ず部屋から出て、バレットに今日は寝ねるということを伝える。

　今は新しい知識で頭がいっぱいだ。

　メネウは描きたいという欲求だけを持って異世界に転生した。

　今、描きたい、だけでは持て余す能力を持っていることに直面し、そして先せん達だつを知った。

　知らないよりは、知っている方がいい。けれど、知ったからといってすぐに答えが出る訳ではない。

　もやもやとした思考を整理する為に、メネウはベッドに寝ね転ころがり目を閉じた。

（つーかセケルのせいだよな、俺いらないって言ったのに。セケルがこんなにボーナス盛るからいらねーことで頭悩なやませてるんじゃん。でも転生させてくれたことには感謝してるよ？　俺だってセケルに文句を言いたい訳じゃない。だけど……）

　ここで思考が途と切ぎれて、意識が落ち……ずに、また浮ふ上じようしていた。

（え、なんで?!）

　周囲を見てみるとあの白い世界だ。

「頭の中で随ずい分ぶん不満を漏もらしていましたね」

　苦笑した英国紳しん士しが出で迎むかえてくれた。

「はぁ、脳内もカウントなのか……」

　確かに、セケルと三回思った気がする。

「寝る前に考えてくれるのは光栄ですけれど、何かお悩みですか？」

「ちょっとね。誰かに言ったら恨うらまれそうな贅ぜい沢たくな悩みだよ」

「私は恨みませんよ。話していかれたらどうです？」

　セケルがそう言ってソファを示す。いつの間に出てきたこのソファ。

「じゃあ、そうしようかな」

　そして、メネウはセケルに思いの丈たけを話した。

　身に余る才能に戸惑っていること。

　描きたいけれど、ただ描くだけ、ということに自分の人生を費やしてはいけないのではないかと思い始めていること。それでは何も成長せず、得られないのではないかということ。英雄と呼ばれた人たちのような英雄になりたい訳ではないけれど、自分の能力は生かしたいこと。成長したいと願っていること。

　話しているうちに、頭の中も整理されていった。

「転生もボーナスも嬉しくない訳じゃないんだ。でも今、俺は人並みの見た目もしているし、運動もできるし、頭はこうやって悩んでるから変わらないかもしれないけど……和也だった時は、アニメーターって仕事をすることで自分がレベルアップしている実感があった。ステータスは表示されなかったけど、確かにあったんだよ」

　今は、それが見えない。

　メネウは成長する……『生きている』という実感が欲しいのだと悟さとった。

　描きたい以上の、原始の欲求。

　前世ではステータスは見れなかったけれど、絵を描くことで生きていると実感できた。でも、この世界では自分は何でも思いのままにできてしまう。絵を描くことだけでは、きっと成長することが……生きているという実感が持てないに違いない。

「なるほど……。あなた、英雄目録を見たんですよね？」

「あぁ、面おも白しろかったよ。ボーナスが無くてもあんなにステータスって成長するんだな」

「あなたが思っている通り、何に自分の持っているものを賭け、どれだけ増やせるか、という話なんですよ、要は」

「なに、教会で俺の頭盗ぬすみ見てたの？」

「何せ神ですから」

「……もしかして」

「はい。あの世界の神は私です。もう手を離れていますけれど、信しん仰こうは受け取っています」

「どういうこと？」

　セケルによると、神という存在は人間の集合意識の結けつ晶しようだそうだ。

　これこれこういう姿の神さまがいたらいいな、いるだろうな、という思想、それを信じる人の気持ち、数によって形作られるらしい。

　もっと難しい理論らしいが、嚙み砕くだいてくれたとのことで。

　セケルはいくつかの世界の共通認識で生まれた神だそうで、地球産の俺にわかりやすく、セケル、と名乗っているらしい。

「人は子であり親ですから、大事ですし好きなんですよ」

　そして、信仰の薄うすい現代日本で爆ばく発はつ的に信者を増やした和也は、セケルにとって興味深く、親しみを覚える相手だということだった。

「私はあなたのステータスもスキルも盛りましたけど、悪意があった訳じゃないんです。アニメ、という文化がない世界に落とすので、今度は違う人生を生きてほしい、だからその時に不自由しないように、と思ったんですよ」

「そっか……」

　親心のようなものらしい。または親孝行だろうか？

　そう思うと、なんだか悩んでいるのも申し訳ない気がした。

「は──……転生してまだ二日だしな！　仕方ねぇ、人生の目標とやらを探してみるか！」

「そうしてください。でも、最初の約束はおぼえていますね？」

「……最低限文化的な生活を送ること」

「よくできました」

　夢中になると寝しん食しよくを忘れるところは変わっていないのを見み透すかされている。今も徹夜して朝に寝ている訳だしな。

「寝て、食べて、人と関わって。それでも十分、何かできる位の時間はありますよ」

「そうだな。そういう身体にしてもらったみたいだし」

「そういうことです。……貴方の身体はあの世界で私が造りました。だから元素の含がん有ゆう量りようが多い……人体を介かいした出産ではなく、元素からそのまま形作られたからです。その時、同じように私に形作られた精せい霊れいからの祝福が宿りました。七つの祝福です。風の精霊からは『旅路』の祝福が、水の精霊からは『出会い』の祝福が、火の精霊からは『力』の祝福が、土の精霊からは『絆きずな』の祝福が、金の精霊からは『富』の祝福が、光と闇やみの精霊からは『波乱』と『逆境』の祝福が」

　にっこり笑われてしまった。待って、波乱と逆境って祝福って言っていいの？

　それを尋ねる前に意識が引きずられる感覚が襲おそってきた。そろそろ目が覚めるらしい。

「じゃあ、行くよ。また目標を見つけたら報告にくる」

「楽しみに待っています」

　笑ったセケルの目の前で、俺は暗くら闇やみの中に落ちていった。

　メネウが目を覚ましたのは、日が傾きかけていた時間だった。

（神のことが知りたいって、シスター言ってたっけ……）

　会わせることはできないだろうが、そのうち話して聞かせたいものだ。

　シスターはメネウに、本、という記録を与えてくれた。

　道標。メネウが行き止まりを感じた崖に、橋をかけてくれたもの。

　メネウは、本を読むことに決めた。英雄目録に限らない、とにかく読めるだけの本を読んでみようと思ったのだ。

　足りない知識、足りない経験に対する『飢うえ』が湧わいてきている。

　バレットとハーネスにはその日の夕飯の時に話をして、屋や敷しきの図書室を紹介された。ありがたいことだ。

　図書室に篭こもってばかりだと「最低限文化的な生活」は送れないと判断したので、商人ギルドで金銭について教えてもらったり（ハーネスの贔ひい屓きということもあって、職員の皆さんは快くお仕事の邪じや魔まをさせてくれた）、冒険者ギルドで暇ひまをしている剣士や術師に剣術や体術、魔法を教わった。本を読むのも、身体を動かすのも、時空間操作のスキルを使って一人きりで何度も反復した。頭の造りはどうやら前世と変わらないらしいが、それを埋うめるように努力した。

　そして、たくさんの絵を描いた。目についたものを写生し、時には想像を巡めぐらせて前世のようにキャラクターを作ったり、想像を膨ふくらませて一枚絵を仕上げたり。不思議と学んだことが増えるたびに、絵が良くなっている気がした。

　シスターにも偶たまに相談に行った。勉強で行き詰づまった時など、それまでにした冒険の話を聞かせてくれたのだ。

「英雄にも会ったことがありますよ」

「えっ、マ？」

　またクセが出てしまった。

「ま？　はい。意外と居るものです。ちょっとズレた方が多いように思いましたけど」

　たぶん、前世の自分のようなものなのかもしれない。

　何かに夢中になるとは、何かを切り捨てるということだから。

　英雄も興味があったが、本の中に出てくる神獣や魔獣にも興味があった。

「へぇ……神獣とかも？」

「はい。迷めい宮きゆうには守護者や土地神がいるものですから、何度か」

「そっかぁ……」

　カチリ。

　メネウの中で、一つ、ピースがはまった。

「ありがとう、シスター。俺もうちょっと勉強するわ」

「はい。また詰まったらおいでください」

　メネウはハーネス邸に帰ると、また図書室に篭った。

　こうしてメネウは「適度な運動」「知識の習得」「模も擬ぎ演習」を繰り返した。夜に寝て朝に起きる。他人とも言葉を交かわす。三度の食事も忘れずに、最低限文化的以上の生活をしていた。

　そして、三ヶ月が経つ頃ある決意をする。
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　──その間、ずっと悪感情を募つのらせていた男がいた。

「おのれ……っ！」

　男は手に持った木のジョッキを握あく力りよくだけで砕くだいてしまう。中に入っていた林りん檎ご酒が手を汚よごすが、気にしていない。

　不ふ愉ゆ快かいだった。たったひとつの出来事だが、不愉快だった。

　ギガントロールはトロールの上位種で知性がある、危険な魔ま物ものだ。といっても、ほんの子供位の知性ではあるが。

　己おのれの縄なわ張ばりを出ず、縄張りの中にいるトロールにもその縄張りから出ることを許さない。トロールたちの王であり、その耐たい久きゆう力りよくから英えい雄ゆうクラスが戦っても、討とう伐ばつには多少時間が掛かかるのだ。

　まして、縄張りを出たということは何らかの外的要因で狂きよう化していたと考えられる。通常のギガントロールよりも強い個体。

　そして、男……ラルフ卿きようは、己が「英雄」であると確信していた。

　三桁けたのステータス。複数の上位スキル。

　まだレベルが上がりきっている訳ではないが、国内では敵無しだと思っていた。

　なのに記き憶おく喪そう失しつの冒ぼう険けん者しやだという男は、ギガントロールを一いち撃げきのもとで屠ほふり、あまつさえ神しん獣じゆうを召しよう喚かんしてみせた。

　ギガントロールに蓄ちく積せきダメージがあった訳ではないことは調査済みだ。

　神獣の目もく撃げき証言も多い。

　あの男の実力はまぎれもない本物だ。

　だというのに、偶たまに町で冒険者に教えを請こうているというが、納なつ得とくできない。町の人間に媚こびでも売っているつもりか。

　許せない、とラルフ卿は思っていた。この町……この国の英雄は、俺おれだけでいいのに。

　聞けば、商人ギルドの長ハーネスの屋や敷しきで世話になっているらしい。ギルドの関係を考えれば迂う闊かつに手出しもできない。

　燻くすぶったラルフ卿の嫉妬は、もう抑おさえ込こめるものではなくなっていた。

「失礼します。品が届きました」

　ラルフ卿のスキルは『肉体強化』『精神異常耐たい性せい』『身しん刃じん一体』『剣けん鬼き』というものである。

　その彼かれのもとに、ある剣が届いた。ずっと探し求めていたものだ。

　持ち主の魔力を受けて変質する魔剣。腕うでのいい鍛か冶じが稀まれに打ってしまう強力だが歪いびつなるもの。

　呪のろわれたアイテムだったが、ラルフ卿には精神異常耐性がある。

　使いこなしてみせるとも。

　そして、この国の英雄は俺だけでよいのだと、分からせてやるとも。

　騎き士しに私し闘とうは厳禁である。

　だから、考えた。あの男と……メネウという呆ほうけた男と、闘たたかう場を、理由を。

　今は金を握にぎらせた男たちが動いている。

　──だが、欲にくらんだ男は気が付かない。

　精神異常耐性。それは外から受ける精神異常に対する耐性である。

　内側から嫉妬に狂くるう男の精神は、もうだいぶ、蝕むしばまれていた。




　寝ね耳みみに水、とはまさにこのことだ。

　ある朝、メネウが決意を持ってダイニングに向かうと、血相を変えたハーネスに迎むかえられた。

「む、娘むすめが、バレットが！」

「ハーネス、落ち着いてくれ」

「いないんです!!　どこにも!!」

　今にも泣きそうな声で絶ぜつ叫きようするハーネスを椅い子すに座すわらせ、状じよう況きようを聞いた。

　メネウは焦あせっていない訳ではない。しかし、ここで自分まで狂乱することは得策だと思えなかった。

　三ヶ月、人と、文化と関わり学び続けて、メネウは焦しよう燥そうをある程度コントロールできるようになった。転生してすぐに混乱の淵ふちに立ったことが今は幸いした。

「まず、起きてからのことを話してくれ」

「はい、実は……」

　まず、バレットの起き床しよう時間は決まっている為メイドが起こしに行ったが、返事がなかったという。

　失礼ながら起こしに部屋に入ると、窓は開いており、寝しん具ぐは乱れたままでもぬけの殻からだったらしい。

　窓から下を覗のぞくと、何人分かの足あし跡あとがあった。

　慌あわてて追いかけてみたものの、途と中ちゆうから足跡は上う手まく隠いん蔽ぺいされていたようだ。

　護衛兵が総出で探たん索さくにあたり、騎士ギルドにも通報済み、現在バレットの探索に当たっているらしい。

　こういった手配をようやく済ませ、それでも居てもたってもいられず、メネウに相談しようとしたところにメネウがダイニングへやってきたらしい。

　ここまで約二時間。

（誘ゆう拐かいか……、珍めずらしいことをするもんだ）

　学んでいてわかったことのうちの一つに、この世界の魔法の仕組みがある。

　魔法とは、この世界を流れ、構成する七元素に働きかけ、元素の燃料である魔力を明け渡わたすことで起こす現象である。

　その「働きかけ方」を「呪じゆ文もん」という最短術式にしたのが魔法だ。

　メネウは全すべての元素に働きかける為の「術式」を予あらかじめ「刻み込まれて」いたが、魔法とは複雑な術式を覚えなければ呪文だけ覚えていても使えない。だから、態わざ々わざ覚えたことを形に残す為に魔法のウインドウなんてものが表示されるのだ。

　そして、元素に働きかけることが出来れば、人の痕こん跡せきを辿たどるのも難しくないらしい。

　だから犯罪はあまり得策ではない。

　相手さえ分かっていればすぐに探し出せるだろう。

　以前メネウが使ったサーチも元素に働きかけて人体を探さぐるという魔法だ。

　それが分かっているから重犯罪率は驚おどろく程ほど低い。

　なのに、現に誘拐事件が起き、そして捜そう査さが行われている。

　ただ、低いと言っても例外はある。例えば、軽けい微びな犯罪だとしよう。町中でパンを盗ぬすまれた位では魔法は使われない。魔力消費の方が損だと考えられる。

　しかし、誘拐や殺人といった重罪では、即そく座ざに魔法による追つい跡せきが行われる。

「失礼します！　……すみません、痕跡がつかめません！」

　そう、相手もまた魔法使いの場合、こういった重犯罪が起きることがある。

（と、いうことは犯人達の中に魔法が使える奴やつが居るのか。馬ば鹿かな奴）

　魔法を使える者の犯罪率は低い。無くはないし、裏社会に属する者はいるらしいが、一回限りの犯罪に出るものは少ない。

　なぜならそもそも人類の総数が少ない。そして、魔法使いの殆ほとんどは裕ゆう福ふくだからだ。

　生活魔法を除いて、魔法を一属性収めるには、大学卒業まで掛かる労力と金がかかると考えてもいいそうだ。他の方法もある。実じつ践せん的な一部職業に応用できる専門学校のようなところや、賢けん者じやや仙せん人にんという隠いん遁とん者しやに師事する方法など様々だ。

　しかし、どの方法でも共通して「長い時間と金がかかる」のだ。

　犯罪を犯おかせばその全てがパァである。結界師が作る元素遮しや断だんの魔法道具で一生魔法が使えなくなる。

　しかし、そのリスクを負ってでもバレットを誘拐した馬鹿がいる。

（素人しろうとの俺は下手に出ない方がいいと思ったけど……さて、はて）

　相手の魔法によって、バレットを見つける方法が足による地道な捜査になってしまった。

　ハーネスにもバレットにもめちゃくちゃ恩があるし、ここで手助けしないのはメネウにとって得策ではない。というか、嫌いやだ。

　描えがくこと以外に興味が薄うすかったメネウには、人間らしい欲求や感情が芽生えつつあった。

「そ、そんな……、で、では、娘は……?!」

「現在総力をあげて調査中です！」

　護衛兵がそう言い残して調査に戻もどっていった。

　ハーネスが力なく椅子に沈しずんでいる。

（……やってみるしかないか、本当は後で実験する気だったんだけど）

　……メネウは旅立つつもりだった。

　だから今日はその話をして、チータを『神獣にする』予定だったのだが、バレットごとチータも攫さらわれたらしい。

「ハーネス。できるか分からないが、俺に任せてもらえないか」

　幸いなことに、チータはメネウの創作物だ。その「絶対的権限」はメネウにある。

　たとえどんなに離はなれていても。

「メネウ様……」

　藁わらにも縋すがる思いなのだろう。ハーネスがメネウに救いを求める目を向ける。

　チータはバレットの為ために生み出した存在。その気配は消えていない。つまり、バレットという存在意義を失っていないということ。

「バレットはまだ生きている。だからそう絶望しないで、待っていて」

　メネウはハーネスに背を向けると屋敷の外へ飛び出した。

　屋外に出るとすぐさまスタンを大きくして空に飛び上がった。

　地上は人が捜そう索さくしている。ならば自分は別のアプローチに出るだけだ。

　空からチータの気配を探り、大まかな方向に検討をつける。

　スタンで低い場所を飛ぶのは目立つので、犯人に見付からないように雲の上まで上じよう昇しようした。

　風魔法を使って自身に掛かる風圧や空気抵てい抗こうをゼロにする。

　気配に任せて飛んでみたが、そんなに遠くにいる訳ではないようだ。

　上空から見下ろしたそこは、小屋だった。

　ハーネス邸ていの裏に連なる山、その山の中腹に打ち捨てられた小屋。

　高度を落として様子を見たが、屋根は腐くさりかけているボロ小屋だ。そこからチータの気配がする。どうやら上を警けい戒かいしていないので、様子が見える程近付いても気付かれないのは有あり難がたい。

「足跡を誤ご魔ま化かされたらまず気付かないだろうな……」

　何な故ぜなら、それだけボロボロになるまで人の出入りも無かった為に、そこに通じる獣けもの道みちすら無いのだ。

　まず、小屋があることに誰だれも気付くまい。

　当然ながら山にも捜索隊は入っているが、足だけでは見つけられないだろう。

　ならば助けられるのは自分だけだ。

（うっかりバレットに怪け我がさせるのは、嫌だな……）

　ここでチータに神獣創造を使っても構わないかと思ったが、小屋が崩くずれる可能性がある。

　バレットはまず間ま違ちがいなく身動きが取れないだろう。怪我をさせる可能性が大きい。

（となると、これしか無いわな）

　メネウはスタンを駆かって小屋に向って急降下をすると、小屋の壁かべに向かって、真横に飛び降りた。風圧で腐った壁が崩ほう壊かいする派手な音と土つち煙けむりが立つ。

「な、なんだてめぇ！」

　風を切る轟ごう音おんと揺ゆれる小屋に驚いて犯人の一人が顔を出した。

　知らない顔だ。

「どーも、バレットの友人です」

　だから通るよ、という挨あい拶さつ程度の気軽さで、出てきた男との距きよ離りを一息に詰つめて手刀で落とした。

　前の紛まがい物ではない。【忍しのび】や【軽かる業わざ師し】といった職業の人に習った本当の手刀だ。何度も反復練習した甲か斐いがあったが、こんなことで使いたくはなかった。

　メネウはここまできたら騒さわぎになってもいいとは思っていた。

　バレットに害が及およばなければ問題ない。害が及ぶ前に制圧する。だから、急いだ。

　メネウはステータスに任せてべらぼうに速く動いた。土煙が巻き上がる速度で短い距離を上手に走り、身体からだを運んで次々と誘ゆう拐かい犯はんを打ち倒たおしていく。

　バレットが居たのは粗そ末まつな小屋の奥おくの部屋だった。もともと部屋が二つに土間だけの粗末なものだったから、発見から制圧するまでメネウが着地してから三分以内に行われた。

　バレットの猿さる轡ぐつわを外してやる。

「メネウ、様……」

「迎えにきたよ、一いつ緒しよに帰ろう」

「い、いいえ、いいえ！　逃にげてください！」

「バレッ…」

　ト？　と、聞く暇ひまは無かった。

　気配がした瞬しゆん間かん、バレットを抱かかえて小屋の壁を突つき破り外に転がり出る。壁が腐りかけていて本当によかったです！

　メネウがいた場所に、鬼が一体、立っていた。

　紫むらさき色いろの剣が右腕からぶら下がっている。浸しん食しよくされて一体化しているようだ。

「あれは、確か……」

　前に見たときには全身鎧よろいの美形だったと思うのだが、今はどうだろう。

　右腕から悍おぞましく浮うき上がった血管が、顔にまで達している。

　歪に鎧まで巻き込んで同化し膨ふくれ上がった筋肉の右腕。

　何より、兜かぶとから覗く醜しゆう悪あくな表情。

　騎士ギルドの総まとめをしているという若き騎士、ラルフ卿である。

「待っていたぞぉ……」

「待っていた？　話すのも初めてなのに？　俺を？」

「そうだぁ！　おま、お前は、お前は邪じや魔まだ！　殺す！」

「……はぁ～～？」

　メネウにとっては意味のわからないことである。

　しかし、これだと身みの代しろ金きんの要求が無かったのは頷うなずける。

　たぶん、この男が黒幕だ。俺を誘おびき出す為にバレットを攫ったと考えていいだろう。

　騎士に私闘はご法はつ度と、だから人目につかない場所にメネウだけを誘ゆう導どうする。その為に空からしか見つけられない場所に、メネウが探しに出るであろうバレットを攫ったのだ。

（あ、これ許せないやつだ）

　プチン、とメネウの中で何かがキレた。

　目の前の男を放ほうっておいて、メネウは悠ゆう々ゆうとバレットの縄なわを解いた。そして、チータに例の銀の足あし環わを嵌はめてやる。

「何をしているぅ……殺すぞぉ……」

　理性が飛んでしまっているラルフ卿を放っておいて、メネウは淡たん々たんと作業を済ませた。

　スタンが今はラルフ卿を『睨にらんで』いる。そのせいでラルフ卿が動けないのは知っていた。

　そして、足環をつけたチータに手をかざす。

　イメージする。何からも彼かの女じよを護ることができる、強く青い鳥を。

「きゃっ……！」

　チータが白く光った。そして、美しく長い尾お羽ばねを持つ巨きよ大だいな孔雀くじやくのような鳥が、メネウたちの頭上を旋せん回かいしていた。

　ラルフ卿も、ぽかんと見上げている。

「バレット、先帰ってて。ハーネスが心配してる」

「で、ですが」

「大だい丈じよう夫ぶ。チータが居るからね」

　バレットのすぐ隣となりに着地した青い鳥を見上げると、知性のある瞳ひとみでこちらを見返してくる。

　あのやきもち焼きの小鳥とは思えない落ち着きようだ。

　チータが羽を広げたので、バレットを背に乗せてやった。

「チータは小さくなれって思ったら小さくなるから。さ、屋敷に行って」

「メネウ様、あなたは」

「大丈夫、すぐ帰るよ」

　飛び上がった青い鳥を見上げて、メネウは笑って手を振ふった。

　すっかり置いてけぼりのラルフ卿である。

　彼は動かなかったのではなく、動けなかった。

　ラルフ卿がどこまで気付いているかは分からないが、スタンのプレッシャーによって身動きできないのは確かなようだ。

　スタンが彼を見ていた。上空から、まるで餌えさを見るかのように。

　この時、ラルフ卿は単なる餌であり、捕ほ食しよく者しやから如い何かにして逃げるかが大事なただの虫けらであった。

　一応スタンは正しく神獣である。神の化け身しんとして描かれ造られた、存在として強者なのである。人間は、彼の前では等しく弱者でしかない。

　逃げ場は無い。動いたら食われる、という本能的な危機感で、ラルフ卿は動けずにいた。

（このままスタンに食わせてもいいけど、ちょっとそういうの通り越こしちゃったかな）

　メネウは面めん倒どうくさそうにポーチに手を入れる。

　そして取り出したのはいつものスケッチブックと絵筆、ではなく……この世界で最初に持たされた短剣だった。

　メネウは頭にきていた。心底憤ふん慨がいしていた。

　まず、理由が分からない。町で一度ぶつかったことは覚えている。だが、それだけだ。

　バレットを餌に釣つり出してまで殺すと言われるほどの繫つながりがない。

　そして、やり方が気にくわない。

　冒険者ギルドで手合わせする位なら私闘に入らないはずだ。そこで幾いくらでも訓練と称しようしてメネウに剣を打ち込んだとしても、メネウは何ら恨うらみもしない。

　なのに、ラルフ卿はメネウの、こちらの世界に来てから出来たはじめての友人を餌にした。

　よりによって、メネウを誘き出すという名目だけで、いたいけな少女を誘拐し拘こう束そくするという恐きよう怖ふを与あたえたのだ。

　そして何より、ラルフを慕したうバレットの気持ちを裏切った。あの美しい恋こいする横顔をする少女の気持ちを。それが、何よりも許せない。

「っとにしょうもねぇな……」

　メネウが苛いら々いらと短剣を鞘さやから抜ぬく。

　この短剣は神が創つくった短剣だ。この世のどこにも鋳ちゆう造ぞう方法は無い、唯ゆい一いつ無む二にの武器。メネウの思い通りに全てを斬きる刃。

「うるさい！　この忌いま々いましい呪いを解け！」

　まだ動けずにいるラルフ卿の要望を聞き入れ、スタンを小屋の屋根の上、丈夫そうな柱の上へと止まらせる。

　自力でスタンの視線から逃のがれることも出来ないのに、よくまぁ殺すなどと言えたものだ。狂化しているのだろう。

　すぐにラルフ卿は動けるようになった。

　拘束したまま嬲なぶることも考えたが、それではメネウの気がすまなくなっていた。

　魔法創造魔法によって、メネウは魔法付ふ与よ……エンチャントができるようになっていた。

　両眼にサーチを付与する。黒い魔法陣じんがメネウの目の前に現れ、瞳に吸い込まれていく。

　こちらに向かって剣を携たずさえ走ってくるラルフ卿を一いち瞥べつすると、頭の中に文字が浮かんだ。

『魔剣憑ひよう依いの状態異常』と、『嫉妬』というスキルが働いている。他にも『肉体強化』と『剣鬼』というスキルも発動していたが、それは問題ではない。

（嫉妬だぁ？）

　ますます覚えがない。

「殺す、殺すぅう！」

　短剣を片手で正眼にリラックスして構え、無む闇やみに斬りかかってくる剣をいなす。基本的な構えと動きだが、三ヶ月（時空間操作によってそれ以上の期間）修しゆ行ぎようしただけあり、なかなか様になっていた。

　相手が冷静であったのなら、その圧あつ倒とう的な経験値の差でメネウは勝負にならなかったかもしれない。しかし、ラルフ卿は冷静でも正常でもなかった。

　何合か打ち合ったが、メネウの手に負えない相手ではないようだ。

　サーチでは、『右腕を斬り落として正常化』と出た。それで魔剣憑依を解除できるらしい。

「話ができねぇんじゃ困るんだ、よ！」

　メネウが構えた短剣が、魔剣と火花を散らして擦こすれ合い、間合いに踏ふみ込んだメネウが右腕を肩かたの付け根から斬り飛ばした。

　離れた場所に落ちた腕が、勝手にびたんびたんと跳はねていたが、それはスタンが咥くわえて屋根の上に戻った。

　咥えていって何をするのかは……考えないことにした。世の中には知らなくていいこともある。

　一瞬の決着。メネウの圧勝であった。

「うぅ、うぅぅ……！」

　どしゃ、とラルフ卿は膝ひざをついて右肩を押さえた。が、血は出ていない。

　その切り口から新しい腕がすぐさま生えて来た。鎧も布も纏まとっていない、真新しい腕だ。

　ラルフ卿が呆ぼう然ぜんとその腕を見ている。握ったり開いたりして確かく認にんしたが、自在に操あやつれる本当の腕だ。

「で、騎士どの。ご説明願えるのかな？」

　スタスタとラルフ卿に近付いたメネウがしゃがみ、短剣の腹で彼の顎あごを持ち上げてニッコリと笑った。もちろん目は笑っていない。

　腕ごと嫉妬を切り取られた男は、黙だまって目を逸そらした。




　話によると、どうやら本当に純じゆん粋すいに嫉妬していたらしい。今はその嫉妬がすっかり消えて遠い記憶のようだという。

　ラルフ卿……ラルフは、小さな頃ころから何でも出来た天てん才さい肌はだだったという。お陰かげでステータスもぐんぐん伸のびて、呆あつ気けなく三桁に乗る。ラルフは貴族としての教育を受けていたので、これが『英雄』に繫つながると純粋に信じたという。

　そして、信ずるままに訓練と勉強を続け、英雄に至る道として騎士になり、この国の騎士ギルドの中でトップにまで登り詰めた、と。

　たまたまこの町に年に一度の巡じゆん回かいに来た時に、ギガントロールが現れた。

　ギガントロールは強きよう靭じんな皮ひ膚ふとタフネスを誇ほこり、英雄でも討伐に時間がかかる魔物だとか。いざ倒しに行こう、と武器を携えて門に向かった。

　それを目の前で一撃で倒されたと。

　そして同じ男が、次の日に（腹いせだったとはいえ）神獣召喚をしてのけ、町でも目立ってしまったのも、またラルフの嫉妬を増長させてしまった。

　調査をしたら、旅の途中の、記憶喪失の一いつ般ぱん常識も危あやうい召喚術師の男だという。

　英雄を目指して才能にあぐらをかくことなくコツコツ努力していたのに、目の前に英雄以上の所業を引き起こす奴がぽっと出で現れたら、まぁそりゃ嫉妬もするわな。

　その嫉妬した相手が分かりやすく英雄だったらまだ良かったが、町の冒険者に教えを請うて武術の基本から習っているときたら、まあそれは、イラッとするよな。

（いるんだよな、なんか初見でやたら絵が上手い奴……、だいたい他の道に進むからいいんだけどさ。これまでの努力はなんだったんだー、って気分に……なったわ俺も）

　嫉妬に身を焼かれそうになっているところで魔剣が届き、精神異常耐性のスキルで使いこなせると確信していたが、嫉妬というスキルが発現してしまったと。

　どうやら身刃一体という、自分の腕と変わらず剣を扱あつかえるというスキルから派生してしまったらしい。

「なるほどね～……」

「騎士どころか、人としても悖もとる行動だった。申し訳が立たない。辞職し、今一度鍛きたえ直すことにする」

「うーん、そこは俺もごめんだな。知らなかったとはいえ悪いことをした」

　シスターが言った。いらぬ妬と心しんを買うことになる、という言葉がまさしく的中してしまった結果だ。

　自分の影えい響きよう力りよくを考えなさいよ、ということだ。改めて胸に刻む。

　周りに関心なさ過ぎたし、異世界モノが流は行やってたこともあって、たぶんどこか「現実」と認めてなかったんだろうなと今なら分かる。

　転生ボーナスってことも言えないし、さてラルフの気が済むのはどうしたものかと考える。

「なぁ、鍛え直すってどうすんだ？」

「旅に出ようかと。どこかで修行できそうなら、師事する気だが……」

「ならさ、俺と来ない？」

「は？」

　メネウはどっかりとあぐらをかいた。

　ラルフの背後で、建物から逃げ出そうとしている実行犯をスタンが睨んで牽けん制せいしているのが見えたが、とりあえず笑って話を続けた。

「俺、記憶喪失で召喚術もいまいち使いこなせないんだ。だから、世界中を回って神獣や魔獣と契けい約やくして、英雄にも会って……、旅をすることで改めて召喚術師になりたいと思っている」

　気分は目指せ、召喚獣マスターである。権利問題が怖こわいので元ネタは詳しよう細さいには思い浮かべないことにする。

「鍛え直したいんだろ？　たぶん、俺が行くのは生半じゃいけない旅だし……どうだ？」

　メネウは右手を差し出した。

　たぶん、この男は受ける。何となく確信があった。

「……英雄や神獣、魔獣に会うだと？　……くくっ、やることが派手な男だと思ったら、言うことまで派手か。いいだろう、乗った！」

　メネウの右手に、ラルフの右手が重なった。

　と、そこにスタンがペッと何かを吐はき出した。

　例の魔剣だ。

　右腕はどうしたのかは謎なぞのままである。

　その魔剣をラルフが恐おそる恐る握るが、今度は浸食されることも無いようだった。

　その剣をメネウが無造作に取り上げてポーチにしまう。

「じゃあ、装備は後で調ととのえてやるから、とりあえず臭くさい飯食ってこい！」

「は？」

　居たぞ、という声と足音が複数聞こえてきた。バレットを先に返してから、充じゆう分ぶんな時間が経たった。

　メネウは理由に納得はした。右腕を斬ることで多少はうさも晴れた。

「呪いの魔剣のせいでした、制せい御ぎよできませんでした、って言えば情じよう状じよう酌しやく量りようもあるだろ。一週間位プライド粉々にして獄ごく中ちゆう生活してこい、それから旅に出るから」

　それと、責任は別である。

　ラルフは呆あきれたという顔をして、苦く笑しようし、大きく息を吸って吐いた。

「……了りよう解かいした！」

　潔いさぎよい返事である。

　色男が雑ざつ居きよ房ぼう生活なんて、変な奴に目をつけられないか少し心配にもなったが、なんせステータス三桁の男である。

　せいぜい頑がん張ばって綺き麗れいな身体で出てきてほしい。

　メネウはスタンで確保していた実行犯とラルフを兵士たちに引き渡して見送ると、スタンに乗ってハーネス邸へと帰った。

「あー、絵が描きたい……」

　帰ったらバレットとハーネスの姿でも描こうか。

　今はバレットの無事を祝おうと思った。
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　バレットを助け出してから数日が経たった。騒そう動どうが済んでラルフが牢ろうから出てきたらすぐにでも旅に出ようと思っていたが、未いまだ旅に出られずにいた。

　ラルフは本当に一週間は牢に入れられるようだし、それ以上にメネウの準備があまり進んでいないのもあった。

　思ったよりも最低限文化的な生活とやらは人との関わりが増えるものらしい。

（まぁね、何年かかるか分からない流る浪ろうの旅だしね……）

　今は冒ぼう険けん者しやギルドを出てげっそりとしているところだ。

　町のそこかしこに設置されたベンチの一つに腰こし掛かけて、空を見上げた。

　三ヶ月前、冒険者ギルドでも記き憶おく喪そう失しつということを改めて説明して、手の空いている冒険者から様々な技術を教わり始めた。

　何も知らないメネウには教え甲が斐いがあったようで、基本的な短たん剣けんや片手剣の使い方と、多少の体術と魔ま法ほうの実じつ践せんや応用を教わった。威い力りよくは文句なし、素す早ばやさもあるので、技術を覚えてからは上達が目覚ましかった。

　その授業料として、医い療りようギルドに睨にらまれない程度にダンに行ったようなヒールをかけたり（持病持ちは意外に多かった）、一いつ緒しよに飲みに行ったりと、何だかんだで仲良くしていたのだ。

　ダンはその中でも最もよくしてくれていた。一度戦ったからか、向こうから何かと世話を焼いてくれて、何人もの冒険者を紹しよう介かいしてくれたのだ。

　この町の冒険者は、定住者が多いらしい。完全にこの町を拠きよ点てんにして周辺の依い頼らいをこなしていくという人たちだ。

　旅に出る、ならば定住者の彼かれらとも一時お別れである。その為ために挨あい拶さつに行ったのだが、予想以上に名残なごり惜おしがられた。決してヒール目的ではないはずだ。彼らも冒険者なら別れ慣れしているはずである。決してヒール目的ではない。はずだ。

　もみくちゃにされた冒険者たちの集団から転がるようにして抜ぬけ出す。

「旅か。元気でやれよ！　また戻もどってきたら飲みに行こうな！」

　当のダンはこうして快く送り出してくれた。

　そうしてようやく、ベンチで一息つくことができたのである。




　今から商人ギルドにも顔を出す。

　入金した金額もさることながら、ちょっとずつ引き出しては使ううちに（主に冒険者との飲み代だ）ギルドの職員たちとも馴な染じみになった。

　多少の商売やお金の流れについて教えてもらうこともできた。一いつ般ぱん常識を最も教わった場所かもしれない。

　仲良くなった人には全員に、旅に出ることを伝えよう、とメネウは自然に考えていた。

　そして商人ギルドで幾いく許ばくかの路銀と主にラルフの装備品を揃そろえる為のお金を下ろし、挨拶を済ませて、次は教会である。

　商人ギルドの人の方が案外とアッサリした別れだった。長い目を持っているからだろうか？

　あとはシスターへの挨拶だろうか。シスターには話しておきたいこともあったので、他を先に回ったのだ。

　すっかり町に馴染んだスタンに乗って、教会前へとひとっ飛びである。

　スタンに乗るたびに、町の人々に乗せてくれ、と声を掛けられるのだが、その数が多過ぎるのでその辺はバレット任せだ。

　そういえば、バレットだが、青い神しん獣じゆうを駆かる可か憐れんな商人は今やこの町の一つの名物になっていた。

　誘ゆう拐かい事件の直後はハーネスと共に泣いてばかりいたが、魔法商人である彼かの女じよは改めて商売の腕うでを磨みがくと共に魔法も鍛きたえ直すことにしたらしい。

　今回の黒幕がラルフだったと知って一時は悲しい目をしていたが、メネウがラルフを正気に戻したのを知って「次は私が正気に戻してみせます！」と意い気き込ごんでいた。恋こいする乙女おとめは逞たくましいようだ。

　誘拐された時にラルフの禍まが々まがしい姿に恐きよう怖ふで何もできなかったことを悔くやんでいる部分もあるそうで。

　マイナスの経験を元にプラスに頑がん張ばれるのだから、バレットは大物になるのかもしれない。メネウには真ま似ねできないことだから、素す直なおに応おう援えんした。

「メネウ様！　挨拶はお済みですか？」

　そんなことを考えていると、チータに乗ったバレットがスタンの隣となりに飛んできた。並列飛行をしながら話す。

「いいや、これから教会に行くよ。明日にはラルフも出てくるし、今日中にお別れしときたいし」

「分かりました、ゆっくりご挨拶なさってくださいね！」

　そう言ってバレットは町へと降りていった。

　旅立つと伝えた時はハーネスと共にやたら引き止められたが、今は納なつ得とくしてくれたようでよかった。

　チータを守りに置いて行くことも伝えたし、そもそもチータはバレットの為に存在しているのだから、連れて行くことはない。

　そんなこんなで教会に到とう着ちやくした。スタンは小さくなって肩かたの上に収まっている。

「シスター」

　中に入ると、いつも通り柔にゆう和わな笑えみでシスターは出で迎むかえてくれた。

「いらっしゃい、メネウさん。どうされました？」

「俺おれ、旅に出ようと思う。シスターが教えてくれた『英えい雄ゆう』にも会ってみたいし、神獣とか魔ま獣じゆうとかと契けい約やくして、ちゃんと召しよう喚かん術じゆつ師しになろうと思う」

「そうですか……、また、戻ってこられますか？」

「もちろん。シスターが経験したこと無いような経験をして、話にくるよ」

　シスターは花が咲さいたように笑った。

「それは、とても楽しみです」

「経験したこと無い、と言えば、そうそう……シスター、これ見てくれる？」

　そうして、メネウは不思議そうな表情を浮うかべるシスターにステータスを表示してみせた。

「これは……?!」

　シスターは硬こう直ちよくしたまま動かない。どうやら、予想通り前ぜん代だい未み聞もんらしい。

　誰だれにもステータスを見せずに過ごしてきてよかった。冒険者ギルドの登録情報更新には、そのうち誰かが気付くだろうけれど。




　メネウ

　男　23歳さい　蛇へびの月25日

　職業：召喚術師・描びよう画が術師
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　保有スキル

　魔法七属性　身体異常耐たい性せい　万ばん物ぶつ具現化　神絵師　時空間操作　神獣創造　？？？




　お気付きだろうか。50以上あったレベルが２になっていることに。

「な、なんで?!　どうして?!　ステータスは変わらないのに?!」

　叫さけぶシスターを宥なだめる為に、ステータスウインドウを閉じて座すわって話をする。

　実は勉強を始めてすぐに、レベルは１になっていた。

　２になったのは、バレットの誘拐事件の時である。

　セケルに訊きこうかと思ったが、何となく心当たりがあったのでやめておいた。

「シスター、これはさ、きっと神様が鍛え直してこいって言ってるんだと思うんだよ」

「……神の奇き跡せき、ですか」

「前に言ってたじゃん。経験を積んでレベルアップする、って。だからさ、記憶喪失になった俺は、人間としてレベル１だったと思うんだよ。前の表示はきっと、俺がそれに気付かないなら成長は無い、って意味なんじゃないかなって」

　この世界のレベルがどういった意味を持っているのか本当のところは分からない。が、ステータスがそのままでレベルがリセットされた時期と、メネウの意識が変わった時期を重ね合わせれば何となく見えてくる答えがある。

「なるほど……、改めて生きようとした結果、ですか」

　レベルというのが経験を積んだことで上がるものであること、ステータスが人によって上がり幅はばが違ちがうことを考えて前世の知識と重ね合わせると、これはゲームでいう上級職への転職に似ている。レベルキャップの開放、というのが近いだろうか。

　シスターに言うことは出来ないが、前世までの経験がレベル54という数値だったのだとしたら、改めてやり直すと決めたメネウは一段上の階級に上がってそこから改めてレベルを上げる必要がある、ということなのではないか……、メネウはそう考えていた。

「うん。だから俺、旅をして人としての経験値を上げる。……信じてもらえるか分からないから、ステータスとレベルのことはシスターと俺の秘密な」

「はい。……もう、あなたという人は、私の好こう奇き心しんを刺し激げきし過ぎですよ」

　旅に出たくなってしまうじゃないですか……、そう言ったシスターと、指切りをした。必ず報告にくる、と、内ない緒しよ、の二つの約束を込めて。

「じゃあ俺帰るね。またいつか来るよ」

「はい、お待ちしてます」

　そう言ってシスターと別れ、歩いてハーネス邸ていに戻る。お隣さんだしね。とんでもステータスでも散歩は大事。

「待ってましたぞ、メネウ様！　ささ、こちらへ！」

　何な故ぜか家主のハーネスに迎むかえられた。

「え、あ、ハイ。え？」

　ハーネスはギルド支部長らしく忙いそがしく、普ふ段だんは朝晩の食事とその後に幾いくらか会話するだけだったのだが、こうして出迎えられるとは思わなかった。急にどうしたのだろうか。

　そして大広間へと案内されると……。

「よぉ、メネウ！　今日は景気よくやろう！」

　酒を掲かかげて笑みを浮かべるダンさん。

「メネウ様の好物を揃えてみたんですよ！」

　そう言ってテーブルの上の料理を披ひ露ろうするバレット。

「さっきは内緒にするのが大変でした」

　いつも通り柔和な笑みを浮かべるシスター。

（……え、シスター?!　早くない?!　俺真まっ直すぐ帰ってきたよ?!）

　何人もの冒険者や商人ギルドの人たちに迎えられて、メネウの追い出し会が開かい催さいされた。

　立食形式のパーティである。道理で皆みながやたらとメネウを引き留めるはずである。早い時間にハーネス邸に戻らないようにしていたのだろう。

（みんな、俺の為に……最低限文化的……、って範はん疇ちゆう超こえてるよな）

　前世でこんなことを催もよおされた記憶は無い。誕生日だって精せい々ぜい食しよく卓たくにケーキがのぼる位だ。

　ハーネスがグラスを持って上座に立つ。俺も一緒に隣に立たされた。

「では、メネウ様の旅の平へい穏おんを願って、カンパーイ！」

　みんながみんな、グラスを高く掲げた。

　何故か俺は、顔中をぐしゃぐしゃにして泣いてしまっていた。

　ティッシュは無いので木綿のハンカチで洟はなをかむと、俺は笑顔で集まってくれた人の輪に入った。

　この世界に来て、本当によかった。メネウはその晩、心底からそう思って宴うたげを楽しんだ。




　そして、翌日早朝。

　ハーネスに手配してもらっていた剣士の装備（娘むすめの誘拐の実行犯の装備品だが、メネウの護衛ということで最高品質のものを揃えてくれた）を代金を払はらって受け取り、俺は着の身着のまま、ラルフを迎えに騎き士しギルドに向かった。

　騎士ギルドの門の前で、生き成なりのシャツに木綿のズボンという軽装でラルフが待っていた。

　留置所の朝は早いらしい。

「剣は？」

「あるよ」

　あの剣を装備と一緒に渡わたす。

　ポーチの収納性は中々のものだったので、冒険者に訊いて隣の町までの道程で必要そうなアイテムや食しよく糧りようも買い込んである。

　ラルフが装備を身に着けて、準備は完かん了りようだ。

「じゃ、行くか」

　昨日、盛大せいだいに別れは済ませたからメネウは気軽なものである。

　ラルフは最も早はや犯罪者（バレットが無傷だったこと、呪のろいのアイテムにハーネスとしても苦い思い出があることからラルフが関係していることは内々に揉もみ消されたので経歴は綺き麗れいなのだが）として一部に顔が知れ渡ったので、もはや別れる相手もいない。

　こうしてまだ朝あさ陽ひが顔を覗のぞかせ始めた頃ころに、メネウとラルフは町を出た。
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　町を出て街かい道どう沿いに歩いてきたが、三時間ほど歩いたところで一いつ旦たん休きゆう憩けいとなった。というか、した。二人とも残念ながら体力は人並み以上である。意図的に休まないと黙だまったまま延えん々えんと歩き続ける可能性があった。

　正直、街道沿いに魔ま物ものが出ることもなくラルフと会話をすることもなく、ただ歩いていたからメネウはつまらなくなったのである。

　道の脇わきの草むらに座すわって水を飲みながら、メネウはラルフに何と声をかけようか迷っていた。

「あ～～……牢ろう屋やはどうだった？」

　馬ば鹿かか。思わず心の中でセルフツッコミをしたが言葉は引っ込こまないものだ。

「あぁ、意外に快適だった。飯も臭くさくはなかったな、味はしなかったが」

「お、おう、そうか」

「メネウ……と呼んでいいのか？」

　今いま更さら……、と思わないこともなかったが、たしかに挨あい拶さつもまだだった気がする。

（何、俺おれ自己紹しよう介かいすらしてない奴やつと旅に出たの。すごい無む鉄てつ砲ぽうじゃん）

　それどころか牢屋にぶち込んだ相手なのだが、まぁ旅に出たのだからもういいのだ。

　態わざ々わざ呼び方を訊きいてくるあたりラルフは意外と生き真ま面じ目めなやつかもしれない。

「自己紹介もまだだったな。俺はメネウ。旅の途と中ちゆうで崖がけから落ちて記き憶おく喪そう失しつになったんだ、よろしく」

　そう言ってステータスウインドウを一部表示する。

「レベル、……２、だと？」

　何で生きてるんだ？　って目で見るのやめてくれません？

「あーそこ？　それはまぁ、気にしないで、自分の身位は自分で守れるから……」

「いいや無理だろう?!　この辺に出る魔物は討とう伐ばつレベル35以上、高ければ50は必要なんだぞ?!」

　そう言ってラルフがステータスを一部表示したが、確かにレベルが63と高い。職業は剣けん士しになっていた。

　ラルフに鮮あざやかに勝ってしまったものだから、きっともっと高レベルだと思われていたのだろう。

「ま、まぁ大だい丈じよう夫ぶ。スタンもいるし」

「ピロ！」

　ラルフはスタンを見て訝いぶかしげな顔をした。

「……あの時の神しん獣じゆうなのか？」

「ピ！」

　餌えさとして見られた経験からか、ラルフの顔が物もの凄すごく曇くもる。

　スタンがやる気でメネウの肩かたで嘴くちばしのシャドーボクシングをするものだから、ラルフはますます嫌いやそうな顔をした。

「スタン、からかうなよ。ラルフも大丈夫だって、今は小さいし」

「大きさの問題というか……まぁ、いい」

　味方なら頼たのもしいのは間ま違ちがいない、と納なつ得とくしてくれたようだ。

　ラルフの心情を察するに「一人で放ほうり出したら死ぬ」というレベルの男を庇かばいながら旅しなければならなくなったのだ。

　きっと今いま頃ごろ一いつ緒しよに旅をするなどと言ったことを後こう悔かいしているに違いない。

「そもそも貴様の武器は何だ。杖つえは無いのか？」

「え、これ？　かな？」

　そうしてメネウが取り出したのはスケッチブックとインクが三分の一程ほど入った絵筆。

　ラルフが盛大せいだいなため息いきを吐ついた。

「……舐なめてるのか？」

「いや、全然」

　たぶん最強装備だと思うんだけどな、とは思えど言えないので誤ご魔ま化かす。

「手に馴な染じむから大丈夫。ラルフはその剣、もう平気なのか？」

「あぁ、お前に腕うで……というか、嫉しつ妬とを斬きられたからか、乗っ取られることはもう無い。スキルは一つ無くなったがな」

　詳くわしく聞くと、身しん刃じん一体というスキルが嫉妬というスキルに上書きされていて、メネウはそれを斬り落としたらしい。

　腕、だと思ったのは剣による浸しん食しよくが進んだ元素集合体になっていた。いわばスキルの具現化した部分だったらしく、斬られた時に鋭するどい痛みはあったものの、そのおかげで肉体の腕を取り戻もどしたという。

「呪のろわれた装備というのは、大たい抵ていが肉体と元素の境目が曖あい昧まいにされて物理的に切り離はなせなくなることからそう言われる。結界という魔法的干かん渉しようで元素を分断するか、解かい呪じゆで境目を曖昧にする要素を取り除くことで外せるようになるが……メネウの短たん剣けんは呪いを斬ることができるようだな」

　その短剣がメイン武器じゃないのか、と問われたが、剣などというものは使い慣れない。

　絵筆の方が手に馴染む、と言ったら呆あきれられた。

「レベル２で……ふざけた装備で……本気か？　今ならまだ安全に……」

　引き返せるぞ、と言いかけたラルフは沈ちん黙もくした。

　メネウには分からないが、スタンもラルフと同じところを見つめている。遅おくれて其方そちらに目をやる。

　街道を挟はさんだ先の森の中に、篝かがり火びが煌きらめいていた。何やら喧やかましい声もする。

「ホブゴブリンの群だ。この辺りでは珍めずらしくはないが、厄やつ介かいだな」

　ホブゴブリン。本で読んだが、ゴブリンの上位種で耐たい久きゆう性せいと知ち恵えが上がっているんだったか。

　罠わなや陽動で火を使うのに、火に弱いんだっけ。

「どう厄介なんだ？」

「数が多い。一つの群で十体から十五体はいる」

「そりゃ、たしかに」

　厄介そうだ。

　最初にセケルに貰もらった地図を見る。出てきた町の場所から街道を辿たどって、森の形を地図と照らし合わせて大体の場所を測る。

　出てきた町にそう近くはないが、遠くもない。次の町へは……まだ結構ある。

　怪け我がも、アイテムの消費も避さけたいところだ。

「じゃあ、背後から襲おそわれても挟きよう撃げきされてもつまらないし、倒たおそうか」

「レベル２が何を言ってる？」

　レベル２ってそこまでの脅きよう威いか？　……まぁそうだわな。

　オンゲでも、うっかり高レベル帯の狩かり場ばに迷い込んだら死んで町に戻るしかないもんな。

「言ったじゃん、自分の身は守れるって。心配しないで」

　メネウは軽く言って立ち上がる。

（スケッチブックの『お絵え描かき』はしないで戦った方が、信じてもらえそうだな）

　という訳でスケッチブックは暫しばし封ふう印いんだ。ラルフの信用を得る為だから仕方ない。

　立ち上がったラルフは何とかしてメネウを守るつもりで剣を抜ぬく。

「なるべく離れていろよ」

　そう言い置かれたので、その言葉には素す直なおに従うことにする。

　ラルフが森に入った時に、気付かれた。

　一いつ瞬しゆん喧しい声が止やんで、ホブゴブリンの黄色く光る目が散開していった。

　取り囲む気だろう。

「端はしから片付けていくが、死ぬなよ」

「おう」

　ラルフの過保護極きわまれりだ。しかし一度腹を決めたらそれに従う性しよう分ぶんのようで、言うだけ言って、あっという間に左端のホブゴブリンに向かって走って行った。

　言葉で言っても信じてもらえないのなら、やって見せればいいのである。

　メネウは絵筆を中空に滑すべらせた。

　まずは、ラルフの剣に向けて魔法創造で作った炎ほのおのエンチャントを行う。

「何?!」

　驚おどろきながらも初動に入っていたラルフは、滑なめらかにホブゴブリンに斬りつける。

　見事に炎属性が乗った一いち撃げきが決まり、傷口から炎を出して一体のホブゴブリンが死んだ。

　死体は燃え続けている。

　ラルフは、戦せん闘とう中だと己おのれの気を引き締しめて、次のホブゴブリンにかかっていった。一ひと先まずの援えん護ごはこれで良いだろう。

　ざっと見ただけだが二対十三。油断はしないほうがいい。

　メネウがまた筆を滑らせると、今度は五つの魔法陣じんが浮うかび上がる。

　サーチ、スネーク（追つい跡せき魔法）、ファイアボール、ファイアストーム、エアカッター。其それ々ぞれの魔法を混ぜてラルフとは反対側、右手側に位置するホブゴブリンの七体目め掛がけて炎の弾たまを放った。

　サーチによる索さく敵てきと、スネークによる追跡によって導かれたファイアボールは、敵に正確に着ちやく弾だんすると高火力の火柱を噴ふき上げた。

　エアカッターによる空気断だん裂れつの上で敵をファイアストームの中に閉じ込めて燃やし尽つくす。

　突とつ如じよ目の前で上がった数本の火柱に、ラルフは戦闘中だというのに呆ぼう然ぜんとしそうになった。火は燃え広がる様子もなく、対象を燃やし尽くすと綺き麗れいに消えた。

　再度気を引き締めたラルフが残りのホブゴブリンに向き合ったが、その後も速度補助魔法が飛んできたり敵を見失うとサーチが勝手に働いたりと、レベルの概がい念ねんを突つき崩くずされるサポートを受けながら戦う羽目になって散々であった。主に心が。

　後にメネウを問い詰つめなければ。その一心でラルフは剣を振ふるった。




「お前一体どういうことだ?!　何の魔法だ！」

　ラルフが猛もう然ぜんとメネウに苦情を突き付けてきた。襟えり首くびを摑つかみかねない勢いである。

　ラルフの剣は未いまだ炎のエンチャント状態にあり、紫むらさきの刀身が赤く煌めいていた。

「いや～ははは……俺の、魔法？　記憶喪失前は魔法使いだったのかな～～……？」

　この世界の勉強を始めて分かったのだが、エンチャントという発想がないようだった。

　魔法道具も『元からそういうもの』という形で属性のあるアイテムは作られるようだが、魔法を装備に纏まとわせる、という発想が無いらしい。

　というか、どうも理論立てると難しいようだった。

　呪いの装備はエンチャントに似ている。装備者とアイテムの間で元素の結合、または元素による癒ゆ着ちやくが起きている状態。

　しかし「たまたまそういう状態」になるだけで、元素と物質とを一時的に融ゆう合ごう・癒着状態にする、というのは研究段階らしい。本で読んだ。

　理論はさっぱりだがイメージはピカ一のメネウと、魔法創造魔法と魔法改造魔法は非常に相あい性しようが良かった。

　メネウが『こういう魔法があったらいいな』と描えがいたものが、勝手に魔法創造魔法で創作される。術式など難しいことは万ばん物ぶつ具現化スキルが自動で補ってくれているようだ。

　さらに、『筆で魔法を描く』という視覚的効果がそれを補助している。これには神絵師のスキルが発動していて、何もないところをキャンバスにして絵を描かける、という効果がある。

　創造した魔法は一覧に名前が追加される。ラルフに使用したのは、炎のエンチャント、だ。分かりやすさ優先である。

　魔法は、世界の法則から大きく外れたことは出来ないが（それは万物具現化に頼たよればよい）、魔法という絵の具で描くのはメネウにとって楽しい体験であった。

　先程の五連結魔法も、魔法改造魔法で連結したもの。こういうイメージで、と思いながら筆を滑らせれば、イメージ通りに魔法が組み合わせられるのだ。

　いうなれば『世界をキャンバスにお絵描き』できる状態になっている、とメネウは解かい釈しやくした。

　しかし、そんなことをラルフにメネウが説明できる訳がない。

　白金色の髪かみを振り乱したラルフが鬼おにの形相で訊いてくる。おい、呪いは解けているはずだよな？

「お前……、ステータスは一体どうなってる……？」

「あ～～……それ聞いちゃいますか～～……」

　メネウの心境としては、見せたくない。思い切り目を逸そらした。

　ラルフは一度嫉妬して大変なことになっているし、シスターの言葉はメネウにたしかに身に染しみている。

　どうにか見せずにごまかしたい。

「実は……記憶をなくす前に、魔法七属性というスキルを獲かく得とくしていたらしくて」

「何……?!　あの魔法七属性か?!」

　どの魔法七属性だよ。他にあるのかよ。

「そうなんだ、だから魔法はね、魔法は強いんだよ。それに描びよう画が術師って職業があるだろ？　どうもあれのせいみたいなんだよ」

「そういうことか……」

　一人納得したラルフは落ち着きを取り戻したようだ。メネウにはさっぱりだが、それほどとんでもないスキルなのだろう。

　何してくれてんだセケル、とは思えど魔法を描くのは楽しいので苦情は笑え顔がおで吞のみ込む。

「俺を止めた時の体術は……」

「たまたま！　たまたま習ったところだったんだ」

　と、ここでエンチャントの効果が切れた。訝しげに剣を振って、ラルフは剣を腰こしに戻した。

　ラルフは勉強熱心なのだろうが、どうも魔法は明るくないらしい。スキルも剣技に偏かたよっているのは先日のサーチで拝見済みだ。

　これならなんとか誤魔化せそうだ。

「だから、魔法でサポートは任せてくれよ。な！」

「戦いやすかったのは認める。だが……無理はするなよ」

　どうやらＭＰ切れや、ヘイトを買って狙ねらわれた時の心配をしていたのもあるらしい。

　怪け訝げんそうには見られたが、それ以上何か言われることはなかった。

（確かにどの位ＭＰが減ってるかとか気にしてなかったな……）

　旅をするなら今後の道のりを考えて消費量をある程度抑おさえた方がいいだろう。いや、抑えなくても余よ裕ゆうで足りるんだろうけど……たぶん……。

　一応、と思ってステータスを一度一部表示し、ラルフの視線が逸れた隙すきに全部表示して確かく認にんしようとした。のだが。

「あ」

「なんだ？」

「見て！　レベル３だって！」

　一瞬キョトンとしたラルフだが、メネウがあんまり無む邪じや気きにステータスを見せてくるものだから、小さく笑った。

　そこには確かに、レベル３の文字。共きよう闘とうしたのがよかったのだろうか？

「レベルアップ、おめでとう」

「ありがとう！」

　ステータスに変動は無いだろうが、素直に嬉うれしい。これぞ成長実感である。

「さて、路銀はあるんだろうが、俺の金がない。結けつ晶しようを回収するぞ」

「結晶？」

　その、本当に記憶喪失なんだな、って憐あわれみの目やめてくれます？

「魔物……モンスターを倒すと、元素結晶が落ちる。モンスターは元素の集合体に意識が宿ったものだ。その元素結晶が通常『結晶』と呼ばれる。結晶は長らく放置しておくと新たなモンスターの核かくになる。回収して冒ぼう険けん者しやギルドで換かん金きんすれば、純じゆん粋すいな元素の塊かたまりに加工され、マジックアイテムなどに使用される」

「そりゃ回収した方がいいな」

　金はいくらあっても困るものじゃないし、ましてモンスターがまた生まれる元を放置しておくことはない。有り難がたく人類の発展と明日の飯代に貢こう献けんしてもらおう。

　ということで、二人で倒したホブゴブリンの結晶を回収していたのだが、それを森の奥おく、遠くの崖の上から眺ながめる一団がいた。

　メネウもラルフも気付かなかったが、それは相手がスキルを使っていたせいだろう。肉眼ではまず捕ほ捉そく出来ない距きよ離りなのだ。当たり前とも言える。

「お頭かしら、どうします。奴ら金持ってそうですぜ」

「決まってら。ちょうど獲え物ものも奴らの方に逃にげて行く……まとめて叩たたくぞ！」

「おう！」

　三十人からなる集団が、声を揃そろえて応じる。

　その声もまた、距離に邪魔されてメネウたちには聞こえないのだが。




　ホブゴブリンの結晶を回収し終えて、そろそろ行くか、となった時である。

　ガサガサ、と森に群生する背の高い草をかき分けて、彼かの女じよはメネウに向かいそのままぶつかってきた。

「きゃっ……！」

「おっと、大丈夫？」

　メネウは冷静に倒れそうになる彼女を抱だきとめる。細く括くびれた腰に、腕に当たる豊満な胸。役得と思ったが、鼻の下を伸のばすこともなく冷静に観察する。

　そして目が合った。綺麗な青い瞳ひとみに、波打つ金きん髪ぱつ、そして尖とがった長い耳。纏っているのがボロ布なのが気になるが、美しい人だ。

（エルフ……?!　エルフだ！　生エルフだ！）

　内心で大興奮のメネウを差し置き、エルフは困ったような顔をしてメネウに両手をかざした。

「へ？」

「触ふれるな馬ば鹿か者ものォ！」

　そして超ちよう至近距離の爆ばく破は魔法がメネウの顔に炸さく裂れつする。

（表情と言動が合ってなくない？）

　と、思ったのが最後。

　メネウの魔法防ぼう御ぎよ力りよく９９９を僅わずかに超こえる魔法の攻こう撃げきにより、彼かれは気絶した。

　気絶したメネウに恐きよう怖ふの目を向けたエルフに、背後から気配もなく迫せまる男……ラルフがいた。

「うっ！」

　エルフの隙をついて手刀を落とす。一声あげてエルフも気絶した。

　さっきの爆発でメネウの頭が吹ふっ飛んだとラルフは思った。だが、近付いてみれば気を失っているだけだ。

　抜ばつ刀とうするのをやめて手刀に留とどめたのはその為である。

　ラルフは二人をそれぞれの腕で抱かかえると、安全な街道沿いに移動した。




　パチパチという火の弾はじける音にメネウは目を覚ました。

　目を開けると満天の星を背に舞まう火の粉が力尽きてはまた流れてくるという景色だ。

「起きたか」

「ラルフ……？　なんかゴメン、途中から記憶が無い。魔法を食らった気がするんだけど……」

　頭を片手でかきながら起き上がると、ラルフの横には気を失う直前に魔法を放ってきたエルフがそこにいた。

　手足を拘こう束そくされて、口に猿さる轡ぐつわをかまされ転がされた状態で。

「ム──！　ム──！」

「夢じゃなかったのか……」

「むしろ無事だったことに驚いたんだが」

　焚たき火に薪たきぎを焚くべながらラルフが呟つぶやく。

　エルフの姿を見れば何か事情があるのは明白。態とメネウを生かしたのだとしたら事情と釈しやく明めいを聞こうということで、こうして拘束していたらしい。

「どうしようか」

「スタンにでも睨にらませればいいんじゃないか？」

「それいいね」

　メネウの肩にいたスタンは、当たり前のように爆破魔法を避けてピンピンしていた。

　ただしご立腹のようである。目の前でメネウが殺されかけたのが腹立たしいらしい。

　そんなスタンを大きくすると、メネウは「エルフを睨んでおいて」とスタンにお願いした。

　チッ、仕方ねぇな、という顔でスタンがエルフを睨んで大人しくさせる。スタンの威い圧あつはエルフにも有効らしい。微かすかにあげていた抗こう議ぎの声をなくした。

「じゃあ、なんで出合い頭に殺されそうになったのか、話を聞こうか」

　メネウはエルフに近付くと、彼女の猿轡をずらした。

「ひ、控ひかえよ！　我は奴隷の女王、マムナクである！」

　怯おびえながら震ふるえる声で涙なみだ目めで告げられた奴隷の女王、という言葉に、メネウはラルフと視線を交かわした。

「俺はメネウ、あっちはラルフ。睨んでるのがスタンね。当然ながら奴隷とか関係無い、ただの旅人。マムナク、話を聞かせてくれる？」

　メネウの言葉の裏には「あんなことしておいて理由も言わないなんて許さないからな」という意図がばっちり織り込まれている。

　それを察せないほどマムナクは愚おろかではなかったので、ポツリポツリと語り始めた。

　マムナクは簡単に、奴隷についてから語ってくれた。それを、メネウの無知を承知のラルフが補いながら話は進む。

「この国では奴隷は禁止されているが、他国ではそうではない。輸出用の奴隷をこの国から攫さらうこともある……らしい。我が捕つかまっていたのはエルフ専門の奴隷商だ。エルフは絶対数が少ない……長ちよう寿じゆだからな、あまり子が生まれぬ……だから、手付かずのこの国のエルフを捕まえに来るのだ」

「エルフはこの通り見目麗うるわしく魔法に強い。その代わり、物理方面は一桁けたが多いんだ」

　だから気配さえ気け取どられなければさっきのように無力化できる、とラルフが付け加えると、マムナクは悔くやしそうに歯は嚙がみした。

　つまり攻こう撃げき力りよくと防御力では人間以下なのか。そりゃ急に抱えられたら『捕まえられた』と思うのかもな、なんせ奴隷商から逃げてきたところっぽいし、とメネウは納得した。

　納得はしたが、自分がぶっ壊こわれ性能じゃなきゃ気絶じゃ済まなかったのだ。釈明は聞く。

「我はそこなメネウに捕まったと思った。生まれてからこっち人間に苦く汁じゆうを味わわされ続けたこともあってな……全力で最高火力の魔法を打ち込んだのじゃが、なんで生きておるんじゃお主……」

　マムナクは疲つかれたようにメネウを見た。ラルフが諦あきらめたようにため息を吐く。やはり、と聞こえたからには魔法に明るくないラルフにとっても驚きよう異いの威い力りよくだったらしい。

　なるほど、頭を吹き飛ばしたつもりが生きているのが不思議で怖こわいのか。

「俺はその辺どうも頑がん丈じようらしい。で、謝あやまる気はあるの？」

　一言で面めん倒どうそうなことを受け流し、話を進める。

「すまなかった！　この通りだ！　……だからそこな神獣をなんとかしてくれ。食われそうだ」

　マムナクは転がされたまま目め一いつ杯ぱい頭を下げた。必死に地面に頭を擦こすり付けて頼まれる。

　さっきのが最高火力ならばメネウは何とか耐たえられる。ラルフは戦いに関してはプロだし……、いいか、とスタンを小さくして肩にとまらせた。

「うん、無事だったからいいけどもうするなよ。ところで、生まれてからってどういうこと？」

「うむ……、エルフの奴隷を捕まえるにはな、エルフの村ごと複数人の結界師が元素遮しや断だんを行うのじゃ。魔法を使えないようにして無力化したところで一箇か所しよに集められ、小さな結界の檻おりの中に閉じ込められる。さもなければ魔法で反撃されて終わりじゃからな。そして、必要がある時までその結界の中で飼う。結界の外からも多少は元素が漏もれてはくるが……そのうち、命の元たる元素の枯こ渇かつで身体からだの弱いものが死んでいく」

　人間と魔物の中間のような存在なのか、とメネウは考えた。

　これは間違いではないが、精せい霊れいと人間の中間、というのが正しいだろう。

「我々エルフは食べることと元素を吸収すること、二重の補給で生き長らえる生物じゃ。そして十五年前、我の母は村ごと奴隷商に捕まり、その状態で我を産んだ。死んだエルフたちの元素を取り込み、濃こい元素濃のう度どの腹の中、通常のエルフ以上の魔力を得て生まれたのが我だ。そのせいで母は亡なくなったが……。以降ずっと奴隷として身をやつしていたが、鈍にぶい人間は我の魔力には気付かぬようだった。捕まったエルフにとって我は希望じゃったのだ、結界を破ることができる能力があるからして……。そして、満を持して助けを求めに町に向かう途中、お主らにぶつかった」

「なるほど……町に行けば助けてもらえるものなのか？」

　ラルフに訊く。

「あぁ、騎き士しギルドが動くだろうな。明確な法の下もとで禁止されている行こう為いだ。……しかし、マムナクと言ったか、貴様の魔法で奴隷商を殲せん滅めつはできなかったのか？」

　確かに、強い魔法を使えるのならマムナクが制圧すればよい話だ。

「無理じゃ。今や砦とりでと化した我が村にいる奴隷商の数は五十を超える。対するエルフは出荷され続けたことで、今や十人しかおらぬ。何いずれかのタイミングで捕まるのが落ちじゃろうな」

　メネウは考えた。

　一度マムナクを町まで護衛するかどうか、を。

　しかし、事態はそれを許さない状じよう況きように陥おちいっていた。

「ピロ！」

「……囲まれたな」

　スタンが警けい戒かいするのと、ラルフが呟くのが同時だった。

　メネウがはっとして顔を上げた時には、四方から男たちが迫って来ている。

（……やられた。どうしようかな）

　スタンをけしかけるか、と思ってはたと気付いた。

　焚き火がゆっくりと消えていく。燃やす為の元素が急速に足りなくなった為だ。

　スタンをけしかけるのは簡単だが、万が一遠距離から狙われていた場合、魔法での迎げい撃げきができない。夜よ闇やみの中では致ち命めい傷しようだ。

　四方から来る男たちに混ざって結界師が迫っているのだろう。

　不安で顔をいっぱいにするマムナク。不ふ愉ゆ快かいそうなラルフ。

　そして困ったな、と頭をかくメネウ。

　彼ら三人の背後まできっちり囲んで来た男たちから一人が進み出て、燃えかすになった焚き火を踏ふみ潰つぶす。

　手には幅はば広ひろの片かた刃はの剣がある、身体のでかい男だった。

「俺は風ふう滅めつ団副頭領のガーランド。そこの獲物は俺たちのものでね。返してもらうついでに一緒に来てもらおうか」

　そう言って下げ卑びた笑みを浮かべてメネウを覗のぞき込んだ。

　数は力……、という言葉を思い出しながら、メネウは素す早ばやくラルフとアイコンタクトをとる。

　まだ他に仲間がいるかもしれない、一度捕まってしまった方がいい、と判断して、メネウたちはおとなしく捕まることにした。

　メネウの肩からそっと降りて、スタンが男たちの足元を搔かい潜くぐって囲みの外に出た。




　メネウたちが連行されたそこは、形容するとすればまさしく蟻あり塚づかだった。

　土が盛り上がり砦状になっている。

　パースから見るに、高さは二階建て位だろうか。中々の迫はく力りよくで、豊かな森の中に唐とう突とつに現れるとどこか不気味だ。

　中では動く人の気配がする。自然に空いた穴のような窓に、チラチラと炎が見えては消えていくのだ。巡じゆん回かいしているのだろう。

「おら、きびきび歩け！」

　団員にどやされながら、蟻塚に向かって歩く。

　腕は前で縛しばられており、それを先頭を歩くマムナクと後ろを歩くラルフと一直線にロープで繫つながれている。

　前方に階段が見えてきた。地下へ続く階段のようだ。まさに蟻塚の如ごとく、地下へも伸びているのだろう。

　だが、メネウたちは階段を下りることを許されずに階段を横目に蟻塚の中心へと連行された。

　そこはちょうど蟻塚の中心をくり貫ぬいたような空間になっている。結構な広さがあり、簡易テントを張ったり宝箱を幾いくつも置いてあったりと、物置や集会所という扱あつかいになっているようだ。

　その真ん中に、この蟻塚に似つかわしくない豪ごう華かな椅い子すに腰掛けて悠ゆう然ぜんと座る男がいた。

　肩にかかる程の髪、四十代に差し掛かかるだろう苦み走った壮そう年ねんの男である。彼が頭領だろうと一目でわかった。

　造りは悪くないのだが、どこか表情が下品、とメネウは冷静に観察している。

　マムナクは相当狼狽うろたえていた。逃げ出したのだから当然でもあった。

「お頭、連れて来やしたぜ」

「あぁ……よく来たお客人。歓かん迎げいするぜ、風滅団の砦へようこそ」

　態とらしく両手を広げて歓迎を示す。

　メネウたちは取り囲む男たちによって後ろから殴なぐられ、膝ひざをつかされた。

　蚊かに刺さされた程も痛くないのだが、マムナクとラルフを真ま似ねて膝をついておく。

「俺ァ風滅団頭領のハーハル。まず言っておくが、暴れようなんざ考えない方がいい。御お察しの通りここには元素が無い。さらにはいつでもお客人たちを射手が狙っている。それを踏まえた上でよく聞けよ」

　一見丁てい寧ねいだが、自分より目下の者に語る口調。上に立つのが習慣になっているのだろう。

「そこのエルフはうちの目玉商品でね。まだ十五歳さいのエルフなんざそうそうお目にかかれねぇ。老ろう獪かいな知恵もなく、これ以上長らく老おいることもない。これならば金持ちの年寄りに売りつけては回収してまた別の年寄りに売り付けるってぼろい商売ができるってもんだ」

　マムナクが後ろから頭を蹴けられて地面に這はいつくばらされる。うまく傷をつけないよう加減をしているのは見て取れるが、逆に考えれば加減ができる程何度も暴行を加えているのだろう。

「見れば兄さんがたも中々整った顔してるじゃねぇか。好こう事ず家かに高く売れるだろう。だから命はとらねぇ、有り金はすべて回収させてもらうがな」

　そう言って唯ゆい一いつの荷物であるポーチを探られたが、中からは回復薬と結晶、路銀の入った財さい布ふしか出てこない。

　メネウがそれしか出さないように念じたのだ。時空間操作とは便利なものである。何も出さないことも出来たが、何も入っていないのは不自然かと思い適当に出しておいた。

　ラルフも剣と結晶を没収されている。

「逃げて獲物を増やしてくれるたぁ、さすが奴隷の女王様だぜ。俺ら哀あわれな臣民の為に、こうして二体も新商品を連れて来てくれたんだからよ」

　下卑た笑いがそこかしこからおきる。

　マムナクがカッと顔を赤らめたが、言い返すのは何とか堪こらえたようだ。

「おい、お客人と女王様を客間に案内してやれ」

「へい」

　メネウたちを連行してきた男たちはいつの間にか十人程に減っており、それでも一人につき三人の警戒態勢で『客間』に連行された。

　蟻塚の中にある広々とした一室。扉とびらは金属で、格こう子しのはまった覗き窓が一つ付いている。手の届かない高い位置に明かり取りの穴が空いているが、それだけでトイレも何もない。隅すみの方で済ませているようだった。

　中にはマムナクの言った通り十人程のエルフが身を寄せ合っていた。傷は付けられていないが、弱っているのは確かだ。みんなボロ布を纏っている。

　大人しく牢屋に収まり、暴れても無む駄だだぜ、と言い捨てられて、ようやく監かん視しの目は無くなった。

「ラルフよく暴れなかったなー」

　メネウの第一声である。

「お前が巻き添ぞえで死んだら寝ね覚ざめが悪いからな」

　目を伏ふせてため息を吐きながらラルフは言った。

　マムナクやエルフたちはポカンとこちらを見ている。

　メネウたちに絶望が無いことが信じられないという様子だった。

「さて、エルフの皆みなさん。俺はメネウ、こっちの色男はラルフ。まずは話をしよう」

　前で手を縛られたまま、床ゆかにどっかりと座り込んだメネウはにっと笑った。

「マムナク様、こちらは……」

　メネウの言葉を受けて、青年のエルフがマムナクに尋たずねた。

「すまぬ、皆。我は町に助けを求める途中、間違って彼らにぶつかり、面倒をかけたのだ。増ぞう援えんは来ぬ」

　マムナクがボロ布を握にぎりしめて俯うつむき語る。落らく胆たんの声が上がったが、同時に無事を喜ぶ声も聞こえた。

　信しん頼らいされているのだろう。

　深刻そうな空気を解ほぐそうと、メネウはまぁまぁと彼らに声をかけた。

「まぁ焦あせることは無いからさ、話を……」

「我の不覚で皆にも迷めい惑わくをかける。今後食事も減ることだろう、それで死ぬ者が出ぬよう我も魔力を分け与あたえる。なんとか生き延びてほしい」

「話……」

「分かっております。何、今残っている者は皆マムナク様には劣おとるとも高い魔力を持っております。しぶとく生き延びてみせましょうとも」

「話を聞けって！」

　さすがにエルフの一団も驚いた顔でメネウを見た。ラルフはメネウの隣となりで目を閉じている。成り行きを見守るようだ。

　不自由な手で頭をかいてメネウはため息を吐いた。

（ぶっちゃけ巻き込まれちまっただけで、俺らが逃げて騎士ギルドに報告するんでもよかったんだけど……まぁ、ついでだ。犯罪組織は壊かい滅めつ、遅おそいか早いかの違い！）

　そう自分を納得させて、まぁ座れよ、とエルフたちに促うながした。

「マムナクの言った通り、俺たちはたまたまぶつかっただけ。でも、この状況をなんとかできると思う。だから落ち着いて、説明をしてほしい」

　メネウが改めて告げると、顔を見合わせたエルフたちを代表して先程の青年エルフが話を始めた。

「俺はこのエルフたちの村長、ヤッソン。マムナク様が巻き込んでしまったようですまない。なんとかできるというのは……本当か？」

「あぁ、たぶんね。マムナクからある程度は話を聞いているから、風滅団とこの砦について教えてくれ」

　ヤッソンはマムナクに目配せをした。互たがいに頷うなずきあったことから、メネウたちを頼るしかないと決めたらしい。

「風滅団は、エルフ専門の奴隷商だ。風の一家のうちの一柱で、風の一家というのが奴隷商を営んでいる大元だ。かなり昔からある一家でな、エルフの間では風滅団は天敵として恐おそれられている」

　ここを押さえているのは大きな会社の一部門って感じなのか。どうりで結界師なんかもごっそり雇やとえるはずだわな。

「人間の寿命よりエルフの寿命は長い。ステータスは一桁だが身しん体たい的にも元素を取り込める分丈夫なんだ。金持ちの中でも高こう齢れいの好事家に売られて、買い手が死んだら回収してまた売りに出す、ということを繰くり返している。組織だから今の頭領……ハーハルが引退してもすぐ次のまとめ役がくる。実際ハーハルが来たのはマムナク様が生まれた頃ころだ。どれだけ儲もうけているのかはわからんが……この村のエルフを押さえておいて年に二～三人売り出すだけで相当な利益を得ているみたいだ」

　風滅団を潰すなら風の一家に睨まれる、ってことは覚えておこう。

「私は一度戻された身だけど、奴隷の扱いは酷ひどいものだったわ。それに……売り出すのに連れて行かれる時には、元素遮断の首輪を付けられるの。魔法での抵てい抗こうは一いつ切さい許されないわ」

　エルフの女性が暗い表情で告げた。何度も奴隷生活を繰り返す、というのも辛つらいだろう。まして一度戻されて、また出荷されるのを待つというのは相当な苦渋に違いない。

　ヤッソンが続ける。

「この砦は常に結界師が複数人で元素遮断をしている。だが、マムナク様は結界師を軽く凌りよう駕がする魔力の持ち主だ。だからこそ、身体の成長が終わるのを待ち能力が定着したところで、結界を破って外に助けを求めにいかれた」

　そして俺たちに出会った訳ですね、了りよう解かい。

　メネウはそこで一度考える。

　手元にはスケッチブックと絵筆がある。

　ラルフには後でどやされるのを覚かく悟ごの上で使うことは決定として、敵の組織は思った以上にでかいようだ。

（迅じん速そく、かつ圧あつ倒とう的な制圧となると、一人じゃ厳しいな）

　メネウだけならあの短剣もあるのだし、ここから抜け出して制圧は難しくない。結界と砦に穴さえ空けてしまえばラルフは適当に自分で抜け出すだろう。

　だが、エルフたちの安全も確保した上で（なんせ身体能力は一桁だ）制圧も行うとなれば、自分が動くのは好ましくない。守りが手て薄うすになるからだ。

「ピロ！」

　そんなことを考えていると、明かり取りの窓からスタンが入ってきた。

　小さな姿で追ってきたので時間がかかったようだ。

　入ってすぐ、メネウとラルフの縄なわを嘴でむしってくれた。

（スタンか……スタン……ホルスたん……、そうだ！）

　自由になった手でスケッチブックと絵筆を取り出したメネウは、エルフたちに向き直る。

「今からこの砦を『数』で制圧する」

　不敵に笑ったメネウは、さっそくスケッチブックに筆を滑らせた。




「我が奴隷の女王と名乗るのは、奴隷となって失われたエルフの命を吸って、我が生まれたからじゃ」

　カリカリとスケッチブックに絵筆を滑らせながら、メネウはマムナクが何な故ぜ『奴隷の女王』などと名乗るのかを尋ねた。インクの残量が今からやろうとしていることに対して少々心こころ許もとない。

　ながら聞きしていい内容だとも思えないが、今している作業には時間がかかる。疑問に思ったことは今のうちに訊いておこうと思った。

「その命を受けて生まれたことを忘れぬ為、我はそう名乗ることにしている。誇ほこり高く振る舞い、生き残ったエルフの希望となる為に。その責任があるからな」

「なるほどな。かっこいいじゃん、マムナク」

「本当か?!」

「うん。覚悟があるんだろ、引き受けた命に」

　メネウにとっては想像するにも重たいものだ。スケッチブックから顔を上げずに答えた。

　十五年しか生きていないマムナクではあったが、生まれの壮そう絶ぜつさやそれまでの生活で、その覚悟は決まっているのだろう。

　生まれる為に引き受けた命。育ててくれた命。そして、今は守る為の命。

「ただ、たぶん、マムナクの世界は狭せまい。当たり前だけどな。お前のせいじゃないし」

　スケッチブックを捲めくる。何枚も何枚も、同じ絵を描いていく。インクの出が悪くなってきたのを感じて、メネウは顔を顰しかめた。

　ラルフはずっと黙っている。待って、コイツ寝ねてない？

「狭い、とは何だ？」

「俺と似た者同士、人生これからってこと。覚悟があるのはいいけど、もっと楽しいこともあるって。……あー、俺言葉下手だからダメだ」

　言いたいことが上う手まくまとまらず、メネウは絵筆の尻しりで額をかいて、一度スケッチブックから顔を上げた。インクが足りなくなったのだ。

「奴隷の女王、マムナク。聞いていれば、守るだの責任があるだの言っているが、解放された後のことは考えているのか？」

　あ、ラルフくん起きてたんですね。

　目を開けたラルフがメネウの言葉を継つぐ。

「解放……」

「そうだ。何をする気かわからないが、メネウはお前たちを解放するぞ。その後も、奴隷の女王を名乗る気はあるのか」

　それは、今後解放されるあらゆる奴隷の王としての覚悟。

　それを負う覚悟。

　解放の旗印となり、受け入れ、発展させていく覚悟。

　エルフたちは目を逸らした。解放されることなどないと絶望している彼らにとっては、この狭い世界で彼女が負う責任以上は考えの外だったのだろう。

　幼い同どう胞ほうがそう名乗ったとしても、失われた命と自分たちの命以上のものを背負わせる気も、気付かせる気も無かった。

　無知を強しいた、という気まずさから目を逸らしたのだ。

「まぁ、メネウと俺が関わるのはお前たちの解放までだろうが……」

「……覚悟、する」

　ラルフの言葉を受けて、呆然となっていたマムナクが呟く。

「我は、我は外を知り、国を作り、奴隷を守る覚悟をする」

　マムナクの言葉に、結界から僅かに漏れてくる元素が反応して光る。

　想像を絶する程の長い時間を、狭い牢屋の中で過ごしてきた彼らが、その光に瞠どう目もくする。

「一緒に、やってくれるだろうか……」

　マムナクがエルフたちを見る。

　エルフたちは力強く頷き返した。

「我々が解放され、自由となった暁あかつきには、彼女を育て導く覚悟を我々もしよう」

　光がマムナクに集約してひときわ輝かがやくと、一瞬でその光が収まった。

　メネウの足元に、見覚えのある水すい晶しよう玉だまが転がってきた。拳大のそれは、ギガントロールを倒した時と同様に絵筆に近付けるとインクが補ほ充じゆうされた。ほぼ満タンになったそのインクを見て、メネウはまたスケッチブックへ筆を走らせた。

　ラルフが言いたいことを言ってくれたことも、マムナクが無知の中で精せい一いつ杯ぱいの覚悟を示したことも、メネウは気に入った。

　自分たちの何倍も生きているエルフが付いているのなら、きっと大丈夫だろう。責任は持てないが、手助け位はできるんじゃないかと思う。

「じゃあ『コイツら』は。使い切りじゃなく、マムナクたちの守り神として置いていく」

　十枚に渡わたって同じ絵を書き続けたメネウは、ようやく顔を上げた。

　膝の上に置いたスケッチブックに片手を置いて不敵に笑う。

　メネウが淡たん々たんと描き続けたもの。

　単純な形のものほど描くのは難しい。だが、それはメネウが前世で何百枚と描き、命を宿したもの。

「メジェド様大行進だ！」

　スケッチブックが光り、結界をものともせずに牢屋から壁かべを壊して無数に溢あふれていく。

　頭が丸い円えん錐すいから、足が生えた生き物……いや、神だろうか。

　アニメ『そらとぶ！　ホルスたん』の中でマスコットキャラとして人気をほしいままにした、エジプト神話随ずい一いちの人気者、メジェド神の大群である。

　目だけが顕あらわれている顔。身長は大人の腰位だろう。

　──其そは打ち倒すもの也なり。

　自ら空けた壁の穴から溢れ、砦中に散っていく。
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　ページ十枚にみっちり描かれた百を超えるメジェド神が、風滅団の制圧を始めた。

　それは目から光を放ち、砦を突き崩す。

「うわぁ、助けてくれぇ！」

　それは、敵を見み逃のがさず打ち倒してゆく。

　メジェド神の一体が壁に突き刺さって穴を空け、部屋の中の団員を目から放つ光で焼き払はらう。

　また、別の一体は隅に追い詰めた団員を炎で包む。

　砦の外にまで溢れたメジェド神は、逃げようとする者に飛びかかり、群がり倒してゆく。

　圧倒的な数と戦闘力で、メネウたちが牢屋の外に出ることもなく、風滅団を制圧していくメジェド神たち。

「おい」

　そのうちの駆かけ出そうとしていた一体を鷲わし摑づかみにしたラルフが、恐ろしい形相でメネウにせまった。

「これは何だ……？」

　不愉快そうに眉み間けんにシワを寄せてラルフを見やるメジェド神だが、メネウが敵と認めていない為ために抵抗はしない。すごく嫌そうだが。とても不愉快そうだが。

「メジェド様は神様だよ。冥めい界かいの門を守っていて、目から光を放ち、炎を出して、あらゆる敵を打ち倒す！　ってかっこいい神様なんだ」

　目を輝かせて力説するメネウに、ラルフの表情は益ます々ます曇ってゆく。因ちなみに空も飛ぶ。

「説明になっていない！」

　ラルフが問いたいのはコレが何かでもあるだろうが、何故ここにいるのか、も聞きたいのだろう。

「描いて召喚よびだしただけだよ。俺は描画術師の上に召しよう喚かん術じゆつ師しだし、おかしいことは無いだろ？」

「ぬ、ぅ、たしかに……」

　いや、おかしいだろ。

　と、いうのはマムナクを含ふくむエルフたちが辛かろうじて吞み込んだ言葉である。

　呆然と同じ牢屋にいる人間を眺めるしかできないでいる。

　ラルフにツッコミを諦めてほしくはなかったが、自分たちでツッコむ勇気はない。

　仮にこれが召喚術だとしたら、メネウが持つ魔力量はとんでもない量である。

　この場に元素がないのだから、溢れるメジェド神の身体を作っているのはメネウの魔力ということになる。実際、メネウのＭＰは急激に減少して今や四桁しか残っていない。

　万物具現化スキルと神獣創造スキルは、使うのにメネウの内包する膨ぼう大だいな魔力を元にしている。

　ギガントロールを打ち倒した時にも、スタンを作った時にも、ＭＰはごっそり減っていたのだ。ただ、メネウの魔力が膨大な為に、メネウ自身も周りも気付くことはなかったが。

　しかし、彼らは魔法に長たけたエルフである。メネウがしてのけたことがいかに異常かを察した。

　通常の召喚術は、魔法に似ている。

　喚よび出したい契けい約やくした者を、魔力を明け渡し元素に呼びかけることで、遠く離れた場所に身体を再現する、というものだ。つまりは本体の写しを召喚して使し役えきする。

　意識を召喚者のもとに飛ばすのは然さ程ほど難しいことではない。全すべては繫がっているのだから。

　メネウは召喚術とか描画術とか言って誤魔化したが、それが召喚術であろうと、描画術であろうと、どのみち異常である。

「だから、なんとなく使えるかもって思ったんだって」

「なんとなくでこんな数を喚び出してどうする?!」

「いいじゃん、あとはエルフの皆さんにあげるんだし。復興とか建国とか奴隷解放とか、何でも使い道はあるよ？」

「神をなんだと……」

　それを今鷲摑みしているのはラルフなのだが。

　エルフたちの畏い敬けいを前に、メネウたちは口くち喧げん嘩か……とも言えない応おう酬しゆうをしていた。

　脚あしをジタバタさせてラルフの手を逃のがれたメジェド神が、自分も砦の制圧に向かっていく。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんが響ひびき、時には何かを高熱で焼き払う高い音。瓦が礫れきが崩れる音。何かが折れる鈍い音。粉ふん塵じんに乗って世にも恐ろしい交こう響きよう曲きよくが聞こえてくる。

「あ、神といえば。スタンも手伝ってきて」

「う……」

　スタンを大きくすると、苦手意識の抜けないラルフが目を逸らした。

　これ以上ツッコミを食らうこともないだろう。

　スタンは甲かん高だかく鳴いて、砦の中心から外周へと飛んでいった。

「騒さわぎが収まるまで後は待つだけだよ」

　メネウは安心させるようにエルフたちに笑いかけた。

　長い時、彼らは囚とらわれていた。それを救うように、女王マムナクが生まれ、彼女がメネウたちを連れてきた。

　そこに、神の恩おん恵けいを確かに感じて、エルフたちは自然に合がつ掌しようをした。




　メジェド神たちが砦を制圧するのに、さして時間はかからなかった。

　スタンが周囲を斥せつ候こうしているうちに、メジェド神の引いん率そつでエルフたちを連れてメネウたちは砦を出た。

　その頃は阿鼻叫喚もだいぶおさまってきてはいたが、逆を言えば叫さけぶだけの人間が残っていなかったということだろう。

　砦にいた十分の一……五人ほどの生き残りが、ボロボロの姿でメジェド神に囲まれている。

　頭領と副頭領、数人の団員がメジェド神に転がされて砦そばの空き地に集められ、ぐるりと周囲を囲まれている様は……異様だ。

　蟻塚を初めて見たときにも異様さを感じたが、この光景は余あまりにも異様過ぎて……筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい。

　これはメネウが生きたまま回収するようにと予あらかじめ組み込んでいた命令だった。

　全部を殺してしまっては『エルフに手を出すと危険』という証言が残らない。

　メネウはマムナクたちの手伝いをするつもりで、そこまで考えてメジェド神を動かした。

「ありがとうメジェド様」

　一人の頭を撫なでると我も我もと寄ってこられたが、見張りや砦のアイテム持ち出し係は仕事があるので、それを羨うらやましそうに見ながら仕事を続けた。

　すっかり砦が空になると、動く者のいない砦をメジェド神が等とう間かん隔かくに並んで取り囲む。

　高さはそれほどでもないが、広さはある。割と大きな円になった。

「マムナク、腕をこうしてあげて、こう、前に振り下ろしながら……そうそう、合図したらそう言って」

　マムナクに演技指導をして、メネウは数人のメジェド神に転がされてきた目もく撃げき者しやの団員をマムナクの近くに座らせる。

「そこで見てな。……マムナク、やって」

「む？　いいのか？　では……、焼き払え！」

　マムナクが演技指導通りに腕を前に振り下ろすと、メジェド神が一いつ斉せいに目から光線を放った。

　砦は燃えカスを残すことも許されず、一瞬にして光に包まれて蒸発する。

　更さら地ちになった砦跡あとは、地面がガラス状になっていた。

　ハーハルもガーランドも、ほかの団員たちも、余あまりの光景に声も出せずにポカンとなっている。

「エルフにはこの守り神がついている。今後は手を出すと危ないし、もうやめといた方がいいと思う」

　隣にしゃがんだメネウがハーハルにそう告げると「ヒィッ」と悲鳴をあげて気絶した。

　よく見たら他の団員も失神している。

（自分で演技指導してなんだけど、たしかに迫力あったもんな）

　今まで住んでいた家が一瞬で消える。

　エルフの奴隷商は長くその地に留とどまるのだから、殊こと更さらショックが大きいだろう。

　建物の中にいても関係ない。結界も意味をなさない。いつでもどこでも『殺される』という恐怖。

　自分たちが与えていた恐怖を目まの当たりにして意識を失うとは、中々良い根性で商売していたらしい。

「どうしたい？　女王」

　意識を失った元・風滅団を指差して、メネウは尋ねた。

（私し刑けいもありえるってシスターは言ってたしな。俺にはエルフが味わった屈くつ辱じよくは分かんないし、たぶん大きな組織なら一連の出来事は誰だれかしら見張りが見ているだろうし……、一応頭領とかとっといたけど）

　彼らを騎士ギルドへ引き渡し証言という噂うわさを広めつつ死し刑けいにするか。

　この場で長年の恨うらみを晴らす為に私刑にかけるか。

　それは今後のマムナクたちの生き方に反映される問いかけなのだが、メネウはもちろんそんな重大な問いをしたつもりはさらさらない。

「ふっ……くく……あっはっはっはっは！」

　気負いのないメネウの問いに、マムナクは笑った。生まれて初めて声を上げて盛大に笑った。

　出会って数時間、あっという間に生まれてこの方味わったことのない自由を与えておいて、あくまでも全てはエルフが決めると示すその潔いさぎよさ。

　メネウが自分の下につけと言えば、ここのエルフは従う。エルフに守り神を与えたメネウは、もっと上の神とも言える存在なのだから。

　なのに「どうする？」と訊いてくる。

　おかしかった。腹を抱えて笑って、むせてしまった程だ。

「大丈夫か？　俺なんか変なこと言った？」

　そんなマムナクに慌あわてて近付いたメネウに手を貸してもらい、なんとかマムナクは落ち着きを取り戻した。

「彼らは法の下に裁かれるべきだ。その方が、エルフの各村にも話が伝わるしな」

　マムナクが晴れ晴れとした顔で宣言する。

　奴隷の女王の、初めての決定だ。

「じゃあそれは俺がやるよ。マムナクたちはこれからどうするんだ？」

「メネウ、本当にこの神々は我々が貰い受けていいのか？」

　脅威、と言ってよい力だ。そんなものを出会ってすぐのエルフに渡して、はたしてメネウは怖くないのだろうかと思った。

「え？　だって連れて行ったら目立つじゃないか。俺は普ふ通つうに旅がしたい」

「俺もこの集団と一緒は御ご免めん被こうむる」

　メネウに続いてラルフが心底苦々しい声で続けた。

「お主ら、我が出合い頭に人間だというだけで魔法を見み舞まったのに、怖くないのか？」

　忘れてた、という顔でメネウとラルフは顔を見合わせた。

　そう、彼らエルフが人間という種族を敵と見て、このメジェドを差し向ければ町位は簡単に陥かん落らくできる。

「マムナクは、人間に復ふく讐しゆうするのか？」

「いいや、せんよ」

　これが、マムナクでなければきっとメジェドを預けるということをメネウは考えなかっただろう。その場限りの働きでメジェドを消すように作ったはずだ。

　マムナク以外のエルフたちは、生き残りを私刑にかけて、人間に復讐しただろうから。

　生まれて十五年という若さと、奴隷の命を吸って生まれたという責任を背負っているマムナクだからこそ、恨みに囚われずに犯罪者を法の下で処しよ罰ばつするという決断が出来たのだろう。

「我は奴隷の女王。誇り高くあらねばならぬからな」

　メネウたちは気付いていない。マムナクもきっと気付いていないのだろう。

　牢屋の中で宣言した言葉に、元素が反応して光った。

　それは元素による契約。世界との約束だ。

　マムナクがあの言葉に背そむくことはあり得ない。間違えることはあっても、裏切ることはない。

　彼女は誰でもなく世界に『奴隷の女王』として認められたのだ。

「我は一先ず、近きん隣りんの村に頼って今後のことを考える。メネウたちよ、我らの地に寄ることがあれば歓迎しよう。その位には頑がん張ばってみせるとも」

「じゃあ、ゆっくり旅をしてから戻ってくるよ。歓迎してくれるのを楽しみにしてる」

「もちろんじゃ！」

　そうしてマムナクは晴れ晴れと笑った。

　エルフたちは改めて決意する。この女王を助けて生きることを。

　しっかりと握あく手しゆを交わしたメネウとマムナクは、メジェド神の引き渡しや砦のアイテムの分配を行い（メネウたちは捕とらえられた時に没収された物以外は全てマムナクたちに渡した）、それぞれの旅路に戻った。

　頭領たちは備品にあったロープと麻あさ袋ぶくろで簀す巻まきにされ、スタンによって最寄りの騎士ギルドの前に放り出された。

　後は勝手に喋しやべってくれるはずである。

『奴隷の女王』は、今後数年の間に各地で奴隷を解放し、人の手の及およばない深林部を魔法によって開かい拓たくして、独立を行う。

　女王には十人のエルフの側近と、数あま多たの守り神がついているという。

　それはまだ先の話であり、メネウたちには知る由よしも無いことである。
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「見せろ」

　エルフたちと別れて安全な街かい道どうに出る頃ころには、徹てつ夜や明けですっかり日が昇のぼっていた。

　休きゆう憩けいしようということになり、街道に近い木の下で干し肉を齧かじっている時だ。

　ラルフが真ま面じ目めな顔でそう詰つめ寄ってきたのは……。

「……さすがに、見せなきゃダメ？」

「ダメだな。ゆっくりと信しん頼らい関係を築けばよいと思っていたが、お前はデタラメ過ぎる」

「それを言われるとなんとも言えないデス」

　ラルフなりに我が慢まんしてくれていたらしいが、やはりメジェド様大行進はアウトだったらしい。

　前世の観念で考えるなら、（銃じゆう刀とう法ほう違い反はんは無視するとして）抜ぬき身の日本刀と実じつ弾だんの入った拳けん銃じゆうを持っている相手と丸まる腰ごしで四六時中一いつ緒しよにいるのに、そいつが「武器なんて持ってないよ」などと吐ぬかしてるのと同じ状態……って感じだろうか。

　嫌いやだな。そりゃ、ダメだな。

　腹位割ってないと、隣となりを歩きたくない。

「わかった。……ただし、条件が二つある」

「なんだ」

「俺おれとの旅を続けてくれること。俺のステータスを誰だれにも教えないこと」

「わかった」

　寸間もなくラルフは頷うなずいた。

「だよな、やっぱいや……、え、わかったの？　はやくない？」

「一緒に旅を続けるから知りたいんだ。どうしてパーティを解消しなきゃならない？」

　逆に聞かれると、確かにそれはそうだ。

「そういうことなら……はい」

　という訳で、メネウはラルフにステータスを全部表示してみせた。

　何となく怒おこられる（妬ねたまれる）気がして隠かくしていたが、激動の一日を一緒に過ごして感じたラルフの印象は『かなり硬こう派はな常識人』だ。だいぶ抵てい抗こうも薄うすれていた。

　ラルフは静かに俺のでたらめなステータスを眺ながめると、だと思った、と言わんばかりにため息を吐ついた。

「もういいぞ。あと、これからも俺以外にはステータスは伏ふせておいた方がいいだろうな」

　騒そう動どうのもとだ、とメネウにまっすぐな視線を向けてくるので、逆にメネウの方が驚おどろいてしまった。

「俺が言うのもなんだけど……あっさりしてるね？」

　言いながらメネウはステータスを閉じる。自分でも確かく認にんできたのはありがたい。

（ＭＰが相当減ってたし、次の町まで戦せん闘とうは肉にく弾だん戦で行おう）

　ラルフは干し肉を齧りながら、言葉を選んでいた。

「ある程度鍛きたえた上で実戦経験があれば、ステータスを見ずとも相手の強さが測れるようになる」

　それは経験からくる危機察知能力。技量を測る、本能の物差し。ステータスに表れない技術スキルだ。

　その域に達するのは極ごく一部の者だけなのだが、ラルフはそれに思い当たらない。なんだかんだ言ってもラルフも相当常識外れなのだ。

「だから、何となくそうだろう、と思っていたものを、確認したに過ぎない。スキルは想像以上にデタラメだがな……」

　疲つかれたように最後の一言を付け加える。

「なるほど。ラルフのは見せてくれるの？」

「あぁ、構わない」

　ラルフは存外いい奴やつなのかもしれない、とメネウは認識を改めた。

　一度自分を負かした相手……しかも全面的にラルフが悪い……が仲間になったのだから、何も隠し立てしないのはラルフにとっては当たり前だったが、そこはメネウがまだ『育ちきっていない』ところだ。

　ステータスを見ると、なるほど英えい雄ゆうに憧あこがれていただけあって中々に高いものだった。

（というかボーナス無しでこれって、相当壊こわれ性能だな）

　攻こう撃げき力りよくと防ぼう御ぎよ力りよくはメネウに差し迫せまる。魔ま法ほうの方は使っていないこともあって三桁けたに乗った位だが、使ってなくてこれならば相当素質があるのだろう。

「ありがとう、参考になった」

「また補助魔法を使うのか？」

「いや、ここのレベル帯が聞いていた通りなら次の町まで魔法は要いらなそうだ。俺もなるべくは体術で戦うよ、ＭＰが思ったよりまずかった」

　メネウの残りＭＰは６２００、通常なら上位のパーティの魔ま導どう師しの最高値はあるのだが、本人としては残り少ないと思っている。何より、先さき程ほどから猛もう烈れつに空腹と眠ねむ気けが襲おそってくる。

　ラルフはメネウの常識の無さを改めて認識した。干し肉の最後のひとかけらを口に放ほうり込こみ、飲み込んでから付け加える。

「……むしろ、あれだけやってまだＭＰが残っているのが不思議、というのが常識だと思うぞ」

「そう？」

「そうだ」

　精せい一いつ杯ぱい控ひかえめな苦言だが、メネウは「じゃあもうあんなにたくさん一度に喚よぶのはやめておこう」と言って、真意は汲くみ取れない。

（コミュニケーションに不全があるな……）

　ラルフはこれでも騎き士しをまとめていた立場である。とは言え、たった三つの町を有する加工産業国家・コキルスの騎士ギルドのまとめではあったが（村や集落は他にもある）。

　性格を言動から推おし量はかり、対応を考えて育てる。これも上に立つ者の役目であった。

　メネウは幸運にも自分の足りない部分を補い育ててくれる相手と旅に出たのだが、それをメネウはまだ気付いていない。

「そうだ、ラルフって有名人なんでしょ？」

「まぁ……、そうだな」

　国内の騎士ギルドで知らない者はまずいないだろう。

「知り合いに会ったら気不味いだろうから、これあげるよ」

　それはメネウが干し肉を齧りながら、適当に創つくった度無しの眼鏡だ。

　ＭＰ消費は１２０程、この後魔法を使わないと決めたからやった、と本人は証言している。

「なんだこれは」

「かけている人の顔を見る人に委ゆだねるっていうのかな……、まぁ、変装道具」

「ふむ」

　メネウが願ったのは、ラルフの顔がバレないようになる、という内容で描えがいたものだ。他の誰かが使ってもただのオシャレ眼鏡である。

　ラルフは不思議そうに思いながら受け取ると眼鏡をかけた。特に視界を邪じや魔まする物でもない。

「お前の道具なら信用できそうだ」

「それは……、なかなか嬉うれしい」

　ラルフはあまり笑わないが、本当に嬉しそうにメネウに言われたもので、ふと笑った。

　ステータスを確認してなお、なんだか目の離はなせない子供のようなところがメネウにはある。

　身体からだや思想は育っているのだが、所作や言動が似つかわしくない。記き憶おく喪そう失しつのせいだろう。

　思わず頭を撫なでそうになったが、成人男性にとってよい行動ではないのでやめた。

「では行くか」

「うん」

　水分補給も済ませて立ち上がったメネウとラルフは、次の町……ミュゼリアに向かって足を進めた。歩き始めたところでスタンが戻もどってきたので、メネウは小さくして肩かたに乗せる。

「おかえり、お疲れさ……ま……」

　干し肉を齧っている時からまずくはあったのだが、メネウは不意に強きよう烈れつな眠気に襲われた。

「メネウ！」

　ラルフが慌あわててメネウの傾かたむいた身体を支える。先程までは本人も気付かずにいたのだろうが、これでは睡すい眠みんというより気絶に近い。呼吸はあるが浅く、苦し気に眉まゆを寄せている。

　典型的な魔力切れの症しよう状じようだ。急いで休ませなければならない。

　目で見える範はん囲いに村や集落はない。焦あせるラルフの顔に、ふと影かげが落ちた。

「あーあ、無茶するからこんなことになるんだよ！　自じ業ごう自じ得とくってやつだね！」

　声がしたので見上げたら、そこに居たのは小さな、羽を生やした人間だった。

　ラルフの指先から肘ひじまで位の大きさで、長い耳はエルフに似ている。羽虫と同じような透とう明めいで虹にじ色に光る羽でその場にホバリングしていて、白い肌はだに白い髪かみ、そして銀色の目をしたそれは、馬ば鹿かにしたようにメネウを見下ろしている。

「『約束』が起こったから様子を見に来たら、なんだい、この世界でえらく勝手をしているようじゃないか」

　小さな人間はスタンに目をやる。神しん獣じゆうであるスタンが一いつ瞬しゆん怯ひるんだのを見て、ラルフは訝いぶかし気に相手を見やった。

「お前は……何、だ？」

「私かい？　私は妖精王アルベリヒ。神が『天空樹』のアイコンとして生み出した『世界の秩ちつ序じよ』さ！」

　妖精王アルベリヒは声こわ高だかに宣言すると、メネウの鼻先まで飛んできた。

「えらく消しよう耗もうしていて話を聞ける状態じゃないねぇ……仕方ない。本来は人間が踏ふみ込んでいい領域じゃあないんだけど、あんたらを客人として招くとするよ」

　パチン、とアルベリヒが指を鳴らすと、アルベリヒと共にラルフとメネウの姿はその場から消える。

　心ここ地ちよい風が、街道に沿って緩ゆるやかに流れていった。




　ラルフは何が起こったのか未いまだに判然としないまま、横に寝ねかせたメネウの様子を窺うかがっていた。

　焚たき火びに薪たきぎを焚くべる。今は夜だった。いや、この言い方は正しくない。

　アルベリヒがラルフたちを連れて来た場所は、最初から夜だった。どれだけ時間が経たったかは分からないが、ラルフは二回、空腹を覚えて干し肉を齧っている。

「う、んん……」

　メネウがようやく目を覚ました。片手で頭を抱かかえながら上体を起こすと、空を見上げ、焚火を見て、ラルフへと視線を移した。

「ごめん。俺寝ちゃったみたいだね、すごい眠ねむくて……」

「魔力切れの症状だ。また気絶したくないのなら、今後はもう少し控えるといい」

「そうする。──ところで」

　メネウはぐるりと周囲を見み渡わたして、至し極ごく真面目な顔でラルフに尋たずねた。

「ここ、どこ？」

　密林のような場所だった。緑の濃こい見たこともない植物が群生していて、太い木の枝の先に巨きよ大だいな葉っぱを編んで作った小さな家がそこかしこにぶら下がっている。仄ほのかに光る花が咲さき乱れ、ほんのりと周囲を照らしている様は幻げん想そう的という言葉がしっくりくるだろう。

　不意に夜空に銀の星が流れた。と、思ったらその星がメネウたちの方へとじぐざぐと軌き道どうを描いて降りてきた。

　起き上がったメネウの鼻先でぴたっと止まったアルベリヒは、悪戯いたずらっぽく笑って腕うでを組んだ。

「やっと目を覚ましたね！　私は妖精王アルベリヒ、あんたはメネウだね？　そしてそっちの顔がもやっとしているのがラルフ」

　顔がもやっと、と評されたラルフは微び妙みような顔をしたが、思い当たることがあったのか眼鏡を外してみた。

「まだもやっとしているか？」

「いんや、いい男だね！　その道具はメネウが作ったのかい？」

「うん、そうなんだけど……アルベリヒ？　ここはどこ？」

　起きてからの超ちよう展開に夢でも見ているのだろうかとメネウは自分の頰ほおを摘つまみながら、アルベリヒに尋ねた。痛いので夢ではなさそうだ。

「妖精の国。影の世界。何と言ったらあんたらに分かるかねぇ……。そうさな」

　アルベリヒはふよふよと飛んで一枚の葉っぱをちぎってきた。アルベリヒの身体の半分程の大きさのある葉っぱだ。

　それを横向きに寝かせる。

「いいかい。世界は表と裏がある。あんたらが居たのは表の世界。昼と夜があって、生き物が息づいていて、世界樹が管理している秩ちつ序じよ立だった世界だ」

　くるっ、と葉っぱを裏返したアルベリヒは、口端を上げた。

「そして今、あんたたちが居るのはこっち、裏の世界。ここには夜と濃い元素が満ちている、時の流れが無い世界。時の流れから切り離された世界。妖精だけに許された世界だよ。駄だ賃ちんで貰もらったと言ってもいいかもね」

「駄賃？　何の？」

「そのことであんたに話があるのさ、メネウ」

　アルベリヒは葉っぱを焚火に焚べてしまう。もうもうと煙けむりを立てて焚火は葉っぱをあっという間に燃やし尽つくしてしまった。

　真しん剣けんな表情でアルベリヒはメネウの鼻先までゆっくりと飛んできた。

「あんた、一体何者だい？」

　そうアルベリヒが尋ねた瞬間、今度はラルフの身体が傾かしいだ。そのままどさりと土の上に寝ねそべって、寝息をたてはじめる。

　メネウは驚いてそれを見ていたが、アルベリヒも同じだ。驚いていた。

「その質問にメネウさんは答えられないのですよ、アルベリヒ」

　不意に聞こえた声に、メネウは目を丸くし、アルベリヒは地面に畏かしこまった。

　いつの間にかアルベリヒの後ろに、半分透すけたセケルが立っていた。今日は何やら白い一枚布を纏まとった、実に神こう々ごうしい姿だ。神っぽい。

「セケル?!」

「神を呼び捨てとは何事だ！　慎つつしめ、メネウ！」

「いいんですよ、アルベリヒ。それよりも、あなたに話を通しておかずに申し訳ありません」

「いえ、そんな、謝あやまってもらうことなど……」

　そんなやりとりを横目に、メネウはせっせとラルフを楽な格好かつこうに変えていた。

「ラルフのこれ、セケルがやったの？」

　少しばかり不満げな声で、メネウは会話に割り込む。

「申し訳ありません、気付いた時にはアルベリヒが貴方あなたたちに接せつ触しよくしていたので、緊きん急きゆう措そ置ちをとらせていただきました。ただ眠っていただいただけです」

「本当？　危険は無いんだね？」

「はい。……しかし、影の世界でよかった。ここでなら私も少しは『権能』を使えます」

　セケルは半透明の身体でメネウとアルベリヒの間に座すわった。アルベリヒは両りよう膝ひざをついて最敬礼のまま動けずにいる。

「楽にしてください、アルベリヒ。これからご説明しますから」




「なるほど、メネウは違ちがう世界からの転生者で、その時に神から色んな能力を授さずかった、と」

「そういうことなんです。メネウさんが世界の理ことわりに干かん渉しようしているとしたら、私たちのせいなのですよ」

「そういうことなら……特例として……認めますけど……」

　アルベリヒはセケルの説明を受けてもまだ懐かい疑ぎ的な目をメネウに向けていた。おとなしく聞き手に回っていたメネウは不思議そうに視線を返す。

「……何か懸け念ねんでも？」

　その様子に気付いたセケルが尋ねると、アルベリヒは「いえ」と一度は視線を逸そらしたのだが、何やら言い難にくそうにしていた。

「……タイミングが悪いのです。ここ二十年程でしょうか、謎なぞの存在が『法則』に干渉を……いえ、干渉というにもお粗そ末まつなものなのですが……繰くり返しておりまして」

「なるほど、メネウさんがその何者か自身、もしくは何者かに関係していると思ったのですね」

　アルベリヒは素す直なおに頷いた。

　メネウはずっと聞き役に徹てつしていたのだが、まとめるとこういうことだろうか。

　二十年程前から『誰か』が天空樹の法則に干渉していた。

　アルベリヒは天空樹の運営や管理の役割を担になっていて、その『誰か』を探しているのだが、正体が摑つかめない。そこにここ最近、堂々と天空樹の法則に干渉する『メネウ』という存在がいた。

　妖精というのはどうにも大おお雑ざつ把ぱというか、普ふ段だんは時間の流れから切り離された影の世界にいるせいで、二十年前も今さっきも同じようにしか捉とらえることが出来ない。その上、『誰か』が干渉しているのは分かっても、どこから、はざっくりと『表の世界』としか分からない、と。

　唯ゆい一いつ細かい場所が特定できるのは『世界との約束』が起こった時で、それが起こったから見に来てみたら『世界の法則に干渉するメネウ』が居たので、これは詳くわしく話を聞き、必要とあらばそれなりの『措置』をとらなければならないと思った……、と。

「なんっじゃそりゃ！」

　メネウは勉強が得意ではないが、知性はある。ここまでの話を聞いて理解すると同時に、早々に頭を抱えてしまった。

「どう考えても別人だろう。二十年って人間にはすごい差だぞ」

　実に、子供が一人生まれて大人になる程の年月である。

「そこは私が悪かったのです。天空樹に世界を委ねた時、天空樹を補助する役割を持たせて妖精を産み出しました。天空樹の永遠に等しい時を同じく過ごせる存在として産み出してしまったので……こう……少々大雑把になるのは致いたし方ないといいますか」

「時間の流れが違うから、ってことなのか……アルベリヒにとって二十年は今さっきと何も変わらないのね」

「そういうことなんです」

　メネウは腕を組んで考えをまとめていた。苦々しい顔を上げると、セケルに目を向ける。

「で、俺はこれまで通り、貰った能力は使っていいんだろうか」

　ダメならダメで封ふうじるなり消すなりしてもらいたいところである。

「もちろんです。……それに、天空樹の法則に干渉しようとする『何者か』がいるのなら、尚なおのこと」

「……まさかそいつを何とかしろ、とか言わないよね？」

　セケルはにっこりと笑って首を横に振ふった。

「まさか。ですが、メネウさんは降りかかってくる火の粉を自分で払はらう方だと思いますので」

「……できれば何とかしておいてほしいですけども」

「降りかかる火の粉の一つや二つ、何とかしてくださることは見てて分かってますので」

　平行線を早々に悟さとったメネウは沈ちん黙もくして天を仰あおいだ。

「アルベリヒ、貴方は少し表の世界に出張していてください。『何者』かの正体を探さぐり、摑んだらすぐに私に報告を」

「畏まりました」

　アルベリヒが使命を与あたえられてかしずくと同時、ラルフが身じろぎした。

　本当に眠っていただけらしく、すぐに意識が浮ふ上じようしてきたのだろう。

「では、頼たのみましたよ」

　セケルがいそいそとその場から立ち去ると、ラルフははっきりと目を覚まして起き上がった。

「二日程度の徹夜で参る鍛え方はしていないんだがな……」

　メネウとアルベリヒは素す早ばやく視線を交かわした。

「大変なことばっかりで疲れちゃったんじゃない？　ほら、奴ど隷れい解放したと思ったら妖精王なんて奴に影の国に拉ら致ちされてた訳だし」

「拉致とはなんだ、拉致とは！　私はちゃんと話が聞けるようにと、魔力の回復にちょうどいい場所を提供したのだぞ！」

　セケルが居たことはおくびにも出さず、口裏を合わせる。

「……で、アルベリヒとやら。話は済んだのか？」

「済んだよ。メネウは何も知らないみたいだからね、これからは私が表の世界であんたたちを観察するってことで」

「そういうこと。行く先々でアルベリヒに会うかもしれないけど、いいかな？」

「俺は観察されてやましいことは無いからな。かまわん」

　あっさりとそれを受け入れたラルフは、メネウの方に向き直る。

「で、どうやったら元の世界に戻れるんだ？」

　その視線を受けたメネウは、アルベリヒへと視線を移した。

「どうやったら元の世界に戻れるの？」

　アルベリヒは天を仰いだ。空には満天の星が広がっている。

　影の世界という初めてくる場所にも大して動じもせず、妖精王という存在に特別に嫌けん悪おも尊敬も抱いだかない。

　よく言えばマイペース、悪く言えば鈍どん感かん。

　ある意味特例とその仲間としては相応ふさわしい神経の持ち主二人を、アルベリヒは元の世界へと指を鳴らして戻してやった。
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「はぁ、はぁ……っはぁ」

　どうしてこうなったのだろう？　少年は考える。

　必死に足を前へと進めながら。後ろから迫せまりくる脅きよう威いを振ふり払はらうように、慣れない運動を繰くり返す。

「待て！」

「いたぞ、応おう援えんを呼べ！」

　追っ手の声が迫る。

　狭せまい路地を、ごみ箱や木箱にぶつかりながら走る。

　もうフラフラなのだ。

　大通りに一度出た方が撒まけるかもしれない、そう思って狭い通りから人の声がする方へ曲がった。

「お、ごめん」

　大通りに出てすぐに、男の人にぶつかって尻しり餅もちをついた。ローブは着ているけれど、杖つえは持っていない。

　隣となりには眼鏡をかけた剣けん士しがいる。そちらは質の良さそうな革かわ鎧よろいを着き込こんでいた。
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「大だい丈じよう夫ぶ？」

　ぶつかった少年がなかなか起き上がらないので、ローブを着た青年は手を差し出した。

「お、おにーさん、たすけて……」

　それに必死にすがって、少年は意識を手放した。

「たすけて、だって。どうしよう、放ほうり出す訳にもいかないし……」

　メネウは、突とつ然ぜん気を失った少年とラルフを見比べて尋たずねた。

　ラルフは眉み間けんに皺しわを寄せたが、少年が気を失ったのも事実なので、盛大せいだいなため息を吐ついた。

「仕方あるまい……、宿屋に連れて行こう」

「そうだよね、気絶してるしそれしかないよね」

　メネウは自分の判断がラルフと同じで喜んだ。怪け我がはないかと即そく座ざにサーチで見たが『疲ひ労ろう』とだけ出たので医い療りようギルドに連れて行くのを躊躇ためらったのだ。

　少年を抱かかえて、今さっき出てきたばかりの宿屋へと連れて行く。

「女将おかみさん、もう一部屋取れる？」

「構わないよ。……なんだい、その子？」

「なんか突然気絶しちゃって。とりあえず寝ねかせておこうかなって」

　加工産業都市・ミュゼリアに到とう着ちやくしてすぐ、メネウたちは町の門近くの宿屋に部屋をとった。

　恰かつ幅ぷくのいい女将さんと娘むすめさんで切り盛りしている小さな宿だが、朝の食事付きで一人銅貨一枚というお手て頃ごろ価格だ。前払いで銀貨二枚を払ってあるので、十日は滞たい在ざいする予定である。

　少年の分の銅貨を一枚払って、メネウは案内された部屋に彼かれを寝かせた。

　ミュゼリアは大きな町で、十字の形に大通りがあり、それぞれの区間がある。門は東西南北に四つ。メネウたちが入った南門の左右には、住民の居住区と生産地区があった。

　町の中心にギルドがあり、そこに向かう途と中ちゆうで少年を拾った。生産地区の方から彼は出てきたことになる。

「ヒール、かけた方がいいと思う？」

「放っておけ。必要なら医療ギルドに連れて行った方がいい」

　たしかに、医療ギルドの方のお仕事を奪うばうのは得策ではない。それに特に急いで回復させる必要も無い。ただの疲労なのだから。

　メネウは少年の枕まくら元もとに水差しとコップを置いて部屋を出た。女将さんに彼のことを頼たのんでおく。

　そもそも今日は冒ぼう険けん者しやギルドへラルフの登録と、仕事の請うけ負おいをする為に外に出たのだ。

　ミュゼリアの近くには迷めい宮きゆうがある。そこの神しん獣じゆうと、通常の召しよう喚かん術じゆつ師しのように契けい約やくするのが道中で決めた目的だ。

　迷宮や森、渓けい谷こくなどの魔ま物ものが通常跋ばつ扈こする場所に入るには、ギルドの許可がいる。でなければ死人が出る。

　依い頼らいを受ければ自動的にギルドの許可が出る。

　今後の路銀を稼かせぐにも一石二鳥でちょうどよい。

　冒険者ギルドではスムーズに手続きが進んだ。

「ラルフさんは剣士ですね。お二人のステータスを拝見したところ、レベルに大きな差がありますが……」

「問題ない」

「そうですか。どのみち依頼を受けられる場合はＥランク……頑がん張ばってＤランク、からになります。あちらの掲けい示じ板ばんから希望する仕事をカウンターへお持ちください」

　ラルフと揃そろって掲示板の前に向かう。

「やっぱ依頼は最底辺からだよな」

「そうだろうな。……木材の採集、薬草の採取、Ｄでラージウルフ討とう伐ばつか……」

　登録初日に頑張ってみせても下手に目立つことになるだろうし、ここは大人しく薬草採取にでも行こうとなった。

　依頼を持って行ったカウンターで、簡単なランクの説明がなされた。

「Ｅの依頼を20回こなされるとＤに昇しよう格かくできます。指定場所が同じでしたら同時にいくつかの依頼をこなすことも可能ですよ」

「確か木材の採集も同じマミアの森だったな？」

「俺おれとってくる」

　メネウが木材の採集の依頼を持ってきて、二つ同時に受注を決めた。

　採集用のカゴや斧おのなどの道具を借り受けてギルドを出る。

　マミアの森へは南門が最寄りなので、一度宿屋に戻もどる。太陽が中天から傾かたむいているので、明日の朝の出発でもいいだろうとなったのだ。

　ついでに少年の部屋を覗のぞくと、彼は起き上がって水を飲んでいた。

　瓶びんぞこ眼鏡に空色に近い青いおかっぱの髪かみをした十二歳さい位の少年は、メネウたちに気付くとコップを置いて深々と一礼した。

　白いローブは裾すそに刺し繡しゆうがしてあり、質がいいものだと一目で分かる。

「おにーさん、助けてくれてありがとうございます」

「いいよいいよ、もう大丈夫？」

　メネウの問いに「はい」と答えた少年は、じっとメネウを見上げて暫しばらく沈ちん黙もくしていた。そして、次に口を開いたのがこの通りである。

「僕ぼくは錬金術師のトット。どうか、暫く匿かくまってください」

　そう言って少年はステータスを表示させた。

　珍めずらしいことに全部表示だ。

　ステータスは殆ほとんどが一桁けたや二桁だったのだが、魔法攻撃力と魔法防ぼう御ぎよ力りよくだけは５００超ごえ、そしてＭＰがずば抜ぬけて多かった。

　メネウよりも０が二つ少ない程度……驚きよう異いの９００００という数字がそこには表示されていた。

「……俺が匿う理由は？」

　メネウの口からは当然といえば当然な疑問が出てきた。

　ぶつかった相手をいちいち助けていてはキリがない。

「いえません。ですが、お役には立てます」

　深々と頭を下げて少年は告げる。

　その声はどこか機械的で、絶対に言うものかという覚かく悟ごが滲にじんでいる。

「誰だれから匿うの？」

「それも、いえません。……お役に、立ちますから」

　頭を上げずに少年は言う。

　どうしよう、とラルフを振り返ると、そこには物もの凄すごく嫌いやそうな顔で佇たたずむラルフが居た。

　まさか助ける気じゃないだろうな、とメネウを見下ろす視線の冷たいこと。

「トットくん、だっけ。何か困ったことがあるなら騎き士しギルドに……」

「ギルドはだめです！　捕つかまってしまいます……」

　ギルドに行ったら捕まるとは、物ぶつ騒そう極きわまりないことだ。

　ラルフは元職場をそう言われ、目の前の少年の必死さを加味して何事か考えている。

「ふむ……いいんじゃないか？　この町にいる間位」

「ラルフ？」

　普ふ段だんの彼ならば鬼おにの形相で反対するはずだと思っていただけに、メネウは目を丸くした。

　というか今さっきすごい顔で見てたよね？

　しかし、騎士ギルドに行ったら捕まる、の言葉に何か思い当たることでもあったのだろう。

「うーん、そっか……おうちは？」

「……ありません」

　メネウは正直、どちらでもよかった。彼の宿代と飯代を保証するだけなら問題ない。

　騎士ギルドに連れて行くのなら、それはそれで正しい行いだと思う。迷まい子ごは交番へ、だ。

　匿うと言ってもできることは少ない。家が無いならゴールは見えないが、そこは一ひと先まず考えない。ラルフが考えているようだし。

「じゃあ、俺の同行者のお許しも出たから暫くここに居たらいいよ。明日は俺たち採取に行くけど、来る？」

「行きます！」

　トットは喜んで顔を上げた。

　ちょっといいか？　とラルフがメネウを軽く突つついた。

　スタンにトットの相手をしておいて、とお願いすると、ラルフと並んで部屋を出た。聞こえないように用心として廊ろう下かの隅すみまで離はなれる。

「この町の騎士ギルドには、領主の息がかかっているという噂うわさがある」

「……それは」

「裏が摑つかめず改革に至らなかった。そして、この町はもう一つ問題を抱えている。……違い法ほう魔法薬の蔓延まんえんだ」

　前世でいう麻ま薬やくだろうか。

　あんまりそこら辺は詳くわしくもなりたくないから訳知り顔で頷うなずいておく。

「関係あるかはわからんが……、錬金術師ということだ。もし関係していたら大人しく帰すのも憚はばかられる。一いつ緒しよに行動していたらそのうち何か分かるかもしれんな」

「ラルフ、意外と積極的？」

　トットの処しよ遇ぐうに関してもだが、メネウの常識外れを正そうとすることはあっても、あまりメネウを巻き込むことをするような男だとは思えない。

　メネウは単純に疑問に思って尋ねたのだが、ラルフはバツが悪そうに目を逸そらした。

「……置いてきた問題だからな。もし解決できるなら、したいと思う」

「ラルフがそうしたいなら手伝うよ」

　気負いなくメネウは承しよう諾だくした。

　ラルフは驚おどろいてメネウを見る。勝手に因いん縁ねんをつけ迷めい惑わくを掛かけたラルフに対して、メネウはどこまでも自然体だった。

　喉のど元もと過ぎれば熱さを忘れる、とは言うが、些いささか忘れ過ぎではないか？　と、ラルフの方が心配になる。

「ラルフがこの後も俺と気持ちよく旅をしてくれる為ためにも、俺に巻き込まれてばっかりじゃなく、俺もラルフに巻き込まれておきたいっていうか……」

　お互たがい様だと言いたいのは分かるが、相変わらず言葉が不自由なメネウであった。

　ラルフは、く、と喉のど奥おくで笑うと、誤ご魔ま化かすように咳せき払ばらいをした。

「では、トットの問題を解決しながら冒険者のランクを上げる。当座の目標はこれで構わないか？」

「それでいこう」

　スタンと戯じやれているトットは知る由よしもないのだが、ここに、現在この町で最強の二人が偶ぐう然ぜん彼の味方をすることになった。

　これは、トットの不運を覆くつがえす出来事の始まりなのだが、それはまだ誰も知らない。




　翌日、採集に出掛けるメネウたちは暗いうちに起きて、出来立ての朝食を食べた。

　刻み野菜のスープに焼きたてのパンと卵を炒いためたものという中々立派な朝食だ。

（すごく文化的だ……最近野宿ばっかりだったから天てん罰ばつでも下るんじゃないかとドキドキしてたんだよな）

　早朝なのにわざわざ作ってくれる女将さんの気き遣づかいが嬉うれしい。

「冒険者を泊とめることも多いからね、慣れっこさ」

　と、言いながらスープのおかわりをよそってくれた。

　お腹なかいっぱい食べたところで、採取場所であるマミアの森に向けて出発する。

「トット、眠ねむくない？」

「はい、大丈夫です」

　門を抜けて街かい道どうから外れた小道を歩く。

　町の壁かべ沿いに東の方角へ一時間程ほど行くと、森の入り口が見えてきた。

　既すでに何組かの冒険者が森の入り口にいたので、ちょうどいいとばかりに一つのパーティに声をかける。

　プレートメイルを着た壮そう年ねんの男性が応じてくれた。

「すみません、このリストの薬草なんですけど、生えてる所分かりますか？」

「依頼か。……あぁ、これなら分かれ道を左に行ったところに群生地があるぞ」

「ありがとうございます！」

　冒険者ギルドで依頼を受けている先せん輩ぱいなのだろう。

　嫌な顔一つせず教えてくれたので、お礼を言って森に入った。

「いいカモが来たな……」

　という呟つぶやきは、メネウたちには聞こえはしなかったが。




　歩調を合わせているとはいえ、森に入ってもトットは遅おくれずついてきた。

　昨日倒たおれたばかりだというのに、大丈夫なのだろうか？

　と、思ったら殿しんがりのラルフが声をかけた。

「無理はしてないか？」

「はい。僕これでも体力はあるので任せてください！」

　ＨＰは三桁だったはずだが信じてもよいのだろうか。実際に息を切らすこともなくついてきているのだから、一応は心配ないだろう。

　魔物もスライムが横切った程度。攻こう撃げきしてくるでもなし、倒すこともなく分かれ道まで辿たどり着いた。

　あとはここを左である。

「木材の場所も訊きいておけばよかったな」

「ここの地形を知るには歩いた方がいいんじゃないか？」

「たしかに」

　と、ラルフと軽口を言い合っていると、トットが先程から道の脇わきに生えてる草を無造作に摘つんではカゴに入れていることに気付いた。

「それ、なんかの薬草？」

「麻ま痺ひ消しと毒消しの元になる草です。今日の採取予定の薬草ですよ。この草に回復薬の薬草を混ぜると、回復薬以外も作れるんです」

「詳しそうだね。薬草摘むのは初めてだから摘み方とか教えてくれる？」

「もちろんです！」

　メネウがお願いすると、トットは顔を輝かがやかせて喜んだ。

　頼たよりがいがある採取の先輩を得つつ、さらに三十分ほど歩くと薬草の群生地に辿り着いた。

　依い頼らい書しよの絵とそっくりの薬草が森の開けた場所に生えている。

「ここには二種類生えてますね」

　トットが場所を見るなり即座に判断した。

　メネウとラルフには一面同じ薬草に見えるのだが、トットには違ちがうらしい。

　足あし下もとの二本の草を摘んで見せる。

「こちらが薬草であるマーマリ草。こっちは毒草のギメアリ草。葉の先が丸まっているのだけ摘んでください。反っているのは毒草ですから」

　ゼンマイのようにくるりと丸まっていないといけないのか、とメネウは頷いた。

　しかしラルフは「……違いがわからん」と眉間に皺を寄せている。

　どうやら薬草の見分けは苦手分野らしい。

　他にもリストには名前が並んでいたが、それは道中にトットが集めていた草だという。納品量は満たしているとのことだ。

　すごくできる同行者である。

「じゃあラルフは見張りを頼むよ。魔物が出ないとも限らないし」

「了りよう解かいした。ついでに採集用の木も探しておく」

（たぶんラルフにそれは無理だと思う）

　賢けん明めいにもメネウは言葉を吞のみ込んだ。

　スタンはトットが気に入ったのか、トットの肩かたに乗って一緒に薬草を摘んでいる。

　メネウもしゃがんで薬草の採取を始めた。

　ラルフはひらけた場所を起点に、まずは外周の木を調べて回る。

（やはり木は木にしか見えん……）

　違いが分からないらしい。

　しかし、分かるものもある。

（これはワイルドベアの爪つめ痕あとか。まだ新しいな……、繁はん殖しよく期きか）

　この辺りは縄なわ張ばりのようだ。足あし跡あともある。

　繁殖期の魔物は気き性しようが荒あらい。ここまでの道中で襲おそってくる個体が居なかったのは、ワイルドベアに威い嚇かくされている状態だったのだろう。

　縄張りを確かく認にんして歩くうちに、随ずい分ぶん薬草の群生地から離れた場所に来てしまった。

　遠ざかれば遠ざかるほど爪痕は古い。

（まずいな）

　メネウはいいが、トットがうっかり森の中へとはぐれでもしたらひとたまりない。

　それは、嫌だ。

　ラルフは走って群生地に戻る。

　木の根が張り、葉が腐くさってぬかるんだ地面は歩き難にくかったが、ラルフの鍛きたえた身体からだにはあまり関係が無いようだ。

「グガァァ──ッ！」

　ラルフが群生地に戻ると、三メートルはあるだろうワイルドベアが仁に王おう立だちになって吠ほえていた。

　メネウがすかさずトットを背に庇かばう。が、背後から迫るラルフに気付いて絵筆は抜かない。

　ラルフは背後から走って近付くと、通り抜け様にワイルドベアの後うしろ脚あしの腱けんを浅く斬きった。

「グガ?!」

　姿勢を崩くずしたところで正面から胸むな元もとを浅く斬りつける。とても必殺の一いち撃げきには見えないが、ワイルドベアは痛みでうずくまっている。

　倒れたワイルドベアを見下ろして、近くに子供が居ないかを探さぐると……いた。背を膨ふくらませて怒おこっている。

　母親が殺されたと思って威嚇しているのだろう。

「メネウ……」

　このワイルドベアに回復を、と言いかけたところに、やかましい音がした。複数人の冒険者の足音だ。

「大丈夫か?!」

「って、倒されてる?!」

「繁殖期のワイルドベアはランクＣだぞ！」

　薬草の見分けはつかないが、こと戦せん闘とうに関してはラルフはプロである。

　彼らは態わざと繁殖期のワイルドベアがいることを黙だまっていて、自分たちを助けてその謝礼を巻き上げる気だったのだと悟さとった。

　でなければ、入り口から遠いこの場所の異変に、こんなに早く辿り着けるはずもない。

　おそらく、常習犯だ。

「メネウ、このワイルドベアは子連れだ。回復してくれ」

　元々、もう少し離れた場所で見かけたなら威嚇して終わりだったのだが、トットに近かった為に腱を切ったに過ぎない。

　元から生かして帰す気で、ラルフはワイルドベアを殺していなかった。

「あ、うん。えーと、……後ろのお客さんは……？」

　後から来て何事か騒さわいでいる冒険者のことだ。

「気にするな。追い剝はぎだ」

「ナルホド……」

　トットは何が起こったかよく分からずに、尻餅をついて一連の出来事を眺ながめていた。

　トットの側にラルフがついたのと入れ替かわりに、メネウは倒れたワイルドベアに近寄ってヒールをかけた。

　怪我が治ったワイルドベアに、スタンが何事か語りかけると、親子は揃って森の奥へと帰って行く。

　しかし、ラルフが話しかけた方の『お客さん』は、なかなかしつこかった。

「おい、なんで回復して逃のがしてんだよ！」

「あれは俺らが討伐依頼を受けた個体だぞ?!」

「ならば倒してくればいい。が、アレは貴様らの手には負えんぞ」

　平均のステータスで考えた推定討伐レベルは、60を超える。

　本来ならＢランクの依頼に分類すべきだろうが、あの個体はもうここには近付くまい。討伐する意味は薄うすい。

　目の前の冒険者たちは推定レベル50前後と見た。

「ふざけるな！　Ｅランクに倒せて俺たちが倒せない訳無いだろ！」

　行くぞ、と入り口でメネウたちに道を教えてくれたプレートメイルのパーティは森の奥に入っていった。

「アレ、大丈夫なんデスカ」

　メネウが、ため息を吐いたラルフに片手を挙げて尋ねる。

「ワイルドベアは？」

「完治してひっこんだよ。この辺は人が多いからってスタンに言ってもらったら、近付かないってさ」

　魔物と話せるのか、と思ったがメネウの肩のスタンは得意げに見える。合っているようだ。

「なら、まぁ、後で救助依頼でも出しておくさ」

　もちろん冒険者の方の、である。

　帰って依頼を出すまで生きていればいいけど、とメネウは思ったが、ラルフはちゃんと忠告したのだからこれ以上はメネウの関知するところではない。

　追い剝ぎだと言っていた意味をなんとなく察したので、助けに行く理由も無い。

「あのー……採取、終わりました」

　置いてきぼりを食らったトットが、ワイルドベアが去ってから一人で採取を続けてくれたらしい。

　メネウとラルフは顔を見合わせて、優ゆう秀しゆうな同行者に視線を戻す。

「じゃあ休きゆう憩けいしようか」

　メネウの提案に、トットは笑って頷いた。

　メネウのポーチには野営に必要な物はある程度収納されている。

　テント、敷しき布ふ、毛布、炭に焼き網あみ、トングやカップもある。

　トットは物もの珍めずらしそうにポーチを見ていたが、空間操作のスキルだよと教えてあげると目を輝かせていた。

　しかし、食しよく糧りよう品ひんについてはすっかり忘れていた。

（しまった……、俺とラルフは干し肉でいいけど、子供のおやつに干し肉は無い。まして昼飯も連続干し肉とか断じて無い）

　ステータスを見た限りトットは十三歳だった。

　平均より小こ柄がらとはいえ、立派な成長期のはずである。

　その面めん倒どうを見ると決めたのに、大事な食をおろそかにしていいはずがない。

　ラルフとトットが竃かまどを組んでいるのを横目にメネウはポーチを漁あさってみたが、めぼしいものは見つからない。

（……描かく、か……！）

　しかし、スケッチブックを前にしてメネウの筆が止まった。

　これは由ゆ々ゆしき事態である。

（食に興味がなさ過ぎて……美お味いしい食べ物が思いつかない……？）

　緊きん急きゆう事態だ。

　こちらの世界に来てからも美味しいものは食べていたはずだ。ハーネス邸ていでも酒場でも昨日の夕飯でも今日の朝ごはんでも。

　しかし、メネウは前世でブドウ糖タブレットと水で生活していた男。

　正直こちらの世界で食べたものも、美味しかった、とは思えど、ちゃんとした味まで覚えていない。

　メネウは万ばん物ぶつ具現化について『想像力』が鍵かぎだと思っていた。

　具体的に何をしたいのか、どんな役割があるのか、それを想像しながら描くことで絵に意味と存在意義を持たせて具現化することができる。

　これは英えい雄ゆう目録で見た【物質創造】のスキルと一緒だと考えられる。違うところは、物質創造は物質に限られるが、万物具現化は魔法的な物や生き物も具現化できるところだろうか。

　そして、想像力が鍵になるのなら、適当な物を描いたら味がしない食べ物が生まれてしまう可能性がある。

（なんだその虚きよ無む溢あふれる物質は……?!　まだ干し肉の方がマシだ……！）

　詳しよう細さいに味が思い出せるとしたらコンビニおにぎり位だが、こんなオーガニックな世界でコンビニおにぎりなんて食わせるのは嫌だ。好きだけど嫌だ。

　落ち着いて子供の頃ころの記き憶おくを辿る。

　鍵っ子で、家で一人菓か子しパンを齧かじっていたことしか思い出せない……。その頃から絵ばかり描いていた。

（そういえば……）

　食べたいものを描いていた時もあった気がする。

「オム……ライス……」

　中はちゃんとチキンライスの、たまの休みに母さんが作ってくれた、ケチャップをかけるオムライス。

（あー……なんか……思い出してきた）

　目を閉じて、当時の記憶をよく思い出す。

　食べた時の喜び、楽しかった時間、それを含ふくめて『味』なのだろう。

（美味しかったオヤツかぁ……、あー。ホットケーキミックスで母さんと作った……）

　目を開けて、メネウは筆を滑すべらせていく。

　揚あげたては熱くて舌を火傷やけどして、でも砂糖をまぶしたらサクサクして美味しくなって。

（食べ物描くのって、難しかったんだな）

　アニメに出てくる食べ物は、資料の写真を見てそのまま描いていたっけ。

　なんだか今いま更さらこんなことに気付くなんて、と思えど、きっと前世より今の方が美味しそうに描けている。

「メネウさん、お茶が入りましたよ」

　ラルフと竃を組んでいたトットが、一人離れていたメネウに声をかけにきた。

「あぁ、うん。俺もできた」

　少し泣きそうになりながら、メネウは笑って振り返る。

　包み紙に包まれた丸いオヤツ。揚げたてのまだ温かいそれを、トットに渡わたす。

「わ、わ、なんですかこれ！」

「ドーナッツ！」

　ラルフの分も勿もち論ろんある。

　……この後、ラルフが得体の知れない食べ物は嫌だ（出所がメジェド神と同じだと思えばご理解いただけるだろうか、彼は偏へん食しよく家かではない）と拒こばむのだが、トットが食べているのを見て諦あきらめて口にしたところ好物になったようである。

　メネウのレベルが４に上がった。




　木の採集も、トットが目的の木を知っていた為に早々に片付いた。

　一緒に行動して分かったが、トットは相当知識があるようだ。空間操作に関しても、どういう理り屈くつでアイテムが中に収納されているのかを考えている間は楽しそうだった。

　トットとは四六時中一緒にいることになるのでメネウも能力を隠かくさなかったが、面倒なので他人にはバレないようにしている、と説明して採取、採集したものは自分たちで背負って帰った。

　ギルドへの納品とトットの冒険者登録をし、今度はヤン渓谷の討伐依頼を四つ程引き受け、例の冒険者の救助依頼を出して宿に帰った。すっかり夜である。

　女将さんに、トットの分の追加の宿代で銀貨を支払っておく。

「トット、夕飯は何が食べたい？」

　一いつ旦たん自分たち用に採取した薬草などを宿において食べに行こうとしていたメネウだったが、トットは戸と惑まどっているようだった。

「あの、ご飯は無くてもいいので……その……道具を買ってもらえないでしょうか？」

　これには思わずラルフと視線を交かわしたメネウである。

　お前がいけ、とラルフに視線で押おされてしまったので、メネウはトットと視線を合わせるようにしゃがんだ。

「役に立つって言ってくれたことと関係ある？」

「はい……、僕ができるの、この位なのに……道具のこと、忘れてて……」

　トットは泣きそうになっている。

　役に立つから匿ってくれと言ったのに、その為の道具がないことを忘れていたとあっては、追い出されても仕方ないと思っているのだろう。

　メネウが手を伸のばすと、トットが身体を強こわ張ばらせた。

（……虐ぎやく待たい、かな）

　遠えん慮りよなく優やさしく頭を撫なでる。

　流しっぱなしのテレビでやっていたドラマで見た、虐待された子供の様子によく似ている。

　不器用でコミュニケーション不全ではあるが、メネウは別に他人の気持ちが分からない訳ではない。安心させるようにニッと笑った。

「ご飯はちゃんと食べなきゃダメ。道具は明日買いに行こう。それでいい？」

「！　……はい……っ！」

　ローブの袖そでで涙なみだを拭ぬぐったトットが大きく頷く。

（まさか、俺がご飯はちゃんと食べなきゃ、なんて言う日がくるとはなぁ……）

　トットとラルフと連れ立って、繁はん華か街がいの飯屋へと向かいながら、メネウはしみじみと空を見上げた。

　この世界に転生して四ヶ月弱。自分も随分変わったものだと思った。




　翌日、三人は町の道具屋へとやってきた。

　メネウもラルフも何が何の道具なのかさっぱりわからなかったが、トットは必要な道具を的確に選んでゆく。

　銀貨三枚の支払いになったが、メネウの財さい布ふはこの程度なら痛まないので問題ない。

　宿屋に戻り、女将さんにアトリエとして部屋を使っていいかと許可を取って、トットは道具を広げ始めた。錬金術や調薬は臭においや音がするので、無断で部屋を使うのはご法はつ度とである。

「俺たち討伐依頼に行ってくるけど、ついてくる？」

「今日はご一緒してもお役に立てないので、宿にいます」

「そっか。じゃあスタン、トットのことよろしく頼むよ」

　短く鳴いてスタンはトットの肩へ収まる。随分気に入ったようだ。

　メネウはトットの前にしゃがむ。

「もし何かあったら、スタンに『助けて』って言って」

　それで大きくなるように、メネウは昨日『お願い』してある。

「わかりました。よろしくね、スタン」

「じゃあ行ってきます」

「行ってくる」

　メネウとラルフはヤン渓谷へと向かって出発した。

　トットは白いローブを着ている。その腕うでを捲まくって、道具を所定の位置に組み、羊皮紙に木炭で何枚も魔法陣じんを描く。

「分ぶん離り……抽ちゆう出しゆつ……化合……凝ぎよう固こ……」

　呟きながら描かれる魔法陣は、単純な形ながらトットの魔力を受けて薄く光る。

　十枚程用よう途との違う魔法陣を描き終わると、トットは昨日採取しておいたものを取り出した。

　回復薬草、麻痺消し、毒消し、香こう木ぼく、魔木、魔石、他にもいくつもの種類の薬草や香草。袋ふくろに入った土もある。

　道具屋で買ってもらった薬品も並べて、部屋の中にアトリエが完成した。

　アトリエ……魔術工房は、準備の段階でトットが自然に結界を張っている。これはトットに錬金術を教えた、母の言いつけ通りに準備するからだ。

　道具と魔法陣の配置で部屋をアトリエ化する。

　遠視や透とう視しを防ぎ、防音と防ぼう臭しゆうの効果もある。その上元素は通常以上に取り込むという性質を持つ、生半な錬金術師のアトリエではない。

「よーし、作るぞ！」

「ピ！」

　こうしてトットはアトリエの中で『いつもの仕事』を始めた。




「ただいま。トット、お昼はちゃんと食べた？」

　メネウがトットの部屋のドアを開けたのは、すっかり暗くなった頃だった。

　昨日と違って買い物してから町を出たので、こなした依頼は一件だけだ。

　メネウはドアを開けたものの、部屋に入ることなく足を止めることになった。

「あ、おかえりなさいメネウさん、ラルフさん。お昼は女将さんがパンの残りをくださいました」

　部屋中に置かれた無数の瓶。二百はくだらないだろう。

　その全すべてに何らかの魔法薬が入って、綺き麗れいに蓋ふたをしてある。

　その真ん中で道具に囲まれて笑うトット。

　一種異様な光景であった。

「……何でお前の『拾い者』はいつも常識外れなんだ？」

「俺に言うなよ……」

　ラルフがトットに聞こえない小さな声でメネウに告げる。

　メネウはトットに笑いかけながら、同じ位小さな声で返した。

「これ、貰もらってください！」

　トットだけは、無む邪じや気きに笑ってそう言った。

　無邪気な笑え顔がおでトットが言った、これ、とは、この部屋に置かれた山のような魔法薬のことだろうか。

　メネウもラルフも回復薬の値段位は知っている。

　最低でも一瓶で銀貨一枚だ。

　魔法薬は、魔法が全く使えない人間でも魔法に準じた効果が得られる薬品全ぜん般ぱんを指す。

　回復薬しかり、毒消し、魔物除よけ、麻痺の回復、石化からの回復にも魔法薬が使われる。

　回復薬にも等級があるが、メネウが旅の準備で揃えた物は中級回復薬である。低級は銀貨一枚、中級は銀貨五枚だが、大体の冒険者は中級でＨＰがフルに回復する。

　お守り程度に中級を持っておいて、あとは低級をいくつか買って済ますのが一いつ般ぱん的だ。

「トット、とりあえず貰うかどうかはさておき……これ、何？」

「昨日採取したもので作りました。道具代とお宿代とかを引いても、迷めい惑わく料りよう位にはなると思うんですが……」

　どう見ても過か剰じようです。というか明らかに採取したものより量が増えている。

　トットが喜んでもらおうとしたのは分かるのだが、メネウたちの頭がまずは追いつかない。

「よし、分かった。正直何がどの薬かが分からないし、トットは自分の食い扶ぶ持ちは稼げるみたいだ。貰うかどうかは置いといて、明日商人ギルドに持って行ってみよう。いいかな？」

　腕組みして考えたメネウが提案すると、トットはこくこくと頷いた。

「じゃあこれを片付けてご飯に行こう。トットは凄すごいね」

「い、いえ、これしかできないので……」

「十三歳でこれだけ出来れば凄いんじゃないかな？」

　凄いどころの話ではないのだが、現在それを言える人間がここにはいない。

　メネウがサラサラとスケッチブックに仕切りのついた木箱を描いて三箱用意する。

　十掛ける十マスに区切られた箱に、三人で協力して薬をしまっていく。それをメネウがポーチに入れて、後片付けは終しゆう了りようだ。

　床ゆかに置いてある道具は、この配置で置いておくことで明日以降も使えるらしい。

　夕飯はトットが食べたいものを、とメネウが言ったので、肉の美味しい飯屋に決まった。

（草食系に見えるけど肉食系だったのか……）

　ラルフは剣士なので当然だが、トットはずいぶん遠慮していたらしい。昨日までとは比べものにならない程注文する。

「ミザリ鳥の煮に込こみとガット豚ぶたの臓物煮込みお待ち！」

　大皿に山盛りに盛られた料理を、三人で取り分け、今日の討伐の話をしながら食べた。

（これがトットが好きな味か……）

　メネウは大事に味わって食べる。

　今後また外に行くことを考え、トットに食べさせる為に気を付けて食事をするようになったのだ。

　コンソメと甘あま辛からいタレで煮込まれた鳥は柔やわらかく、トウモロコシと小麦で練った平たいパンに包んで食べる。

　臓物の煮込みは臭くさみが取られていて、生しよう姜がに似た薬味が効いており、あっさりとしながらも嚙かめば嚙むほど味がして、此方こちらも美味しい。

（あぁ……なんか、楽しいな……）

　味わって食べる、話しながら誰かと食べる、それだけで格段に美味しくなる。

　ハーネス邸や冒険者ギルドの人たちが、何くれとなく世話を焼いてくれていたのは、この味を教えてくれようとしていたのかもしれない。

　今度帰ることがあったら、ちゃんと味わって食べようとメネウは心に決めた。




　翌日、商人ギルドに顔を出してハーネスの名前を出すと、どうやら此方に来ているらしい。

　トットは材料が余っているのでアトリエで製造、ラルフは依頼を受けに行っている。

　この町の支部長と一緒にハーネスが迎むかえてくれた。

「これはこれはメネウ様！　お元気でしたか！」

「ハーネスは来てから君の話ばかりでね。今日はアイテムの売り込みだったかな？」

　応接室と思おぼしきところに通され、恰幅の良いハーネスと渋しぶいロマンスグレーの紳しん士しに迎え入れられる。

　ロマンスグレーの紳士はこの町の商人ギルド支部長でリードと名乗った。

「ハーネス、また会えて嬉しいよ。リードさん、今日はよろしくお願いします」

　挨あい拶さつもそこそこにソファに腰こし掛けたメネウは、香木のテーブルの上に昨日の薬が入った箱を出した。

「俺には何が何の薬で、どの位の価値があるかわからない。量が量だし……鑑かん定ていと買い取りをお願いしたい」

「これはこれは……また、すごい量だ」

「一体どこで手に入れたのですか？」

　リードが箱を見て目を見開く。

　ハーネスもその量にまず驚いていた。

　メネウが何か言う前に、二人はアイテムに夢中になった。

「これだけの量となると、錬金術師が三人がかりで十日はかかりますね」

　なんて？

　と、リードの言葉にメネウが目を丸くしたのは仕方がないことだろう。

　十三歳の少年が一日で作りました、とは言えなくなってしまった。

「質も非常によい。これだと通常の魔法薬より回復効果も値段も高くなります」

　一つを手に取り【鑑定】を行ったハーネスが続ける。

「えー……出所は秘密で。この町にいる間はある程度納品できると思う」

「いやいや、まさか。こんな量を作る為の薬草を定期的に採っていたら、森が禿はげます」

　リードが、ご冗じよう談だんを、とばかりに笑うのでメネウは曖あい昧まいに笑った。

　非常識はメネウの専売特許ではなかったらしい。トットの末すえ恐おそろしさに冷や汗あせが背を伝う。

　トットが採取したのは、見ていたから分かるが常識的な量だったと思う。少なくとも群生地でも採り尽つくすことはなく、籠かごも七割程埋うまっていた位だったはず。

「と、とりあえず今日持って来た分だけでも鑑定してもらえますか？」

「かしこまりました。此方としても、違法でなければ品質の良い品は大だい歓かん迎げいです」

「私も半分引き取らせてもらいましょう。メネウ様が違法薬物を持ち込む訳はないですからな！」

　その自信はどこからくるんだ、と思いながらも信しん頼らいされるのは嬉しい。

（しかし、これ、違法じゃないよな？）

　森で採取した材料で錬金術師が作ったもの。

　それは間ま違ちがいない、法に触ふれることはしていない。

　しかし、メネウは買い取りが終わるまでずっと気が気ではなかった。

　何せ、宿を出るときに「今日も昨日と同じ位はできると思います！」と言われているからだ。

　この量と材料の釣つり合いが取れないことも、異常な製造速度のことも、ちょっと常識をレクチャーしてもらってから問い詰つめねばならない。

　そう思いながら、メネウは落ち着いた部屋でお茶を飲んでいた。さり気なく魔法薬製造の常識を尋ねながら、待った。

　残念ながら、味も何もあったものではなかったが。

　回復薬を一本精製するのに回復薬草十本。魔力のこもった水、適量。

　薬草を魔力のこもった水で煮込んで有効成分の抽出を行い、錬金術で余計な成分を除いた濃こい液体が上級回復薬。

　半分に薄めたものが中級回復薬。

　十分の一に薄めたものが低級回復薬。

　しかも手法は分かっていても錬金術師独特の魔法を使わないと、煮込んだ時点で薬効は飛ぶ。

　余計な成分を飛ばす時に、薬効を飛ばさないようにするのは精密な作業の為に錬金術師でも一日に十本が限度なんだとか。

（……常識よし！）

　脳内で教わったことを反はん芻すうして確認する。

　ポーチには金貨六十枚の入った革かわ袋ぶくろがある。

　一箱二十枚。これが卸おろし値ねということを考えると、相当質のいい品々だったのだろう。三箱目は別に全部埋まっていた訳ではないし。

（一応目録は貰ってきたけど……）

　上級回復薬最上等百二十本。

　あとは毒消し、麻痺消し、退魔薬、誘ゆう魔ま薬、コカトリスの涙（石化治し）、の最上等がバラバラに……コカトリスの涙って何だ。そんな材料採取してたっけ？

「メネウ。売り込みは終わったのか？」

　考えごとをしながら歩いていたら、冒険者ギルド帰りのラルフに声をかけられた。すっかり夕刻である。

　残り三つの依頼のうち、今日も一つを片付けたらしい。

「あぁ、いや、終わったんだけどこれからっていうか……」

「……？」

　不思議そうな顔をするラルフを誘さそって人通りの少ない小道に入る。

　今日の出来事をざっと説明すると、ラルフは口に手を当てて考え込んでしまった。

「実は……冒険者ギルドで些か聞き込みをした。例の違法魔法薬に関してだ」

「領主の方はいいの？」

「そっちと繫つながりがありそうだ。トットを匿った日から、上位の冒険者が何人も領主に召めし上げられている。特に偵てい察さつに適した職の者だ」

　はい、フラグですね。

「……嫌な予感しかしないんだけど、トットを捜す為、っていうのがすごくしっくりこない？」

「領主の館やかたは北西に位置する。宿屋が対局の位置で助かったというべきか、今ももはや危ないのではないかというべきか。……聞き込みによるところだが、偵察に長たけた者は情報の入手もお手の物だからな……パーティから情報に慣れた者が抜けて、違法魔法薬をつかまされた上でギルドを追放された冒険者が何人かいるらしい」

　メネウは脳内で情報を整理した。

　領主は自ら違法魔法薬を蔓延させ、その売り上げで私服を肥やしていたと仮定する。

　その作り手であるトットを失い、今までは販はん路ろにしていなかった冒険者に薬を流している。

　ついでに、販路の邪じや魔まになりそうな情報と偵察に長けた人材の確保をして、トットを捜している。

「たぶん、今……収支が合わないよな？」

「だろうな。人件費がかかり過ぎだ」

　となると、短期決戦でトットを確保するつもりだろう。

「よし、宿屋に帰ってトットから話を聞こう」

　裏付けが取れてから対策を考えればよい。

　メネウたちは急いで宿屋に戻った。

　ドアを開けると、トットが「おかえりなさい」と笑う。

　足元にはまた貴重な魔法薬が山と積まれていた。

「う、うん、ただいま」

　毒気を抜かれたメネウは肩を落とし、持ち帰ってきた木箱に魔法薬を片していく。

（ラルフっていっつもこんな気分なのかな、なんか申し訳なくなってきた……）

　しかし、ラルフはトットに関することだと割と冷静に対処しているように思う。

　アトリエ部分以外を綺麗にすると、メネウとラルフはトットに向かい合って座すわった。

「まず、今日の売り上げ。これはトットの財産だから、トットが受け取るように」

　メネウから渡された革袋の重さに、トットは目を白黒させていた。

「えっ、えっ、うそ……こんなに？」

「そう。だけど、聞いてきた材料や作り方と量も質も時間も合わない。トット、この薬はどうやって作ったんだ？」

　トットはその質問に身体を強張らせた。

「今、偵察に長けた者が領主に集められている。誰かを探しているようだ」

　いえない、と言おうとしたところで、ラルフが口を開く。

　トットは更さらに身体を強張らせた。

　俯うつむいてしばらく震ふるえていたが、観念して涙目の顔を上げた。

「聞いて、もらえますか……僕の話……」

「当たり前だよ。助けてって言われて、俺たちはそうすることに決めた。トットを助ける」

　メネウがごく当たり前のように告げると、トットが堪こらえていた涙を流して泣きじゃくった。

「おか、おかあさんが死んじゃったんです……！」

「トットのお母さんが？　いつ？」

「いつ、かまえ……っ、それで、ぼく、おかあさんにいわれ、っとおりに逃にげ……」

　しゃくり上げながら話すトットに、ラルフが階下にお茶を貰いにいった。

　メネウはそっとトットを抱だき寄せると、落ち着くまで小さな背を撫でた。
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『そこ』には、物心がついた時にはすでにいたのだという。

　母親と二人、小さなアトリエと簡素な部屋。服だけは最上等のローブが与あたえられていたが、これは錬れん金きん術じゆつを使う際の補正を高める為だろう。

　食事は日に二回で、いつも同じメニューだった。

　母親は優ゆう秀しゆうな錬金術師で、支給された材料で何とか材料と時間を余らせて、トットに栄養を与えていた。トットの錬金術の手法もその時に母親が編み出したものらしい。

　やがて、トットが十歳さいになる頃ころ、母親は命令されてトットに錬金術を教える。魔ま法ほう薬で育ったトットは、尋じん常じようならざる魔力を秘ひめていた。

　それに気付いた領主がトットのステータス鑑かん定ていを行わせた。ステータス鑑定の秘術は教会でしか行えない。

　教会に連行され、ステータスを暴あばかれ、トットは錬金術師として登録される。

　母親とトットは領主の館やかたで、何年も何年も互たがいの命を人ひと質じちにとられて、違い法ほう魔法薬を精製させられていたらしい。

「そして母さんは……魔力が尽つきて、ろくな魔力の回復手段も無くて、だんだん衰すい弱じやくして……死に、ました」

　衰弱していく中で、トットに違法魔法薬について、通常の魔法薬について、領主の館について、そして誰だれが違法魔法薬を蔓延まんえんさせたのかを教えたという。

「僕ぼくは……、顔かお馴な染じみになった小間使いの人の隙すきをついて、逃にげました……母さんが死んだら安置所に運ばれるから、それに会いたいとせがんで、その途と中ちゆうで……。館には、常に風暴団の人が居るから……必死でした」

「風暴団だって？」

　何やら先日壊かい滅めつさせたところと似た名前が出てきたぞ？　と、メネウは目を見開いた。

　ラルフも初耳らしいが、これはいよいよきな臭くさい。

「風暴団は、風の一家のひと柱です……ここの領主は手て駒ごまの一つに過ぎません。大陸全土で違法魔法薬の製造と販はん売ばいをしている、巨きよ大だい組織とお母さんは言っていました」

　風の一家さんには先日、目を付けられることをしたばかりなのであまり関わりたくはないが、トットを放ほうっておくこともできない。

「領主は自分の背後に風の一家がついていると、それを盾たてにして騎き士しギルドに融ゆう通ずうを利きかさせています……悪いことだとわかっていても、騎士ギルドの人も上に言えないんです。現場の、自分の一言で、大陸全土で大規模な暴動が起きるかも、と思ったら……僕なら、言えないから……」

　考え込こんでいたラルフが慎しん重ちように口を開いた。

「いや……他国のギルドとも連れん携けいをとって内部調査もしたが、風の一家が騎士ギルドに接せつ触しよくすることは無かった。領主が勝手に虎とらの威いを借かっているんだろう」

「今の話を聞くに、ここの販路を一個潰つぶしたところで、俺おれたちを殺すコストの方が高いって思ってくれたら手を出してこなさそうだね」

　メネウの言葉にラルフも頷うなずく。

「マムナクの時もそうだが、手て堅がたく、腐くさった部分は切り落としながら商売しているのだろう」

「頭が無事なら、っていうか無事な部分の方が常に多い商売をしてそうだ。となると、やるべきことは領主の失しつ墜ついかな」

　トットは目の前の二人の話に目を白黒させていた。

　具体的に急速に対策を練る二人の話を聞いていると、まるでそれが可能なように思えてくる。

　トットにとっては狭せまいアトリエと母親がすべての世界だったのに、それが何だと視界を広げてくる。

「領主の失墜か～～……できれば風暴団の人に騎士ギルドとは関わる気が無いって証言をしてもらえると助かるよね」

「そこまでせんでも、民衆の声が高まれば騎士ギルドは動かざるを得ないだろうな。ちょっとしたことは揉もみ消せるだろうが、耳じ目もくに触ふれた数が多ければ揉み消すことは難しい」

　自分たちだけが黙だまっていればいいのではなく、誰かを黙らせる……そうなってはもはや騎士ではない。

　トラブルに際して騎士ギルドが動かなかった……それだけで暴動は必至だろう。

　そこまで耳目に触れるようなことを領主がしでかせば、騎士ギルドも風暴団も手を引くはずだ。

「ということは、派手に行くのがいいだろうな」

「……派手じゃないことがあったか？」

「うるさいよ」

　トットはただ、涙なみだをたたえたままの目をポカンと見開いていた。

　なんで個人の手でそれが可能だと、この人たちは思っているんだろう。それが分からなかったから。

「一世一代の大おお捕とり物ものだ！」

　メネウはトットの気も知らずにニヤリと笑った。




　翌日夕刻、ミュゼリア北西の領主の館を見上げる位置に三つの人ひと影かげがあった。

　小高い丘おかの上に拵こしらえられた館は、町を見下ろす様に山を背にして悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいる。

　山さん岳がく部に夕日が沈しずんでゆく。その最後の瞬まばたきがひときわ輝かがやいて彼かれらの横顔を照らす。

　彼らはそれぞれ奇き妙みような仮面をかぶっていた。白磁の顔半分を覆おおう仮面は目の部分だけ色ガラスの様なものが嵌はめられている。

「行こうか。作戦は大だい丈じよう夫ぶだな？」

「俺がト……ワイと一いつ緒しよに彼の母親の奪だつ還かん及および館内の無力化。メ……ゼットが領主の証言をとる」

「お母さんの遺体がある場所までの道はお任せください……！」

　何な故ぜか彼ら……メネウ、ラルフ、トットの仮面にはでかでかと『ＸＹＺ』と一文字ずつ描えがかれていた。

　ラルフがＸ。トットがＹ。そしてメネウがＺである。

　ラルフが意味を尋たずねたら「もう後がない、って意味さ」とメネウがドヤ顔で告げたのでそれ以上突つっ込むのをやめたらしい。

　夕日が落ちきり夜の帳とばりが下りても、領主の館は明あか々あかと輝いていた。至るところで篝かがり火びが焚たかれ、石造りの美しい館を照らしている。

　その篝火に照らされるところまで近付いた彼ら三人に、門番が槍やりを向けた。

「何者だ！」

「領主様に御ご用ようなら日を改めるのだな！」

　メネウ……Ｚが地面を蹴けって一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰つめ、彼らの槍を摑つかんで取り上げると柄えで鳩尾みぞおちをついて意識を奪うばう。

　倒たおれ込むところを襟えり首くびを摑んでなるべく門から遠いところに投げて捨てた。まだ息はあるだろうし、今回はなるべく命は奪わない方針だ。

「さ、暴れよう。……あ、ちょっと背後でうるさいかもしれないけど演出だから」

「演出？」

　簡単に門を突とつ破ぱする（門番が居なくなったので門を開けて普ふ通つうに入った）と、メネウが筆で門に何やら魔法を描いた。

　庭を巡じゆん回かいしていた兵士や諜ちよう報ほうで雇やとわれた冒ぼう険けん者しやが続々と現れる。

「何者だ！」

　今度の問いかけにはメネウが笑って応こたえた。何やらポーズ付きで。

　さっきはギャラリーが少な過ぎたのだ。

「謎の仮面、ＸＹＺだ！」

　瞬間、背後の塀へいと門が爆ばく発はつした。盛大せいだいに。色付きの煙けむりをあげて。

　メネウが魔法創造で創り上げた威力はあまり無いが爆ばく風ふうと爆音と煙が派手な爆ばく破は魔法である。

　無む駄だ遣づかいではない。演出だ。

　トット……Ｙが爆風に飛ばされそうになったのを、ラルフ……Ｘが抱かかえるようにして支える。

「やり過ぎだ馬ば鹿か！」

「いやごめんごめん、Ｙは大丈夫？」

「は、はひ……！」

　集まった領主の館の人間が爆発に驚おどろいて身をかがめている間に、小声で素す早ばやく声を交かわす。

「じゃ、そっちヨロシク！」

　煙えん幕まくになった煙の中、そのままＹを抱えたＸが庭を迂う回かいして館に向かった。その足音に気付く者はいない。

　Ｚが結界をかけていた彼ら謎の仮面ＸＹＺを除いて、暫しばらく耳は爆音で使いものにならないだろう。

　爆発を聞きつけて館から出てくる複数の足音もあった。彼らのけたたましい足音に紛まぎれて、ＸとＹは無事に裏口から侵しん入にゆうしたようだ。

　一人残ったＺは、煙幕が晴れるまで待った。

　ただ、スタンを巨大化させて、だが。

　兵士や冒険者が身体からだを起こした時には、謎の仮面男と巨大な隼はやぶさが煙の中から現れた。

「今回はなるべく穏おん便びんに行きたいんだけど、投降する人ー？」

　不気味さと巨大隼に彼らは一瞬ひるんだ。

　ＸＹＺは伊だ達てや酔すい狂きようで仮面を被かぶっている訳ではない（デザイン面は置いておいて）。

　ラルフの眼鏡を元にした、全身の認にん識しき阻そ害がいを引き起こす仮面だ。

　彼ら領主側の人間には、変な仮面を被った男、としか認識されていない。町ですれ違ちがう人を見る時に、男か女か、髪かみは何色か、通り過ぎればそれすら一瞬で忘れてしまう、という認識をしないのに似ている感覚だ。

　目の前で確かに敵として見ているのに、集中出来ない。その感覚をこちらは覚えているのに、Ｚ仮面は一人一人に視線を合わせて話している。

　不気味な感覚だった。

「いない？　じゃあ無力化するけど構わないね」

　Ｚはベルトに挿さしておいた絵筆を取り出すと、緑の魔法陣じんを三つ描いた。

「ウイングストーム！」

　魔法陣を斬きるように筆を振ふると、領主の館の玄げん関かん前、そして庭の左右から竜たつ巻まきが彼らを取り囲んで巻き上げていく。

「うわぁあぁぁあ！」

「たす、助けてくれぇ！」

「こんな威力の魔法じゃねぇだろぉぉお……！」

　Ｚはそれを尻しり目めに地面に茶色の魔法陣を描いた。

「バインド」

　そして全員巻き上げられたのを確認すると、筆でなぞるようにして竜巻を消した。

　巻き上げられていた人間たちは、建物五～三階分の高さから落下するも、地面がゴムかスプリングの利いたベッドのように柔やわらかく弾はずんで怪け我がをする者はいなかった。

「スタン、よろしく」

　全員の着地を待って、スタンが飛び上がり彼らを視界に収める。

　体勢を崩くずされてしまっては人間だれしも反はん撃げきに及ばないものだ。その隙をついた。

「う……？」

「動けねえ、逃げられねぇぞ……！」

　本能的な恐きよう怖ふに縛しばられて動けなくなった彼らに、Ｚは黒の魔法陣を展開させる。

「イモビリゼーション」

　黒の魔法陣はＺが視認した全すべての敵のもとに分かれて飛んでいき、彼らを縛る魔法のロープに変わる。

　全員を庭に転がすと、Ｚは悠ゆう々ゆうと館の玄関を開けて中に入った。




　ラルフとトット……謎の仮面ＸとＹは、裏口から館に侵入すると、まずは換かん気き口こうを探した。

　二階建ての大きな石造りの館である。裏口までの道に地下換気口もあったので、地下室もあるだろう。

　外から見た限り、一階の天てん井じようと二階の床とこの間に換気用の空白がとられていた。

　身分がある人間の館というのは、一階がパブリックスペース、二階から上がプライベートスペースになっていることが多い。

　急に集められた冒険者が二階で待機していることはないだろう。そもそも、メネウ……Ｚが外で派手に暴れているはずなので、大体は外に出ているだろうが。

　非ひ戦せん闘とう員やトットの捜そう索さく専門の人間がまだ残っているはずだ。余計な手間はかけない方が良い。

　裏口を入ってすぐ上の天井に、換気スペースに通じる換気口があった。

　Ｘの肩かたに立ったＹが、ナイフで換気口の繊せん細さいな飾かざりを壊こわし、換気用スペースで睡すい眠みん油を焚く。Ｙ特製の、即そつ効こう性せいがある強力な睡眠油である。すぐに煙が換気口の中に充じゆう満まんした。

　外でＺが風の魔法を使うと、魔法で巻き上げられていた空気が、一気に館の換気口になだれ込む。ごう、と音がしたほどだ。

　充じゆう分ぶんに煙を焚き込めたその換気口を通り、煙は館の一階の各部屋に充満した。

　やがて、通路脇わきのドアの中から、誰かが倒れる音やイビキが聞こえてきた。作戦は成功のようである。

　ＸとＹの仮面には睡眠耐たい性せいもついている。予あらかじめ作戦を立てた上でメネウが用意したものだから、当然とも言える。

　ＸはＹの案内に従い、使用人が使う通路をＹを抱えて走って進んだ。

　作戦通り人目につくことも無く目的の通路の行き止まりに辿たどり着く。

　Ｙが壁かべの継つぎ目を何箇か所しよか押おすと、仕し掛かけが作動して隠かくし通路の入り口が現れた。

「僕は、ここにいました」

　Ｙが小さくそう呟つぶやく。自分に言って聞かせるような口ぶりだった。

　中に入るとすぐに格こう子しのはまった鉄てつ扉ぴがあった。下には独房にあるような食べ物を入れる口がある。とてもじゃないが人間は通れない。

　その部屋を横目に進んだＹは、短い廊ろう下かの突き当たりでまた壁を操作した。

　今度は下り階段が現れ、下から冷気が噴ふき上げてくる。

「お母さんは、この下にいます」

「わかった」

　Ｘがカンテラで先を照らしながら、二人は冷える階段を下りていく。

　そう長い階段ではなかった。時間にして三分程だろう。

　石室につくと、そこはまさに『安置所』というにふさわしい場所であった。

　大小いくつもの死体が置かれているのに、空気は澱よどんでいない。冷やされてむしろ澄すんでいるほどだ。

　違法魔法薬の被ひ験けん体たいの死体なのだろう。

　Ｘが見み渡わたしただけでも、歪いびつに筋肉が盛り上がり顔まで埋うもれてしまったような死体。かと思えば、ミイラのように骨と皮になった死体。身体からだ中に亀き裂れつの入ったような死体。背中からも腕うでが生えている死体。

　その中で唯ゆい一いつ、綺き麗れいな死体があった。

　Ｙの母親のものだ。Ｙは死体に駆かけ寄ると、眠ねむっているかのようなまだ若い女性の手を取って仮面の下から涙を零こぼした。声はあげなかった。

　すぐに腕で涙を拭ぬぐい、Ｘに向かって頷く。

　頷き返したＸは彼かの女じよを抱だき上げると、来た道を戻もどろうとした。

　しかし、そう簡単にはいかないようだった。

「鼠ねずみが何をしに来たかと思えば」

　階段の上に立っていた男が首をかしげる。

「解げせませんね。ソレは失敗作ですらない、もう動かない道具ですよ？」

　カンテラの灯あかりが銀色の髪に反射する。

　細い眼鏡を掛けた若い男だ。Ｙと同じような白いローブを着ているが、裾すそがほつれてボロボロになっている。

　細くつり上がった糸目で、猫ねこか狐きつねのような、化ばかされそうな雰ふん囲い気きを纏まとっている。

「この人は道具じゃない！　返してもらいます！」

　Ｙが勢い込んで言い返したが、男の興味はそこにはもう無いようだ。

「わかりません。わかりませんね。あなた方の着けている仮面の方が、そんなものよりよほど価値がありますよ？」

　先さき程ほどからしきりに首を傾かしげていたのは、どうやら認識阻害に抵てい抗こうしてもしきれないことが不思議で仕方ないからだろう。

「さっきからお母さんを物みたいに……！」

「おや！　あなたは例の息むす子こさんでしたか。全然分かりませんでしたし、今も気をぬくとそれがどうでもいいことのように思えます。強力な道具ですね、その仮面は」

　銀ぎん髪ぱつの男は大おお袈げ裟さに驚くと、優ゆう雅がに礼をしてみせた。

「申し遅おくれました。私、風暴団でこの地域の担当をしているサンガスと申します。以後お見知り置き下さらなくて結構ですので、死んでください」

　サンガスが挨あい拶さつを終えると同時に、ＸとＹの背後の死体が一いつ斉せいに動き出した。

「私、これでも【ネクロマンサー】をしております。どうぞお亡なくなりになってください」

　Ｘは彼女を階段の少し上がったところに寝ねかせると、Ｙを振り返った。

「あの男からお母さんを守れるか？」

「や、やってみせます！」

　空色の髪に手を置いたＸが優やさしくその頭を撫なでる。

「いい返事だ。少し待っていろ」

　ラルフはそう言って腰こしの剣けんを抜ぬいた。

　ネクロマンサー。何人か戦ったことがあるが、死体を動かしている間は常に魔力を消費し続け、己おのれの防衛には手が回らないはずだ。

　死体はすでにＸとＹを取り囲んでいる。ならばサンガスは無視をして、今は死体の方に対処すべきだ。

　サンガスは単独でここに立っている。つまりは、何らかの結界系の魔法アイテムを持っているか、余程の自信家かのどちらかだ。どちらにしても、対処している間に無防備なＹが襲おそわれる可能性がある。

　この石室は一種の魔法アイテム化しており、室内全てが周りの元素を取り込み、氷の魔法を常に発動している状態だ。炎ほのおで焼くことは出来ないだろう。

「Ｙ。明日挽ひき肉料理が食いたければ、できるだけその男を睨にらんでいろ」

　Ｘはそう捨て置くと、階段を蹴って敵に真正面から斬りかかった。

　蹂じゆう躙りん、と呼ぶのに相応ふさわしい光景だった。

　紫むらさきの剣筋が一いつ閃せんした、と思うと膝ひざから下が無くなっている。異様なほどの筋肉を持った死体が、歪に巨大化した死体が、足も腕もなくして転がされている。

　アンデッドの良いところは、その不死性と人間が無意識に掛けているリミッターが外れるところだ。

　しかし、ここの死体は違法魔法薬によって『既すでにリミッターが外れている』状態である。耐たえきれずに死んだ被験体たちだ。

　また、数が多過ぎた。一度に三十体以上の死体をサンガスは動かし始めてしまった為ために、切り離はなされた手て脚あしをくっつけている暇ひまがない。

　くっつけようと思ったら、その切り離された手脚も新たに死体として動かして魔力で接続しなければいけない。

　いくら不死であっても、機動力を剝そがれれば動けない。

　そこをＸはついて、必ず手脚は三等分以上に刻み、時折踏ふみ潰してミンチにしている。

　どこぞの誰かさんに鮮あざやかに負けたものの、Ｘの剣の腕と技術の高さは『英えい雄ゆう』に値あたいするものだ。

　一いつ騎き当とう千せんの剣捌さばきで死体を切り刻み、踏み潰し、動くもののいない室内で静かに剣を鞘さやに収めた。

　サンガスは、降参、とでも言うように手を上げた。

　彼が阻そ止ししようとしたのは技術の流出であり、つまりは被験体の流出だ。その被験体が無くなった以上、命を懸かけるつもりは無いらしい。

「やれやれ、貴重なサンプルがおじゃんじゃないですか」

　それを動かして戦わせていた本人が何を言うか。

「一つ聞きたい」

「何でしょう？」

「騎士ギルドに何らかの息をかけているのか？」

　Ｘが尋ねると、サンガスは笑って首を横に振った。

「まさか。目を付けられないようにこそすれ、私共は騎士ギルドに手を出すような愚ぐは犯おかしませんよ」

　だろうな、とＸは思った。

　騎士ギルドには内部調査という自じ浄じよう作用がある。手を出すならば一箇所だけではだめだ。全国一斉に手を掛けなければ意味がない。

　しかし、それはラルフほどの高みに登りつめた人間しか知らないことだ。

「ならばいい。そこを退どけ、この人を連れ出さなければならない」

「はい、そうですかと通してあげたかったんですが……息子さんは渡わたせませんねぇ」

　Ｘは油断していた。すっかり物もの扱あつかいしていたことから、その可能性を排はい除じよしていた。

　母親の亡な骸きがらが、Ｙに襲いかかったのだ。

「トット！」

　咄とつ嗟さに名前を呼ぶと、Ｙは少し笑ってＸを振り返った。

　自分の指の皮を嚙かみ切って出した血で、自分の首を絞しめている母親の死体、腹の辺りに何かの魔法陣を描く。

　それは彼が母親から教わった、十の魔法陣の一つ。

「分ぶん離り！」

　目に見えるほどの魔力の奔ほん流りゆうだった。

　サンガスが掛けた魔法が、Ｙの魔法に負けて母親の身体から消えていく。

　ぱたりと動かなくなった死体を支えて、Ｙはサンガスを見上げた。

「何……っ?!」

　余よ裕ゆうそうにしていたサンガスに焦あせりが浮うかぶ。

「お母さんは返してもらいます。そこは通してください」

　毅き然ぜんと言ってのけたＹの後ろから、Ｘが二人を抱えるようにして視線を向ける。

「ここを拠きよ点てんにしているようだが、もうじき火の手が上がる。お仲間を連れて逃げた方が賢けん明めいだと思うぞ」

「…………仕方ありませんね。私で対処できないのなら、この町はコストオーバーです。風暴団は引き揚あげましょう」

　いずれまた、と言い残して銀髪の男は消えた。

　足音が遠ざかるのを待って、ＸとＹは彼女を抱えて外に出た。




「おじゃましまーす……」

　静まり返った館の中に入ったメネウ……Ｚは、一応辺りを警けい戒かいしてみたものの、動くものの気配はほぼ感じられない。

　正確には三名ほど一階に動く気配を感じたのだが、内二名はＸとＹだろうし、一人位なら何とかするだろうとたかをくくった。ある程度は想定内である。

　騎士ギルドに息をかけなければいけないというのは、裏を返せば『騎士ギルドに見つかる程度の力』しか無いのだ。

　それならばマムナクたちはあんな目に長年あわずに済んだ。ということは、この町の騎士ギルドに融通を利きかせている件については『風の一家は関係ない』と仮定できる。

　騎士ギルドに見つかる程度の悪事を働く戦力ならばＸとＹの敵ではないし、風の一家の風暴団の一人だとしても今回は殲せん滅めつする必要はない。用があるのは領主だからだ。

　Ｚにとってはトットの母親の奪還とトットの今後の自由の保障が遂すい行こうすべき目標で、違法魔法薬は割とどうでもいい。

　そんなものに手を付ける人間の気持ちは分からないし、ばったりぶつかってもいない人間を助けるという程、Ｚは傲ごう慢まんでもなかった。

　ただ、トットの自由について約束や証書を交わしたところで領主が守るとも思えないので、領主失墜が必要なのだ。

　追いかけないと約束できないならば、追いかける力を失くさせてしまえばいいのである。

　風の一家はＺたちを追い回しても損だと思ってもらえればそれで良いので、出てきてもらえれば好都合だった。が、それはたぶん、ＸとＹの方に行った。

　自分は作戦通りに寝ね息いきの聞こえる各部屋を無視して、エントランスから二階へ続く飾り階段を上る。

　事前にＹから聞いていた通りなら、右手の奥おくまった部屋が目当ての部屋である。

「奴やつが爆破魔だ！　捕とらえろ！」

「爆破はしたけど、あれは演出なんだけどなぁ」

　二階には当然見張りの兵士や冒険者の残党が居たが、Ｚはあっけなく無力化する。

　兵士の槍がＺに向かって突き出されると、その穂ほ先さきの付け根を摑んで槍を奪い、そのまま柄を棍こん棒ぼうのように振り回して背後から迫せまる冒険者の鳩尾を突き、返す動きで槍の持ち主の兵士を打つ。

　兵士の後ろで構えていた冒険者が放ったボウガンの矢を全て片手で捌いて矢が切れたところで軽く顎あごを揺ゆらすように殴なぐり、その隙に背後から迫ってきたナイフ使いの刃やいばを天井近くまでの跳ちよう躍やくからのバク転でかわして背後を取り、腕を捻ひねり上げた。

（これで二階の戦力は……あ、領主の近くにもいるな。風暴団の人かな？）

　Ｚは彼らの意識は奪わず、動けなくなるほどの攻こう撃げきもしなかった。彼らにはやってもらう仕事がある。

　捻り上げた腕を摑んだまま床ゆかに押し倒し、背中に膝をのせて抵抗を奪う。

「はい、みなさん聞いてください。この後領主と話したら、俺はこの館を燃やします」

「?!」

「な、何言って……頭イかれてんのか?!」

　Ｚは腕を捻りあげる力を強くした。床に這はいつくばらせた男が太い悲鳴をあげる。

「君たち違法魔法薬のこと知ってて雇われたんでしょ？　兵士さんもそうだよね？　イかれてるのは俺じゃないでしょ」

「……」

「まぁどっちにしろ館を燃やすのは事実だから、一階でグッスリ寝てる人たちを外に運び出してください」

「何で俺たちが……」

「助けなかったら焼け死ぬけど、俺はちゃんと依い頼らいしたからね。これも貸してあげる」

　片手でスケッチブックを取り出すと、予め用意して置いた物を三枚具現化する。

　それは、空飛ぶ絨じゆう毯たんだった。八畳じよう部屋を覆えるほどの大きさの、金の房ふさ飾りが付いた真しん紅くの絨毯が、一階のエントランスの上にフワフワと浮いている。

「あまり時間は無いけど、これなら一度にたくさん運び出せるから。みんなで手分けすればよいし、起きられる人が居たらその人にも手伝わせて。これを持ち逃げしても館に火を放ったら消えるから意味がないからね。早めにしてね？　人殺しにはなりたくないだろ？」

　火を放つのは自分なのに、殺すのは自分ではないという暴論だが、それは圧あつ倒とう的な力の前では反論が許されなかった。

　たしかに、敵だというのに、この謎の仮面男（目の前に居るのに全ぜん貌ぼうが全く摑めない）は武器を向けられたのに命をとる気が感じられない。

　真正面から堂々と乗り込んでおいてこの甘あまさだ。襲い掛かった兵士たちは、死ぬ気でかかっても勝てる訳がない、という底知れぬ恐怖に包まれている。

「……分かった。我々が回収しよう」

「うん、よろしくね。取りこぼしがないようにして、全部屋見て回るように」

　兵士の言葉にＺはやっと足元の冒険者を解放すると、よろしくね、と念を押して領主の部屋へ悠然と歩いて行き、両開きの扉とびらを無造作に開けて中に入った。

　残された冒険者と兵士は、痛む身体を奮い立たせ、二手に分かれて館の一階で寝ている人間を回収しに向かった。

　暴論であろうと一階の人間の命は彼らにかかっている。やるしかない。

　そしてメネウは、そんな忙せわしない救助活動が行われている間に領主と対面していた。

　飾り窓の前に置かれた執しつ務む机に領主が、客人応対用のソファに風暴団の男が一人、分かっていたように落ち着いてＺを迎むかえ入れた。

「何なのだ？　お主……、一人で館を制圧したか」

　三人ですよ、とは言わなかった。

「して、何が望みだ？」

「あ、風暴団の方ですか？」

　領主の言葉に耳も貸さず、Ｚは風暴団の男に声をかけた。

　黒髪に細い眼鏡、黒いローブを着た男は大たい儀ぎそうに脚を組んで座すわっていた。眉み間けんに皺しわを寄せてＺを睨ねめ付けている。

「その仮面、なんだ？」

「匿とく名めい希望なんです」

　どうやら認識阻害に抵抗を試みていたようだが、早々に無む駄だを悟さとったようだ。

　集中力を屈くつ指ししてＺとの会話を成り立たせる。

「そうか。オレは風暴団でこの地域担当のアーガスだ。何の用だ？」

「こちらの領主には退場していただくので、この町から引き揚げてください」

「何言ってんだお前？」

　言うが早いか、アーガスは躊躇ためらいなくダガーを投とう擲てきした。が、Ｚは危なげなくそれを指で挟はさんで受け止める。

「俺の個人的事情でこの領主にこの位置に居られると面めん倒どう臭くさいんですよね。風暴団が背後についてるぞ、って騎士ギルドを脅おどしてるみたいなので……。王都に行って手を入れてもらってもいいんですけど、手間も時間もかかるし、遅おそいか早いかだけなので引いてもらえません？」

　一度お尋ね者になって町から出て、王都でハーネスとＸとＹを証人に立て、騎士ギルドが領主の私兵に成り下がっている、という訴うつたえをするのも考えた。

　それでもいいだろうが、いかんせん手間暇も時間もかかり過ぎる。

　冒険者登録をしたのだし、平和にダンジョン攻こう略りやくがしたいのだ。面倒くさい。

「さっきからワシを無視しよっ……?!」

　アーガスと話している間もずっと煩うるさかったのだが、Ｚもアーガスも敢あえて無視していた。

　その領主が大声をあげたところで、アーガスがダガーを投擲、領主の頰ほおを掠かすめて黙っていろと警告する。

「この馬鹿はそこまでの馬鹿をしていたのか？」

「はぁ、何かあるたびにそのセリフで騎士ギルドを黙らせていたみたいですね」

　アーガスが心底嫌いやそうな顔でテーブルを蹴った。厚いガラス細工のテーブルが勢いよくふき飛ぶ。

「だぁら馬鹿に販売させてマージンをくれてやるなんてことしたくなかったのによぉ、兄貴が『低コストですから』とか言うからこんなへんちくりんに目ぇつけられておじゃんじゃねぇか」

　風暴団が独自に違法魔法薬を売りさばくなら、そもそも騎士ギルドは足あし跡あとを追えない。

　不正を握にぎりつぶす必要が無い。何故なら、明るみに出ることは無いからだ。

　ただ、それをするより多少足がついても領主に販売させた方がマージンを払はらっても幾いくらか安くついた。

　しかし、違法魔法薬の販売元が風暴団で領主と繫つながってますよ、と態わざ々わざ領主が宣伝しているようでは損しかない。

　騎士ギルドは全世界規模のネットワークを持っている。この馬鹿を足切りしなければ、そのうち他の町でも販売し難にくくなるだろう。

　これではアーガスの兄も『コスパが悪い』と判断を下すはずである。

　小国の領主という小物が何をしているかなどアーガスに興味はなかった為に、膿うみの発見が遅れた。兄は知っていたかもしれないが……それも含ふくめてテストだ。

「引いてやるよ、どうせここはテストケースだ。まぁコイツが攫さらった錬金術師の腕は惜おしいけどなぁ」

「あ、その錬金術師の遺体と息子さんは俺が引き受けるので諦あきらめてください。俺は違法魔法薬に興味ないんで売り出しませんし」

　Ｚはさも当然のように要求を被かぶせる。

　アーガスは惜しいと思ったが、敵かなわない敵を前にしてまで惜しいものでもない。

「分かった。レシピも材料も団で管理してるからな。追い掛ける手間の方がかかる」

「よかった。じゃあそろそろ、火を点つけますね」

「何?!」

　領主が叫さけぶとアーガスがまたダガーを投擲して黙らせる。

　Ｚはアーガスと話したことでだいぶ時間が稼かせげたと思っている。事実、一階の避ひ難なんは完かん了りようしていた。

「なぁ兄チャン、名前は？」

「謎の仮面Ｚですよ」

「じゃあＺ、あんまりうちを刺し激げきするなよな。スカウトか刺し客かくが行っちまうだろうからさ」

　アーガスは正体不明の強力な魔道具を使う男が、あんまりハッキリと要求をつきつけてくるものだから、逆に気に入ってしまった。

　団に入ってくれるのならばいいが、たぶんそうはならない。刺客も殺されるだけで、このＺは死ぬこともないはずだ。

　どちらにしても出費が嵩かさめばＺに対して徹てつ底てい的に風の一家は対たい抗こうしなければならなくなる。

　そしたらＺは死ぬ。死ぬまでやるから、死ぬ。

　アーガスにはそれはつまらないことだった。生きていればまた会えるかもしれない、仮面が無いこの男に。

「うーん、またぶつからなければ、たぶん」

　Ｚに対してぶつかってくるトラブルさえ無ければ、彼は自ら手を出す気はない。

　だからこのような曖あい昧まいな返事になったが、アーガスは声を上げて笑う。

「わかった。じゃあ達者でな」

　それが長年利用してきた領主に向けられたものではなく、謎の仮面Ｚに向けられたものなのは明らかだった。

　アーガスはこの部屋に入ってきたＺと同じように悠々と部屋を出た。

「さて、じゃあ火を点けるか」

　完全に領主を無視してＺは赤い魔法陣を五つ展開させる。館を囲む配置でファイアウォールが四枚、その中心で火柱が立つファイアストームが一本、という具合だ。

　徹底的に燃やすつもりである。

「待て！　何なのだ貴様は……風暴団は一体どうしたのだ、何故貴様を殺さない……?!」

　馬鹿の相手は疲つかれる。

　何故あの会話を聞いていて、自分が利用されただけの小物でもう見限られたと分からないのだろうか。

　Ｚは心底疲れたため息を吐ついて、魔法を配置につけた。絵筆で軽くタッチしただけで魔法陣が必要な場所に設置される。

　馬鹿の言葉に答える必要は感じない。領主にすたすたと近付いて、胸むなぐらを摑み、窓を割り、荷物でも抱えるようにして外に飛び出した。

「ぎゃぁぁぁあ！」

　煩い荷物を抱えたまま、裏庭に着地する。

　胸ぐらを摑んで今度は引きずりながら表に回る。

　玉砂利の敷しき詰められた庭を抵抗しながら引きずられる下腹の出た壮そう年ねんの男性というのは、なかなかシュールな絵面である。

　絹の寝巻きは呆あつ気けなく擦すり切れ、手にも脚にも傷を作りながら前庭に引っ張り出された領主は、そこに自然と集められていた私兵や冒険者たちの真ん中に放物線を描いて投げ込まれた。

「げふ?!」

　顔から玉砂利の庭に突っ込んだ領主にすたすたと近付く。周りにいるのは、全てＺが制圧したか、眠らされている人間ばかりである。今いま更さら抵抗する者はいない。

　領主の髪をむんずと摑んで、Ｚは館に視線を向けさせる。

　空いた片手で指を鳴らすと、炎の壁が瞬時に館を覆い、館の真ん中から炎の柱が空高く噴ふき上がった。

「あぁ、ぁぁあああ！」

　領主は狂くるったように叫んだ。

　おかしい。

　今日の夕方まで、こんな未来は頭の隅すみにも無かった。いずれ破は滅めつが訪おとずれるとして、何かしら逃げたり軽減させる手立てがあると思っていた。

　しかし実際は何の予兆も無く、崖がけから突き落とされるように、破滅は訪れた。

「ちょっとまってね」

　Ｚはスケッチブックに手をかざすと、予め用意していた『マイクと拡声器』を具現化した。

　この世界に電気は無いので、魔力を動力にしてこういう効果があるように、とイメージして作ったものである。

　その頃には、爆発があったと通報を受けた盾を装備した騎士ギルドの面々と、飛び火を恐おそれて消火に来た近きん隣りんの住人が近くにやって来ていた。

　領主の目には、残念ながら入っていなかったようだが。

　Ｚは領主にマイクを向けて淡たん々たんと告げる。

「残念だったね、風暴団に見捨てられて」

「誰のせいだ！　貴様のような悪魔が現れなければ……っ！　魔法薬だってもう在庫がないんだぞ?!」

　館より背の高い支柱に支えられた拡声器から、領主の声が町中に響ひびく。

　夜の喧けん騒そうも、領主の叫び声によって小さくなった。

「あの錬金術師は俺がもらうね」

「返せ！　何の為に母親ごと攫ったと思っているんだ！　母親を使い潰してもいいようにだろうが！」

「騎士ギルドが黙っていないよ」

「煩い！　まだ、まだ風暴団が背後にいると言えば……」

「でも、見限られちゃったでしょ？」

「そんなものどうとでも言いくるめられるわ！」

「本当にそう？」

「今までそれで通ってきたのだ！　当たり前だろうが！」

　一ひと際きわ大きな声で叫んだ声が、キィンとハウリングを起こす。

　メネウは狂きよう乱らんして声が拡散されていることにも気付かない領主の為に、怒いかりと殺気で領主を睨み殺しそうな騎士たちを指差してあげた。

「ひっ、ひぃぃ?!」

　人形のようにぎこちなくそちらに頭を向けた領主が後ずさろうとするが、背後は炎の壁である。当然、近くの空気も火傷やけどするほど熱い。

　騎士の一人が進み出た。

「ミュゼリア侯こう爵しやく、話は聞かせてもらった。全員がな」

　この町の、全員が知ってしまった。

　もはや揉み消せるものでもなければ、騎士ギルドが揉み消してやる理由も無い。

　顔がん面めん蒼そう白はくの領主の後ろで、館がガラガラと崩れ落ちていった。

　Ｚは領主を騎士に預けると、名乗ることもせず上空で旋せん回かいさせていたスタンに乗って飛び去っていった。スタンは先にＸとＹ、その母親を宿屋に運んでＺを待っていたのだ。

　拡声器もマイクも用が済んだので消えている。

　これで一件落着である。

　館を燃やしたのは、あんな馬鹿の言いなりになってトットを怯おびえさせた騎士ギルドへの意い趣しゆ返がえしだ。山の様な余罪はあるだろうけれど、それは足を使って調べてもらおう。

「あ、名前も知らないや……」

　夜の闇やみの中、一人宿屋に向かって飛びながらマスクを外した謎の仮面Ｚことメネウは、ぽつりと呟いた。

　今夜破滅させた人間の顔と名前よりも、今はトットのお母さんのお墓を作る方が、メネウには大事なことであった。
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　まだ暗いうちに、メネウとラルフはスタンにトットの母親……アンジュを乗せ、トットを背負って町を出た。

　領主の館やかたから宿屋に帰ってからずっと、トットは堪こらえていたものを吐はき出すように母親の遺体にしがみついて泣いていた。

　死んでから自分に襲おそいかかることなど、この母親は望んでいなかったのに、弄もてあそばれてしまったと悔くやんだ。

　己おのれの手で母親の遺体を取り戻もどしたが、まざまざと母親の死を……二回目の死を見せ付けられ、自分が今まで道具や材料に使ってきた魔ま法ほう陣じんを使ったことで、まるで母親を物もの扱あつかいしてしまったようで。

　悲しくて、哀かなしくて、辛つらくて、おさまらない怒いかりと哀あい惜せきに胸が張り裂さけそうだった。

　少しずつ涙なみだという形でそれを外に流しても、後から後から感情は湧わいてくる。

「お母さ、おかあさぁん、おかあさあぁん」

　慟どう哭こくしながら滂ぼう沱だの涙を流しても、一向に涙は涸かれそうにもなかった。

　トットのアトリエは結界になっている。

　深夜でも声が漏もれることは無い。

　そこにメネウが戻ってきたが、トットはまだ、ずっと泣いていた。

　水分が足りなくなり、目め眩まいがして倒たおれそうになるのをラルフが支える。

　そのままラルフにしがみついて泣き始めたが、二人は止めなかった。

　時折激しくしゃくり上げるのが落ち着いたのを見計らって水を飲ませたが、飲む、という生きている行こう為いで悲しくなってまた泣きじゃくる。

　空が漆しつ黒こくから紫むらさきに転じる頃ころ、ようやく泣き疲つかれて眠ねむった彼かれを背負って外に出たのである。

　マミアの森の、例の群生地に着陸すると、スタンは小さくなって森の奥おくへ消えていった。

　群生地近くの林の中でトットを母親の側そばに寝ねかせると、二人は黙だまって穴を掘ほった。

　メネウのポーチに入っていたシャベルで丁てい寧ねいに穴を掘る。

　幅はば一メートル、縦二メートル、深さ一メートル程ほどの穴を掘ると、メネウはその穴の中に沢たく山さんの花を描えがいた。色とりどりの、自分が今まで描いたことのある花の全すべてで穴の中にベッドを作る。

　準備はできた。

　トットをゆすると腫はれた目を擦こすって彼は起きた。ここが森だと分かると、母親の遺体に抱だきついた。

「あのね、メネウさん……」

　震ふるえる声で、トットは呟つぶやく。

「うん」

「ぼく、ここ、つれてきてもらったことが、ある気がするんです……」

「うん」

「母さんと、お弁当を持って……ぼくまだ、うんと小さくて……夢だったかも、しれないんですけど」

「きっと、思い出だよ」

「はい……」

　静かに聞いていたメネウが、トットの頭を優やさしく撫なでる。

「お母さんを寝かせてあげる場所を作ったんだけど、見てくれる？」

　メネウの問いに、トットはまだふわふわとした頭で頷うなずいた。

　泣いて吐き出して、空っぽになった頭には、お母さん、という言葉だけが浮うかんでいる。

　ラルフに支えられて連れてこられたお母さんの眠る場所は、見たこともない花が咲さき乱れた綺き麗れいな場所だった。

　トットが唸うなり声をあげて泣く。

　離はなれたくはない。だけれど、もう母親は死んだ。

　花も薬草も、植物が好きな母親だった。薬効のある花が材料として与あたえられたら、こっそり部屋に活いけていたような。

「おがあざ……ここなら、喜びます……」

　ラルフがトットの背を撫でる。

　メネウはアンジュを抱いてそこに寝かせると、永遠に朽くちないようにと願いを込こめて墓石を描いた。

　花も、彼かの女じよも、いつでもトットが会いにこれるように。そして落ち着いた時に、森に還かえれるようにすればよい。

　全面水すい晶しようで出来たお墓に覆おおわれたアンジュは、本当にただ、眠っているかのようだった。

　この墓石には、もう一つ願いが込められている。

　トットは墓石に手をついて母親をじっと見ていたが、メネウが肩かたに手を置くと視線を上げた。

　視線の先に、スタンに連れられたワイルドベアの親子がいた。

「トット。このお墓は、あの親子が守ってくれるよ。見ててね」

　ワイルドベアに手招きすると、呆ぼう然ぜんとしているトットの横で、ワイルドベアが墓に手を合わせた。子供も親の真ま似ねをして手を合わせている。

　すると、墓石の前に彼らの食べる木ノ実がザァッと溢あふれ出た。

　トットが目を白黒させている。祈いのるワイルドベアも、祈ったら食べ物が出てくる墓石も、理解できない。

「彼らが守ってくれるから、彼らがおなかいっぱい食べられるように……って思ったんだけど……」

　トットがお腹なかいっぱい食べられず、母親が苦心していた話を思い出して、メネウはそう願いを込めたのだが、いかんせん口が下手だ。

　しかしそれはトットにも伝わったようで、仲良く木の実を食べるワイルドベアの親子を見て、メネウに笑いかけた。

　涙を流しながら笑ったトットは「それは、お母さんもいっぱい嬉うれしいです」と言ってメネウにしがみついた。
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　朝あさ陽ひが昇のぼる。

　水晶の墓石が目め一いつ杯ぱい光を吸って輝かがやいた。

　彼らは暫しばらく、その美しいお墓の前で手を合わせていた。




　その日は太陽が中天に昇り切るころに宿屋に帰り着いた。

　トットがメネウにしがみついたまま眠ってしまったので、ラルフとメネウも部屋で泥どろのように眠った。

　何せ一昨日おとといの夜から眠っていない。三人とも疲れ切っていたのだ。

（セケル、セケル、セケル……）

　眠りに落ちる直前、布ふ団とんに意識をすぐにでも持っていかれそうになりながらメネウは頭の中で唱えた。

　意識を手放してすぐに、いつもの引っ張られるような感覚があり、気付いたら白い空間にいた。

「いらっしゃい、メネウさん」

「うぃす」

　アフタヌーンティーセットでお茶を嗜たしなむ紳しん士しに、メネウは片手を上げた。

　どうぞ、と勧すすめられるままに席に着く。

「裏の世界でお会いして以来でしょうか。……なかなか濃こい旅程ですね」

「あぁ、うん……そうだな。テロリストにでもなった気分だ」

　エルフの解放もミュゼリアでの領主失しつ墜ついも、そう言われれば濃いのかもしれない。

　ただ、メネウには大それた思想は無いし、大きな流れを覆くつがえそうとした訳でもない。

「良いことですよ。友人を自分で選べるのは。そして、友人の為に動けるのも」

　セケルは遠えん慮りよなくメネウの頭を撫でた。彼にとってはメネウなんて赤子も同然なのだろう。

「はは、うん、トットは良い友だちだと思う。学ぶことも多いし……。なぁ、セケル」

「トットくんを連れて旅をしたいのですね」

「そう。でも、可能なのかな？」

　一から十まで面めん倒どうを見なければいけない程子供ではないが、今や親を失った孤こ児じである。学校とかがあるなら、施し設せつに預けて通わせた方が良いのだろうか。

　その場合はどこに連れて行けばいいのかも分からない。

「可能です。ですが、友人なのですから、彼の意思をまず確かく認にんしてからがよろしいのではないでしょうか」

　そう言ってセケルが両手を広げると、掌てのひらの上に半はん透とう明めいの地図が出た。

「最初の町アムモスがここ、今居るミュゼリアがこちら。ここから更さらに北東に向かうと王都ヤークがあります。学校はヤークにしかありませんし、孤児院もこちらの方が余よ裕ゆうがあるでしょう。学校は自由意思で二は十た歳ちまで所属できますから、王都に連れて行ってあげるとよいかもしれませんね」

　セケルはそう言って地図を丸めると紙になった地図をメネウに手て渡わたした。

「ありがとう。相談してみるよ」

「はい。あぁ、そういえば……ホルスが腹を抱かかえて笑っていましたよ」

「えぇと……何に？」

　悪い心当たりがあり過ぎる。

「演出がベタ！　とか、メジェド多過ぎるだろ！　とか……まぁ、色々と」

　これには思わずメネウも机に突つっ伏ぷした。やり過ぎた感はあるが、まさか爆ばく笑しようされているとは……。

「失礼ながら私も笑わせていただきました。メジェドたちはちゃんとエルフを助けているようですね」

　一説にはメジェドは顕けん現げんできない程の力を秘ひめた神の仮かり初そめの姿だともいう。

　そう、中身はホルスの可能性もあるのだが、そこは『そらとぶ！　ホルスたん』のマスコットキャラとして受け止めてもらえているようだ。

（よかった、ホルス神が召しよう喚かんされたんじゃなくてほんっと──によかった！）

　笑っていたのなら、ちゃんと別の存在であるはずだ。

　と、そこで身体からだが引っ張られるような感覚があった。そろそろ時間のようである。

「ありがとな、セケル！」

「はい、また来てください」

　メネウは素す直なおにセケルにお礼を言えるようになっていた。

　自分に足りないものを自覚し、自分で目的を設定し、自分で周りと関かかわっていく。

　それで見えてくることもある。メネウは確実に成長し始めていた。

「うん、また来る」

　笑ってメネウが告げて穴の中に落ちていく。

　うすらぼんやりと目を開けると、手にはしっかり地図が握にぎられていた。

　外はすっかり夜のようだ。隣となりではトットが寝息を立てているし、ラルフは起き上がって剣けんの整備をしている。

「……おはよ」

「夜だがな。飯を食いにいくか？」

　メネウが起きたのを見て、ラルフは剣の手入れを終える。

　メネウが起き上がったことで、隣のトットも目を覚ました。

　枕まくらもとの眼鏡をかけて、ぼんやりとベッドに座すわっている。

「おはようトット」

「おはよう」

（ラルフさん俺おれにはおはようが無かったよね？）

「お、おはようござ……あれ？」

　泣き過ぎて声が掠かすれているトットが、自分の喉のどに手を当てる。

　無理も無いことだった。

　水差しから水を渡わたして、メネウがトットを覗のぞき込む。

「ご飯、行こう？」

「はい」

　まだ引きずるものはあるだろうが、だいぶ元気そうに見える。

　三人は身み支じ度たくを整え、トットの肩にスタンが乗って準備完かん了りようだ。

　トットの好きな肉料理の美う味まい店に向かう。

「今日は、僕ぼくが払はらいます！」

　たしかにトットには多額の財産があるが（そしてまだ売り払っていない薬もある）、子供に甘あまえてよいものかとラルフと目を合わせる。

　しかし、彼なりに母親を取り戻したお礼がしたいのだろうと考えて、お言葉に甘えることにした。

「うん。ご馳ち走そうになります」

「ありがとうな」

　ラルフと二人でトットに告げると、彼は思いのほか嬉しそうにした。してもらいっぱなしはトットなりに嫌いやだったのだろう。

　今日頼たのんだのはヤムヤム牛の煮に込こみとテールスープ、ミザリ鳥の丸焼きにガット豚ぶたの串くし焼やきと豪ごう華かである。

　いただきます、と手を合わせて食べ始めると、トットはまた涙を流した。

　泣きながら食べる彼を見守りながら、二人も食べる。

「美味いな」

「な！　この串焼き甘あま辛からくって何本でも食えるわ」

「丸焼きの腿ももはトットの分だからな？」

「分かってるっての。テールスープも煮込まれててうめー」

　ラルフとメネウは敢あえて会話を楽しんだ。トットに腿肉を切り分けて渡す。

「トット、これ美味いよ」

「メネウに食われるぞ」

「食わねーよ！」

　トットは泣きながらも笑った。笑って食べた。

「僕、ほんとに……お世話に……」

「トット、俺たちと来る？　それとも、したいこと、ある？」

　トットは勝手に別れることを前提にしていたらしいが、それを察知したメネウはいきなり核かく心しんに切り込む。コミュニケーション不全だが、ここはこの位はっきり言われた方がいい場面だろう。

「へ……？」

「トットが一いつ緒しよに来るなら歓かん迎げいするよ。町に残るなり、学校に行きたいとかなら、ちょくちょく会いに行く。友だちでしょ？」

「お前が決めていいんだぞ。……俺としては、この歩く非常識を止める手伝いをしてもらえると助かるが」

「俺結構マトモだと思いますけど?!」

　ラルフの言葉に気色ばんで答えるメネウだったが、トットが俯うつむいて考えているのを見て、じっと待った。

　彼の道は彼が決めるのだ。

「僕、一緒に行きたいです……。メネウさんと、ラルフさんと、スタンと、一緒に旅がしたいです」

　スタンが肉をついばむのをやめてトットの頭に乗る。決定だな、とばかりにドヤ顔で羽う毛もうを膨ふくらませている。

「あらためて、よろしくな！　トット！」

「よろしく頼む」

「ピ！」

　腕うでで涙を拭ぬぐったトットが笑って頷いた。

「よろしく、おねがいします！」

　エールと林りん檎ご酒と冷たいお茶で、三人は乾かん杯ぱいした。

　トットが仲間に加わった。
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「さーて、仕切り直しだぁ！」

　ヤン渓けい谷こくの討とう伐ばつ依い頼らいがまだ二つ残っている。今日明日で片付けなければ違い約やく金きんが発生してしまうところだ。急がねばならない。

　泊とまり込こみで行くつもりで、急がば回れ、午前は買い物に出かけることにした。

　トットも薬草や魔ま石せきの採取がしたいということで、討伐依頼ではあったが一いつ緒しよに行くことになった。

　加工産業都市と呼ばれるミュゼリアは、染め物から魔道具まで様々な物を加工販はん売ばいしているこの国の要所だ。

　他国への輸出品も作っており、関所を兼かねた王都を通ってそれらは様々な国に送られる。

　大陸側は山脈、反対側は海という立地で、国土は小さいのだが、その分魔力溜だまりが発生しやすく多種多様な植物が採れる。

　魚も加工しているらしいが、メインは染め物と山脈から派生する鉱山から採れる宝石や魔石の加工品らしい。

　この町には産業ギルドがあり、職人や錬れん金きん術じゆつ師し、鍛か治じ師しなどが登録して様々な工こう房ぼうや工場を構えているそうだ。子供は小さいころからそういった職人のもとに弟で子し入りし、技術を学んでいるらしい。買い付けに様々な商人も来るし、商人もまた弟子を連れて来ては弟子同士の繫つながりを作ったりもする。

　こうして栄さかえている町なので、市いちもよく立つ。

　メインストリートから外れたところでも、食料品のマーケットが毎朝立っている。

　今はその食料品マーケットを覗のぞいているところだ。

　ラルフが「野菜も食え」とうるさいので、野菜と果物を中心に買い込む。

（そういえばとんでも錬金術の秘密は聞けてないんだよな……）

　追い追い話してもらえばいいか、とその疑問は横に置いておくとして、だ。

　始めの町アムモスの時から一応気にはなっていた。しかしあの時は正直どうでもよかった。

　今はあの頃ころよりもメネウはずっと好こう奇き心しんに満ちている。だからこそ確かめずにはいられないこともある。

　町中を、あっちでコロコロ、こっちでコロコロと道を横切るものがある。

　覚えがあるものより異常にデカイし異常に転がす速度も早い気がする。いや、ネイチャー系の動画で見ただけだから生で見たらこの位なのか……？

（なんなんだ、この……）

　この、フンコロガシたちは……！

　さも当然のようにみんなみーんなスルーしているが、町中にそもそも生息するものでしたっけ？

　森にも渓谷にもいた。町の外よりも、町の方が一回りサイズが小さいようだ。……いやそうじゃなくて！

「なぁ、ずっと気になってたんだけどさ……」

　食料品の屋台で買い込みをしたメネウたちが歩いているマーケットにもいる。当たり前のように道を横切って行く。

「なんだ？」

「どうしました？」

　ラルフとトットが足を止めたメネウを振ふり返る。

　メネウはいつになく真しん剣けんな顔で二人を見つめ、意を決して尋たずねた。

「……なんで、町の中にフンコロガシがいるの？」

　二人は目を合わせる。え、何。そんなに当たり前なことなの？

「そっか、メネウさん記き憶おく喪そう失しつなんでしたよね」

「フンコロガシ、というかスカラベは神の使者だ」

　ここは混み合うマーケット。話が長くなるならば人があまりいない小道に入る方が良いだろうということで、屋台の隙すき間まから小道に入った。

「大昔に疫えき病びようが流は行やったことがあってな。その時に神が遣つかわされたのがスカラベだ」

「道の上の馬ば糞ふんや貧ひん民みん街の排はい泄せつ物ぶつなんかをその場で団子にして、害のないよう膜まくを張るんです。そして一つの意思でもあるかのように、町外れにそれを集めて堆たい肥ひにしてくれるんですよ」

「上下水の管理はされているが、全すべて行き届く訳ではない。衛生面で多大な貢こう献けんをしてくれている」

「はい！　素す晴ばらしい益虫なんです」

　なるほど、膜で覆おおってあるから皆みな平然と見てるのね。たしかに臭におったりする訳でもないし、馬車や馬がメインの交通手段にしては道が綺き麗れいだなと思っていました。思っていましたけど。

「でも、あれだけいたら踏ふまれたりしないのかな……」

　そう、本当にとんでもないのだ。数が。どの道を見てもいる。大体視界に入る。

　なのに皆スカラベが居ないかのように談笑しながら歩いたり走ったり……。

「メネウさん、スカラベは踏まれても教会に連れて行けば翌日には復活するんですよ」

「マ？」

　久しぶりにクセが出た。

　自分よりもよっぽどチートではないだろうか。

「スカラベは生命の象しよう徴ちようだからな。増え過ぎることも減り過ぎることもない。これだけ人がいれば稀まれに踏まれることもあるが……基本的には向こうが避よけてくれる」

　メネウの知るフンコロガシとは全く違ちがう生き物のような気がしてきた。

（人間のランダムな動きをあの大きさで察知して避けて、踏まれたって一日で復活？　神の手行き届き過ぎじゃない？）

　今もちょうど『集積所』へ持っていこうとスカラベがメネウたちの横を通り過ぎようとしていた。

　メネウがそれを見ていると、そのスカラベはその場にフンを置き、メネウの方へやってくる。

　そしてあろうことか、反転したかと思えばメネウをフンを転がす要領で強きよう靭じんな後ろ足で蹴けり始めた。

「?!」

「ブフッ……、失礼」

「わぁ、諺ことわざでは言われてますけど初めて見ました！　蹴られる人！」

　おいラルフ笑ってんじゃねーぞ。

　蹴られたところでメネウは痛くも痒かゆくもないが、何な故ぜか精神的にダメージを負っている。

（すごい、なんかすごい落ち込む……）

「……諺って？」

　なかなか蹴るのをやめないスカラベを放ほうっておいてトットに訊きく。

「スカラベに蹴られた、とか、スカラベに蹴られる、というのは……すごくツイてない時とかに『スカラベに蹴られた』……神に見放された、と言ったり。子供の悪戯いたずらが過ぎたりした時に『スカラベに蹴られる』と叱しかったりするんです。僕ぼくもお母さんに言われたことがあります」

　神に？

　ちょっと今夜も二日連続セケルさんのお話を聞かなければならないですね？

「実際に蹴られるのは町の鼻つまみ者や犯罪者崩くずれが多いんだが……、まぁ、なんだ……」

「何」

　ラルフが必死に笑いをこらえながら話している。

　良い予感が全くしないが、いっそもう言ってくれた方がマシだ。

「大人の間では『糞くそ野や郎ろう』って意味だ……、ブフッ」

　自分で言って自分でうけてんじゃねーぞ?!

「え、俺おれそんなに糞野郎？」

　真顔で二人に訊くと、トットは首を横にブンブン振っているが、ラルフは静かにつぼっていて答えられそうにない。

　こいつ絶対なんか鬱うつ憤ぷん溜まってたろ。笑いを堪こらえているせいで眼鏡が小刻みに揺ゆれてんぞ。

　その間もずっとメネウを蹴っていたスカラベを踏んでやろうかと思ったが、益虫で一日で復活するなら意味がない。我が慢まんだ。

「たまに建物の中に入ってきちゃうんですよね。そういう時はチリトリとかで押おして出してあげるんです」

「……神の遣いだからな、大事に……クッ、移動しないか？」

　メネウの方を見るたびにラルフが新たな笑いの波に誘いざなわれる為ため、一ひと先まず移動することにした。

　メネウが歩き出すと、スカラベは元のフンを転がして去っていく。

（え、俺何かした……？）

　自分の胸を押さえて（シワになるほどシャツを摑つかんで）自問するが、割と好き勝手にはやってきたので心当たりはあり過ぎる。

「あ、調理器具がありますよ」

「忘れるところだった。買っていこう」

「材料はあるしな」

　メネウとラルフだけなら干し肉でも構わなかったが、トットも居るし以後もなるべく料理はするようにしようと話し合って決めたのだ。

（スケッチブック料理はラルフがものすごく嫌いやそうだし、インクの量もあるしな）

　と、鍋なべやナイフのセットを見ていると、またも近くを通ったスカラベがメネウの足を蹴り始める。

「ブフォッ」

「………………」

「ここは僕が支し払はらいますね！」

　トットが買い物の楽しさに目覚めたという保護者としては微笑ほほえましい場面ではあったが、再度また別の個体に蹴られて精神に重傷を負っているメネウと、それがあまりにおかしくて身体からだを折って笑っているラルフには聞こえていない。

　メネウは今すぐにでも塵ちりになりたかった。

（糞ふん……よりは、塵の方がいい、かな……）

　その後、屋台で買い物しようと足を止めるたびに、近くのスカラベが寄ってきては蹴られるという事案が頻ひん発ぱつした為（そしてそのたびにラルフがご丁てい寧ねいにも笑いの波に襲おそわれる為）、出発は昼を少し過ぎてしまうのだった。




　ヤン渓谷へ辿たどり着いたメネウたちは、冒険者がキャンプ地として使う比ひ較かく的てき安全な場所にテントを広げた。

　これはギルドで場所を教えてもらい、依頼を受けている冒険者ならマナーを守って好きに使える場所だ。

　他にも何組か冒険者は居るが、装備の物々しさから見て彼かれらの目的はヤン渓谷を上った先にある洞どう窟くつのリザードマンだろう。

　メネウたちの獲え物ものはリバーリザードとロックリザードだ。討伐レベルは20前後、比較的初心者に優やさしい獲物だが、統とう率そつは無くとも数が多い。

　数が増えて下流の川にまで流れ着き、小さな村などで被ひ害がいが出ているらしい。冒険者じゃない者にとっては脅きよう威いだろう。

　被害が出た場所には騎き士しギルドから派兵されているので、冒険者ギルドには元の数を減らす依頼が来ていたのだ。

　同じキャンプ地を使う冒険者には挨あい拶さつするようにダンに言われていたメネウは、その教えを守って挨拶して回った。

「どうも、よろしくお願いします」

　しかし、ステータスを見せ合うと大たい抵てい馬ば鹿かにされたような目を向けられる。というか罵ののしられているのだが、いまいちメネウは理解していなかった。

（レベルが低いからか？　うーん、世せ知ち辛がらい）

　当のメネウはそう思う程度で、大して気にしていない。

　前世でいじめにあった経験から、そういった空気を察知すると言葉を聞き流すように習慣付いている。

　それよりも、トットを助けた関係で一気にレベルが10まで上がっていたのだ。

　これは嬉うれしい。自分が嬉しいのだから、それを他人に馬鹿にされても一向に構わない。

　そういうポジティブに自己中心的な思想がうまく根付いていたのでメネウが気にしていないだけで、このキャンプ地を回っただけでも「あら、自殺志願者なの？」だの「武器も買えないから寄生して素材を取る気か？」だの「帰って母ちゃんの乳でもしゃぶってな」だのと言われていた。

　そしてそれに怒おこるのは、メネウではなく他二人のようだった。

「メネウさん、悔くやしくないんですか？　僕、麻ま痺ひ毒ならその辺の草で調合できますけど」

「依頼より先にリザードマンごと潰つぶすか？」

　自分たちのテントに帰ってきたメネウに告げた第一声がこれだ。

「え？　毒なんて使わなくても生息地見つけたら焼き払はらうからいいよ。なんでリザードマン？　素材欲ほしいの？」

　当の本人があまりに気にしていないので、二人の怒いかりの矛ほこ先さきがメネウに向きそうになった程ほどである。

「早くダンジョンの依頼受けたいから頑がん張ばろう！」

　メネウはやる気に満ちていた。

　Ｅランク冒険者がＤランクの依頼を一つ受けると、Ｅランクの依頼五つをこなしたことになる。ただし、達成できなかった時の違約金は十倍である。

　無理をして冒険者をやめざるを得なくなった者は沢たく山さんいる。

　ＤランクでＣランクを受けたら三つこなしたことになり、ＣランクでＢランクをこなしたら二つ、それ以上は違約金だけ十倍になるだけで、変わりない。

　メネウたちのランクはＥだ。今引き受けているＤの討伐依頼四つ……残り二つを熟こなせばランクが上がる。

　ダンジョン行きたい、で頭がいっぱいのメネウは『ちょっと頑張って』上のランクを受けることを躊躇ためらわなくなった。

　というか、Ｅランクは採取依頼ばかりで効率が悪かったのだ。市場が傾かたむかない程度の依頼しかなく、時間がかかる。そもそも、メネウもラルフも武ぶ闘とう派である。

　トットは勝手に採取をするし、彼にはスタンがついている。

「じゃあ、行こうか。トットはどうする？　素材剝はぐ？」

「いいですね、やってみたいです！」

　テントの中にポーチから出したキャンプ用品一式を詰つめ込んで身軽になったメネウが言うと、トットは瓶びん底ぞこ眼鏡を輝かがやかせて頷うなずいた。

　長年狭せまい部屋の中で暮らしてきた反動に加えて、彼は根っからの錬金術師のようだ。好奇心が凄すさまじい。

「メネウ、素材を剝ぐなら短たん剣けんだぞ」

「だね。魔法じゃ結けつ晶しようしか残らない」

　ホブゴブリンの群れを倒たおした時もそうだが、死体を全損してしまうと即そく座ざに結晶化してしまう。

　ラルフの剣のように全損させないように殺す必要がある。時間が経たてばそれでも結晶になってしまうので、その前に素材を剝ぐ。

　キャンプ地から存分に離はなれたところで、焼き払わないならと、トット特製の誘ゆう魔ま薬を撒まいた。

　リバーリザードは川底を好み、ロックリザードは岩場を好む。大きな岩石と川の地形は彼らの好むものだろう。

　メネウが神に貰った短剣を、トットは護身用に誂あつらえた短剣を装備して準備完かん了りようだ。

　そぞろ獲物が集まってきた。

「十……二十……完了報告は魔石でいいし、これだけいたら五体位素材にしたら焼いていい？」

「リザードの肉は美う味まいぞ」

「全部物理でいこう！」

　ラルフの言葉にメネウは魔法を封ふう印いんした。随ずい分ぶんと食いしん坊ぼうになったようだ。

　リザードという種族は、体長八十センチほどのオオトカゲだ。どちらかといえば凶きよう暴ぼうさはワニかもしれないが、ワニよりかは動きがトカゲのように滑なめらかですばしっこい。

　岩場や川底を縄なわ張ばりにして群生する特性がある。縄張りの場所によって進化の仕方が違うので、川ならばリバーリザード、岩場ならロックリザードと呼ばれる訳だ。

　誘魔薬に釣つられて出てきたリバーリザードとロックリザードを一体ずつ処理する。手加減しないとメネウやラルフの攻こう撃げき力りよくではミンチになってしまう為、慎しん重ちように殺さなければならない。

　岩に擬ぎ態たいする為の硬かたい殻からを持つロックリザードはラルフに任せ、メネウは川から這はい出てくるリバーリザードに狙ねらいを定めた。

　三ヶ月の密度の濃こい鍛たん錬れんで短剣の扱あつかいをマスターしていたメネウが、危なげなく川底から這い出てくるリバーリザードを狩かる。

　的確にリバーリザードの首を刎はね、突つき刺さしながらも、素す早ばやさに任せて返り血は浴びない。

　誘魔薬に釣られているので動きが単調なのだ。

　十分も続けると、誘魔薬に釣られていた群れは全ぜん滅めつした。

　中和する為に退魔薬を上から撒いて、メネウとラルフはリザードを回収しはじめる。

　リザードの死し骸がいを山と積んだところで、どこかに行っていたトットとスタンが戻もどってきた。

　狩かりには参加できそうもなかったので薬草採取に行っていたらしい。用意したカゴに、こちらも山盛りの薬草が積まれている。

　渓谷の奥おくに魔力溜まりがあるせいか、川かわ端ばたには小さな森が連なっている。多種多様な薬草が生えており、マミアの森には劣おとるが採取ポイントさえ分かれば短時間でも効率よく採取できる。

　冒険者は図ず鑑かん片手に採取をするので効率が悪く、生産系の術師は魔物を恐おそれて採取に赴おもむく機会がない。

　誘魔薬でメネウたちが魔物を惹ひきつけていたので、トットは実に安全に採取ができたようだ。

「よし、解体するか」

「ラルフ師し匠しよう、よろしくおねがいします！」

「おねがいしまーす！」

　この中で魔物を捌さばけるのはラルフだけである。

　素材はいっぱいある。ラルフ指導の下もと、メネウとトットはリザードの解体にあたった。

　戦せん闘とうよりも余程厳しい指導の下、山のようなリザードを骨、皮、肉、内臓に切り分けていく。トットは吞のみ込みが早く、あっという間に一人で捌けるようになった。

　不思議なことに、素材に切り分けるとコトンと結晶が落ちてきた。解体したことで全損とみなされるのだろう。素材、となった肉体の方は消えることは無い。

　全ての死骸を捌ききる頃には空が橙だいだい色いろに染まっており、メネウのポーチに入れてテントに持ち帰った。

（今夜はリザードの串くし焼やきと野菜のスープにでもしよう）

「おっ肉、おっ肉！」

　慣れない労働をしたからか、テンションの上がっているトットにメネウは何の気なしに訊いた。

「そういえばさ、トットは何で肉が好きなの？」

「……月に一度の感謝祭の日に、お客様の食べ残しのお肉料理が貰えたんです。いつもは野菜スープとパンだったので、お肉ってこんなに美お味いしいのかと……、外で食べるお肉はもっと美味しかったです！」

「…………お父さん張り切って焼いちゃうぞ……！」

　メネウは目め頭がしらを押さえながら力強く言い切った。

　ラルフは二人の後ろを歩きながら薪たきぎになりそうな枝を拾っていたが、何故か拾う速さが上がったようである。

　トットだけはキョトンとしていたが「リザードのお肉楽しみです！」と言ってスタンと戯たわむれていた。

　キャンプ地に辿り着くと、メネウは山盛りのリザードの肉を取り出した。

　ラルフとトットは竃かまどを組んだり野菜の下処理をしている。

　六キロ分ほど取り分けて、またテントを回って肉を配って歩いた。それでもまだまだ山のように肉が残っている。帰ったら女将おかみさんにも分けよう。

　ダン曰いわく、食べられる食材は余よ剰じようがあるなら周りに分けておいた方が円えん滑かつに過ごせる、とのことだった。

　食しよく糧りよう事情は冒険者にとっては死活問題だ。自分たちが飢うえている横で楽しく飯を食われていたら、それは確かにしんどいだろう。変な逆さか恨うらみも買いそうである。

「リザードの肉です、よかったら」

　メネウがそれぞれのテントに二キロずつ肉を持っていくと、目を白黒させた荷物番の人間がお礼を言って受け取った。

　外食続きでもリザードの肉は見かけたことが無かったから、珍ちん味みなのかもしれない。

　冒険者パーティは荷物持ちや拠きよ点てんで番をする下働きの人間を雇やとうものらしい。メネウたちは全く気にしていなかったが、言われてみれば確かに治安的に問題がある。

　今後はキャンプ用品はポーチに入れたままにしようと密ひそかに誓ちかった。

　メネウを馬鹿にしていたパーティの主力はどこも帰ってきていないようだ。午後から出で掛かけたのだから斥せつ候こうだけだろうに、どうしたことだろうか。

「あの人たち、まだ帰ってこないんですか？」

「はい、まだ……三パーティで向かってリザードマンの巣を潰す算段なんですけど……」

　話を聞くと、メネウが挨拶してすぐに斥候に向かったらしい。だが、近くで野営するという狼煙のろしも伝令も無く連れん絡らくが途と絶だえているとのことだ。

「俺たちも気を付けておきますね」

「すみません、よろしくお願いします」

　メネウが自分のキャンプに戻ると、既すでに調理が済んでいた。あとは肉が焼きあがるのを待つだけだ。

　ラルフが鍋をかき混ぜながらメネウに尋ねた。

「奴やつらは戻っていないのか？」

「うん。連絡が途絶えてるらしいよ。ご飯食べたら様子だけでも見に行こうかな」

　キャンプ地で挨拶して回るのは、最低限の横の繫がりを作る為である。

　強い魔物の討伐に向かって戻ってこないことがあれば、依頼失敗の上に死亡している可能性が高い。そうなればランクを上げて依頼し直す必要もある為、治安維い持じの面でも必要なことだ。と、ダンが言っていた。

「メネウさんが行けば大だい丈じよう夫ぶでしょうけど……」

　頭からバカにしていた人間が助けに来たとなれば、変に反発されはしないだろうか、とトットは危き惧ぐしている。変な噂うわさが立つのはメネウにとっても有あり難がたいことではない。

　ラルフは黙だまっているが、もしメネウが乱入したとすれば、それはギルドのランク制から逸いつ脱だつした行こう為いになる。様子見だけで済まないようなら止めなければ、と考えていた。

「まぁ、もし乱入するならコレの出番だよ」

　ポーチからＺ仮面を取り出してメネウは笑う。

　ラルフとトットはその仮面を見ると「あ、大丈夫そうですね（だな）」と乾かわいた笑いを溢こぼした。

　リザードの肉から落ちた脂あぶらが焚たき火で跳はねる。そろそろ良い頃ころ合あいだろう。

「いただきまーす」

　冒険者たちのことは頭の隅すみに追いやって、まずは食事である。

　肉の表面で脂がジュワジュワと音を立てている。下味をつけた肉にかぶりつくと、鶏とり肉にくに似た弾だん力りよくと豚ぶたの脂に似た甘あまみが口の中いっぱいに広がった。

　意外とあっさりとした脂なのはトカゲだからだろうか。

　しつこくない脂がのった肉はあっという間に三人の腹に収まっていく。食べる端はしから各おの々おの串に刺しては火に焚くべて、また焼いては食べるを繰くり返した。

　野菜は野菜で朝買ったばかりの物をメネウのポーチで保存していたので、新しん鮮せんで美味しい。味に文句は無いが、メネウもトットも積極的に食事を摂とるようになって間もない。どうしても肉に惹かれてしまうのだ。

　余談だが、ポーチの中では物は劣れつ化かしようがない。メネウが任意でポーチの空間に物を入れるので、腐ふ敗はいや劣化を及およぼす微び生せい物ぶつはメネウに認にん識しきされず、中に入らない。また、酸素も中に入らないので真空無む菌きん状態になる。熱や冷気も『入れない』ので、鮮せん度どがそのまま保たれるのだ。

　寄生虫なども勝手に弾はじかれる為、メネウのポーチに一度入れた肉ならば生でも安全である。

　ただ、腐くさった肉などはメネウが腐っていると認識する為に、鮮度が巻き戻ったりはしないようだ。

　三人がお腹なかいっぱいに食べ終わった頃、川の上流の方から複数の気配がした。

　あの冒険者たちだろうか。安全地帯とはいえ、魔物が全く寄ってこない訳ではない。

　まだ遠い地点にいるうちにメネウが魔法で灯あかりを飛ばして確認すると、やはり例の冒険者たちだった。

　何人か大おお怪け我がをしたようで、支えられたりしながらよろけて帰ってきている。

「トット、この薬買ってもいいかな」

　ポーチを軽く叩たたいて尋ねると、トットは「それは元々メネウさんのものです」と言って笑った。

　あの冒険者たちに使うことが流れで分かったのでトットにしたら面おも白しろくない気持ちはあったが、メネウはあの人たちを助けたいからする、のではなく『冒険者としてこうしたい』と思って言っていることも分かる。

「ありがとう。じゃあ二人とも手伝ってくれるかな」

　メネウはそう言って、どう見ても潰かい走そうしてきた彼らに向かって歩き出した。

　合流地点でメネウはあるだけの敷しき布ふをポーチから取り出し、ラルフとトットと共になるべく平らなところに並べた。

　重じゆう症しよう者しやは五人いる。

　彼らをそこに寝ねかせ、軽症者には買っても使っていなかった中級回復薬を配った。

　三パーティの面々は、盾たて役が三人、魔導師二人、治ち癒ゆ師し二人、剣士、暗殺者、槍やり使いという攻こう撃げき職が四人だった。計十一名いる。約半数が重症を負ったようだ。

「これで全員？」

「あぁ。斥候だけのつもりが、あいつらの規模が予想以上にでかくてな。いつのまにか巣に突っ込んじまっていたらしい……」

　軽傷の盾役に訊いた。重装備の彼らは斥候には向かない為、殿しんがりを務めていたという。

　彼の腕うでも血が滲にじんでいる。

　レベルやＨＰという概がい念ねんはあっても、それは肉体の損傷を数値化しただけで、ＨＰが１残っていれば戦えるという訳ではない。

　それはただ、まだ呼吸ができて心臓が動いていますよ、ということに他ならない。

　怪我や病気はスリップダメージになるのだ。

　魔法回復薬は経口摂せつ取しゆすることで体内の魔力量を一時的に増やし、自動でヒールを行う効果がある。

　他人がヒールを掛けるより、自分の魔力を使う為に負担が少ない。

　低級ならヒール、中級ならハイヒール、上級は治癒師でも使い手の少ないエクセレントヒールの効能を持つ。

　メネウはどの魔法も使えるが、今は薬があるのだからこちらを使うべきだと判断した。

　身体の負担もそうだが、職業から逸脱した行為は歓かん迎げいされていないものだ。

「さ、飲んで」

「飲んでください」

　自分で歩ける程度の怪我をした人間は配った中級回復薬で全快するだろう。

　動けない人間には三人で上級回復薬を飲ませて回った。みるみるうちに傷が消えていく。

「お、おいそれ上級回復薬じゃねぇのか……？」

　上級回復薬は一つ銀貨二十枚……金貨二枚の価値がある。どんな大怪我でも大抵は治してしまう『死ぬか破産か』という代しろ物ものらしい。

　彼らはその支払いができる程懐ふところが潤うるおってはいないのだろう。

「大丈夫ですよ、うちの優ゆう秀しゆうな錬金術師のお手製で、タダですから」

　メネウは笑って告げた。その瞬しゆん間かん、盾役の男の顔色が変わった。相手のレベルは10で、上級回復薬なんて高級品を持っている。コツコツと依頼をこなすよりも、奪うばってしまった方が余程稼かせげる。魔が差した、という瞬間だろう。

　その視線を見み逃のがしてやる程、ラルフもトットも優しくはない。

「メネウさんに感謝してください。僕は他人を馬鹿にする人は、嫌きらいです」

「そう言うな。調子に乗って全快したところで襲いかかってきたら、今度は全員重症にして放置して帰るだけだ」

「低級か中級なら手持ちか荷物番の方がお持ちですよね。メネウさんもラルフさんも犯罪者にしたくないので生きて帰ってくださいね」

「アイテム狙いの強ごう盗とう、ましてキャンプ地でなら正当防衛で済むだろう。メネウはレベルだけは10だからな、レベルだけは」

　レベルを見てメネウを侮あなどった上に侮ぶ辱じよくした鼻っ柱の高い冒険者がやりそうなことに、釘くぎを刺しておく。

　いっそ煽あおっているような調子のトットとラルフを慌あわててメネウが止めた。

「ちょ、ちょっと二人とも……彼らがそんな馬鹿な真ま似ねする訳ないじゃないか。キャンプ地で争うのはご法はつ度とだよ。冒険者がそんな真似したら即そつ刻こく盗とう賊ぞく落ちだよ。誰だれがここに来ているか記録を取られてるんだから」

　彼らの傷は治ったが、防具も武器もボロボロだ。それで勝てるほどこの三人は甘くない。準備万ばん端たんでも勝てる理由も道理も無い。

「そうだな。スマン、言い過ぎた」

「僕もごめんなさい」

　どんどん青ざめていった軽傷だった冒険者たちに、ラルフとトットは満足して謝あやまった。

　魔が差しただけで盗賊落ち、その上重症にする何かしらの手を持っていると彼らは言っている。

　少し考えれば分かることで、上級回復薬を作れるのなら、相そう応おうの毒も作れるということだ。眼鏡をかけた剣士の殺気も肌はだに刺さる。

　ラルフとトットは最初にメネウが馬鹿にされたことが相当悔しかったらしい。

　メネウがせっせと治ち療りようにあたっていた重症者も起き上がってきた。もう大丈夫そうだ。

　彼らが至し極ごく恐きよう縮しゆくして（何人かは青ざめていたが）礼を言ってテントに引き上げてから、血や泥どろで汚よごれた敷布を回収する。

　トットが汚れを分ぶん離りしたものから、順にポーチに戻した。錬金術便利。

「いやー、冒険者っぽいことしたな！」

「……そうだな」

　呆あきれるほど鈍にぶいメネウにラルフが疲つかれたように返す。

　その後、テントに戻った冒険者たちはお裾すそ分わけの肉を喜んだ。

　魔が差した何人かは、何が入っているのか怖こわくて中々口にする気が起きなかったようで、リザードの肉を食べ損そこねて干し肉を齧かじったのだった。
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　Ｄランクに上がったメネウたちは、なるべくＣランクの依い頼らいを受けるようにして早期ランクアップを目指していた。

　冒ぼう険けん者しやランクＥはお試ためし期間だったらしい。

　Ｄに上がった時点で識別プレートが配布される。冒険者の氏名、ランクが記されており、魔ま物ものが嫌きらう金属で出来ていて、戦死した場合もプレートだけは回収できることが多いことから着用が推すい奨しようされている。

　長方形の薄うすい板の両りよう端たんに穴が空けられチェーンが通してあり、ネックレス状になっていた。

　Ｃランク依頼は討とう伐ばつの他に護衛もあったが、メネウの「時間が掛かかるのは嫌いや」という鶴つるの一声で討伐依頼のみを受け続けることとなる。

　平均討伐レベルは35～40で、道中で倒たおしたホブゴブリンのような、数と連れん携けいを武器にする魔物も多くなった。

　すっかり定宿となった女将おかみさんの『トンカチ亭てい』では、リザードの肉を分けたことや金かね払ばらいがいいのもあってか、日帰り依頼の時にはお弁当を作ってくれるようになったので食しよく糧りよう事情が改善。

　何日滞たい在ざいするかわからないから、と金貨三枚を支払ったのが良かったのかもしれない。

　Ｂランクの依頼が受けられるようになればダンジョン入りできる。

　メネウは今、依頼を一つ終えた後に、一人で図書館に来ていた。

　学校は首都にしかないが、工こう房ぼうが多く学ぶ人間が多いこと、周辺にはダンジョンや魔物が生息する区域があることから、知識の共有化の為ために造られたらしい。

　ミュゼリア近きん郊こうのダンジョン『迷めい宮きゆう・カノン』にはちゃんと神しん獣じゆうがいるらしい。ただ、その最下層に到とう達たつできた最後の記録は百年は前になるのだが。

　神獣との契けい約やくの為にも、今は七つのＣランク依頼の達成（Ｄランク冒険者がＣランク依頼を達成すれば一度で三回分と数えられる）に向けて邁まい進しんしなければ。そう心に決めてメネウが町の図書館を出たのは、すっかり空が暗くなっていた。

（やべ、トットたち待っててくれてるかな）

　ラルフがついているから、もしかしたら先にいつもの食堂に行っているかもしれない。

　足早に通り過ぎる人ひと混ごみの中、道に面した店の軒のき先さきに次々と灯あかりがともる。

　トン、とフードを目ま深ぶかに被かぶった男と肩かたがぶつかった。

「失礼」

「あ、すみません」

　互たがいに軽く謝あやまって通り過ぎた。……過ぎた気がした。

　ビクッと『椅い子すに座すわった身体からだ』が跳はねる。

　目の前には横長の大きなモニターが二枚、タブレットが一枚。スケジュールの書き込こまれた卓たく上じようカレンダー、進行表、赤ペンとボールペンと複数のシャーペン。

　スマホを見たら、８月27日午前09：25と表示されている。

　そうだ、自分が死んだ日だ。

　少し湿し気けった黴かび臭くさい部屋の中で、エアコンがフオォーと風を送っている。締しめ切られ、カーテンが閉じられた部屋の中に外から蟬せみの大合唱が響ひびいていた。

　呼吸が荒あらくなる。

　心臓が痛いほどに心しん拍ぱく数が上がる。耳の奥おくで血潮が荒あれ狂くるっている音がする。

（俺おれはこの部屋を、知っている）

　脂あぶら汗あせがドッと噴ふき出た。エアコンは利きいていて涼すずしい位なのに、汗あせが止まらない。

　その汗を拭ぬぐおうと動かした腕うでが妙みように重い。

「ヒッ……」

　視界に入った手はペンだこがあるのに妙にぶよぶよとして、それでいて骨張っている、生白い手。

　小さな悲鳴が漏もれた。

　メネウ……山やま本もと和かず也やは、鈍どん重じゆうで軋きしむ身体からだを動かしてトイレに駆かけ込んだ。栄養ドリンクの空き瓶びんが足にぶつかって何本か吹っ飛ぶ。

　便器の中に吐はいた。吐と瀉しや物ぶつは胃液と水分だけだ。嫌な臭いのする便器に蓋ふたをして、水を流す。

　機械的に手を洗ってうがいをし、洗面所の鏡を不意に見てしまった。

　酷ひどい隈くま、落ち窪くぼんだ目、こけた頰ほおに、皮が余って二に重じゆう顎あごになっている。背は猫ねこ背ぜで右に傾かたむいていて、今見たら髪かみが所々抜ぬけ落ちていた。円えん形けい脱だつ毛もう症しようだろう。

　こんな見た目になるまで身体にストレスを与あたえ続けていればそうもなるだろうな、と鏡に自然に手を触ふれた。

　蟬の声は止やまない。心拍数も戻もどらない。呼吸も荒いままだ。

「はっ……はっ……」

　ラルフは、トットは。メネウは。セケルは。

　フローリングの床ゆかが素す足あしに冷たい。じっとりと足裏まで汗をかくのに、身体の芯しんが冷え切っている。

　戻りたいなんて、思っていなかった。

　今いま更さら戻ったとしても、何をしていいかわからなかった。

　やっとセケルに素す直なおに礼が言えるようになったのに、やっと他人と食しよく卓たくを囲めるようになったのに、このワンルームで絵を描かくことに生き甲が斐いを見み出いだせるとはとてもじゃないが思えない。

（怖こわい……）

　そう、怖い。

　元々現実だったものが、怖い。

　向き合うのが、怖い。

　積み上げてきたものは仕事の実績と信しん頼らいだけ。

　人との繫つながり、己おのれを大事にすること、過去との折り合い、変わってしまった何もかもを、急に『ここ』に戻されてもどうしていいか分からない。

　視界の端はしに何か動くものがあった。ゴキブリのようだが、やたらと大きい。

　そこを見ると『スカラベ』が居た。

　和也の目が大きく見開かれる。

　鈍重な身体を無理やり操あやつってスカラベを捕つかまえる。そもそもこの虫は逃にげる気がなさそうだった。

　枕まくら元もとが黄ばんでいる布ふ団とんにスカラベを抱かかえて横になる。

　声は出そうと思ってもうまく出なかった。

　だから頭の中で必死で唱えた。

（セケル、セケル、セケル……!!）

　意識が落ちていく。

　あの引っ張り上げられるような感覚も無く、落ちていく。

　頭が悲鳴をあげることすら許されない程ほど痛むのに、意識はもう身体から離はなれかけている。

　ダメなのか？　と思いながら、和也はベッドの上で、もう一度死んだ。

　極度の興奮状態に弱った脳血管が耐たえられなかった故ゆえの、くも膜まつ下か出血だった。




「大……すか」

　目の前が暗い。誰だれかに抱えられている感覚がする。背を支える腕は安心して全すべて委ゆだねられるように微び動どうだにしない。

「……夫ですか、メ……ん」

　遠く声が聞こえている。

　全身を叩たたきつけられるような頭痛もしない。

　恐おそる恐る目を開いた。あぁ、目を開いてまたあの現実だったらどうしよう、と身構える。

　ボヤけた視界は白く歪ゆがんでいる。何な故ぜか左手の中でジタバタと動く気配がしたので、そっと力を抜いて放してやった。

　視界がクリアになってくる。

　目の前には永遠に続く白。と、モノクルを掛けた紳しん士しが焦あせった顔でこちらを見ていた。

「大だい丈じよう夫ぶですか、メネウさん」

「セ、ケル……」

　呼び返すと彼かれは安あん堵どの息を吐く。

　目を見開いて飛び起き、己の手や顔を目で見て、触さわって、確かめた。

　この身体は山本和也じゃない。メネウの身体だ。

　心臓の音が煩うるさかったが、さっき体験した程酷く痛まない。

　涙なみだが零こぼれた。

「はぁ──……」

　大きく息を吐く。

　暫しばらく涙が落ちてきていたが、徐じよ々じよに呼吸も心拍数も戻ってくる。セケルはじっとそばにいてくれた。

　落ち着くと、座ったまま隣となりにいるセケルを見る。

「俺……どうしたの？」

　メネウが聞くと、セケルは苦く笑しようして手を貸してくれた。

　いつのまにか現れた、もしくは元々そこにあったソファに座って話を聞く。

「まずは、無事でよかった。地球にあなたが定着してしまったら、もはや引き戻すことは不可能でした」

「あれは……転生前の世界、なのか？」

「そうです。あなたが過労死しなかった、というｉｆの世界。そこであなたが現実を受け入れていたら、あの並行世界が確立していたところです。あなたの魂たましいと精神、そして名前、ホルスによる影かげが今の肉体にあなたを引き戻しました」

　魂と精神と名前、はまだ分かる気がするが、ホルスによる影とは何のことだろうか。

　難しい顔で首をかしげると、セケルが近くを這はっていたスカラベを指差した。

「アアル……葦あしの原野に戻ってこれたのは、あなた……メネウさんの名前が豊ほう穣じようを司つかさどる神から戴いただいたものということ。ホルスたる太陽の運行者ケプリの眷けん属ぞくがあなたの『魂についていった』ことで『メネウ』さんの影があの世界に存在し得たこと。精神が少なからず成長していた為にあの世界を拒こばんだこと。魂と、あなたと関わった人がメネウという名前を覚えていたこと。それが合わさってあなたは戻ってこられました」

「葦の原野……？」

　呟つぶやいた瞬しゆん間かんに、永遠の白だと思っていた世界が一面の葦に覆おおわれた。稲いねに似た、何の変へん哲てつもない雑草である。

「ここは地球での信しん仰こうによるところの楽園と呼ばれる場所」

　セケルが手をかざすと、また世界は一面の白に戻る。

「同時に、死後魂が行き着く冥めい界かいと呼ばれる場所」

「……壮そう大だい過ぎてよく分からなくなった」

「仕方ありませんよ、人間とは考える葦のことですが、思考とはどこまでも飛ひ躍やくしうると同時にゴールのないマラソンです。それに全てを懸かけた人だけが理解できることなので、とにかくあなたはメネウとして今生きている世界に戻れる、ということだけ覚えておいてください」

「……よかった」

　スカラベがメネウの足元にやってきて、後ろ脚あしでメネウを蹴けり始めた。

　助けてもらったことは分かるのだが、この動作は一体どういうことだろうか。あの日は冒険者を助けたことですっかり忘れていて聞きそびれたのだ。

「なぁ、俺町の中でも蹴られるんだけど。ホルス？　ケプリ？　に嫌われてるの？」

「あぁ、いえ……ホルス神はあなたをからかっているんですよ。構いたくて仕方ないんです」

「眷属使って糞くそ野や郎ろうの烙らく印いん押おすってどんな構い方?!」

「でも、おかげであなたは助かりました。少しだけ大目に見てあげてください」

（ホルス神が下した命はあなたに近付くことだけなので、蹴られているのは加護を受けた新参者への……新人いびりだということは黙だまっておきましょう）

　そんなことを考えたセケルがくつくつと笑っている。

　メネウは大きく嘆たん息そくすると、足元の虫の背を撫なでた。

「ありがとうな」

　一瞬足を止めて反転し、こちらをじっと見上げたスカラベは、また反転して蹴り始めた。

　ありがとうございますだろルーキー、という視線だったのだが、虫の考えはメネウには分からない。

　あんな怖い事態に陥おちいった時に助けてもらったのだから、メネウは蹴られることを気にしないことにした。糞野郎でもいい。

　すれ違ちがい気味の先せん輩ぱいと後輩である。

「さて、今回の事象の原因ですが……力ある神の仕し業わざだと考えられます。どの神も冥界を通った形けい跡せきが無いので……私が感知出来ないということは、もはやあの世界の中に『神がいる』と考えてください。そして、その神は悪意を持ってあなたに接せつ触しよくを図はかりました」

「…………敵として見られてる、ってこと？」

「そう考えられるでしょう。私も、今後はより警けい戒かいしてあなたを見守りますが……二度とこういう事態に陥らないようにロックも掛けておきます」

「頼たのむ……、もう戻りたくない。すげぇ怖かった……」

　それが元々自分の生きていた現実であったとしても。あの現実を作ったのが自分だとしても。

　既すでに別の人生を生き、他人との繫がりを持ち、目標をたてて努力している。

　飯を食い、クソをして、戦い、眠ねむって、笑い、怒いかり、悲しみ、喜びを知って。

　それをいきなり取り上げられることの恐きよう怖ふ。戦う術すべも無く、抗あらがう術もなく、顔も知らない誰かに掌てのひらの上で生死すら自在に操られる。

　はっとしてセケルを見た。彼は落ち着いた表情で頷うなずく。

「はい。たぶん、天空樹の法則に干かん渉しようしている『誰か』もその神でしょうね」

　ならばなんと恐ろしいことだろう。神と敵対する、ということが骨身にしみて分かってしまった。

　セケルは完全に厚こう意いで雑草に過ぎない自分を拾い上げてくれた。取るに足らない、造作もないことだと、話を聞いていて少しぞっとした位だ。

　だが、その厚意を信じる。

「メネウさん」

「あ、うん。ハイ」

　考え込んでいたメネウの顔をセケルが覗のぞき込む。

「私は冥界の神ですが、一人間であるあなたが信仰を広めてくれなければ、あなたを転生させることは叶かないませんでした」

「……うん」

「あなたは地球に戻るのは恐怖でしょう。ですが、地球であなたが成したことによって、あなたはもう一度生きる機会を得たのです。神である私を巻き込んでね」

　茶目っ気たっぷりにウインクするセケルに、メネウは思わず泣きながら笑った。

「うん……、うん」

「恐れずにもう一度、メネウさんの生きている世界に戻ってください。あなたには私とホルス、ほかにもたくさんの神々がついています」

　泣き止まない子供をあやすように、手を握にぎって揺ゆらされた。

「こちらでも引き続き調査しておきます。何か分かったらすぐお教えしますから、今はメネウとしての人生を謳おう歌かしてください」

「……ありがとう、セケル」

「私はあなたの親であり子ですから。大丈夫ですよ」

　励はげまされたメネウは袖そでで涙を拭う。

　身体が引っ張られるような感覚がした。

「また来るよ。今度はちゃんと、あっちから」

「はい。お待ちしてます」

　そうしてメネウは虚こ空くうの穴に落ちていく。

「……あなたも構いたくて仕方ないんですよね？」

　セケルが振ふり返って尋たずねると、そこに人が立っていた。

「わかってんじゃねーか。オレがアイツを近くで守ってやるよ、たぶんな」

「安心できるんだか、出来ないんだか……」

「神ってのは気き紛まぐれなもんだろ。まぁ、オレがついてんだから安心しな」

「頼みますよ」

　それに応と答えて、その人はメネウが落ちていった穴に自ら飛び込んだ。




　ミュゼリアの道、元の場所で足を一歩踏ふみ出した状態で気が付いた。

　時間にしたらほんの一瞬だったのだろう。

　勢いよく振り返ったが、さっきぶつかったフードの男は見当たらなかった。暫く視線で捜したが見付けられない。

（アレが、例の神……だったの、か？）

　足元から、スカラベが一匹ぴき離れていった。

　軒先の明かりでオレンジに照らされた人混みを歩いて、トンカチ亭に向かう。

　歩いていた足がだんだんと小走りになり、人混みが切れたところで思い切り駆け出した。

　宿屋の前で待ち合わせていたラルフとトット、スタンがメネウを見つけて手を振る。

（これは、ちゃんと現実か？）

　ドクン、と心臓が脈打つ。

　恐怖から少し離れた場所で立ちすくむメネウに、二人と一羽は臆おくすることなく近づいてきた。

「おかえりなさい、メネウさん」

「そんなに汗をかいてどうした。体調が優すぐれないのか？」

「ピロ？」

　スタンがトットの肩からメネウの肩に移る。

　微かすかな重さと羽う毛もうの温かさに鼻の奥がツンと痛む。

「……生きてる」

　ちゃんとこの世界でメネウは大地に足をつき、しっかりと生きている。

「……本当に大丈夫か？」

「く、薬調合しますよ！」

　ラルフとトットが心配して声を掛けてくる。メネウは零れてきた涙を袖で拭って首を横に振る。

　転生したことは言ってはいけない。

　だからさっきのことを話すことはできない。

　それよりも、今はこの温かさが嬉うれしかった。心底安心出来た。

「よぉし、お父さん今日は奮発しちゃうぞ！」

　メネウが笑って言うと、生なま温ぬるい視線が帰ってきた。

「誰がお父さんだ」

「お金に糸目つけたことあったんですか？」

「無いな」

「いつもお腹なかいっぱい食べてますよね」

　ラルフとトットの波状口こう撃げきも、変な感じだが当たり前で嬉しい。メネウは二人の真ん中に収まると肩を抱だいて歩き出した。

「そういう気分ってこと！」

　迷めい惑わくそうにラルフには腕を払はらわれたが、隣からは退かない。

　トットは肩を抱かれていても笑ってメネウを見上げている。

　いつもの食堂で、今日もお腹いっぱい食べて、一いつ緒しよにトンカチ亭に帰って眠った。

　その際女将さんと顔を合わせ言葉を交かわしてまたメネウが泣いたのは、彼らだけの秘密である。




　次の日から、また依頼をこなす日々が始まった。

　時にはまたキャンプをしながら、メネウは討伐依頼に埋まい没ぼつした。何かをしていないと、前世に引き戻されたことを思い出して怖くなるのだ。

　町中を一人で歩くのが怖くなり、なるべく他人と接触しないように気を付けた。そんなことをしなくてもいいと分かっているのに、どうしても怖かった。

　トットも、ラルフとメネウのサポートを受けて魔物を倒しているうちに、レベルが上がり物理方面のステータスも二桁けたに増えた。他にも攻こう撃げき用の爆ばく薬やくなどを錬れん成せいしており、多少なりとも守られるだけの存在から脱だつ却きやくしつつある。

　聞けば錬れん金きん術じゆつ師しの工房を巡めぐったり、図書館に行ったりなどして彼なりに勉強もしているらしい。

　そうしてミュゼリアの町の最短記録で、彼らはＣランクに上り詰つめた。

「皆みなさん、お疲つかれ様です。こちら新しい識別プレートになります。……さっそくですが、お待ちかねのダンジョン、挑いどまれますか？」

「挑む？　挑めるの？」

「ハイ！　ダンジョン攻こう略りやくとなると時間がかかります。依頼を受けられていては満足いく場所に辿り着く前に時間が経たってしまうでしょう。期限を過ぎては元も子もないので、ダンジョンは特別に挑むことが許されています。もちろん、実力が無い方を入れてみすみす亡なくならせる訳にはいきませんのでＣランク以上との規定が定められていますが」

　三人は視線を交わして頷いた。

「お願いします！」

「で。もう一つ規定がありまして……最低でも四名で挑んでもらわなきゃいけないんです。もう一人どなたかを入れてパーティを組んでください」

　そしたらまた来てくださいね、とにべもなくカウンターから追い出された。

「め、面めん子つがたりない、だと……」

　メネウが両手両りよう膝ひざをついて絶望しているのを、トットがしゃがんで宥なだめていた。

　冒険者ギルドは酒場も兼かねているので、喧けん騒そうの中では別に目立つことでもないのだが。

「くっそー！　ダンジョン行けると思ったのに！」

　子供のように地じ団だん駄だを踏みかねない勢いでメネウが叫さけぶも、その声もまた、喧騒や笑い声にかき消された。

　しかし、それを聞いていた者がいる。ギルドの隅すみで酒を飲んでいた女が近づいて来た。

「よぉにいちゃん。なんならアタイが手を貸そうか？」

　メネウが視線を上げる。

　褐かつ色しよくの肌はだに革製のショートパンツに、豊満な胸を前の開いた丈たけの短いライダースジャケットと胸当、少しの布が覆っている。腰こしには対ついの短たん剣けんを下げ、紺こん色いろの髪に金色の目をした女性だった。猫ねこのような印象の、つり目がちの大きな目をした美女だ。

　立ち上がると背はメネウの肩位だろうか。

　不敵に笑って見上げてくる。

　不意にステータスを表示して、彼かの女じよは言った。

「アタイはセティ。にいちゃんたちダンジョンに行きたいんだろ？　アタイもさ。人が足りなくてどうしようかと思ってたんだ」

　片手で識別プレートを見せてくる。ランクはＢ。レベルも74のシーフで、二十二歳さい。少なくとも『守る』必要は無さそうだ。

「あ、の、はじめまして、メネウです。……本当に一緒に行ってくれるんですか？」

　ステータスを表示させて挨あい拶さつがてら恐る恐る訊きくと、セティはメネウのぎこちなさをおかしそうに笑った。

「なんだい、野の良らでパーティ組むのは初めてかい？　こんなのはよくあることさね、アタイの評判が気になるならカウンターで訊きな」

　カウンターに視線をやると、オッケーです、とばかりに受うけ付つけ嬢じようが親指を立てた。

　依頼の成功率などは全て記録されている。セティのことは受付嬢も知っているのだろう。

　メネウは笑って右手を差し出した。

「ありがとう、よろしくお願いします。セティさん」

　パン！　と手を合わせて握ったセティはカラカラと笑った。

「なぁに堅かたっ苦しい挨拶してんだい！　男なら握あく手しゆのフリして女の胸を鷲わし摑づかむ位の気き概がいは必要だよ！　アタイのことはセティと呼びな！」

　それをやったら、この世界においても完全に痴ち漢かん行こう為いである。

　ちょっと面めん倒どうくさい人だったのか？　と一いち抹まつの不安を覚えたが、竹を割ったような性格の雰ふん囲い気きは今のメネウには好ましかった。

「さ、後ろのお二人さんもアタイが一緒でも構わないかい？」

　ラルフとトットに訊いているのだろう。二人も了りよう承しようしたので揃そろってカウンターに行き、攻略許可を貰もらった。

　出発は三日後だ。

　また冒険者ギルドの前で待ち合わせることに決めて、セティと別れた。
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　その日の夜のことである。メネウとラルフの部屋に不意の来客があった。

「ちょっとちょっとちょっと、あんたらこんなとこにいたんだね！」

　アルベリヒである。そういえば、彼かれ（彼かの女じよ？）は表の世界に来ているのだった。

　あれ以来音おと沙さ汰たも無かったのですっかり失念していたメネウだが、窓を開けて部屋の中に招き入れてやる。

「どうしたの？」

「どうしたもこうしたもないよ！　『誰だれか』の痕こん跡せきが見つかったんだが……私じゃどうにもできないのさ。助けておくれ！」

　一気にきなくさい話になった。

　天空樹の法則に干かん渉しようする『誰か』は、妖よう精せい王として影かげの世界と表の世界を往来するアルベリヒにも痕跡が摑つかめなかった存在だ。

　それが、表の世界に出てきてすぐに痕跡が見つかったという。

　また、メネウが前世に引き戻もどされた一件がある。『誰か』は『神』だというのだ。神の残した問題の種をはたしてメネウが解決できるのか？　と疑問に思った。

「今はもう『誰か』の気配は無い……、でも、私じゃ近付けない位禍まが々まがしい気に溢あふれてるんだ」

「それは……一体、何？」

「塔とうさ。禍々しい気配に溢れていて遠くから観測するので精一杯だったが、人気のないところに建てられた塔がある。中には生命反応も多数見受けられた」

　アルベリヒの言葉にメネウは考え込こんだ。『誰か』と対面することはメネウにとっても恐きよう怖ふだが、その残ざん骸がいの後片付け位ならばできそうだと思う。

「ってことなんだけど、ラルフも来る？」

　振ふり返って尋たずねたメネウだが、その時には既すでに革かわ鎧よろいを身に付け帯たい剣けんした姿でラルフは控ひかえていた。

「置いていくつもりだったのか？」

「ですよね、ごめんなさい。……トットは最近疲つかれることばっかりだったし、置いていこうか」

　そこで部屋のドアがバーンと勢いよく開いた。

「僕ぼくも！　行き！　ます！」

　どうやら話を聞かれていたらしい。

　成長期の子供を夜に連れ回すのもいかがかとは思うが、一人で置いていってもすることもないだろう。メネウは困ったように笑ったが、それを止めようとは思わなかった。

「じゃあ、皆みんなで行こうか。ダンジョン前の肩かた慣ならしだ」

　巨きよ大だい化したスタンに三人が乗り、アルベリヒは自前の羽を使って三人を案内した。

　ミュゼリアからそう遠くない場所にその塔はあった。ヤン渓けい谷こくの奥おくまった場所から、少し森に入ったところだ。

　五階建ての塔は確かに禍々しい気を放っている。周囲の植物は枯かれ、夜なのに赤い目を光らせた烏からすが何羽も枯れ枝にとまり、侵しん入にゆう者しやが来たことを告げるように鳴いている。

　どうしてこんなものが放置されていたのかは謎なぞだが、おそらく何らかの手段でこの塔の存在を隠かくしていたのだろう。

　塔の前の開けた場所に四人は降り立つと、メネウは腰こしに手を当てて塔を見上げた。

　石造りの厳いかめしい塔は壁へき面めんに蔦つたが絡からんでおり、各階にいくつかずつ窓が開いている。ホールケーキを重ねたような円柱状で、さぞいかがわしいことに使われていたのだろうことが窺うかがえる。

　入り口は一階に一つ。

　アルベリヒの言によれば放ほう棄きされているのだろうが、この禍々しさの原因は取り払はらわねばならない。つまり中に入らなければならないのだろう。そして、大たい抵ていの場合、一番まずいものというのは入り口から一番遠いところ……すなわち最上階にあるものなのだ。

「ここを上るのは面めん倒どうだなぁ……」

「面倒でもなんとかしてくれないと、周りを見なよ、森が死んじまう」

　アルベリヒの焦あせったような言葉に、メネウはにっと笑った。

「上るのは面倒だけど、攻こう略りやくはするよ」

　するとメネウはスケッチブックと絵筆を取り出す。

　真っ暗な森である。自分の手元も見えるか危あやうい真の闇やみの中で、どうやって描えがこうかと考えあぐねていると、アルベリヒの全身が銀色に発光した。

「すごい。助かる、そのままそこに居て光ってて」

「分かった。光ってればいいんだね」

　アルベリヒの光の下もと、メネウが描いたのは巨大なハンマーだった。

「召しよう喚かん！」

　メネウの身の丈たけ程ほどはあるだろうか。木製の、槌つちの部分が大きなハンマーである。

「よし、ちょっと見ててね！」

　メネウはそのハンマーを持って塔に近付くと、ハンマーで塔を横から思い切り殴なぐった。

　塔の階層の境目にそのハンマーの衝しよう撃げきで光の筋が入ると、殴られた勢いのまま一階部分がスコンと横に飛んで行った。

「なぁっ?!」

　アルベリヒの悲鳴があがった。ラルフは苦い顔をして片手で頭を抱かかえ、トットの目がきらきらと輝かがやいている。

　スコンと飛んで行った塔の一階部分は少し離はなれた地面に着地した。そして、残された二階から五階部分はそのまま真まっ直すぐ地面に落ちた。

　入り口の無い四階建ての塔の出来上がりである。

「ちょっと入り口塞ふさいじゃうから、トット、二階（だった）部分を向こうの方に殴って」

　そう言ってメネウはトットにハンマーを託たくすと、一階部分から見て二時の方向を指差して指示をした。アルベリヒは開いた口が塞がらない体ていである。

「ちょ、ちょっと待ちなよ、アンタ一体何したのさ！」

　一人入り口を塞ぐ為に塔から離れたメネウに、アルベリヒが慌あわてて追いかけてきて尋ねた。

　メネウはラルフたちの方を窺いながらひそひそ話で答える。

「だるま落としって遊びでね、重なった駒こまをハンマーで横に叩たたいてうまく飛ばせるかって遊びなんだけど……なんでもだるま落としにするハンマーを創つくった」

「遊び?!」

「声が大きいよ。俺おれは一応記き憶おく喪そう失しつってことになってるし、転生したことは内ない緒しよなんだから」

「あ、遊びで……」

　あの禍々しい塔を遊びで崩ほう落らくさせたというのだ、この男は。

　そうこうしている間に吹ふき飛ばした一階部分に辿たどり着く。メネウは絵筆で土魔ま法ほうを描いて入り口をたちまち岩がん盤ばんで塞いでしまった。

「とりあえず解体が済むまではこれでよし、と」

　と、言ってる間に背中の方で小こ気き味み好よいスコンという音が聞こえた。トットが上う手まくだるま落としを成功させたらしい。

　走って戻ると、トットがハンマーを手に感動に打ち震ふるえていた。

「す、すごいです。まるで軽い木か何かを殴ったように、すこーんと飛んで行きました……！」

「だろぉ～？　よーし、この調子で次はラルフいってみよー！」

「断る」

　ほとんど魚の死んだような目でそれまでの出来事を黙だまって見み詰つめていた剣けん士しは渋しぶい声で言下に告げた。

「えぇー……頼たのむよ、順番なんだよ」

「何の順番だ」

「順番に殴っていくってルールがあるんだよ。だからラルフ、あっちに向かって思いっきりやっちゃって！」

　無理やりハンマーをラルフの胸むな元もとに押おし付けると、メネウは今度は一階から見て四時の方向を指差した。

　それでも得体の知れない道具を扱あつかうのに抵てい抗こうがあったラルフは中々受け取らなかったが、メネウが無理やりハンマーを握にぎらせ、殴る位置まで背中をぐいぐいと押して移動させたところで深いため息を吐ついた。

　どうやら参加しなければならないらしい。

　確かに、五階もある塔を一階から順番に攻略するというのは骨が折れる。骨が折れるが、心はここまで複雑骨折しなかったに違ちがいない。

　一度腹を決めてしまったラルフは両手でしっかりとハンマーを握ると、据わった目で塔に向ってハンマーを打ち込んだ。

　スコーン、と軽い音をたてて光の亀き裂れつが入った塔の三階（だった）部分がメネウの指示した方向へ飛んでいく。

「おー、いいねぇ。やるじゃんラルフ」

「うるさい、話しかけるな、自分で殴った物の質量が自分の想像を超こえた物であった感かん触しよくがどれほどおぞましいか貴様には分かるまい」

「そこまで言う？　楽しめよなー」
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　苦にが々にがしい顔のままハンマーを突つき返されたメネウは、今度はアルベリヒにそのハンマーを向けた。

「はい、ラストはアルベリヒね」

「ちょ、ちょっと待ちなよ。私はこの塔には近付け……る、ね？　そういえばさっきからここにいるさね？」

「禍々しいだけのところに、俺みたいな能天気が来たから中和されたのかもよ？」

　実はメネウのこの言葉はあながち間違いではない。

　メネウという名前は生命の神の名前から戴いただいたものである。周囲を死に追いやる瘴しよう気きも、メネウの前では相そう殺さいされてしまうのだ。

「納なつ得とくいかないけど、事実は事実さね。どれ、貸してみ」

　そう言ってハンマーを受け取ったアルベリヒは、自分の身の丈の何倍もあるハンマーを大きく振りかぶって、他の階の無い場所へ向かって思い切り叩きつけた。

　これまたスコーンと四階だったものが飛んでいく。

「よーしこれで箱が五つになったな！　一番やっかいそうなのは後回しにして、一階からいこう」

「何をする気だ？」

　ラルフが怪け訝げんな顔をして尋ねてくる。

「そのまま燃やしてもいいんだけど、燃え残りが出るかもしれない。魔ま物ものとの接近戦になったら絵筆じゃ心こころ許もとないし、ナイフもリーチが短いし……」

　メネウが腕うでを組んでうんうん唸うなっていると、アルベリヒの服の裾すそから、これまた身の丈の何倍もある杖つえが登場した。

　夜の闇の中でも青く仄ほのかに光るような黒い杖で、先せん端たんの意い匠しようは太陽を象かたどっている。

「こんなこともあろうかと、ちゃんと武器を用意してきたよ！」

　アルベリヒはそれをメネウに手て渡わたした。

　軽い、とメネウは思いながら杖を縦にしたり横にしたりしながら眺ながめる。

「杖の飾かざり部分に持ち手があるだろ？　抜ぬいてみな」

　アルベリヒに言われるままに持ち手らしきところを抜くと、これまた夜空に星をちりばめたような刀身が出て来た。仕込み杖という訳だ。

「あんまり禍々しいんでね！　ちゃんと武器も用意したって訳さ！」

「これは便利そうだ……すごくきれいな杖だね。貰もらっていいの？」

「痕跡を消してもらう代金だと思っとくれ。まぁ、私もちょうどいいのがこっちにあったから持ってきただけなんだけどさ」

　それを人は泥どろ棒ぼうと言うのではないだろうか。

　しかし相手は妖精の王である。その上天空樹という秩ちつ序じよの管理者だ。人間のルールなぞ知ったことではないのだろう。

　メネウはこの杖の元の持ち主に会ったら正式に謝罪と代金の支し払はらいをして譲ゆずってもらおうと考えた。それほど気に入ったのである。

「今はまぁ、仕方ないから有効に使わせてもらおうかな……」

「仕方ないとはなんだい！　いいからさっさと処理しな！」

　知らぬは妖精ばかりなりである。

　とはいえ、アルベリヒの言葉にも一理あるのでメネウはさっそく杖を構えた。

　まずは一階に向かって炎ほのおと風の魔法を組み合わせた爆ばく破は魔法を範はん囲い指定して仕し掛かける。

　ファイアストームにエアカッター、ウインドストームと組み合わせると、エアカッターの範囲の中で炎と風の竜たつ巻まきがぶつかり轟ごう音おんを立ててその場で大爆発を起こした。

　その爆風がメネウたちの方にも飛んでくる。もうもうと煙けむりが立っていたが、そこから立ち上がってくる生命体はおらず、建材の石すら塵ちりとなった黒い跡あと地ちが残るだけであった。

「お、いけたな」

「いけたな、じゃない。いけたな、じゃ。なんでも燃やせば済むと思うな」

「だって実際いけたし……」

「程度を知れと言ってるんだ！」

　ラルフのお説教が落ちるが、メネウはこのやり方で他の階も燃やし尽つくすつもりでいた。

「……あと四回だけ目、瞑つむっててくれない？」

「……あと四回だけだぞ」

　たしかに建物ごと全すべて燃やし尽くしてしまえるのならばそれが一番危険が少ない。

　ラルフは渋しぶ々しぶ了りよう承しようすると、メネウはトットに注意深く距きよ離りを取るように言って（アルベリヒは勝手に逃にげている）、他の階層も一つ一つ丁てい寧ねいに爆破して回った。

　そして五階を爆破した時、一つの異変があった。

「お……？」

　爆破した黒い跡地には建物も生命反応も無いのだが、飴あめ色いろに近い黒い巨大な結けつ晶しようが焼野原の上に浮うかんでいた。

「あぁ……禍々しさの元げん凶きようはこれさね。周囲の自然のエネルギーを強制的に汲くみ上げて、普ふ通つうよりも強力な魔物を生み出すスポーンだ。こんなもの、残しておいていいはずがない」

　スポーンとはいうが、今のところ魔物が生まれる様子はない。もしかしたら、このスポーンが機能しなくなったからこの場所は廃はい棄きされたのかもしれない。

「これを壊こわせばいいのかな？」

「できるのかい？」

「この杖なら斬きれると思うから、斬ってみる」

　スポーンは巨大な結晶である。大きさが小さくなればスポーンとしての役割は果たさない。小さくなればなるほど、スポーンの能力も大きく減り、普通の結晶と変わらないものになる筈はずである。

　メネウは無造作に黒くろ焦こげになった焼野原を踏ふんで結晶に近付いた。

「き、気を付けてくださいね！」

　トットの声に片手を上げて答える。

　ラルフは自分には斬れないものだと判断して傍ぼう観かんしている。これは力で斬るものではない、と本能が告げているのだ。

「よーし、じゃあ細切れにしてみよう」

　メネウは仕込み杖をすらりと抜き払うと、力を抜いて正眼に構えた。

　動かない的を斬るほど簡単なことはない。

　怪あやしく光る黒い結晶に向かって、目にも留まらぬ速さで何度も剣けん戟げきをはなち、刃はを杖に戻すと同時に浮かんでいた結晶はどっさりと小石のような大きさになって地面に落ちた。力を失ったのだ。

「あぁ……森が力を取り戻している。めぐるべきだった力がめぐっているのを感じるよ」

「この結晶の山はどうしようか？」

「もう危険は無いと思うんだけどねぇ……」

　アルベリヒの不安そうな声に、メネウは自分の目にサーチを掛ける。

　頭の中には『元素結晶』とだけ出る。どうやら普通の結晶になってしまったらしい。

「結晶の加工、はさすがにできないな……」

「じゃあ私がやろう。この結晶のエネルギーを大地に還かえせばいいんだろう？」

「そう、焼け焦こげさせちゃったし」

「妖精はそういうことは得意なんだ、まかせておきな！」

　と、アルベリヒは言うと、ぽんっと音をたてて十人程の小さなアルベリヒに変身した。手のひらサイズである。

　小さなアルベリヒたちはせっせと結晶を浸しん食しよくされた大地にバラバラと撒まいていく。

　特に焼け焦げた五箇か所しよには多めに撒いたようだ。メネウはそっと反省した。

　ラルフの言う通り何事も程度が大事である。じゃないと後が大変だ。

　結晶を撒き終わったアルベリヒは元の大きさに戻ると、何事か祝詞のりとを唱え始めた。人間の言葉ではない、どこか懐なつかしいような響ひびきでありながら、意味はさっぱり分からない言葉だ。

　祝詞に反応して大地にばら撒かれた結晶がほんのりと光った。と、思うと大地に溶とけるようにして消えていく。

「これでよし！　数日もすればちゃんと緑も戻るよ、それまで人に見付からないように、私はここで隠いん蔽ぺい魔法をかけておくさ」

「じゃあ解決ってことかな？」

「そうだね！　いやぁ、まさか一晩で片が付くとは思わなかったよ」

　いい笑え顔がおで告げるアルベリヒの横顔に登る朝日が差し込む。

　すっかり朝である。

　メネウはその場にどっかりと座すわり込んで、長い息を吐いた。

　終わってみれば、なんとも長い夜だった。早く宿屋に帰って休みたい、その一心でメネウは何とか立ち上がった。




「あれ、あんたその杖……うちの人のところで買ったのかい？」

　宿屋に帰ったメネウたちは、はちあわせた女将おかみさんにそんなことを言われた。

　さっそく杖の元の持ち主が判明したが、うちの人とはいったいどういうことだろうか。

「工業地区で鍛か冶じ屋やをやってるのさ、うちの旦だん那な。人生の最高傑けつ作さくだって言って店にその杖を並べていたはずだけど……、あんたが買ったのかい？」

「あっ、えーと……実はこれ、落とし物でして。昨夜拾ったんですよ。持ち主が分かって良かったなぁ～～、さっそく返しにいかないとな～～！」

　メネウは女将さんの目を見れないまま態わざとらしく告げると、鍛冶屋の場所を聞き出して工業地区に向かった。
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　トンカチ工こう房ぼう、という武骨な看板を掲かかげた武器屋はすぐに見つかった。

「こ、こんにちは～……」

　メネウは恐おそる恐るという様子で声を掛かけながら扉とびらを開けて中に入った。

「へいらっしゃい！　なんでぇ兄ちゃんら、朝っぱらから鍛か冶じ屋やに何の用でぇ！」

　出て来たのは、髭ひげに顔が埋うもれそうな、メネウの胸むね程ほどの背せ丈たけしかない丸太のような親おや父じさんであった。

　メネウはまじまじとその姿を眺ながめてしまう。いかついのだが、小さい。そのギャップに固まったのだ。

「なんでぇ、ハーフドワーフなめんなよ！　いってぇ何の用だ！」

　すこぶる機き嫌げんが悪そうである。それもそのはずで、『人生の最高傑けつ作さく』を夜の内に盗ぬすまれてしまったのだから仕方がない。

　メネウは杖を見せると、ドワーフ（ハーフ）に会えた感動を顔いっぱいに浮うかべながら事情を説明した。

「実は昨夜これを拾ったんですが、トンカチ亭ていの女将おかみさんが言うには旦だん那なさんの武器だというじゃないですか。騎き士しギルドに持っていく前に持ち主が分かったので、持ってきたんです」

「こ、こりゃ、おめぇ……おめぇ、この杖が持てるのか?!」

「え、はい。すごく軽いですよね。いい杖だから俺おれに買わせてもらえないものかなぁと……」

「売った！　いやぁ、朝工房に来てこの杖が無くなっているのを見た時は犯人を見つけたら殺してやると思っていたんだが、巡めぐりあわせに感謝しなきゃならねぇ！」

　こんな簡単に売ってもらっていいものだろうか。というか、まずメネウが犯人だとは疑わないのだろうか。

　様々な疑問がメネウの頭の中を駆かけ巡っているのを察して、親父さんは説明してくれた。

「この杖は天空樹の枝で出来てんだ。俺の人生最高傑作さ。天空樹の枝っていうのは、どんな小さな欠片かけらも大きな材木でも重さが変わらねぇ。なぜかしらねぇが、偶たまにものすごく軽く感じる奴やつがいる。残念ながら俺はそうじゃなかったからな、荷車引いて持ち帰って、十と月つき掛けて杖を打ったんだが、まぁ持てるような客はやってこねぇ。昨夜この店から消えて、兄ちゃんに拾われたのも運命かもしれねぇなと思う訳さ」

　なるほど、とメネウは納なつ得とくした。

　この杖は本当に軽い。そう、まるで絵筆やナイフのように……、と考えて、ポーチから実物を取り出して持ち比べてみた。

　やはり、というか、まさか、というか、重さは一いつ緒しよである。

「に、兄ちゃん、その筆とナイフはもしかして……」

「あ、はい。どうも天空樹の枝で出来てるみたいです」

　神が与あたえたもうた最強装備である。仕組みをしれば納得だ。

「信じられねぇ、俺の店にこんなに天空樹の武器が集まるたぁ……、ちょっと筆を見せてくれねぇか？」

　親父さんに言われたメネウは軽い気持ちで筆を親父さんの手にのせた。

「ふんぬっ！」

　しかし、親父さんは肩かたが外れるのではないかという位急に重たい物を持ったように腕うでががくんと落ちてしまった。慌あわてたメネウが筆を取り上げると、荒あらい息を吐はいた親父さんは額の汗あせをぬぐった。

「兄ちゃんが俺の杖を拾ったのは、本当に巡りあわせだったのかもしれねぇな……」

　神にでも祈いのるような呟つぶやきをした親父さんは、真しん剣けんな目をメネウに向けた。

「しかし、その杖は俺の最高傑作だ。そう安くはねぇ。兄ちゃん、金貨八十枚、耳揃そろえて払はらえるかい？」

「あ、はい。大だい丈じよう夫ぶです」

　お安い位なのでは？　と思いながらメネウはポーチから金貨の詰つまった革かわ袋ぶくろを取り出した。親父さんの髭だらけの顎あごが外れそうになっている。

　カウンターで親父さんと顔を突つき合わせながらひのふのと金貨を数えている間、トットは陳ちん列れつ棚だなに並んだナイフを見ていた。

　持ち手まで銀一色で出来た流線形を描えがく美しい魔ま法ほう銀のナイフである。

　ラルフが後ろから覗のぞき込こむ。トットの手に馴な染じみそうな大きさだなと思った。

「欲ほしいのか？」

「あ、いえ……、はい。欲しいです。僕ぼく、まともに戦えないですけど、自分の身位は守りたいですし……」

　今は間に合わせの短剣を持っているが、短剣では少々トットには荷が重い。

　何もないよりはマシとローブのベルトに挟はさんでいるが、それよりもこの魔法銀のナイフの方が軽く扱あつかいやすいように見える。

「おい、そこの青い坊ぼう主ず。そのナイフが欲しいのか」

「あっ、はい！　おいくらですか？」

「天空樹の杖が売れたんだ、そいつはおまけしてやる。どうやらお前さんとそのナイフはひかれあっているようだしな」

　カウンターから声を掛けて来た親父さんの言葉に、メネウとトットが首を傾かしげる。

「武器も使い手を選ぶことがあるのさ。どうしても気になる、何な故ぜか欲しいと思う、そういう武器ってのはな、武器の方が使い手を呼んでるもんなのさ。兄ちゃんの杖しかり、坊主のナイフしかりだ。名前でも付けてやれば、選ばれるだけじゃねぇ奇き跡せきが起きるかもしれねぇな。さ、金貨八十枚の売り上げだ、そのナイフは微び々びたるもんさ、持っていきな」

　なんとも太っ腹なことである。

　トットは慎しん重ちようにナイフを取り上げると、鞘さやからすらりとした刃はを抜ぬいてみた。

　魔法銀は軽く、力で振ふるうのではなく魔力を力に変へん換かんして振るうものだ。術師が護身用に持ち歩くもので、トットの手によく馴染んだ。

「名前か……」

　その話を聞いてメネウは少し考えた。

　ネーミングセンスは無いが、これは天空樹の枝で出来ていて太陽を象かたどり夜を湛たたえた武器だ。

「じゃあ、天空の杖だな」

　呟いた瞬しゆん間かん、メネウの周りの元素が、その呟きに反応して眩まぶしいほどに光る。光は杖に集束して、一瞬で収まった。

「おどれぇた……、たまに居るが、見るのは何度目だろうな。片手で足りるくれぇだ。武器に気に入られたな」

　そんなこともあるのか、とメネウは言われたままを納得している。だがラルフは奇きつ怪かいなものを見る目で、トットは憧あこがれの目でメネウを見ている。

「たまに相あい性しようがいいと、武器が持ち主を選ぶだけでなく気に入るんだよ。気に入った武器は持ち主に合わせて成長する。買い替かえの必要がねぇってこったな、ぶっ壊こわれねぇ限りは！」

　天空樹の武器が壊れたって話は聞いたことがねぇ！　と、店主は続けた。

「トットは名前つけないの？」

「僕は……思いつかないので、きっと選ばれただけなんだと思います」

　しかし、選ばれるだけでも大したものである。

　護身用の短剣はそのまま引き取ってもらい、代わりにローブのベルトにナイフを差した。

　武器の扱いに不慣れだと言うと、親父さんは店の裏手で試ためし斬ぎりをさせてくれるという。

　店の裏口から出てみると、案か山か子しのような藁わらの巻かれた丸太や、木の枝にぶら下げられた丸太がある。

「兄ちゃんたちは離はなれて見てな」

　と、言われたのでドアの近くで見ていると、店主がトットに何事かを囁ささやいて離れた。

　まずは案山子である。

　暫しばらく右手でナイフを構えていたかと思うと、痛い程に集中したトットの目が、瓶びん底ぞこ眼鏡の奥おくで光る。

　右手が一いつ閃せんした、と思ったら丸太がバラバラの薪まきに、それでいて藁は一枚のゴザのようにはらりと落ちた。

「すげー！」

「何だ今のは…?!」

　今度は木の枝にぶら下がった動く的である。

　店主は丸太をブランコの要領で揺ゆらすと、集中が続いているトットが今度は迷わずに丸太を薪にした。

「はっはっは、こいつぁおもしれぇ客が集まったもんだ！」

　店主とトットが戻もどってくる。

　トットは頰ほおを高こう揚ようさせていた。自分でもびっくりしているらしい。

「こいつ、錬れん金きん術じゆつ師しとしての腕は相当だな。おれはただ、アレを材料だと思って解体してみろ、って言ったんだが、目がいい。的確に見えてるぞ」

　メネウもラルフも合が点てんがいった。

　確かにトットの採取・採集速度も、調合速度も異常である。

　敵を、敵ではなく材料だと思うのならば。

　錬金術というまな板にのせたら、トットにとってそれは材料だ。如い何か様ようにもできるだろう。

　ただ、余程集中したり、しっかりと錬金術師の材料だと認にん識しきした場合に発揮される力だろうが。

　まだまだ練習も実じつ践せんも足りないので、ダンジョンは良い機会かもしれない。

「このナイフはこの兄ちゃんの手の大きさに馴染むし、何より魔法銀でできてる。魔力が馴染むから力で斬らなくて済む。大事に使えよ」

　トットは嬉うれしそうに頷うなずいている。

　そして最後にラルフを一いち瞥べつしたが、店主は何も言わなかった。

　ラルフの武器も防具も、全く着られている感じがないのだ。

　しっくりと馴染んでいて、手を加える必要を感じない。

　メネウでさえまだ杖に持たされている感じがする。

　これは武器の熟練度の差かもしれない。

　現に、店主の目には絵筆を持ったメネウは相当しっくりときた。

（いやぁ、これはまた……ご贔ひい屓きにされてぇもんだな）

　このパーティがどんな具合に育つのか見てみたい。

　今はまだ、鍛きたえ甲が斐いのある材料のように見える。

「兄ちゃんたち、その青い坊主のナイフに物足りなくなったらまた来な。待ってっからよ」

　そう店主に見送られて、メネウたちはトンカチ工房を後にした。
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　旅慣れてるのはラルフだけだが、ラルフも補給の見み込こめない旅、しかも何日かかるか分からないのは初めてだったので、一応は往復で十日を目安に食しよく糧りようを用意した。

　水はここに魔ま法ほうで出せる者が二名いる。心配していない。

　いつもの店で夕飯を食べ、湯ゆ浴あみを済ませ、彼かれらは早めに寝しん台だいに入った。

　この後いつベッドで眠ねむれるか分からないからだ。

　しかし、メネウは落ち着かずに布ふ団とんを抜ぬけ出して露ろ台だいに出た。

　星を眺ながめる。セケルに話そうかと思ったが、なんだかそういうしっかりとした話ではなく、もっとあやふやでふんわりとした気持ちでワクワクしているので、何となく憚はばかられた。

「眠れないのか」

　自分は眠そうなくせに、面めん倒どう見みのいい白金の髪かみの剣けん士しは態わざ々わざ起きてきたらしい。

　振ふり返ってメネウが「お母さん」と呟つぶやくと、思い切り後ろ頭を引っ叩ぱたかれた。トットが寝ねているからこそ言った冗じよう談だんだが、やはり冗談が過ぎたらしい。素す直なおに謝あやまった。

「俺おれさー、記き憶おく喪そう失しつじゃんか」

「そうだな。常識も良識も喪失したようだが、まとめて記憶喪失なのだろうな」

「黙だまって聞いてくれてもいいと思いまーす」

　ならばもう少しマシに喋しやべれないものかと思うのだが、メネウなりにラルフに心を許したのだと解かい釈しやくして一応押おし黙る。

　やっぱ面倒見がいいな、とメネウが悪戯いたずらする子供のように笑って、空を見た。

　表情を改めてポツポツと話す。

「召しよう喚かん術じゆつ師しについて、なってから調べたんだ。魔物ならある程度元素を操あやつって『服従』させられるみたいじゃんか」

　メネウはダンジョンの神しん獣じゆうや高位の魔物……魔獣に拘こだわっているが、それとその辺にいる魔物の最も大きな違ちがいは知性が高いか否いなかである。

「服従させてもさ、ラルフもご存じのぶっ壊こわれ性能みたいだしね俺……自分で戦った方が早いんだよ」

　これは、服従させた上に、擬ぎ似じ的にでも怪け我がをさせたり殺したりするのが忍しのびない、ということだろうとラルフは解釈した。

　召喚術というのは、魔法に割さく力も近接戦せん闘とうに割く力も全すべて召喚術……魔物を服従させて契けい約やくする力とその場に契約した魔物の精神を喚よび出し肉体を元素から擬似的に構成する力……に偏かたよるのだ。

　だからラージウルフでも喚び出せれば御おんの字。代わりに戦わせて、もっと弱い魔物と戦わせて自分のレベルを上げることに注力する。運よくパーティが組めたとしても、荷物番にされるのが精せい々ぜいだ。

　それが一いつ般ぱん的な召喚術師だ。所謂いわゆる不ふ遇ぐう職で、選ぶ者はほとんどいない。

「俺はスタンには敵かなわないよ、戦ったら負ける。メジェド様にもそう。自分で呼び出したけど、敵わない。こうやってベッタリして助けてもらってると忘れがちだけどね」

　そもそも自分が具現化……創造したことはややこしくなるので黙っておく。

　ステータスを見たときにスキルも見たはずだが、メネウの口下手でうまく説明できる訳もなく、また、ラルフもそれを分かっている。

　己おのれの魔力を代価に、己の力以上のものに助けてもらう。……メネウはそれを、ある意味対等だと感じているようだ。

「だからさ、俺は神獣に会いたい。断られるかもしれないけど、あくまで俺は彼らに『助けて』ほしいと思う。消費するような真ま似ねはしたくない……倒たおすのは平気なのになー、俺変だよな」

　露台の欄らん干かんにもたれかかって、メネウは自じ嘲ちよう気味に笑った。

　ラルフは応とも否とも言わない。

「そう生きたいのなら、それでいいのではないか？」

　だからラルフは、それそのものは肯こう定ていせず、メネウが選ぶことを肯定した。

　ラルフはメネウに殺されても仕方なかった命を拾われた形になる。だから、メネウが選ぶものを否定する気は無かった。

　だからどんな無茶にもついていく。咎とがめはするが、本気ならば助ける。

「へへ、そっか。あとなー、俺そういうやつを描かいてみたくて」

　魔物の図ず鑑かんはあるし、英えい雄ゆうの目録もあるのに、神獣の図鑑は無いのだ。

　メネウはそこにあるものを紙の上に生かすことができる。

　最初の雷いかずち魔法や、スタンやチータ、その他の道具や食べ物にしても、過去になんらかの資料や絵や写真を見て、それを真似したに過ぎない。

　形があれば何かをイメージするのはたやすい。しかし、形が先に（それが何かと何かの習しゆう合ごうであっても）無ければ、イメージし難がたい。

　食べ物が良い例かもしれない。

　味という形が無いものを、メネウは描けなかった。

　その本質をイメージするもの……形が無ければ、描くのは難しいのだ。

「神獣の図鑑作りか……お前らしくていいと思うぞ」

「だよな！　俺も絵を描く位しか能が……いや、今は、絵を描くこともできる、か。まぁだから、絵が描きたいんだなぁ俺」

　絵を描くことしかできなかった山やま本もと和かず也やではない。

　培つちかった技術は絵を描くことしか知らなかった時に得たものだろうけれど。

　今は他にもいろんなことができるようになった。

（人生一回、絵で消費し尽つくした。ボーナスを貰もらったから、今度はそれを『選せん択たく』できるようになった）

　メネウが掌てのひらをぐっと握にぎる。

　ラルフが面おも白しろそうに笑って身を翻ひるがえした。

「まるで記憶が『戻もどった』ような言い草だな」

　ぎくっとメネウの身体からだが跳はねる。

　面白そうな笑い声を残して「明日は早いぞ」とラルフは部屋に戻った。

（まぁこれだけ一いつ緒しよにいたら、バレてるよな）

　自分はそんなに器用ではない、とメネウは自覚している。

　それでも事情を訊きかず、面めん倒どうを見てくれているのだから優やさしいことだ。お小言に頭が上がる日は来ない気がする。

（……やっぱりセケルに話せばよかったかな）

　それでも、自分で縁えんを繫つないだ人に言ってみたかった。

　絵を描きたい、と。

　明日はいよいよダンジョンだ。

　風か邪ぜを引く前にメネウも部屋に戻った。




　市いちが立つ前の早朝、まだ薄うす暗ぐらい時間だった。

　屋台の準備をする音、工こう房ぼうに火を入れる煙けむりが昇のぼる中、冒ぼう険けん者しやギルド前でセティと待ち合わせだ。

「来たね！　って、荷物はそれだけかい？」

　バックパックいっぱいに荷物を背負ったセティが出で迎むかえてくれたが、一方こちらは便利な収納係がいるのでそれぞれ装備品と簡易のポーチを纏まとっただけの姿だ。

「セティ、よかったら俺が持つよ」

　これから一緒に冒険するのだ。いずれ分かることである。

「空間系のスキル持ち……？」

「そういうこと。まだ入りそうだから、すぐに必要なもの以外は預かるよ」

「なら任せようかね。アタイの荷物持ったまま死なないでおくれよ」

　そう言ってセティはメネウに荷を預ける。どうやら旅慣れた人らしく、最初から必ひつ需じゆ品ひんは身につけている為気軽だ。

「じゃあ行こうかい」

　そう言ってセティは冒険者ギルドの中に入った。

「え？」

「ん？　アンタ知らないのか。ダンジョンの入り口は冒険者ギルドの中にあるんだよ」

「えぇえ?!」

　うるさい、とラルフがメネウの口を手で塞ふさぐ。

　地図や書物では、どちらかといえばヤン渓けい谷こくの近くに記されていたはずだ。

　それを素直に言うと、セティはからからと笑った。

「アレはブラフさ。ダンジョンは一いつ攫かく千せん金きんの夢の場所であると同時に本当に危険な場所でね。功を焦あせって上のランクの依い頼らいを受けて失敗した奴やつらが、ダンジョンに無断で入ろうとする。だから比ひ較かく的てき安全な一階層だけを残して、階段は塞がれちまってるのさ。それで冒険者ギルドから二階層に潜もぐるようになってるって寸法だ」

　たしかに道理だろう。

　なるほど、ダンジョンに行くには地下を移動することになるようだ。

　トットが不安そうに眉まゆを顰ひそめる。

「でもそれ……町が危なくないんですか？」

「ダンジョンの魔物はダンジョンから出ることは無いのさ。あそこは元素が濃こい。そこで生まれた魔物は濃い元素が無いと潰つぶれちまう。それに、万が一出てくることがあればギルド側からまず道を塞ぐ。そのうちに対策を練る、ここには冒険者が集まるからね、造作もない」

　ここで対応が無理ならどの道攻せめ滅ほろぼされるだけだ、ということだろう。

「詳くわしいね」

「年季が違うからね」

　セティは少し得意そうに笑う。

　空だったカウンターにいつのまにか誰だれかが立っていた。ギルド職員の制服を着ているが、大きな杖つえを持っている。

「皆みなさん、いらっしゃいませ。案内人のカズサです。こちらへどうぞ」

　緑の長いお下げの女性……その耳は長い。

　どうやらエルフのようだ。ステータスを見せてはくれないから、ギルドの中でも秘密の人材なのかもしれない。

　黙って奥おくの部屋について行くと、床ゆかの扉とびらになっている部分を開けて下に下りて行く。

　腰こしに下げたカンテラを取り出そうとしたが、セティに止められた。

　カズサの杖がぼうっと光る。充じゆう分ぶん足元が見える明かりだ。

「ダンジョンへはこちらになります。離はなれられると迷いますので、ちゃんとついてきてくださいね」

　カズサに従って歩いているうちに、何度か違い和わ感を感じた。

　冷たくないし濡ぬれてもいないが、水の膜まくを通り抜けるような感覚だ。

　メネウがしきりに首を傾かしげていたからか、カズサが軽く振り返る。

「メネウさんはショートカットは初めてですか？」

　歩きながらの話だ。

　セティは知っているからか聞き流しているが、ラルフもトットも耳を傾かたむけていた。

「これは空間系のスキル？」

「はい。このトンネルには私がいくつもショートカットを作っています。私の案内がなければ横穴などもありますので、ダンジョンに辿たどり着くだけで一日かかるか、迷って出られなくなりますよ」

　なるほど、安全対策の一つな訳だ。

「これ、魔物が出てきたりした時に危なくはないの？」

「大だい丈じよう夫ぶです。魔物が干かん渉しようした場合にはショートカットを切り替かえて迷めい路ろを作るので」

　メネウはなるほどと聞いていた。

「同じ系統の能力だと、魔力の量やスキルのランクが上のものが優先されます。……たとえば、メネウさんが空間移動を使われた場合、私よりも大きな能力をお持ちですので上書きされます」

「なるほどなるほど」

　と、聞いている間も水の膜を何枚か潜くぐり抜けた。

　右手に扉、目の前には下り階段がある。

「私はここまでです。こちらの部屋でお待ちしておりますから、帰りはここまで戻ってきてください。十日を過ぎたら中にベルがありますので、そちらを鳴らしてくださいね」

　帰りの道中を省略する為に一応控ひかえてくれている訳だ。

　ここまで案内したものの、一時間ほどで帰るなんていう冒険者もいるらしい。

「ちなみにこのダンジョンは何階層あるの？」

「カノンは迷めい宮きゆうですので一階層あたりが広く、深さは十階層程ほどです。迷宮なので、下がったつもりが上に行ったり、同じ階層に出たりします。地図もありません」

　百年前が最後の最下層なことを考えると、相当複雑な迷宮なのだろう。

　メネウはそわそわしていた。

　この先には『異世界』の中の『異世界』がある。人が作るものと全く違う社会が構築された世界が広がっている。

　ワクワクもする。ドキドキもする。うずうずもする。

　それが顔に出ていたのだろう、セティが笑って階段を指差した。

「ありがとよ、カズサ。じゃあ行こうかい？」

「うん！　行こう！」

　そして短い階段を下りて石の扉を開く。ちらっと振り返ると、カズサが笑って手を振っていた。

　扉の先へ一歩踏ふみ出す。

「わぁ……！」

　トットが感かん嘆たんの声をあげる。

「壮そう観かんだな」

　ラルフが端たん的てきに感想を述べた。

「お宝の匂においがするねぇ」

　セティが舌なめずりする。

　メネウは目の前がチカチカした。

　まさか、こんな景色が地下に広がっているとは思わない。誰が想像しただろう。

　その空間は陽ひの光があるかのように明るかった。

　たしかにお宝の匂いはする。人にとってのお宝とは、人にとっての価値あるモノを指す。だがここにあるのは、人にとってではない、正真正しよう銘めいのお宝の匂いだ。

「森の、町だ……！」

　目の前には煉れん瓦が造りの廃はい墟きよとなった町並みと、遠くに白はく亜あの城。そして、それを吞のみ込もうとする、植物の群生が広がっていた。




　廃墟となった町に踏ふみ込むと、民家よりも道具屋や武器防具屋、宿屋などが多くの割合を占しめていた。

「ここは元は迷宮都市だったんだろうね。粗あら方かた使えそうなもんは持っていかれた後だろうし、真まっ直すぐ城を目指してもいいだろうよ」

　セティが一つの店の中を入り口から観察して告げる。木造の扉は乾かわいて縮んでおり、触ふれたら勝手に倒れてしまった。

　木が其そ処こ彼かし処こ、道も家も関係なく生えている中を、その根を避さけて進む。

　城までの道程を中ほどまで進んだころに、セティが木を見上げて呟いた。

「上の階への道は塞がれている……地上にはコボルトやラージウルフ辺りがいるんだろうが、ここは一味違うね」

「どういうこと？」

「気付かないかい？　この階層、周りはみんなトレントさ！」

　楽しげにセティが答えたのを切っ掛かけに、メネウ、トット、ラルフが振り返ると今歩いてきた道が無い。

　道が塞がれている。それどころか、道を塞いでいる木々の根が地面を這はってゆっくりと向かってきている。

　がら、と廃墟の壁かべが崩くずれた。

「さ、最初から分かってたんなら教えてよ、セティ！」

　ぎょっとしたメネウが言うと、セティはからからと笑った。焦っている様子はない。

「ここまで繁はん殖しよくしてたら他の魔物はいないさね。襲おそってくる様子もなし。後は階段があるだろう城まで行けばいいんだし、邪じや魔ましてくるのだけ倒せばいいさ」

　たしかに、トレントの進行速度は植物の巨きよ体たいを動かすのに苦労しているのか、メネウたちの歩行速度よりも遅おそい。左右で繁殖しているトレントたちも直接危害を加えるつもりは無いようだ。おとなしい。

「……トレントの木材は良い材料なんですよね」

　トットが不意に呟くと、殿しんがりを務めるラルフが嫌いやな顔をした。嫌な顔をするも、止めることはしない。

「数が数だ。機会を待て」

「はい」

　階層を埋うめ尽くさんばかりのトレントにケンカを売るほどトットは愚おろかではない。

　先頭をセティが、次にメネウ、トットと続き、最さい後こう尾びをラルフが歩く。

　トレントと言われてから後ろを警けい戒かいして歩いていたのだが、退路を塞ぐばかりで襲ってきはしない。

（魔物が人間を襲うのは闘とう争そう本能もあるが、魔力を蓄たくわえた人間から元素を効率良く得る為だ。トレントは動きが緩かん慢まんな分……襲う相手を分別しているのか）

　例えば、メネウに襲い掛かったとする。そうすれば彼はきっと躊躇ためらいもなくこの階層を燃やし尽くすだろう。

　分かっているから手は出さない。むしろ、正しい道に導くかのようにトレントは動いている。

（…………魔物にまで厄やつ介かい払ばらいされる冒険者というのもどうなんだ）

　ラルフは目の前を歩く黒いローブの背中を見て苦にが笑わらいを零こぼした。

　周辺のトレントの気配を探さぐってみれば、ラルフも三体に囲まれたら自分で手て一いつ杯ぱいになるだろう。

　地表の根の動きは愚ぐ鈍どんだが、枝葉を使った攻こう撃げきや地中に張り巡めぐらせた根の動きは敏びん捷しようだ。

　それをお構い無しにメネウは壊すだろう、とラルフは皮肉に笑ったのだ。メネウの前では数も力も大した意味を持たない。それに自身は気付いていないだろうなと思った。

　しかし、トットが余よ所そ見みをしている隙すきにメネウはラルフを振り返り、そっと立てた人差し指を口に当ててみせた。

　全ぜん滅めつさせるのは容た易やすいけれどそれは内ない緒しよだよ、と言わんばかりの挙動である。

　虚きよを突つかれてラルフは目を丸くする。思えばダンジョンについてメネウはある程度調べていた。それは、ラルフが思うよりも数あま多たの知識をメネウが蓄えていたと考えてよい。

　周りにいるのがトレントだと気付きはしなくとも、蠱こ毒どくに近い要領でダンジョンの中が常に強者によって循じゆん環かんしていることは理解しているのだ。

　そしてメネウはダンジョンにとっては『お客さん』である。荒あらすつもりは毛頭無い。

　ラルフが表情を改めた時にはセティと軽口の応おう酬しゆうをするのに戻っている。

（厄やつ介かいな男についてきてしまった……）

　しかし、ワクワクもする。何をしでかすのかを近くで眺めることができる。

　そんなことを考えながらセティの方向感覚に従って歩くうちに城門まで辿り着いた。

　近くで見ると高い塀へいに囲まれていて、城の周りには堀ほりがあり、跳ね橋が架かかっている。

　ダンジョン周辺にできる迷宮都市は栄さかえる。この国がこの国になる前にできた町かもしれない。一いつ瞬しゆんの栄えい華がを極きわめて、今はダンジョンの中に取り込まれたのだろう。

　空気中の元素濃のう度どが高く風化が遅いのだとすれば、堂々とした白亜の風ふう体ていも得心がいく。

「城の中に下への階段があるようだね」

「入った時から思ってたけど、セティは何でそんな自信満々なのさ？　まるで分かってるみたいだ」

「アタイはずっと【索さく敵てき】し続けていた。だから入ってからコイツにはずっと気付いていたのさ、トレントが襲ってこなかったのは意味がわからなかったけどね」

　跳ね橋の向こう、城の前庭に、地中から蔦つたが繭まゆのように絡からまり生えてくる。

　燐りん光こうを放った繭が解けると、中からは半分植物の女性が現れた。肌はだは薄うす緑みどり色いろがかり、髪が地面まで伸のびて地中に繫がっている。

「フロアボス、ってヤツさね。……ドリアードだ、覚かく悟ごしな。ここは戦わなきゃ通れないよ」

　セティが腰の短たん剣けんを両手に構えて舌した舐なめずりした。

　ドリアードはどこか昆こん虫ちゆうめいた表情の読み難い顔をしている。メネウがイメージする妖よう精せいに近い風ふう貌ぼうだが、彼かの女じよはメネウが杖を構えると困ったように眉み間けんに皺しわを寄せ、道を開けた。

　というよりも、根を切り離して地面に足を下ろし、背中を見せて城の中に入った。見える位置で一行を振り返っている。

「……んなバカな！　アタイは結構ダンジョンにも潜ったけど、戦わないなんてヤツには会ったこと無いよ?!」

　セティが頭を抱かかえて地じ団だん駄だを踏んでいる。

「これ……メネウさんのせいですか？」

「大方そういったところだ」

　トットがラルフにこっそり尋たずね、ラルフは苦々しく答える。居るだけで規格外というのはどうかと思う。

　メネウは構えた杖を持ち直し、ついてこい、と言わんばかりのドリアードに向かって足を踏み出した。

「俺は最下層に行けたらなんでもいいんだけど……あ、トレントの枝が欲ほしいんだっけ」

　トットを見て思い出すと、待って待ってとドリアードを呼び止めて何かを交こう渉しようしている。

　跳ね橋の中程で固まっているセティの肩かたを叩たたいて、ラルフがすまなそうに告げる。

「悪いな。経験値は入らないと思うが、楽はできると思うぞ」

「アンタら、一年位ダンジョンの護衛でもやったら一生遊んで暮らせる位は稼かせげるだろうね」

　この元迷宮都市の調査だけでも、何冊ものレポートが書き上がることだろう。

　魔物が襲ってこないどころか道を譲ゆずり、フロアボスが先を案内しようとする。瞬またたく間に彼らは有名になり、ダンジョンは研究者で溢あふれることになるだろう。

　トットがメネウの近くに行くと、ドリアードから花や枝を分け与あたえられている。

　それを後ろから見ているセティとラルフだが、ラルフは胡う乱ろんな目をセティに向けた。

「……そんな気が無いこと位は分かっているだろう」

「まぁね、アタイも命は惜おしい。これは黙っておこう」

　悪戯っぽくラルフに視線を返したセティに、ラルフは嘆たん息そくし、短く『感謝する』と呟いた。

「アンタも大変だね色男。アレの面倒を見るのは神経すり減るだろう」

　胸の前で腕うでを組み、ドリアードと戯たわむれるメネウを見定めるように眺めたセティが言うと、ラルフは戯おどけて肩を竦すくめた。

「あれでなかなか、楽しませてくれているさ」

「趣しゆ味みがおかしい」

「何事も慣れだ」

　この辺で軽口を切り上げて遅おくれた二人も城の中に入る。吹ふき抜けになっているエントランスから見上げるだけでも内部は寂さびれているのが見て取れた。城内の無む駄だな探索はしなくてもよいだろう。

　トットがドリアードが溢れるほど差し出してきた材料に埋もれているのを、メネウが慌あわてて掘ほり出す。

「大丈夫？　トット」

「は、はひ。というか、こんなに貰っていいんでしょうか？」

「枯かれたトレントをドリアードは養分にしているんだって。まだ新しいのを分けてくれたみたいだよ。花は薬草になるの？」

　とうとう魔物と話せるようになったのか、とラルフは目を眇すがめ、セティは金の匂いに口笛を吹いた。

「はい！　ドリアードの花はとても珍めずらしい材料で、水分を抜いて保存されたものがたまに出回るだけなんです。こんなに生花を貰えたら沢たく山さん薬が作れます！」

「何の薬？」

「大体の状態異常を治してくれるんですよ。万ばん能のう薬やく、なんて呼ばれてますけど瀕ひん死しの人に使っても意味は無いですし、重い病気や石化は治せません。でもとっても便利なんです」

　麻ま痺ひや毒、火傷やけどや凍とう傷しよう、軽い擦さつ過か傷しようなどの外傷などは治すらしい。

　石化は肉体の構造を作り変えて石にしてしまうが、他の状態異常は肉体に対する外部からの反応によるものだ。それを正常な状態に戻すとなれば、万能薬と呼ばれて然しかるべきだろう。

　メネウはポーチの中に貰った分をせっせとしまって、いくつかのドリアードの花をセティの荷物に紛まぎれ込ませておいた。ちょっとした御お礼れいである。

　ドリアードに付いて歩くと、そのまま大広間を抜け謁えつ見けんの間に入った。

　玉座があるべき場所がぽっかりと空いて階段が出来ている。

「ここでいいの？」

　メネウの問い掛けにドリアードはこくこくと頷うなずいた。

「色々とありがとう。またね」

　屈くつ託たく無くメネウが笑い、カンテラに灯ひをともして暗い階段を下りる。

　トット、セティと続いて、ラルフが最後に階段の前に立った。

「……なるべく穏おん便びんに通るつもりのようだから、帰りもよろしく頼たのむ」

　魔物に声を掛ける、というのはラルフも初めてしたことだ。

　ドリアードはそれを理解すると、町中の娘むすめのようにクスクスと笑って頷いた。

『ご無事にお戻りください』

　ラルフの背中にそんな声が聞こえた気がしたが、もう彼女の姿は無い。

　遠くなった三つのカンテラの明かりに向かって、ラルフも歩を進めた。

　暫しばらくの間無言で階段を下りる。足あし跡あとだけが暗くら闇やみに響ひびいていた。

　階段が途と切ぎれ、仰ぎよう々ぎようしい両開きの大扉が目の前に現れると、自動的に扉脇わきの燭しよく台だいに火が灯ともる。

「くぅあ～～！　ダンジョン本番、って感じするな！」

「ふぅん……元々あの城が今のギルドの役目を担になっていたんだろうね。ここから八階層が本物のダンジョンってことかね」

　セティが扉を調べながら告げる。

　重たい金属扉に大おお粒つぶの宝玉が嵌はまっている。幾き何か学がく的な模様が彫ほり込まれていることから、何らかの魔法が働いているのかもしれない。

「開けるぞ」

「よし来た！」

「が、頑がん張ばります！」

「おっ宝、おっ宝」

　ラルフが扉に手を掛けると、メネウも反対側の扉に手をかけた。二人の後ろでトットとセティがそれぞれ気合いを入れている。セティも気合いを入れているはずだ。たぶん。

　彼らの前で厳おごそかに扉は開かれた。

「ダンジョン、って感じだな」

　石いし畳だたみの敷しかれた床に、所々に小部屋がある。

　屋内に作った町といったところだろうか……魔物以外が住むことはない町だが。

「ここから先は戦闘は避けられないだろうね。上は明らかに後からドリアードたちが棲すみついていた。燃やされたら復活できないんだろうが、ここはスポーンがあると思っていい」

　セティにとってはようやく勝手知ったるダンジョンである。ダンジョン初心者のメネウたちにしっかり警告した。

　スポーンというのは結けつ晶しようの超ちよう巨きよ大だい版のことだ。そこから止め処どなく魔物が溢れてくる。

「しかしまぁ、古いダンジョンだね。罠わながあるから迂う闊かつに動き回っちゃいけないよ」

　索敵では罠は発見できないらしい。

「それならサーチを使おう」

「サーチって……いちいち掛けて回るの面倒じゃないかい？」

　効果範はん囲いは通常、サーチ使用者から五メートル程である。

　ラルフは『あれか……』と頭を押さえたが、今度は宣言してからなので特に文句は言わない。

「こうすれば大丈夫」

　メネウが一歩進んで三人を振り返ると、八つの黒い魔法陣じんが全員の目の前に浮うかび目の中に吸い込まれていった。

　セティが目をチカチカさせている。

　右を向いても左を向いても罠があるところは頭の中に警告が浮かぶ。間違っても罠に掛かりようがない。

　サーチは正常に働いているが、自分が使った訳でもない魔法が働いているというのは多少なりとも気持ちが悪い。

「罠があるところまで調べてたら日が暮れちゃうでしょ？　これなら安全だ」

「メネウさんの魔法の使い方って斬ざん新しんですね！　いつか解かい析せきしたいです！」

　トットは純じゆん粋すいに喜んでいる上に、メネウもいいよいいよと笑っている。が、これはとんでもない技術である。

　セティ風に言うならば、金の匂いがぷんぷんするのだ。

「……アンタ、苦労するね」

「金かね儲もうけに使うというなら楽なんだが、本人は至って純粋に冒険したがっているからな」

　黙っておいてくれ、とラルフは苦虫を嚙かみ潰したような顔をしている。

　セティはからからと笑った。

「言っても誰も信じないさ。メネウにしかできないんだからね」

「そうだな。……トットならいずれ解析するかもしれん」

　ラルフの言葉に、セティは目の前ではしゃいでいる小さい方の子供に視線を投げた。大きい方はメネウである。

「あの子供かい？　随ずい分ぶん買ってるんだね」

「……これは賄わい賂ろとして渡わたしておこう。その子供が作ったものだ」

　そうしてラルフが自分のポーチから上級回復薬を一本渡す。

　物の価値を知らない人間ではないセティは、一目で質の良さを理解したらしい。

　もう一度ラルフを見上げて心から同情する顔になった。

　視線を振り切ってラルフが一歩進み出る。

「……お子様が待ち切れないようだ」

　何も言うな、ということである。もっとも、ニュアンスとしては『何も言ってくれるな』という意味なのだが。

　セティはこれ一本で暫く生活に困らない薬を仕し舞まうと、ラルフと共にメネウたちに近付いた。

「とりあえず進めるところまで行って疲つかれたらキャンプしよう」

「そんな適当でいいのかい……」

「階段探さなきゃいけないんですよね。僕ぼく頑張りますね！」

「魔物が出るらしいから余り俺から離れるなよ」

　四人はセティを先頭にメネウ、トット、ラルフと隊列を組んで進んだ。

　途と中ちゆう、メネウが態と床のスイッチを押そうとしてみたり、それをラルフが止めたり、セティが索敵してるにもかかわらずミミックの宝箱にちょっかいをかけたり、それをラルフが止めたりしながら二つほど階段を見つけた。

　どちらも入り口に戻される罠だと警告が出たので足を踏み入れなかったが、このダンジョンは中々複雑に迷宮化しているようだ。

　襲ってきた魔物はレベル帯で言えば40程で、苦戦することなく撃げき退たいしていたのだが、正解の階段を探すのは難しい。

「メネウが居なかったら余計苦労していただろうね」

　水を飲むのに立ち止まって休きゆう憩けいしていると、セティが首を鳴らした。索敵を使い続けるのは疲れるらしい。

「うーん、でもあと少しだと思うんだよね」

「根こん拠きよは？」

「勘かん……なんだろう、強いのが居るなぁと思ってあんまり近付かないような道を選んでたんだけど、もうそこしか残ってない」

　メネウがスタンに水を飲ませながら白状すると、セティが血相を変えた。

「アンタ、それフロアボスだろう?!」

「え、そうなの？　そっちが正解？」

「フロアにはボスが居るってアタイ言ったよね?!」

「あ、そうか。セティに最初から相談すればよかったね」

　ごめん、とメネウはヘラヘラと笑っている。

　セティの索敵は便利なもので、敵が近付けば数と方向が分かるスキルだ。

　一方メネウが、強いのがいる、と思うのは索敵ではない。それこそ本当に勘であり、第六感というべき本能的な能力だ。

「もうアンタをダンジョンに縛しばり付けておいた方がいい気がしてきたよ」

　罠には掛からない上に次の階段も直ぐに探せて腕も立つ。極ごく上じようの道案内だ。

　セティが疲れ切った顔でメネウを睨にらむがメネウは気にしない。

　ラルフがセティの肩に手を置く。無駄だ、と。

「とりあえず下に下りようかい。疲れたからそこで休もう」

　主に精神的にである。セティの提案にメネウとトットも賛成した。

「ということはフロアボスと戦うんだな」

　ラルフの呟きははしゃぐお子様二名の声にかき消された。




　メネウの案内で真っ直ぐフロアボスのいる階段前に辿り着くと、そこにあったのはミノタウルスの石像だった。

　小部屋の壁に隠かくれて様子を見る。

　大おお斧おのを構えた姿は生きているような精せい悍かんさだ。地面にどっしりと構えた脚あしは太く、鍛きたえ上げられた筋肉まで細かく作り込まれている。

「アレだと思うんだけど……石像だよね」

「そうですね……どう見ても石像ですね」

　しかし、サーチの結果ではミノタウルスと出る。

「ここで見ていても仕方あるまい。行くぞ」

「そうさね、どうせ階段はあの後ろさ」

　ラルフの提案にセティが乗る。前衛二人がやる気なので、メネウとトットも後に続いた。

　メネウは杖で床をトン、と一度叩く。

「……備えあれば憂ういなしってこっちでも言うのかな」

　疑問を呟くとすぐに合流した。

　ミノタウルスの横を抜けようとした時、石像が小さく震ふるえた。

　その震えで表面の石灰が剝はがれていく。荒あら々あらしい毛皮の怪かい物ぶつが赤い目を光らせて咆ほう哮こうをあげると、完全に石灰が剝がれ落ちた。

「やっぱり罠かい！」

「トット、離れていろ！」

　前衛二人が慌てて距きよ離りを取る。

　トットはラルフに言われるまま距離をとった。

　そのミノタウルスの足元に黒い魔法陣が展開し、鎖くさりが雄お々おしい身体からだの動きを封ふうじる。

「ほらほら！　今のうちにやっちゃって！」

　セティとラルフが一瞬呆ぼう然ぜんとしたのにメネウが檄げきを飛ばす。

「……こういうのは先に言えと最初から言っているだろうが！」

「全く同感だね！」

「本当に石像だった時恥はずかしいじゃん！」

　ラルフとセティが動きを封じられたミノタウルスに斬きりかかる。セティの素す早ばやい剣けんがミノタウルスの脚を的確に削けずり、ラルフが武器を持つ腕を断たち、そのままミノタウルスを駆かけ上がって脳天に剣を突き刺さした。

　ミノタウルスは抵てい抗こう出来ずに敢あえなく床に沈しずんだ。

　巨体が倒れると離れていたトットまで振しん動どうが伝わる。恐おそる恐るトットも近寄ってきた。

「お疲れ様～！　二人とも強くて助かるよ！」

　メネウの言葉に嫌いや味みはない。本心から頼たよって褒ほめている。

　魔物……特にダンジョンにいる魔物は魔力が高い。カズサがスキルに関して言っていたように、魔法も魔力が高い方が優先される。

　ダンジョン内のミノタウルスの抵抗が効かない程の魔法を掛けて動きを封じておいて、メネウは「二人の補助をした」としか考えていない。

　素直に喜べないラルフだったが、セティは考えるのをやめたらしい。楽ができればそれでいい、という考えなのだろう。素直に賞賛を浴びている。

　ラルフもさっさと頭を切り替え、まだ結晶になっていないミノタウルスを一いち瞥べつしてトットに声をかけた。

「トット、解体の練習をするか？」

「いいんですか？」

「道中は練習できなかったろう。実際の魔物でやっておくのも大事だ」

　ラルフとトットのやり取りに、セティがメネウにこっそりと尋たずねる。

「解体ってなんだい？」

「トットの特技だよ」

　ひそひそとメネウが答えると、見てて、とトットの方を指差した。

　トットはローブからナイフを抜くと、ミノタウルスの前でナイフを片手で構える。

　一歩踏み出した、と同時にその姿が消えたように見え、そして倒れたミノタウルスの足の方に現れた。

　トットが通り過ぎた後、ミノタウルスの巨体がばらけた。

　角、骨、内臓、肉、毛皮、蹄ひづめ、と綺き麗れいに分別され、ゴト、と巨大な結晶が落ちる。

　トットは素早さがそこまで高い訳ではないのだが、トンカチ工房でも見せた通り、素材となれば瞬時に解体してしまう。

　本人はナイフを得て始めて魔物を解体したことに興奮していた。

「ラルフさんに教わった通りできました！」

「俺はミノタウルスの解体なんぞ教えてないんだがな……よくやった」

　ラルフはトットの頭を撫なでてやる。本来は褒めて伸ばすタイプなのだ。本来は。

　メネウはせっせと素材を回収している。

　結晶はセティに譲った。道中の魔物の結晶も、メネウたちにはそこまで欲しいものではないのでセティに譲っている。

　自然に素材はメネウたちが、結晶はセティが受け取る構図になっていた。

「はぁ～～、ミノタウルスの結晶なんて幾いくらで売れるだろうねぇ～～……」

　うっとりと巨大な結晶を眺めていたセティだったが、素材回収が終わると頭を切り替えて三人と共に階段に足を踏み入れた。

　ここの階段は短く、五分ほどで次のフロアにたどり着く。五分間階段を下りた分、天てん井じようは高い。

　扉は無く、似たような石畳と小部屋の景色に出た。

　まだ二階層潜っただけ、と言うべきなのか、もう二階層潜ったと言うべきか。

　セティは大分疲れていたが、索敵を行う。近くには特に何も居ない。

「そこの小部屋でいいんじゃないかい？」

「じゃあそこでキャンプにしよう。明日はもっと下りれるかなぁ」

　セティの提案にメネウがのる。ポーチから退たい魔ま薬を取り出した。

　ラルフが少し考えてメネウに尋ねる。

「フロアボスの方は分かるのか？」

「うん、あっち」

「なら明日はまっすぐ進めばいい」

　呆あつ気けなく指をフロアの対角に示したので、ラルフは頷いた。

　トットはその間黙っていたが、会話が途切れたのを見計らって口を開いた。

「ところで……ミノタウルスの肉は牛なのでしょうか。人なのでしょうか」

　解体はしてみたものの、肉を使う調合はしたことがない。内臓はまだ薬の材料になるが、肉は食材である。

　そしてトットは肉食だ。

「トット……？　まさか……食べるの……？」

「牛なら食べたいんですが、人なら食べたくないです」

　メネウが生なま唾つばを飲み込んで尋ねると、真しん剣けんな表情でトットは返した。

「そもそも食べようと思ったことが無かったな……」

「アタイもさ……どっちなんだろうね？」

「脚とかは牛だよね……」

　四人はキャンプ設営の間、真剣な顔で話し合った。この道中で一番真剣に議論した。

　しかし、結論は出ることがなく……その日の夕飯には『何かの肉』のシチューが出た。リザードの肉ではない。もっと野や趣しゆ溢れる風味と嚙みごたえのある肉だったという。

　美お味いしかった。美味しかったのだが、翌日以降、誰も同じ議論を投げかける勇気は持ち合わせていなかった。

　迷宮カノンの中では昼夜が無い。ので、体感時間で睡すい眠みんや食事を摂とる。最低限文化的な生活のおかげでメネウには実に規則正しい体内時計ができあがっていた。

　次の日、キャンプを畳たたむとメネウが各おの々おのの目にサーチをかけて出発となった。

　進む方向が分かっているので、セティの索敵と合わせて三十分も進めばフロアボスのところに辿り着いた。

　そこにいたのはコカトリスだ。尻尾しつぽが大だい蛇じやになっている巨大な鶏にわとりが待ち構えている。

　物もの陰かげからコカトリスの様子を窺うかがいながらトットが呟いた。

「あれは明確に鶏とり肉にくと蛇へび肉ですね」

「蛇もねぇ、なかなか淡たん白ぱくで美味しいんだよね」

「俺食べたことないかも。大きいと大味とも言うけど、どうなんだろうね」

「またアレを食べる気なのか……」

　メネウは昨日使わなかった残りの『何かの肉』の手の部分をコカトリスに向かって放ほうり投げた。絶対に食べないという不ふ可か侵しん条じよう約やくが結ばれた箇か所しよだ。

　コカトリスは喜んで啄ついばんでいるので、食べ終わりを待ってメネウは昨日と同じような捕ほ縛ばく魔法を発動させた。

　暴れようとするが、喧やかましい鳴き声をあげる以外は動けないでいる。

「トット、鎖が邪魔じゃなければ君がやってみるかい？」

「僕にできるんでしょうか……」

「安心しろ。俺が後ろに控えている」

　どうせ解体するならトットの経験値になってもらった方がいい。

「わかりました！　やってみます」

　コカトリスの眼前に立つと、トットはナイフを構える。

　いつまでも足あし手で纏まといではいられない、と思っているのだろうか。集中が深くなり、コカトリスを素材として捌さばくと決めた瞬間、足が地面を弾はじいた。

　それは一瞬のうちに済まされ、喧しい鳴き声もナイフの一いつ閃せんと共に搔かき消えた。後には綺麗に分別された素材の山があるだけだ。

　落ちた結晶はセティがさっさと拾っている。うっとりしている彼女の横を通り抜け、メネウとラルフがトットに近付いた。

「よかった～～、トットやったね！」

「はい！」

　トットに駆け寄ったメネウはハイタッチをすると、ラルフと入れ替わりに素材回収に向かった。

　アイテムの収納は自分の仕事と決めているからか、どうにもメネウは雑用が多かった。苦にはならないが、そこまで目立つ活かつ躍やくもしていないので『楽をさせてもらっている』という気持ちが強い。

　周りからそういった目で見られることも無いし、ふざけたことをすれば怒おこられるが、サボっているとは言われない。

（誰かのサポートってあんまりしたこと無かったけど、悪くないな）

　とはいえ自分が最下層に行きたいというわがままを言い、それに付き合ってもらっているのだ。このままサポート一いつ辺ぺん倒とうでは良くない気もする。

　どうしたものかと頭を悩なやませながら次の階層も、その次の階層も難なく超こえる。代わり映ばえが無いのだ。

　フロアボスもコカトリスの次はキメラ、キメラの次はバジリスク、そして今目の前にいるのは鎧よろいを纏った巨大なケンタウロスだ。

「あれは食べられませんね……」

「もう肉はいっぱいあるからね？」

　どこまでも食材目線で敵を見るトットにメネウが真顔でつっこむ。

　牛肉、鶏肉、蛇肉（コカトリス、キメラ、バジリスク）、獅し子し肉、山や羊ぎ肉、らしきもの。らしきものだ。

　どこまで食べていいのか計り知れない何かの肉がメネウのポーチにはいっぱいに入っている。

　メネウはここまで、主に捕縛とアイテム回収しかしていない。

「よし、ここは俺がやる」

「いってらっしゃい！」

「解体は僕がしますね」

「終わったら呼べ」

　誰一人として止める者も手伝う者もおらず、少々寂しい気持ちを抱いだきながらもメネウは颯さつ爽そうとケンタウロスの前に立った。

「ちょっと運動不足だったしなぁ」

　敵を目の前にして杖でいこうか剣でいこうかメネウは悩み始めた。

　自分のレベルがアテにならないことはもはやセティには自明の理である。今さら隠すことも無いのではないか？　と、思えど、魔法だけならまだいいとして、剣の腕を知られてここで逃にげ帰られたら変な噂うわさが立ってしまうかもしれない。それは困る。

　自分の目の前で云うん々ぬん唸うなる人間を、ケンタウロスは強い目で睨んで剣を掲かかげた。そのまま一刀のうちに両断しようと振り下げるも、メネウは膂りよ力りよくで飛び上がるとケンタウロスの兜かぶとの上に危なげなく乗ってしゃがんだ。

「よし。今さら気にしても仕方ない、剣でいこう」

　ようやく決めたメネウが仕し込こみ杖を抜いて兜の上から脳のう髄ずいを貫つらぬく方が、邪魔な小虫を払おうと手を上げたケンタウロスの動きよりずっと早かった。

　一撃で命を奪うばわれたケンタウロスが倒れ込むのと同時に床に下りる。

「終わったよー」

　能天気に声を掛けると、見学していた三人が出てきた。

「剣の腕まで立つとか、気持ち悪いね」

　セティの第一声に大いに傷付く。顔が心底気持ち悪いと語っていたのがまた利いた。逃げる素そ振ぶりがないだけマシなのかもしれない。

　ぎゅっと胸を押さえるにとどめた。

「思ったんですが、ケンタウロスってそもそも食べませんし……解体しなくてもいいですよね？」

　トットが死体を見ながら真剣に尋ねてくる。世が世ならトットは美食ハンターでもよかったのかもしれない。

「死体を嬲なぶるのはよくないな。焼いてしまったらどうだ？」

　原形をとどめない程度のダメージを与えなければ、なかなか結晶にならない。かといって肉や素材が欲しい訳でもないのに切り刻むのは趣味がよろしくない。

　ということで、ラルフの案を採用して鎧ごと魔法で火を付けた。

　魔物の装備はどれも人には大き過ぎて、余程珍しい素材か装そう飾しよく品ひんでもなければ特に欲しいものでもないらしい。セティが何も言わないのでそのまま燃やしてしまった。

　燃えかすの中に落ちてきた結晶をセティが拾うと、粛しゆく々しゆくと階段を下りた。

　次もまた似たような階層で、残り四階層だよなぁと指折り数えながら、罠を避けてフロアボスの方へ向かう。

　階段前にいたワイバーンを見て「リザードが美味しいんだからきっと美味しいですよ！」と興奮するトットのリクエストにお応こたえし、捕縛魔法で捉とらえたワイバーンをセティとラルフが捌いた。

　火球を吐はいてくるのが厄介だったので、火を口に溜ためたところで細長い口を鎖でぐるぐる巻きにすると、口の中で炎ほのおが弾けて大分教育上よろしくない見た目になってしまった。トットは気にしていなかったが。

　そんなこんなで迷宮カノンの七階層まで下りてきたところで野営することに決まった。

　今日の議題は、コカトリスとキメラの接合部分は何肉か、だったのだが、結果は出ることが無く、無事な（？）部分を焼いて食べた。

　知っている鶏肉より味が濃かったが、昨日よりは会話が弾はずんだ。
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「そういえばさ、ここのフロアボス？　なのかな。が、物もの凄すごく強いんだけどどうしよう」

　と、メネウが言い出したのは野営の片付けの最中だった。天幕を畳たたみながらの、実にのほほんとした調子である。

「それは……どの程度なんだ？」

「うーん……勘かんだけど、昨日のワイバーンが百体いるより厄やつ介かいかも」

「それを先に言え！」

　間ま違ちがっても、今日はいい天気だね、と同じノリでする話ではない。

　ラルフに怒おこられて小さくなったメネウをトットが慰なぐさめる。出発前に言っただけえらいじゃん、と呟つぶやくとラルフに睨にらまれた。

　そんな強い魔ま物ものがいるフロアで寝ね起おきしているとは思わなかったのだ。

　安心しきっていた自分も悪い、とラルフは頭をかくと表情を改めた。

「で、方角は？」

「あっち」

　メネウが指差した方向に向けてセティは索さく敵てきの範はん囲いを広げてみるも、特に何も感じられない。

「たぶん、索敵じゃまだ届かない。なんせフロアをぶち抜ぬいているみたいで……」

「何だって?!」

「斜ななめ下なんだよ、気配が。そのせいでここの正しい階段の位置が分からない」

　どうする？　とメネウは三人に尋たずねた。

　戻もどると言うなら止めようがない。危険なのはメネウがひしひしと感じているので、上のドリアードのところで待ってもらうのもいいかもしれない。

　メネウ自身は諦あきらめる気が全くないので、一人なら一人で進む気だった。

　やりようは幾いくらでもあるだろうし、気配を辿たどってみても敵かなわないとは思わない。

「どうするもこうするも……最下層に行くんだろう？」

「アタイが知る限りこのダンジョンにそんな仕組みはなかったはずさ。お宝の匂においがするねぇ」

「死なないように気をつけます！」

　ラルフは何を言ってるんだ？　と言わんばかりの呆あきれ顔で、セティは舌した舐なめずりをしながら、トットは両手を拳こぶしに握にぎって一いつ緒しよに行くという。

　メネウは一人でも行くつもりだった。なのに、一人で行かなくてよいと彼かれらは言う。当たり前のように一緒に行くと。

（戦力的には俺おれ一人で問題ない、問題ないけど……）

　誰だれかがいてくれる、というのはなんと安心することなのだろう。

　思わず口元がにやけた。むずむずする。

「じゃあ行こう！」

　にやけた顔を隠かくすように先頭になって進む。

　メネウの後ろについたセティが索敵を行うが、なんの気配も感じられない。

「……いよいよ不気味だね」

　スポーンがあることは分かっている。なのに、このフロアには何の気配もない。

「縄なわ張ばり、でしょうか」

　マミアの森でもワイルドベアの縄張りがある所では一いつ切さい魔物が出てこなかった。

「その可能性が高いな。未いまだに俺には気配は感じ取れないが……」

　メネウはある程度進むと、ピタリと足を止めた。

　静かに、と口元に指を当てて後ろを振ふり返り、前方をそっと指差す。

　まだ遠い壁へき面めんに穴が空いている。まっすぐその穴から下の床ゆかが壊こわれているのが、遠くからでも見て取れる。大穴と言ってよいだろう。

「やだねぇ、ダンジョンってのは壊れないってのが常識だってのに」

　セティが身み震ぶるいして引きつった笑えみを浮うかべる。

　ダンジョンは高い元素濃のう度どによって凝ぎよう固こした建造物である。壊れることは無く、だからこそ中で建物も魔物も育つ。

　より力の強い種が尊ばれ、フロアボスも倒たおされたらその分だけ強くなって生まれ変わる。

　ダンジョンは箱となって魔物を守り、魔物は強さゆえにダンジョンを守る構造が生まれる。

　しかし、こんな大穴が空いてしまっては、ダンジョンは役割を果たせなくなる。

　ここまでの道中はちゃんとダンジョンとして機能していた。

　穴が空いても問題ない程ほどの元素濃度を、穴を空けた魔物は保っていられるらしい。

　なるべく気配を殺して（トットはラルフが抱かかえて）穴に近付き下を見下ろすと、思わず声が出そうになった。主にセティが。

　覗のぞいた先には溢あふれんばかりの金銀財宝が積まれている。大おお粒つぶの宝石が嵌はまった装そう飾しよく品ひんから硬こう貨かまで様々だが、目に眩まぶしいことには違いない。

　一度覗き見した四つ這ばいのまま少し下がると、セティは涎よだれをぬぐいながら教えてくれた。

「間違いないね、あれはドラゴンの巣さね」

「ドラゴンって、何で断言できるのさ？」

　メネウが首を傾かしげるとセティは教えてくれた。

　ドラゴンは金属や宝石を集める習性があること。元素の塊かたまりのような存在で、迷めい宮きゆうに穴を空けたのに迷宮が機能している理由としても説明がつくこと。

　それらのことから、下の階層はドラゴンの巣になっていると考えられるとのことだった。

「どうしよう、ドラゴンって喋しやべるかな？」

　話せるなら通してもらいたいところである。

「知能は恐おそろしく高いんだけどね、人間を下等と見下してるから、変わり者以外は言葉を覚える気は無いんだよ。ドラゴンっていうのは生き物というよりは『現象』に近いからね。こりゃ最下層に行くのは骨が折れそうだ」

　セティが肩かたを竦すくめる。

　メネウはしばらく腕うでを組んで考え、よし、と膝ひざを打った。

「じゃあ俺が一人で行くから、声かけたら下りてきて」

「どこがどうなってそうなるんだい阿あ呆ほ」

　セティが呆れてメネウを見るが、メネウは至って真しん剣けんである。じっとセティを見た。

「セティはドラゴンと戦って勝てる？」

「……無理さね」

「ラルフとトットも無理だと思うけど、俺は勝てる」

　何な故ぜなら、勝てる剣けん技ぎも魔ま法ほうも無いのなら、勝てるものを描えがけばよいのだから。

　メネウの静かな視線にセティが気け圧おされそうになり、ラルフとトットへ視線をやるが、二人もそれを当たり前に受け止めている。

「……噓うそは言ってないんだね」

　噓でなければ誇こ大だい妄もう想そうの類たぐいだと思うのだが、数日の付き合いでもそこまで馬ば鹿かではないと分かってしまっている。

　セティはため息を吐ついて頷うなずいた。

「じゃあ行ってくるね。そんなに掛かからないと思うから」

「メネウ」

　ラルフがメネウを呼び止めた。

「なに？」

「見学は可能か？」

　まじめに訊きかれてメネウはきょとんとする。すぐに息を吐くように笑った。

「いいよ。危ないから上から見てて」

「了りよう解かいした」

　メネウは気負わずに告げると下の財宝の山目掛けて飛び降りた。

　派手な音をたてて着地する。

　ラルフ、トットは真剣な面おも持もちで、セティは興きよう味み津しん々しんに下を覗き込こんだ。

　メネウは財宝の山から無造作に下りる。

　腹はら這ばいになって覗いている三人に伝わるほどの振しん動どうがした。足音だと気付いたのは、それが規則正しく伝わってきたからだ。

「よぉ、君がドラゴン？」

　メネウが笑い半分に声を掛ける。

　パースから見て三階建てのビル程はあるだろうか。ギガントロールと同じような位置に巨きよ大だいな頭があるが、四つ脚あしの竜りゆうは尾おまで含ふくめたらその三倍は大きいだろう。

　岩のような肌はだは所々苔こけ生むし、背には木を生やした緑の竜だ。翼つばさは玉虫色に輝かがやき、今はその性能を発揮せずに閉じられている。

　メネウの問い掛けにドラゴンは咆ほう哮こうで返した。

「言葉で答えろよ。馬鹿っぽいぞ」

　挑ちよう発はつするような、ラルフたちに対するよりも乱暴な言葉でメネウはドラゴンに話し掛ける。

「喋れるだろう？　ここには人間が何度も来たはずだし、ここのお宝も人間が作ったものだ。まさか、その上で喋れない無能ではないよな？」
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　ドラゴンと半笑いのメネウの睨み合いが暫しばし続き、負けたのはドラゴンの方だった。

「何用だ」

「喋れるんじゃん。ここ通りたいんだけど、たぶん素す直なおに通してはくれないだろう？」

「そうだな。通す理由が無い。住すみ処かを通路にされるのは不本意だ」

　ラルフのような話し方だな、とメネウは笑った。

「何がおかしい」

「友だちに似てるから。さて、じゃあ、俺はお前を『服従』させる。無理やりか、自ら進んでかは選んでいい」

　杖つえを構えてメネウは告げる。

「服従させるのはやりたくなかったんだけど、生き物じゃなく現象だと聞いた。なら倒すのは面めん倒どうだ。こき使ったりはしない、素直に俺の仲間になってくれ」

「どこまで愚ぐ弄ろうする気だ、人間風ふ情ぜいが」

　ドラゴンの口から緑の胞ほう子しが噴ふき出る。

　それが床に溢れると、青々と草が茂しげっていた床がみるみるうちに枯かれていく。

　それを挑ちよう戦せんと取って、メネウは笑って駆かけ出した。

「俺は召しよう喚かん術じゆつ師しメネウ。俺が勝ったら仲間になってもらう」

　ドラゴンの懐ふところに飛び込み、そのまま垂直に飛び上がるとドラゴンの背に乗った。

　ゴツゴツとした首に片手を掛けて簡単そうに立っているが、足場は不安定でドラゴンは暴れている。只ただ人びとなら即そく座ざに床に叩たたきつけられて死んでいるのだろうが、メネウは呆あつ気けなく自分の身体からだを運んでドラゴンの首の付け根に両足を広げて立った。

　その場で杖を振って、緑の魔法陣じんをいくつも描く。

　暴れるドラゴンの身体からだに幾いく重えにも蔦つたが巻きついていった。

　岩のような鱗うろこ肌を這って、口まで絡からみついてしっかりと拘こう束そくしてしまう。

「仲間になってくれる気になった？」

「……」

「そっか。じゃあ、壊したものは自分で修理してもらおうか」

　蔦が燐りん光こうを放つと、ドラゴンは驚きよう愕がくに目を見開いた。

　メネウは自分の下に茶色の魔法陣を展開させると、ドラゴンから奪うばっている大量の魔力を変へん換かんして壁かべに空いた穴を土魔法で埋うめ始めた。

「この魔法、どっちも使い慣れてないから余計に魔力使うな。仲間になりたくなったら言ってくれな？」

　大きく抵てい抗こうしていたドラゴンが段々と大人しくなるころ、床に空いた穴から見上げる位置にあった壁の大穴が塞ふさがっていた。

　余計に魔力を使うと言ってもメネウの魔力は消費していない。ドラゴンから吸い上げた魔力をそのまま変換して使っているに過ぎない。

「……まだやる？」

　口元の蔦を解いてやると、ドラゴンから疲つかれたような呆れたような目を向けられた。

「貴様、何をしたか分かってるのか」

「えぇと、壁面修理？」

「馬ば鹿か者もの！　やり過ぎだ！　これを続けて我が消えれば均きん衡こうが崩くずれるわ！」

「どういうこと？」

　すっかり暴れる気力も体力も根こそぎ吸い取られたドラゴンは、四つ脚を折って床に座すわった。

「良いか、我らドラゴンは現象だ。雨が降り風が吹ふくように当たり前に存在しなければならぬ存在だ。それが消えればどうなる？　風が吹かぬ世界はどうなると思うのだ」

「それは……すごく困るね？」

「十分の一も一気に魔力を持って行きよって、えぇい、まともに相手にするのも憎にくたらしい！　……仲間になってやる！」

「ありがとう！」

　メネウは当然ながら最後のところしか聞いていない。

　その時のドラゴンの顔とラルフの表情は酷こく似じしていたのだが、それを知るのはトットとセティのみだ。

　ドラゴンから下りたメネウが蔦を解くと、ドラゴンは首を上に向けて祝詞のりとを唱えた。

　元素が光を浴びる。きらきらとした粒りゆう子しが立ち込める。

「ここに召喚術師メネウを主人と定め、その喚よび声に応こたえて世界の果てまで参じることを誓ちかう。風の吹く限り我は千里を駆け、万里を飛ぶ。……我を縛しばる名を決めよ」

「えっ、俺ネーミングセンス無いんだけど?!」

　無茶振ぶりに雰ふん囲い気きぶち壊しの返事をするメネウに、ドラゴンは静かに続けた。

「呼びやすい名で構わん」

「えぇ、ええと、えーと……あー……森……山……！　そうだヴァルドゥング！　ヴァルドゥングでどう？」

　ドラゴンはふと笑ったように見えた。気に入ったのだろうか。前世の厨ちゆう二に知識が役に立った。

「我が名はこれよりヴァルドゥング。契けい約やくは成った」

　元素の光は杖を名付けた時のように眩まばゆく光ってドラゴンに収まった。それと同時に、大きな水すい晶しよう玉だまがメネウの足元に落ちてくる。インクはまだ満タンに近いので、メネウはその水晶玉をポーチの中にしまった。

　ヴァルドゥングの顔がメネウの眼前まで下りてくる。一ひと吞のみに食べられてもおかしくない巨大さだが、不思議と怖こわくはなかった。

　そっと鼻筋に触ふれる。温かい。

「ありがとう。これからよろしく、ヴァルドゥング」

「うむ。……して、ここを通りたいのだったな？」

「うん、仲間がいるんだ。呼んでいい？」

「よい、我が運ぶ」

　ヴァルドゥングが不意に見学三人組の方を見上げると、風が三人をふわりと包んで下へと運んでくる。

　トットは興奮冷めやらぬ顔で、セティはお宝に目を輝かせて、ラルフは一連のやりとりに渋しぶい顔をして下りてきた。

「やり過ぎだ」

「でも仲間になってくれたよ。はい、ドラゴンのヴァルドゥングさんです！」

　メネウが紹しよう介かいすると、トットが鼻息荒あらくヴァルドゥングを見上げて触さわりたそうに手を伸のばしている。

　ドラゴンの名前にラルフが目を輝かせているのは、そっと見ないフリをした。

「僕ぼくドラゴン見るの初めてです！」

「ヴァルさん、ここの財宝はアタイが少しばかり貰もらっても構わないかい？　使うあても無いんだろう？」

　セティはさっそく交こう渉しように入っていた。フロア全体の所々に財宝の山が出来ている。

　トットに顔を寄せながら、ヴァルドゥングはセティに呆れた目をやった。

　もう少しドラゴンに対して畏い怖ふを覚えてもいいはずだ。誰も彼も態度がでかい、という呆れの目だが、多少減ったところでヴァルドゥングは困らない。習性に従って集めているに過ぎないからだ。

「構わぬ。下の階層へはそこな扉とびらを潜くぐれば階段がある。……メネウよ。我は寛かん大だいだから良かったが、下にいるのは我とは比べものにならぬ存在だぞ」

「ヴァルドゥング、俺の肩にいるのは何だと思う？」

「む……」

　親切からの忠告に返ってきた言葉にヴァルドゥングが目を凝こらすと、メネウの肩にいるスタンと目が合った。

　そこにいるのは紛まがうことなき神の使い。なるほど、とヴァルドゥングは得心するとスタンに目礼した。

「ヴァルドゥングは何かと詳くわしそうだ。できれば色々教わりたいな」

「胸の内で語りかけよ。メネウの目は我の目、メネウの言は我に届く」

「プライバシーの侵しん害がい……」

「防ぐ術すべも合わせて教えてやる」

　おいおいな、と言うヴァルドゥングの鼻筋をまた撫なでる。

　セティが満足するまで持ち帰る財宝を吟ぎん味みしたのを見計らって（ダンジョンの外に出たら自分で持ち歩かなければならないのだ、それ程の量は持ち出せない）、メネウたちは扉を潜った。

　扉はダンジョン入り口と同じように宝玉と幾き何か学がく模様で彩いろどられた巨大なものだった。

　どの位かというと、ヴァルドゥングが通れそうなほど大きい。

　その扉にラルフと片方ずつ手を掛ける。

　軽く押おすだけで、扉は音を立てて開いた。

　白く光る階段が上に向かって伸びている。

　階段の先には白い球状のものが浮かんでいた。繭まゆのような発光体だ。

　足を踏ふみ外せば摑つかむものもない奈な落らくへ落ちるのは明白。慎しん重ちように一歩を踏み出した。
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　メネウを先頭にトット、セティ、ラルフと続く。

　白い発光体にメネウが触ふれると、人一人が通れるほどの穴が開いた。

　全員が中に入ると、その穴は自然に閉じる。

　メネウはこの場所に見覚えがあった……セケルと会う場所に似ている、一面の白。

　メネウが読んだ本では、ダンジョン最下層には『何も無かった』と書かれていた。そして、神しん獣じゆうによって地上に帰されたと。

　白い階段も白い繭まゆもなかったのだとしたら、今回のこれには一体何の意味があるのだろう。

「ここ、何ですかね……なんか不思議といいますか……」

　トットが不安そうにあたりを見回す。今入ってきたはずの壁かべは無く、どこまでも白が続いていることにおっかなびっくりしている。

　メネウが前を見ていた時、不意にそれは現れた。

「神の愛み子こよ、よく来ましたね」

　唐とう突とつに出現したように感じた。中心の白から端はしにいくにしたがって濃のう緑りよくに輝かがやく毛皮を持つ獣けもの。

　狼おおかみに似ているが、毛足の長い尾おは四又またに割れて獣の背後で揺ゆらめいている。

「二十三の年を数えるのは短く、あなたを待ちわびるには長い時でした。私はカノン。迷めい宮きゆうカノンの主あるじにして風を司つかさどるもの」

　カノンと名乗った獣は重力を感じさせない動きでメネウの目の前に降り立ち、鼻先を擦すり寄せてきた。

　よく慣れた犬のような動きに、メネウは毛皮に手を伸のばすと長い毛を梳すいて撫なでた。

「カノン。なんでかな、君に会いたくて、会いたくて仕方なくて、ここまで来たよ」

「当然です、神の愛子。貴方あなたは描えがきたくて生を亨うけた。新しくその目に留まる存在を描きたいと思うはず。風の魔ま法ほうを好まれたでしょう？　私はいつでも貴方を感じていました」

　前世では触れようのなかった概がい念ねん。それに魔法という形で触れ、その体現者が目の前にいる。

　木の種を、虫を、鳥を、季節を、雲を運ぶ風が目の前にいる。

　不思議な感覚だった。

　描きたい、と身体からだの芯しんから指の先まで欲求に支配される感覚に、思い切りカノンを抱だきしめた。日ひ向なたの匂においがする。

「君を描いて良いかな。俺おれがいつか、助けを求めた時に君を明確に思い出せるように」

「貴方の筆に描かれるのを楽しみにしていました。さぁ、お描きください」

　睦むつまじい恋こい人びと同士のように一人と獣は囁ささやき合っている。

　後ろの三人は置いてけぼりである。

「メネウ？」

　まるで知らない人間のように感じたラルフはメネウの背に恐おそる恐る声を掛かけた。
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「あぁ、ごめん。つい……、お茶にでもしてて。すぐ描くから」

「あ、あぁ……」

　ポーチから薬や缶かんやカップ、茶葉を出すのはいつものメネウだ。

　しかし、先さき程ほどカノンと向き合っていたメネウは、まるで知らない人間のようであった。

　こちらに来てから見聞を広げ、多少人間らしい生活をしたからといって、その本質が変わる訳ではない。

　メネウは結局、描くことに悦よろこびを覚える獣なのだ。その本質は人よりもカノンに近いのだろう。

　カノンと並ぶメネウの姿を見ていると、ラルフだけではなく、トットもセティも何か『ズレ』を感じた。

　人として根本的に違ちがうもの、天才か狂きよう者しやに感じるズレだ。善でも悪でも無い、決定的に違うもの。

　ラルフは思わずメネウの腕うでを引いた。戻もどってこないような気がしたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　メネウが見み透すかしたように笑う。

「俺は俺。ラルフに小言を言われて、トットと一いつ緒しよにはしゃいで、セティと悪ふざけする奴やつ。心配しなくても大丈夫」

　いつもの逆で、子供に言い聞かせるようにメネウは告げると、スケッチブックと絵筆を持ってカノンに近付いた。

　スタンはトットの肩かたに飛び移る。

　ラルフはメネウの背を気にしながら、茶を四人分淹いれにいった。

　スケッチブックを開いたメネウは、カノンの前にどっかりと胡座あぐらをかいて座すわると、黙もく々もくとその姿を紙の上に写し取っていった。

　心に従うままに模様を描き、装そう飾しよくした。

　一枚目には美しい森を思わせるカノンの横顔を。

　二枚目には風を体現したしなやかな身体からだ全すべてを描き切る。

　楽しい時間だった。頭の中が空になり、思考は全て筆の上で行われる。

　描くべきものと自分の境目が曖あい昧まいになり、描いているそれになったような高こう揚よう感が、筆を滑すべらせているのに身体を満たしていく。

　前世で絵を描かく時もいつもそうだった。今こん生じようで描いた色んなものもそうだった。描いたものが『どうして』そこにあり『何に』使われるのか、『どのように』動くのか、それがありありと体感できる。

　描きながらも意識を飛ばしていたメネウは、最後の毛並みを描き終わると長い息を吐はいた。

　汗あせが滴したたる。何な故ぜだか酷ひどく疲つかれていた。

　だが、御お構い無しにスケッチブックを注意深く確かく認にんし、近くで見たり遠くにしたりとしてから頷うなずいた。

「できた！」

　見て！　と、カノンにスケッチブックを見せると、カノンは嬉うれしそうに鼻を鳴らした。

「素す晴ばらしい。貴方には私がこのように美しく見えているのですね」

「実りを運ぶ風、って感じがした。黄こ金がね色いろの麦畑も、波立つ海の上も一緒に駆かけ抜ぬけたよ」

「えぇ、えぇ、そうでしょうとも。私も一緒に駆け抜けました」

　メネウとカノンは笑い合うと、後ろでお茶を飲んでいる三人に近付いた。

「見て、これが描きたくてここまできたんだ」

　三人はスケッチブックを受け取ると、まじまじとそれを眺ながめた。

　美しい森の獣の横顔と、力強く大地に立つ姿は並の絵画よりずっと素晴らしい。

　生きているかのように描かれたそれに魅み入いられていたが、メネウにスケッチブックを返した。

　ラルフが少し笑って尋たずねる。その目には賞賛が確かにあって、メネウはそれが嬉しかった。

「満足したか？」

「うん！」

　メネウは嬉しそうに頷く。そのスケッチブックにカノンは鼻先を寄せた。

「これよりカノンは神の愛子、メネウの兄弟です。兄のように貴方を導き、弟のように貴方を写す者となります」

　スケッチブックが光ると、カノンを描いたページに『ロック』がかかったようだった。

　この絵は消えない、とメネウは感じた。カノンに目で尋ねると、カノンも頷く。

「貴方はこれから六つの迷宮に赴おもむき、そこで我らの兄弟を描くでしょう。描き切ったその時に、死者の書は完成します」

「死者の書？」

「そうです。貴方は死者の書を完成させなければなりません。死とは秩ちつ序じよ、死があるから皆みな、生きることができるのです」

　メネウはよく分からない、と眉まゆを潜ひそめた。

　その額に擦り寄って、カノンはふわりと消えた。

「いずれ分かります。いつでも呼んでください、兄弟。神の愛子よ」

　はっと気付いた時には、四人はヴァルドゥングのところにいた。

　いつの間に戻されたのかさっぱり分からなかったが、カップのお茶の水面を揺らしてヴァルドゥングが近付いてきた。

「戻ったのか」

「うん。カノンに会ってきたよ」

「……会ってきたも何も、そこにおるではないか」

　え、とメネウが振ふり返ろうとしたら、メネウの足元に毛の長い仔こ犬いぬが擦り寄っていた。

　てちてちと歩いて回り、ラルフの肩に落ち着く。

　ラルフの顔がみるみる曇くもった。

「おい」

「わふ！」

「……お世話よろしくね？」

「元いた場所に戻してこい！」

　でなければ自分で面めん倒どうを見ろ、と言わんばかりだが、誰だれがちゃんと面倒を見てくれるのかカノンはよく分かっていた。正しい選せん択たくである。

「ヴァルドゥング、とりあえずお茶飲んでから帰るよ」

「構わん。……メネウ、我が主人あるじ。神の御使いを描くそなたに頼たのみがある。茶を飲みながらでよいから聞いてはくれぬか」

　メネウは輪に加わってセティからお茶をもらう。セティはトットと一緒に一連の出来事を興奮しながら語り合っていた。

　お茶を一口飲んで人ひと心ごこ地ちつくと、メネウはヴァルドゥングに向き直った。

「いいよ。何をしたらいい？」

「我が元いた場所を取り戻してほしいのだ」

　重々しく告げたヴァルドゥングの表情は、まるで崩くずれそうな岩石のように困こん惑わくしていた。

「我と同じ様な竜りゆうは他に四体いる。我が住すみ処かを追われたのは、何を隠かくそうその内の一体によるのだ」

　ヴァルドゥングは重々しく話し始めた。

　メネウたちは薬缶を囲んでお茶を飲みながら聞いている。

「金の竜というのがおってな、地中に含ふくまれる鉱石、金属を司つかさどる竜なのだが、相あい性しようが悪い。我は敵かなわんのだ」

　そしてその金の竜に住処を追われたという。

「ふむふむ。その金の竜さんは、なんでヴァルドゥングの住処を奪うばったの？」

　メネウの何気無い問いに、ヴァルドゥングの目が泳ぐ。

　その様子にセティが目を細めた。

「はっは～～ん、分かった。アンタ、金銀欲ほしさに縄なわ張ばりを荒あらしたね？」

　ぎく、とヴァルドゥングの巨きよ体たいが跳はねる。薬缶も跳ねた。

「習性だから仕方なかろう、とか言って謝あやまりもしなかったんだ？」

　ぎくぎく、と再び振しん動どうが走る。お茶が溢こぼれそうだ。

「そして住処まで来られたら言い逃のがれが出来ないほど溜ため込こんじまってたんだろ」

　ずしーん、と巨体が言葉の刃やいばの前に沈しずむ。

　合ってるんだ……、とメネウ、ラルフ、トットの三名は憐れん憫びんを含んだ目でヴァルドゥングを見た。

「我は……我は相性もあって、あまり金に恵めぐまれぬ地でしか生きられぬ。人間に下げ渡わたし、悪党が蓄たくわえていたものなど貰もらっても構わぬではないか?!」

　逆ギレである。

　メネウが盛大せいだいにため息を吐ついて頭をがしがしとかいた。困った竜を仲間にしてしまったものである。

「今後は禁止。まずはそこしっかりしとかないと。今後自分の縄張り以外からの接収はダメ」

　メネウが杖つえを突つきつけて告げると、ヴァルドゥングは渋しぶ々しぶながら了りよう承しようした。

　不承不承という体ていがありありと表れていて、メネウがさらに表情を厳しくする。

「こんなに溜め込んでるのにまだ欲しいの？」

「我は一度でいいから金銀財宝に埋うもれて寝ねてみたいんじゃ……」

　夢を諦あきらめきれないのか低く唸うなりながらヴァルドゥングはごねる。

　メネウは瞬まばたきをすると、うーん、と少し考えて告げた。

「そんなことでいいなら叶かなえてあげようか」

「なんと?!　で、できるのか?!」

「うん。ちょっと待ってて」

　メネウはスケッチブックと絵筆を取り出すと、白紙のページを開いた。

　ヴァルドゥングを見ながら、さらさらとデフォルメされた可愛かわいらしいヴァルドゥングを描いていく。

　生き物というよりぬいぐるみのようだった。ボタンの目に、柔やわらかそうな背や丸い尻尾しつぽ、上質の綿がいっぱいに詰つまっているように見える。

　メネウはセティを見て「これで貨か幣へいとか財宝とかは増やさないからね」と釘くぎを刺さした。何のことか分からないセティは首を傾かしげながらも頷く。

　それを確認してから、メネウは描いた絵に手を当てて具現化させた。

「召しよう喚かん！」

　五十センチ程の大きさの、小さなヴァルドゥングが出てきた。やはりぬいぐるみのようである。

　セティが目を丸くしている。

「……やられた。頷くんじゃなかったよ」

「言っとかないと絶対強ゆ請すられると思った」

「絵に描いた物が現実になるなんてね。画力は申し分なしときた。……つくづく惜おしいねぇ」

　セティの獲え物ものを定める目からはさっさと視線を外しておく。金かね儲もうけの道具にされるのは御ご免めん被こうむりたい。

　ぬいぐるみをトットに抱かせて（ラルフの膝ひざにはカノンが座っていた）、メネウはぬいぐるみに杖を当てた。

「契けい約やくに基もとづき、ヴァルドゥングを召喚する」

　大きい方のヴァルドゥングが光って元素が溢れ、一回り小さな姿で眠ねむりにつく。

　小さくなった分の元素がぬいぐるみ……小さなヴァルドゥングの中に収まっていく。

　トットの膝の上でじたばたと手足を動かし、自分の短い手足を見、柔らかな尻尾を動かし、綿入りの羽で空を飛んで四人の頭上を旋せん回かいする。

「これは素晴らしいな！」

「永続召喚だから少し疲れたけどね……。ほら、財宝にダイブしておいでよ」

「うむ！」

　ドラゴンの威い厳げんも何ど処こへやら、ヴァルドゥングはさっそく山のような財宝に綿の身体で突とつ撃げきし、硬こう貨かを尻尾で打ちながらご満まん悦えつに寝ね転ころがっている。

　ラルフが非常に残念そうにその姿を見ていた。彼かれはカッコいい物が好きなのだ。

　お茶を飲み終わるころに、ヴァルドゥングは満足して戻ってきた。

「長年の夢が叶った。礼を言うぞ、主人」

「それはよかった。ヴァルドゥングのその身体には収納機能も付いてるけど、ここの財宝持っていく？」

　ヴァルドゥングはそれを聞かれると、ちらりと財宝の山を見て、無念そうに口を開いた。

「う、む……持って行きたいのは山々だが、金かな気けのあるものを腹に入れるのはどうにもな……」

　埋もれたいけれど、食べられるかどうかは別らしい。

「じゃあさ、トットについててよ。彼は薬草とかの採取にいつもカゴを使ってるし」

「薬草や、ちょっとした金気ならば平気だぞ！　うむうむ！」

　ラルフが肩を落として俯うつむいている。

　ドラゴンが荷物入れになる姿を見る羽目になるとは露つゆほども思っていなかったに違いない。

「ド、ドラゴンさんに荷物持ちをお願いしていいものでしょうか……？」

「本人が良さそうだからいいんじゃないかな？」

　さっそく、とトットの背中に張り付いたヴァルドゥングは、収まり良く肩に腕を引っ掛けている。

「思うに、ドラゴンからしたら俺たち人間はさして長生きしない、短い種族なんだと思うよ。だから契約してくれたんだよ」

「メネウの言う通りだ。人の生とは儚はかない、その儚い生に付き合う方が害が少ないと判断した」

「だから、嫌いやがらないなら手伝ってもらっていいと思うよ」

　ヴァルドゥングがそれを嫌がっていないのは明白である。

　メネウはポーチをベルトから外して財宝の山の一つに近付くと、ポーチの口を開けて山に向けた。

　あっという間に財宝の一山がポーチの中に収まる。

「あ、アンタ何してんだい?!」

　セティが色めき立つ。

　先程最優先で自分好みの物は物色した後ではあったが、残したものも質が悪い訳ではない。そんな量を一気に持ち帰られて売りさばかれては、財宝の価値が下がってしまう。

「いや、ヴァルさんのベッドに必要かなと」

「…………ベッド？」

「お金には困ってないし……装そう飾しよく品ひんも要いらないし……、ベッドとしか思ってなかったけど」

「その…………財宝の山が、ベッド……」

「だ、だめ？」

　がっくりと全身の力が抜けてしまったセティが、自分が細々と生活していることのバカらしさを嘆なげき始めてしまった。

　メネウはそれを慰なぐさめるような言葉を持ち合わせていないし、ラルフは眠ってしまった大きい方のヴァルドゥングに想おもいを馳はせながらカノンに構っているし、トットはヴァルさんと色々と話している。

　慌あわてたメネウは、そろそろ帰ろう、と何とか話を切り上げ、お茶の道具をポーチに仕し舞まった。

「歩いて戻るのは面倒だな」

　メネウがそうぽつりと呟つぶやくと、ヴァルさんが目の前に飛んできた。

「なら我が送ろう。眷けん属ぞくの場所までならばすぐじゃ」

「ヴァルさんもショートカットが使える？」

「造作もない」

　言うが早いか、何も無い場所に薄うすい水の膜まくが現れた。膜の向こうには玉座の前で待つドリアードの姿が映されている。

「お、すごい。皆は心配なら後で来なよ、俺一番ね」

　メネウは何の心配もなく水の膜を抜ける。

　出たのは、やはり階段があった城の中だ。

　次にカノンとヴァルさん付きのトットが出てきて、その後が中々出てこない。

　メネウは少し待って、膜の中に頭だけ突っ込んだ。

　ラルフとセティはぎょっとしている。

　メネウの頭だけが突とつ如じよ現れたのだ。

「全然大丈夫だからおいでよ？」

「うむ、わかった。わかったから頭を引っ込めてくれ」

　生首に叱しかられたラルフが神しん妙みように告げるとメネウは頭を引っ込めて場所を空けた。

　セティとラルフが出てくると、ヴァルさんはさっさと水の膜を閉じた。あんな宝の山にわざわざ人を通してやる必要は無い。

　見計らったようにドリアードが近寄ってくる。軽く首をかしげる姿は、もうお帰りですか、と尋ねているようだ。

「うん。お邪じや魔ましました。……もしかして君たちもコレのせいでここに来たの？」

　メネウはドリアードとトレントを見て、ハッとしたようにヴァルさんを指差した。

　ヴァルさんに気付いたドリアードは慌てて膝を折る。

「うむ、我が地を追われたからな。眷属たる彼らも共に、カノン様のもとで庇ひ護ごしてもらっていたのだ」

「やっぱり……」

　渋しぶい顔でヴァルさんを見たが、まぁそれでうまく回っていたのならいいか、とメネウはさっさと表情を改める。笑ってドリアードの手を取り立たせた。

「近々帰れるようにしてあげるからね」

　ドリアードはまた首を傾げたが、小さく頷く。微笑ほほえんでいるようだった。

　ドリアードと別れてダンジョンの入り口まで歩く最中、セティが酷く残念そうに、それでいて笑いながら言葉を発した。

「つまらないねぇ、もうお別れか。アタイはこれからもダンジョン攻こう略りやくを続けるけど、アンタらは……」

「とりあえずは首都に行ったりヴァルさんの住処をどうにかしたりするかな」

「だよねぇ、道は一緒にならない訳だ」

　ダンジョンの最下層に行った最短記録だの、神獣を初めて見ただの、ドラゴンは意外と話が分かるだの、肉が美う味まいだの、話すことは尽つきない。

「セティ。俺たち、また迷宮に潜もぐるよ。もし気が向いて運が向いたらさ、一緒に行こうよ」

　メネウもセティと別れるのは惜しかった。しかし、それはお互たがいのやりたいことを曲げてまで一緒にいて出来上がる楽しさではない。

　時々道が交ざるその時に一緒に景色を眺める、そういう楽しさなのだ。

「わかったよ。なるべく迷宮のあるギルドには長居するようにするさ。アンタらとの冒ぼう険けんは楽しいしね」

　そして、ダンジョン入り口の扉とびらの前でメネウとセティは握あく手しゆを交かわした。

「じゃあまたどこかで」

「あぁ、アタイのことも探しなよ？　セティという名前をさ」

「分かってる。楽しみが増えたよ」

　再会を願った四人は頷き合ってダンジョンを出た。

　待たせていたカズサの部屋のドアをノックすると、早いですね、とカズサが驚おどろいている。

　早い上に何やら同行動物が増えている。奇き妙みようなアイテムを背負ったりもしている。

「大丈夫、でしたか？」

「大丈夫デス。説明できないけど、楽しめました」

　カズサに笑ってメネウが告げる。カノンは嬉しそうにラルフの頭の上に飛び乗って尻尾を振っている。

　カズサもそれを見て、悪いものではないと判断したので帰ろうと踵きびすを返した。

　瞬しゆん間かん、カノンが狼の遠とお吠ぼえのように鳴いた。

　カズサがビクッとする。メネウにはわかった。

　カノンがショートカットを上書きしたのだ。

「すみません、今回だけなので……」

「そうしてください。あんまり近くに出し過ぎるとスタンピードの時など対応出来ませんから……」

　そうして一行は十歩ほどでギルドに戻り（カズサはすぐ通路に戻ってショートカットをかけ直していた）、カウンターで攻略報告をした。

　荷物を受け取ったセティは、メネウに任せたよ、と言うと、さっさと出て行ってしまった。

　何故だろう、と思ったのだが、そういえば最下層まで行ったとなると本に記録されるのだ。

　つまりは、思いっきり拘こう束そくされることになる。

「先に宿屋に戻っているぞ」

「あ、メネウさん、ドリアードの花とトレントの枝と調合道具をください！」

　薄はく情じような仲間たちに見事に面倒ごとを押おし付けられ、あれよあれよとギルド長室に通された。

　メネウは、不自由な言葉と各フロアボスの肉、そしてドラゴンの財宝の一部を使いながら、夜遅おそくまでダンジョン攻略について語ることとなった。

　スタンだけが、慰めるように肩に止まっていてくれた。
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「まさか……、そんな……」

　セケルは大きな扉とびらの前で、啞あ然ぜんとして呟つぶやいた。

　世界を移動する方法は様々だ。夜空の星の数よりも多くの世界があり、様々な信しん仰こうがあり、その集合意識として神がいる。

　だから、メネウと同じ世界にいる『何者か』の神は、そのうちの一柱だろうと思っていたのだ。自分の知らない神だと、それを調べて解明しなければならないと。

　だから発見が遅おくれた。本当に一応念の為、セケルはここを見に来たに過ぎない。

　大きな扉は内側から壊こわされていた。何本もの鎖くさりが千切れてぶら下がっており、収められていた封ふう印いんの棺ひつぎが砕くだけて扉の内側にその残ざん骸がいを晒さらしている。

「厄やつ介かいなことになったな」

「ホルス……」

　セケルの後ろから低い声が届いた。

　燃えるような赤く長い髪かみをした巨きよ軀くの男が腕うでを組んで、セケルと同じように扉を見上げている。

「封印が解かれたとしたら……二十三年前、でしょうね」

「我々にとっては瞬まばたきをするのと同じ程ほどの時でしかない。今見付けられたことが僥ぎよう倖こうだ」

「そう、ですね……そうですが……、まさか、彼かれが……」

「嘆なげいても仕方があるまい。……いっそ運命かもしれぬ。メネウが転生するとなった時、冥めい界かいは一度開かれた。封印が緩ゆるんだとしたらそのせいだ」

　セケルが苦く渋じゆうの表情で下を向く。冥界の神の一柱として、どの世界に放ってもいけないものを解とき放ってしまった。

「……転生の際、一度地球と冥界を繫つなぎました。和かず也やさんの……メネウさんの魂たましいを呼び入れる為ために。地球には天空樹は根を張っていません。混こん沌とんたる彼と同じ、地球は天空樹から外れた存在です。……それが力を与あたえてしまった要因でしょう」

「天空樹が根を張っていないからこそ、我々は地球から強い信仰を受け取れる。彼かの者もまた、それは同じ。皮肉なものだ。だからといって己おのれ一人を責めるなよ、セケル」

「……しかし、私の失態です」

「いいや、メネウを見守る神は俺おれやあいつのように他にもいる。強しいて云いうならば、混沌たる奴やつを封ふうじて安心していた我ら神々全すべての責だろう」

　二人は壊された扉に手を翳かざすと、内部も含ふくめてあっという間に修復してしまった。

「そして転生先の世界でメネウの身体からだを作る為に繫いだ時に、その世界に逃にげ込こんだに違ちがいない。二十三年、向こうの世界では混沌たる奴が先に辿たどり着いていたということになる」

「メネウさんの魂が地球から冥界、冥界からあの世界へ渡わたる二十三年。天空樹に干かん渉しようしようとする動きはあっても、どれも失敗に終わっています。殆ほとんどの権能は使えない……我々と同じ状態だと言っていいでしょう」

　セケルとホルスが深刻な顔を見合わせる。事態は思ったよりも悪く、現状は想像よりはまだマシであった。

「権能を使って天空樹に干渉できない。だとすれば奴がするのは……」

「竜りゆうや神しん獣じゆうを操あやつるか、世に混沌を満たすか……」

　前者はともかく、後者は時間が掛かかるはずである。

「幸いメネウは死者の書を創つくろうとしている。俺たちにできることは多少の手助けだけになるが……こうなると、ステータスは盛っておいてよかったな」

「そうですね。貴方あなたが授さずけたスキルもあります。めったなことにはならないとは思います」

「しかし、歯がゆいな」

　天空樹が根を張る世界では、神は信仰を受け取れても顕けん現げんし権能を使うことはできない。世の法則が乱れるからだ。

　天空樹は幾いく星せい霜そうの世界の殆どに枝葉を広げ根を張っている。そうして世界を管理している。

　その天空樹に、混沌たる彼が影えい響きようを与えたのならば。

　影響は計り知れない。いくつの世界が混沌に吞のみ込まれ、秩ちつ序じよ無い原初に還かえるのか想像もつかない。

「とりあえず、俺たちはこいつの痕こん跡せきを追おう。メネウのいる世界に逃げたのは間ま違ちがいないだろうからな」

「そうですね。……第二の人生を与えたはずが、こんなことになるなんて」

「次は封印では済まさない。いざとなれば俺が、この身をもって……」

「太陽を失う訳にはいきません。それは、本当に最後の手段です。……メネウさんの成長を祈いのりましょう」

　ホルスは頭を片手でかきむしると、深く嘆たん息そくした。

「そうだな。今の俺たちにできるのは、メネウの無事と死者の書の完成を願うことだけだ」

　二柱の神はその言葉をもって、その場を後にした。

　今は何も封じていない巨きよ大だいな扉が、静かに白い世界に佇たたずんでいた。
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　ミュゼリアで冒ぼう険けん者しやギルドの依い頼らいをこなすようになってすぐの事だ。

　トットの着き替がえが無い事に思い当たった。

　自分とラルフのインナーは旅立つ時にメネウが買いこんだり、ハーネスが用意してくれていた物を持っていたが、トットは身一つで逃にげてきた。下着もインナーも替かえが無いのだ。

　と言っても、ミュゼリアは広い。どこに行けば子供用の下着や服が手に入るかも分からない。ならば知ってそうな人に聞こう、と商業ギルドに滞たい在ざいしているハーネスに相談してみた。

「メネウさんのお願いですからな！　こちら、紹しよう介かい状じようになります。この店ならば間ま違ちがい無い品をそろえておりますよ！」

　と、言われて渡わたされたのはずっしりと重い感かん触しよくの黒い封ふう筒とうと地図。商業地区……店が立ち並ぶ場所の、外れの方にある店のようだ。

　翌日、さっそくラルフとトットと共にその店を訪おとずれた。が、入る前に間違いじゃないかと思って引き返しそうになった。

　木造で黒くろ塗ぬりの重じゆう厚こうな造りの店構え。ショーウインドウがあり、質の良さそうな服がマネキンに着せられて飾かざられている。通りに面した大きなガラスは、この世界では高級品では無いだろうか。金枠わくと金の取っ手のついた両開きのドアの前で、三人は立ち尽つくした。

　ラルフだけは平然として「入らないのか？」と聞いて来たが、メネウにもトットにもこの店が「日常の下着やインナーを売っている店」とは思えなかった。暫しばらく固まって眺ながめていたが、勇気を振ふり絞しぼってドアを開ける。

「いらっしゃいませ」

　落ち着いた声音の女性に出で迎むかえられた。紹介状を渡すと、快く店内の奥おくへと案内してくれる。

　店の中は服がひしめき合っている訳ではなく、まず一見さんに見せる為ための服が間かん隔かくを開けてディスプレイされている。ここで値段を見て帰るか、他の商品も見てみたいと言われたら奥へと通すような造りになっているようだ。

きらびやかな装そう飾しよくのローブを見て、メネウは自分の服装を見下ろした。

（もしかして……俺おれ、地味……？）

　神が与あたえたもうた装備に対してよくぞ言ったものだが、メネウのローブは黒色の一見地味なものだ。見る人が見ればそのローブの仕立ての良さも性能の良さも丸わかりなのだが、メネウ本人は生前はプチプラの量りよう販はん店てんで適当に着れればいいやと服を選んでいた人間である。

　衣食住に興味が出て来たのはいいが、肝かん心じんの目は全く養われていなかった。

　そんな事を考えながら奥に通されると、両側の壁かべにずらりと様々な装備品や服が並んでいた。

　ローブ、革かわ鎧よろい、展示してあるプレートメイルもあれば、インナーに良さそうなシャツや下着の類も慎つつましく並んでいる。

（いやいや、今日はトットの下着とか買いに来ただけだから……）

　手慣れている様子でラルフはトットの下着やインナーを買いに来た事を店員さんに説明している。トットは、初めて入る高級店を物もの珍めずらしそうに物色していた。

　ラルフに任せて、メネウもふらりと展示品のローブに寄って行った。何着もかかっている服の中から気になった物を見ていると、別の店員さんが「よろしければご試着なされますか？」と、ご丁てい寧ねいにも声を掛かけてくれた。

　試着だけならいいかもしれない、とメネウは気になった服を何枚か持って試着室に向かった。

（……あら？　あんな服置いていたかしら……）

　メネウの持った服を見て、店員さんが笑え顔がおの裏で考える。

　しかし、現実にそこにあるのだからこの店の商品には変わらない筈はずだ、と自分を抑おさえてメネウをカーテンの奥へ送り出した。

　その頃ころ、トットも自分の……つまり子供用の装備品に目を奪うばわれて、何着か持って別の試着室に入った。そこでも店員さんは、あんな商品あったかしら、と首を傾かしげる事になるのだが、そこはプロの仕事である。言葉を飲み込こんで試着室へと送り出した。

「おい、何やって……」

　数分後、試着室から出て来たメネウを見て、ラルフは絶句した。

「それを脱ぬぐか、俺とパーティを解散するか、好きな方を選べ」

　つまり今すぐ脱げということだ。

「えー、ダメかな……オシャレだと思うんだけど」

「お前にとってのオシャレとは奇き抜ばつという意味か？」

　メネウの着ていたものは、結論から言うと奇き天て烈れつ極まりないものだった。

　赤と薄うす桃もも色いろの縞しま々しまのタイツ。足首に襞ひだ襟えりの着いた赤のラメ入りショートブーツ、爪つま先さきは天を向いている。眼めが覚めるような真っ青なかぼちゃパンツ、フリルは金糸の縁ふち取どり付きだ。

　極め付けは普ふ通つうの白シャツの上に着た、襟が頭３つ分高い針金入りのローブだろう。裏地は原色の黄色、表は深緑の革製だ。なぜか裾すそに房ふさ飾りがついている。カーテンか。

　見事なまでに奇き怪かい、そして珍ちん妙みよう。町に出たら必ず他人のフリをしたくなる格好かつこう第一位といった所だろう。

　呆あつ気けに取られて絶句していると、続いてトットが試着室から出て来た。

「ラルフさん、これ強そうじゃないですか？」

「トッ……脱げ、今すぐに」

　何な故ぜ素す肌はだに鎖帷子くさりかたびらを着て、刺ささりそうなミスリルの棘とげが大量についたレザージャケットを着ているのか。肩かたが特に酷ひどい。落とし穴の中に敷しいたら落ちた人間が死にそうなアレだ。揃そろいの首輪と、髑髏しやれこうべのアクセントのついたベルトに、光こう沢たくのある黒いレザーパンツを履はいている。

　ラルフの注文を聞いて奥からトットに合うサイズの下着やインナー類を持ってきた店員さんが、二人の格好を見て思わず商品を取り落としそうになった。

　無理矢理元の服装に着替えさせるべく試着室に二人を押おし込んだラルフが、その店員さんに向って「お騒さわがせしてすまない」と至し極ごく真ま面じ目めな顔で謝った。

　もともと二人が着ているローブ自体は質のいいものである。間違ってもあの服を買わせる気は無かったが、改めてあの二人には常識を教え込まなければならないとラルフは心に誓ちかった。

　ちなみにあの二人が選んだ装備品は、彼かれらを見守る神かみ々がみが面おも白しろがって紛まぎれ込ませた、見た目は奇抜だが性能は抜ばつ群ぐん、という品だが、その後も誰だれも買い手が付かなかった。当然である。

　ラルフ指導の元目的の品だけを買って、彼らは店を後にした。

　メネウが後ろ髪がみを引かれて振り返っているのを、ラルフが耳を摑つかんで引きずって帰った。








あとがき









　この度たびは、本作を手に取って下さり誠まことにありがとうございます。

　昔から小説を読むのとセットであとがきも読んで来ていたのですが、こうして自分が書く番になると何を書いていいか悩なやましいものです。

　ですので、まずは御お礼れいから書かせていただきたいと思います。

　第４回カクヨムｗｅｂ小説コンテストで応おう援えんしてくださった皆みな様さま、編集部のＫ様、Ｗ様、イラストレーターの長なが浜はまめぐみ様、他本作の刊行に関わって下さった全すべての皆様に御礼申し上げます。

　小学生の頃ころ、卒業文集に将来の夢を書く欄らんがありましたが、私はそこに「小説家」と書いておりました。あと他に「漫まん画が家か」「花屋」「書道の先生」と書きました。欲張りな自覚はあります。子供って無邪じや気きですね。

　その後、公こう募ぼ等にも応募していた時期はありましたが、暫しばらくは趣しゆ味みの一つとしてささやかにサイトで公開したり、同人誌を発行したりという活動をしておりました。

　ＷＥＢ小説が隆りゆう盛せいしているというのも、一体何年経たってからだ、という程後から知りまして……、思い切って筆を執とったのが一昨年の８月です。

　その時は「書しよ籍せきかー、なったら凄すごいよなー！」位の気持ちで書いておりましたが、なりましたね。書籍。びっくりしています。

　どの位びっくりしたかというと、特別賞受賞のご連れん絡らくを戴いただいた日は地球の重力に耐たえられず寝ね込こみました。重力って重いんですね、某ぼう国民的人気キャラクターの重力〇倍で特訓というのには耐えられそうに無い事が分かりました。今思うと良い経験だったと思います。

　その後、奇き声せいを発し、布ふ団とんの上で何度もメールを見直してはゴロゴロと転がり、枕まくらにつっぷして動かなくなり、等の奇き行こうを行ったこともここに記念として記しておきましょう。

　よく聞かれるので、ここで「何な故ぜこれを書こうと思ったのか」に軽く触ふれておこうと思います。これですこれ、テーマって大事ですね。

　私の小学校の同級生にエジプト神話が好きな友人がおりまして、私も感化されて少しはエジプトの神様の事を調べたりしていました。エジプト神話、そこまで詳くわしい訳ではありませんが凄いんです。近親者がくっついたり、同じ冥めい界かいの神が何柱もいたり。

　そして、これまた小学生の頃なんですが、描いたものが全部現実になる筆、が出てくる話をぼんやり妄もう想そうしていた事を思い出しまして。何も無い孤こ島とうに不思議な魔ま法ほう道具商人が物を売りに来て、その島の子供がその筆を手に取り、絵の才能を開花させていく……といった内容だったと思います。

　今の流は行やりの異世界転生も書いてみたいなー、と思い、それらの要素を組み合わせ、出来上がったのが本作です。小学生の私の妄想が今になってこうして形になりました。

　メネウもラルフもトットも、他のキャラクターも、小学生の頃の私から積み重ねた経験の元に生まれたキャラです。全部繫つながっているんだなぁとしみじみ思います。

　夢見ていた小説家として「あとがき」を書いている、こんなに嬉うれしい事が今後あるでしょうか。あって欲ほしいです。また書きたいですね「あとがき」。

　また「あとがき」で皆様のお目に掛かかれる事を願って。ありがとうございました。
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